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序

一般国道6号◎50号◎51号の交通渋滞の解消と水戸周辺地域と

海浜地区の相互連絡の強化を目的に，一般国道6号の自動車専用

道路として，東水戸道路の改築事業が建設省によってタ　推進され

ております。

また，東水戸道路は北関東自動車道と接続しタ　北関東の内陸部

と茨城県の海岸部との交流をさらに深めるものと期待されており

ます。その東水戸道路の改築工事予定地内に三反田下高井遺跡は

所在しております。

財団法人茨城県教育財団は，建設省から埋蔵文化財の発掘調査

事業についての委託を受け，平成6年1月から平成7年9月まで

三反田下高井遺跡の調査を実施いたしました。

本書は，三反田下高井遺跡の調査成果を収録したものでありま

す。この調査によって，数多くの貴重な研究資料を収録すること

ができました。本書が，研究の資料としてはもとより，郷土の歴

史の理解を深めると共に，教育，文化の向上の一助として広く活

用されることを希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である建設

省からいただいた多大な御協力に対し心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，ひたちなか市教育委員会をはじめ，

関係各機関及び関係各位からいただいた多大なる御指導，御協力

に対し，衷心より感謝の意を表します。

平成10年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　　昌







例 紺

1本書はタ建設省の委託によ軋財団法人茨城県教育財団が，平成6年温月から平成7年9月まで発掘調査

を実施した　茨城県ひたちなか市三反田字下高井開封番地の　はかに所在する三反田下高井遺跡の発掘調査

報告書である。

三反田下高井遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は　次のとお　である。

理　　　 事　　　 長
磯　 田　　　 勇　 昭和63年 6 月～平成 7 年 3 月

橋　 本　　　 昌　 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長

角　 出　 芳　 夫 平成 3 年 7 月～平成 6 年 3 月

小　 林　 秀　 文 平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月

中　 島　 弘　 光 平成 7 年 4 月～

斎　 藤　 佳　 郎　 平成 8 年 4 月～

専　　 務　　 理　　 事 中　 島　 弘　 光　 平成 5 年 4 月～平成 7 年 3 月

常　　 務　　 理　　 事

一　 木　 邦　 彦　 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

梅　 澤　 秀　 夫　 平成 8 年 4 月～平成 9 年 3 月

斎　 藤　 妃　 彦　 平成　 年 4 月～

事　　 務　　 局　　 長

藤　 枝　 宣 平成 4 年 4 月～平成 7 年 3 月

斎　 藤　 妃　 彦　 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 林　 隆　 郎　 平成 8 年 4 月～平成 9 年 3 月

酋　 村　 敏　 一 平成 9 年 4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長
安　 蔵　 幸　 垂 平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月～

埋 蔵 文化 財部 長代 理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月～

課　　　　　　 長

企

画　 課　 長　 代　 理

水　 飼　 敏　 夫 平成 4 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 幡　 弘　 明 平成 8 年 4 月～平成 9 年 3 月

河　 崎　 孝　 典 平成 9 年 4 月～

根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月～ （平成 6 年 4 月～平成 7年 3 月　 係長）

管 清　 水　　　 薫 平成 9 年 4 月～ （平成 8 年 4 月～平成 9 年 3 月　 係長）

理　 主 任 調 査 員

課

主　　　　　　 事

川　 井　 正　 一 平成 5 年 4 月～平成 6 年 3 月

海老澤　　　 稔 平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 高　 五十二 平成 8 年 4 月～

杉　 山　 秀　 一　 平成 4 年 4 月～平成 6 年 3 月



課　　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明　 平成5 年 4 月～平成 8 年 3 月

河　 崎　 孝　 典　 平成8 年 4 月～平成 9 年 3 月

経 鈴　 木　 三　 郎　 平成7 年 4 月～平成 8 年 3 月

（平成 5 年達男～平成7 年 3 月　 課長代理）

（平成7 年 4 月～平成 8 年 3 月　 主査）

主　　　　　　　 査 Ⅲ　 所　 多桂男　 平成8 年 4 月－

理 課　 長　 代　 理 太　 高　 春　 夫　 平戌　 年 複月～乎成　 年3 月　 平成　 年4 月～平成　 冬用　 係長）

主　　　　　　 任 飯　 島　 療　 司　 平成4 年 後月～平成6 年 3 月

小　 池　　　 孝　 平成7 年 4 月－

宮　 本　　　 勉　 平成9 年 4 月～

課 工　　　　　　 事 隼　 司　 浩　 作　 平成5 年 4 月～平成 8 年 3 月

柳　 澤　 紛　 擾　 平成8 年 複月～平成9 年 3 月

小　 西　 孝　 典　 平成9 年 4 月～

課長 （部長漉務） 安　 成　 幸　 重　 平成5 年 4 月～平成 8 年 3 月

調 調 査 第 回 班 長 和　 田　 雄　 次　 平成6 年 1 月～平成 6 年 3 月

鶴　 見　 貞　 雄　 平成6 年 4 月一平成 7 年 9 月

主　任　 調　 査　 員 小　 高　 互千二 平成6 年 1 月～平成 6 年 3 月　 調査
登

平成6 年10月～平成 7 年 9 月　 調査

出　 所　 則　 夫　 平成6 年 4 月一平成 7 年 3 月　 調査

課 池　 出　 兄： ・l i平成 6 年 1 月一平成 6 年 9 月　 調査

飯　 鳥＋ ・生　 平成7 年 4 月～平成 7 年 9 月　 調査

赦　 課　　　　 長 山　 本　 静　 男　 平成7 年 4 月～平成 9 年 3 月

混

理
主　任　 調　 査　 員

課

小　 泉　 光　 正　 平成9 年 4 月～

Ⅲ　 所　 用　 夫　 平成8 年 4 月一平成10年 3 月　 整理 ・執筆 ・編集

川　 又　 清　 明　 平成8 年10月～平成 9 年 3 月　 整理 ・執筆 ・編集

3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

本書の作成にあた娠　石器の材質と供給地については栃木県立博物館学芸員の荒川竜一氏夕　鍛冶炉の調査

立ノA′1当J＼′・、了ノ′、－′＿′ノ′、二，ノ′十′＿、、　′．ノ・・了1∴、のノ、り、ふノん′　言高上膏いただいた

5　発掘調査及び整理に際してタ　御指導魯御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



6　遺跡の概略

ふ　 り　が　 な いっぱんこくどうろくごうひがしみとどうろかいちくこうじちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 一般国道 6 号東水戸道路改築工事地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名
蓼

三反田下高井遺跡

巻　　　　 次 Ⅳ

シ リー ズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第128集

著　 者　 名 田所 則夫　　 川又 清明

編　 集　機　関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の 2　 T E L O29－225－6587

発　行　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－09は　 茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の2　 T E 監 029－225－6587

発　 ・行　　 目 1998 （平成10）年 3 月20日

ふ　 り　が　 な

所　収　 遺　跡

ふ　 り　 が　 な

所　　 在　　 地
コード 北　 緯　 東　 経　 調査期間 調査面積　　　 調査原因

三反田下高井
い　　　　　　　　　　せ真

いばら　き　けん茨 城県ひたち
し　み　たん　だ　あ曇で

ひたち 36度 140度　 19940101

33分　　　　 ～

17，643正　　 一般国道 6 号東

遠　　　 藤 し－’レ　　し．＋いソ　しなか市三反田字
しもたか　い

なか市 14分 水戸道路改築工

事に伴う事前調

査

下高井5051番地

の 1 ほか 082210

50秒 50秒　 19950930

所収 遺跡 名
種 別 巨 な時 代

主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項 i

三反田下高井 集落跡　 旧石 器 時代 集中地点　 vl か所 尖頭器　 剥片

古墳時代前期の方形周

遺　　　　 跡 縄　文　 時　代 土塊　　　　 3 基 縄文土器

古　墳　時　代

奈良平安時代

中　　　　 世

竪穴住居跡 141軒 土師器　 須恵器

土坑　　　　 6 基

方形周溝墓　 4 基

鍛冶工房跡　 5 軒

竪穴佳麗跡　 98軒

掘立柱建物跡 2棟

土坑　　　　 2 基

方形竪穴状遺構 1軒

砥石　 石製模造品

鉄製品（鉄e刀子e角釘）

管状土錘 e士玉

紡錘車

土師器　 須恵器

円面硯　 陶器

碗和陶器

土師器　 須恵器　 巡方

金環

土師器

溝墓 4 基を確認。

古墳時代中期の鍛冶工

房跡 5 軒を確認。

時　期　不　 明 竪穴住居跡　 27軒

土坑　　　 151基

粘土採掘坑　 27基

溝　　　　 14条

集石遺構　 1 基



凡 例

1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋40，160m，Y軸＝＋65，640mの

交点（Alal）を基準点とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北

各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調

査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査

区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C………，酉から東へ1，2，3・‥
B

……とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大

調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C………j，

西から東へ12　3………。とし，名称は，大調査区の名

称を冠し，「Alal区」，「B2bZ区」のように呼称した。　　c

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3

I●12 3 4 5 6 7 3 9 0

⑥

b

c
d

e
t
9
h
i
j

2　遺構，遺物及び土層に使用した記号は，次のとおりで　第1図　調査区呼称方法概念図

ある。

遺構　　住居跡－SI　　土坑－SK　　不明遺構－SX　掘立柱建物跡－SB　方形周溝墓－TM

清一SD　　　　粘土採掘坑－NSK　　　井戸－SE

遺物　　土器・陶器－P　　土製品－DP　　石製品TQ　　金属製品・古銭－M　　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

＝炉・寵 ＝焼土 ＝粘土 ＝凝灰岩

●＝土器　□＝石器・石製晶　　△＝金属製品　　○＝土製晶

＝黒色処理 ＝赤彩

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡，土坑及び不明遺構は60分の1及び80分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は長径方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で

表示した（例　N－100－E，N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　D一高台径　E－高台高　F一体部径とし，単位は

cmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を

記した。
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上　　巻
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序

例　言

凡例

第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

第2節　調査経過

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境
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第4節　ま　と　め
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三反田下高井遺跡出土金環蛍光Ⅹ線分析

三反田下高井遺跡出土土器及び粘土採掘坑内粘土の胎土分析
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第且章　調　査　経　緯

第且節　調査に至る経過

一般国道6号東水戸道路は，常陸那珂港と北関東の主要都市を結ぶ北関東自動車道路を直結する11．5kmの道

路である。建設省は，昭和60年から経済流通港湾及び首都圏における電力供給用のエネルギー港湾としての常

陸那珂港と，平成9年度完成を目途に建設を進めている北関東自動車道とを直結する東水戸道路の建設に着手

し，北関東地域の新しい物流システムの構築を酎旨している。

工事に先立ち，平成5年1月7日，建設省関東地方建設局常陸工事事務所長は，茨城県教育委員会に工事予

定地内における埋蔵文化財包蔵地の有無について照会した。茨城県教育委員会は，一般国道6号東水戸道路改

築工事地内の現地踏査及び試掘調査を実施し，工事予定地内における遺跡の存在を確認し，平成5年1月12日

に，建設省あてに，道路改築工事予定地内に三反田下高井遺跡が存在する旨回答した。平成5年1月27日に，

茨城県教育委員会は建設省と埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い，その結果，平成5年2月8日に，現

状保存が困難であることから記録保存の措置を講ずる旨回答し，調査機関として財団法人茨城県教育財団が紹

介された。

茨城県教育財団は，建設省と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成6年1月1日から三

反田下高井遺跡の調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

三反田下高井遺跡の発掘調査は，平成6年1月1日から平成7年9月30日までの1年9か月にわたって実施

した。調査にあたって，東西約52甲，南北約360mの帯状に延びる調査区を便宜的に，東西に横切る道路によっ

て南から1区，2区，3区，4区，5区と呼ぶことにした。以下，調査経過について，月ごとにその概要を記

述する。

平成5年度

1月12日から補助員を投入して，諸施設の整備，遺跡内の清掃作業及びトレンチ試掘を開始した。

2月　1日から重機による表土除去，4日から遺構確認作業を開始した。試掘の結果，古墳時代から平安時代

にかけての集落跡であることを確認し，18日から竪穴住居跡の遺構調査を開始した。28日から谷部の黒

色土除去作業を重機で開始した。

3月　引き続き竪穴住居跡，溝，掘立柱建物跡等の遺構調査を実施した。22日には基本層序の実測を実施した。

25日には遺構全測図を作成し，今年度予定面積内のすべての遺構調査を終了した。

平成6年度

4月　8日に現場事務所を建設した。11日に調査器材等の準備をし，20日から試掘を開始した。

5月　引き続き試掘を実施すると同時に，24日からは重機による表土除去を開始した。

6月　1日から遺構確認作業を開始し，24日で2区までの遺構確認作業を終了した。試掘の結果，古墳時代か

ら奈良平安時代にかけての住居跡を重複した状況で確認した。27日から遺構調査を南側1区より開始し

た。
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7月　方形周溝墓及び粘土採掘坑跡の調査を開始した。併せて第23号住居跡まで竪穴住居跡の調査を開始した。

8月18日で粘土採掘坑の調査を終了し，その後竪穴住居跡の調査に集中的に取り組み，26日で1区の調査を

終了した。

9月　2区の調査に入り，13日から3区西側部分の重機による表土除去を開始し，併せて遺構確認作業を開始

した。

10月　3日から5区の表土除去及び4区の遺構確認，2区の遺構調査を実施し，第149号住居跡まで調査を終

了した。12日に方眼杭打作業が行われた。

11月　前月に引き続き，住居跡の遺構調査を進め，第195号住居跡まで調査した。

12月　前月に引き続き，住居跡の調査を進めた。5日には2区南西部，19日には2区南東部が終了した。

1月　3区の調査を開始した。24日に栃木県立博物館学芸員荒川竜一氏を講師に招き，石器類の石質や供給源

をめぐる諸問題について社内研修を実施した。

2月10日に航空写真撮影を実施した。補足調査として粘土採掘坑跡の調査を実施した。旧石器集中地点にお

いて旧石器調査を開始した。28日には建設省に対して調査報告会を実施した。

3月　4日に現地説明会を開催し，遺構。遺物を公開した。24日から埋め戻しや安全対策を行い，平成6年度

分の調査を終了した。

平成7年度

4月12日にタワーや運搬車等を搬入し，調査準備を進めた。13日から2区の住居跡等の遺構調査を開始した。

5月　2区の遺構調査を終了し，3区の遺構確認及び遺構調査を開始した。

6月　引き続き住居跡，掘立柱建物跡の調査を進めた。3区の住居跡と思われたところから鍛冶工房跡が確認

され，鍛造薄片や金床石が出土した。

7月　28日には2区及び3区の遺構調査が完了し，完掘写真撮影を実施した。

8月　遺跡内より鍛冶工房跡が確認されたので，23日には房総風土記の丘研究員穴沢義功氏を講師に招き，鍛

冶炉についての斑内研修を実施した。

9月　4日には建設省に対して調査報告会を実施した。17日に現地説明会を開催し，遺構，遺物を公開した。

19日から補足調査をし，併せて撤収作業を実施した。26日に航空写真撮影を実施し，30日をもって三反

田下高井遺跡の調査を終了した。
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第2章　位置　と　環境

第且節　地理的環境

三反田下高井遺跡は，茨城県ひたちなか市三反田字下高井5051番地の1ほかに所在している。

当遺跡の所在するひたちなか市は，平成6年11月1日に旧勝田市と旧那珂湊市が合併して誕生した。茨城県

の中央からやや北部に位置し，東は太平洋に画し，西は那珂郡那珂町，南は水戸軋　東茨城郡大洗町言ヒは那

珂郡東海村と接している。旧勝田地区は大規模な先端技術工場群が立地しており，工業都市として栄えている。

旧那珂湊地区は，江戸時代以前から漁商港として栄えたが，水揚げ高の減少や運輸体系の変化などによる問題

を抱えている。

地形は，北西から南東に流れる那珂川左岸の帯状に広がる河岸段丘（那珂段丘，標高24m前後），那珂川と

久慈川に挟まれた那珂台地（標高30m前後），那珂川や新川によって形成された沖積低地及び太平洋に沿って

発達した砂丘（標高10m以下）からなっている。海抜21－25mの台地上は主に耕作地として利用されてきた

が，近年では宅地としての利用が増えてきている。台地の南側の沖積低地は水田として利用されている。

地層は，第三紀層（凝灰岩）の磯崎層◎阿字ケ浦層を基盤とし，その上は粘土e砂によって形成されている。

第四紀層の見和層，砂礫からなる上帝層，灰白色粘土の常総粘土層，そして関東ローム層の順で堆積している。

当遺跡は，ひたちなか市の南部にあり，那珂川とその支流である本郷川に挟まれた標高26m前後の舌状台地

の先端部に位置している。水田との比高は20m程であり，調査前の現況は畑地であった。

第2節　歴史的環境

ひたちなか市には，旧石器時代から中世にかけての遺跡が数多く存在している。当市は，那珂川をはじめ，

その支流である中丸川や本郷川等の水利に恵まれ，その周囲の台地は，古代から人々の生活に絶好の舞台となっ

てきた。
うしろの

旧石器時代の遺跡は，那珂川や兵略浦水系によって侵食された台地縁辺部を中心に確認されている。後野

遺跡からは舟形細石刃核をはじめ，多くの石器が出土しており，県内初の細石刃文化の発見であることはもと

より，その後に大型石刃石器文化が展開することも確かめられた遺跡である。その他肯蕗遺臥品遺臥
むべやま

道理山遺跡〈18〉等からも旧石器時代の資料が確認されている。

縄文時代の遺跡は，主に早e前期を中心に多くの集落跡が台地上に確認されており，県内有数の遺跡数を誇っ
つだてんじんやま　　　みたんだ　　　　　きみがだい　　　　　にしなかね

ている。主な遺跡としては，原山遺跡〈10〉，津田天神山道臥　三反田遺跡〈8〉，君ケ台遺跡〈25〉，西中根
しじみづか

遺跡〈27〉，睨塚遺跡等が挙げられる。早期中頃になると海進が進み，東中根台地の先端部付近の小支谷にま
みたんだしじみづか　　　とおばら　　　　　　　　かみのうち　　　　　みやまえ

で海岸線が迫った。後期までの間に，三反田幌塚貝塚，遠原貝塚，君ケ台貝塚，上ノ内貝塚〈55〉，宮前貝塚，
しじみづかにし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たみやはら　　　　　　　おおわだ

道理山貝塚〈19〉，睨塚西貝塚〈5〉，等多くの貝塚が営まれた。この他，田宮原遺跡〈61，62〉，大和田遺跡
たてだし　　　　　　しもたかい

〈32〉，館出遺跡〈34〉，下高井遺跡〈11〉等の遺跡が確認されているが，後期中葉以降は急速に減少傾向が見

られる。

弥生時代の遺跡は，ひたちなか市を中心とする県央部の小河川周辺の台地縁辺部に位置している。中期中東
むじなしき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へたのむじな　　　　　　　　　　　まえはら

の格式土器を出土する遺跡は，格式土器の標式遺跡である部田野洛遺跡〈48，49〉　をはじめ，前原遺跡
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おおわだ　　　　　　こたにがね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くろばかま

〈42，44，45〉，大和田遺跡〈32〉，小谷金遺跡〈58〉等がある。中期後葉の足洗式土器を出土する遺跡は，黒袴
さしぶ　　　　　　つくばだい　　　やくしだい

遺跡，指渋遺跡〈37〉，筑波台遺跡，薬師台遺跡等20か所が挙げられる。後期前半のものとしては，東中根式
ひがしなかねと、うやま　　　　　ひがしなかねしみず　　　　ひがしなかねおおわだ

の標式遺跡である東中根堂山遺跡〈29〉，東中根清水遺跡31〉，東中根大和田遺跡〈32〉等からなる東中根
はらやま　　　　　　こうやてらばたけ　　　ほりくち

遺跡群がある。後期後半のものとしてほ，原山遺跡〈10〉，高野寺畑遺跡，堀口遺跡等がある。これらの集落

の台地下には広大な沖積低地が広がり，それまでの谷津田の稲作から沖積低地に展開し始めたことがうかがわ

れる。

古墳時代前期の集落跡は，主として那珂川流域に形成されている。中期になると，集落跡は次第に本郷川や

中丸川などの流域に進出し，さらに後期には小規模遺跡群が面的に爆発的な勢いで広がっていく様子がうかが

える。前期の遺跡としては最古と考えられる三反田遺跡があり，遺跡内からは多量の土師器に混じって伊勢湾

系，前野町系の土器が出土している。その後，この遺跡を核として那珂川沿岸の台地上に集落が広がっていき，

筑波台遺跡，津田遺跡等が作られていった。後期の遺跡としてほ中丸川左岸の台地縁辺部に東中根清水遺跡

〈31〉，東中根大和田遺跡〈32〉，本郷川右岸に指渋遺跡〈37〉，君ケ台遺跡〈25〉がある。
たけだ

当遺跡と関連する古墳時代中期から平安時代にかけての遺跡に武田遺跡群がある。この遺跡は当遺跡と同じ

那珂川左岸の台地上に立地し，当遺跡の北西方向4．5kmに位置している。調査された住居跡は古墳時代から平

安時代のものが185軒，鍛冶工房跡と思われる住居跡2軒である。大集落である点や鍛冶工房跡が確認された

点など当遺跡と共通する点が多く，集落や周辺の歴史を明らかにする基礎資料となると思われる。

当遺跡内の方形周溝墓は遺跡内に該当する古墳時代前期の住居跡がなく，その関連では三反田丘陵にある三
おかだ　　　たかい

反田遺跡，岡田遺跡，高井遺跡等の十王台式期から五領期にかけての遺跡との関連が考えられる。

古墳は古墳時代前期及び中期の時期のものは存在せず，後期に多くの古墳が築造されるようになる。市内の
へたの　　　　　　　まわたり

古墳は那珂川とその支流である中丸貼本郷川水系に多く集中しており，部田野古墳群〈57〉，馬渡古墳群〈41〉，
なかねなかく　　　　とらづか　　　　　　　かさや

中根中区古墳群，虎塚古墳群〈36〉，笠谷古墳群〈39〉等がある。特に，虎塚古墳は石室内部に彩色壁画が措

かれており，この地方の7世紀前半の盟主的存在の古墳と考えられる。また，那珂川や中丸川に画した斜面に

は品横穴，部田野横穴〈54〉，芋孟員転横穴群〈38〉等の横穴墓が成立し，8世紀後半から9世紀以降まで

営まれていたと思われる。

奈良平安時代の集落跡は，鉄器等による開墾により，那珂川水系のみでなく新川水系にも小集落が作られる

ようになる。この時期の主な遺跡としては，筑波台遺跡，遠原遺跡，高野寺畑遺跡等がある。
なかねじょう

中世になると，甲斐武田氏の視，常陸武田氏の居館である武田館跡をはじめ，大山館跡や中根城跡〈30〉

等の城館跡が築かれている。

注
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（3）勝田市教育委員会　『三反田遺跡』1968年3月

（4）勝田市教育委員会　『勝田市君ケ台遺跡発掘調査報告書』1980年3月

（5）勝田市教育委員会　『三反田睨塚貝塚調査報告』1982年3月

（6）勝田市史編纂委員会『勝田市史別編考古資料編』「前原遺跡」1979年12月

（7）勝田市教育委員会　『高野寺畑遺跡発掘調査報告書』1979年3月

（8）勝田市教育委員会　『勝田市堀口遺跡調査報告書』1980年3月

（9）勝田市教育委員会　『三反田遺跡調査報告書（第5次）』1991年3月

－　4　－
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表1　三反田下高井遺跡周辺遺跡一覧表
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旧

石
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縄
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墳

奈
良
重

安

中
近
世
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降

i◎ 三反田下高井遺跡 当遺跡 ○ ○ ○ 20 道 理 山 古 墳 群 473 ○

！1 山　 谷　 遺　 跡 4195 ○ ○ ○ 21 寺　 脇　 遺　 跡 4167 ○ ○ ○

！2 内　 手　 遺　 跡 4197 ○ ○ ○ 22 大　 田　房　 遺　 跡 3663
l

○
l

○ ○

i 3 三反田新堀 遺跡 4198 ○ ○ 23 寺　 前　 古　 墳 472
l
○

l l　　　　　　　▲

4 三反田幌塚遺跡 475 ○ ○ ○ 24 柳沢十二所遺跡 461 ○ ○ ○

5 脱　 塚　 西　 貝　 塚 4196 ○ 25 君　 ケ　 台　 遺　 跡 486 ○ ○ ○ ○ ○

6 天　 王　 前　 遺　 跡 4192 ○ ○ 26 石　 光　 遺　 跡 4181 ○ ○ ○

7 三 反 田 古 墳 群 493 ○ 27 西　 中　根　 遺　跡 489 ○

8 三　 反　 田　遺　 跡 2697 ○ ○ 28 野　 沢　 前　 遺　 跡 487 ○

9 上　 高　井　 遺　 跡 4193 ○ ○ 29 東中根堂 山遺跡 2693 ○

10 原　 山　 遺　 跡 3661 ○ ○ ○ l
30 中　 根　 城　 跡 4186 ○

11 下　 高　 井　 遺　 跡 474 ○ ○ ○ 31 東中根清水遺跡 485 ○ ○ ○

12 宮　 前　 古　墳　 群 3662 ○ 32 東中根大和田遺跡 3668 ○ ○ ○ ○

13 坂　 ノ　上　 遺　 跡 3665 ○ ○ 33 笠　 谷　 遺　 跡 484 ○ ○

14 前　 方　 遺 r　跡 3664 ○ ○ 34 館　 出　 遺　 跡 3202 ○ ○ ○ ○

15 鍛　 冶　 屋　 遺　 跡 3670

○ ○

○

！

○ ！

O i

O i

0 1

i

○ ！

0 1

O i

i

O I

i

i

i

i

0 li

ii

ll

li

i！

35 下　 原　 遺　 跡 4191

l

○

○

！

○

〇

〇

〇

○

○

16 御所 ノ内遺跡 I 3666 36 虎　 塚　 古　 墳　 群 498

17 御所 ノ内遺跡 Ⅱ 4168 37 指　 渋　 遺　 跡 3201

18 道　 理　 山　 遺　 跡 4178 38 十五郎穴横穴群 497

19 道　 理　 山　貝　 塚 462 39 笠　 谷　古　 墳　 群 499
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安
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40 西 並 木 下 遺 跡 4242 ○ ○ ○ 54 部　 田　野　 横　 穴 471 ○

41 馬　 渡　古　 墳　 群 503 ○ 55 上　 ノ　 内　貝　 塚 452 ○

42 前　 原　 C　遺　 跡 4241 ○ ○ 56 宮　 前　 貝　 塚 3659 ○

43 西 下 宿 南 遺 跡 4239 ○ ○ 57 部 田 野 古 墳 群 470 ○

44 前　 原　 B　遺　 跡・4240 ○ ○ ○ 58 小　 答　 金　 遺　 跡 451 ○ ○ ○

45 前　 原　 A　遺　 跡 4235 ○ ○ 59 新　 堤　 遺　 跡 4170 ○ ○

46 山　 崎　 遺　 跡 456 ○ 60 新　 堤　 横　 穴　 群 469 ○

47 部田野山崎遺跡 1 4173 ○ ○ ○ 61 田宮 原 遺 跡 1 450 ○ ○

48 部田野洛遺跡 Ⅲ 4176 ○ ○ 62 田 宮 原 遺 跡　止 4169 ○ ○

49 部田野格遺跡I ，廿 455 ○ ○ 63 差　 渋　 遺　 跡 454 ○

50 鷹　 ノ　巣　 遺　 跡 453 ○

51 西　 原　 遺　 跡 4165 ○

52 宮　 後　 遺　 跡 3660 ○ ○ ○

53 尼　 ケ　 祢　 遺　 跡 4166 ○
l
○ ○

湖一mソぬソノーム
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第2図　周辺遺跡位置図
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第3章　三反田下高井遺跡

第1節　遺跡の概要

三反田下高井遺跡は，ひたちなか市の南部，那珂川左岸の標高19～20mの台地上に所在している。調査区

は，東西約52m，南北約360m，面積17，643Ⅱfで，現況は畑地である。調査区の北側は，那珂川の支流である

中丸川が流れ，両河川によって挟まれた幅約700mの舌状台地のほぼ先端部に位置している。

今回の調査によって，調査区から竪穴住居跡267軒，鍛治工房跡5軒，土坑162基，方形周溝墓4基，溝14条，

掘立柱建物跡3軒，井戸6基及び粘土採掘坑27基を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に520箱出土している。遺物の大部分は，古墳時代から平安時代にか

けての土師器と須恵器である。その他，縄文土器片，弥生土器片，埴輪片，瓦片，灰粕陶器片，線粕陶器片，

土玉・土錘などの土製品，石製模造品・管玉・切子玉などの石製晶，鉄鉱・鍬先・鎌・金環・巡方などの金属

製品等が出土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行っ

た。（第4図）

第1層は，25cm前後の厚さの耕作土層で，スコリア・白

色砂粒少量含み，黒褐色をしている。

第2層は，12～30C皿の厚さで，スコリアを極少量含み，
J

褐色をしたソフトローム層でありる。土質は締まりがあり，

粘性は弱い。

第3層は，42～60cmの厚さで，鹿沼パミスを少量含み，

褐色をしたハードローム層である。

第4層は，15－30cmの厚さで，小礫少量，黒色土中量含

20．0m－

み，明褐色をしたハードローム層である。3層と比較して　18．0　＿

色調は暗い。 第4図　基本土層図

第5層は，5～10cmの厚さで，租いローム粒子を含み，

黄褐色をした鹿沼パミス層である。

第6層は，35～44cmの厚さで，スコリア粒子・黒色土少量含む締まりと粘性のある褐色をしたハードローム

層であり，粘性を帯びている。

第7層は，25－30CⅢの厚さで，小石を少量含む締まりと粘性の強い褐色をしたハードローム層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。

－9－



第3節　遺構と遺物

温　竪穴住居跡

今回の調査では　古墳時代の竪穴住居跡摘軒　奈良診平安時代の竪穴住居跡粥軒を検出した。以下　検出

した267軒の竪穴住居跡と出土した遺物にpいて記載する。なお，第1e温8881898錮号住居跡は　整理の段

階で鍛冶工房跡に変更したため，次章で述べる。

第選考健贋紗（第5回）

位置　調査区の北東部y B7i2区。

規模と平面形　長車由3。96m芦　短軸3。60mのほぼ方形である。

主軸方向　N－650－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南西壁南側を除いた壁下に巡っている。上幅約2cm　下幅約はcm　深さ的摘cmで，断面形はU字形であ

る。

床　出入り口ピットのある東側が高まっている。中央部からは竃のある北西壁方向に低く傾斜している。

ぽッ匪　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径36～90cmの閏私　深さ20～24cmで，配置や規模から主柱穴と思われ

る。P5は長径飢cm　短径摘cmの楕円形，深さ且3cmで，出入り口ピットと思われる。P6e P7は径18～24cmの

円形，深さ14－22cm，性格は不明である。

魔　北西壁の外に若干の掘り込みと壁下近くに楕開形の窪みが存在することから，竃が付設されていたと思わ

れる。

第5囲　第2号住居跡実測図

－10－
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覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

ローム中ブロック・焼土粒子微量

ローム小プロッタ少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中・大ブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
ローム大ブロック・炭化粒子少量

ローム小・大ブロック微量

ローム大ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片221点，須恵器片88点，土玉1点，陶器片1点，貝殻片が出土している。第6図1は土師器の

嚢の口緑部片で西コーナーの床面近くから，2は須恵器の高台付杯で遺構確認面の南東壁際から出土してい

るが，耕作機械の溝跡があることから，下から持ち上げられた可能性がある。3の管状土錘は覆土下層から

出土している。

所見　北西壁中央部の楕円形の窪みや遺物から竃が付設されていた可能性がある。本跡の時期は，遺構の形態

及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第6図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 6 図 嚢 A ［2 1．1］ 体 部か ら口縁 部片。体部は内傾 し ロ縁部 内 ・外面横ナ デ。体部 内 ・ 長石 ・石 英 ・雲母 P 30 1 1　 1 0％

1 土 師 器 B （14．0） て口緑部 に至 り，口縁部は上位 に 外面ナ デ。 鈍 い橙色 覆土下層

明瞭な稜 を持 ち，端 部は外上方 に

つ まみ上 げられる。

普通 体部外面剥離，

体部内外面煤付

着　 P L 5 5

2

高台付坪 A ［15．8］ 底 部か ら口緑部片。 平底 に 「ハ」 ロ緑 部及 び体 部内 ・外面 ロタロナ 長 石 ・雲 母 ・小 石 ・ P 30 12　　 60％
須 恵 器 B　　 6．0 の字状 の高台が付 く。体 部は下位 デ。底部 回転へ ラ削 り後高台貼 り 針状鉱物 遺構 確認面

D　 lO．1 に明瞭な稜 を持 ち， 直線 的に立ち 付 け。 灰オ リー ブ色 外 面一部 自然粕

E　 l．3 上が る口緑部は上位 で僅 かに外 反

す る。

良好 P L 55

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
最大長（皿） 最大幅 （cm） 最大厚 （cm） 孔 径 （cm ） 重量 （g ）

第 6 図 3 管　 状　 土　 錘 （3．8） 2．8 2．4 0．8 （15．9） 覆　 土　 下　 層 D P 300 3

－11－



第3号住居跡（第7図）

位置　調査区の北東部，C7C6区。

規模と平面形　長軸4．22m，短軸3．76mの長方形である。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は44cmで，外傾して立ち上がる。

床　出入り口ピット周辺及び中央部は若干の高まりが見られるが，ほぼ平坦である。

ピット　2か所（P．・P2）。Plは径18cmの円形，深さ14cmで，主柱穴が存在すると思われる所にあるが，規

模等から確定しがたい。P2は長径44cm，短径36cmの楕円形，深さ48cmで，位置から出入り口ピットと思わ

れる。

寵　北西壁中央部を壁外に26cm程掘り込み，砂質粘土で構築されており，規模は長さ105cm，幅116cmである。

袖部は床面上に砂質粘土を貼り付けて構築されているが，右袖部の残りは悪い。火床部は若干皿状に窪み，

煙道部は火床部から徐々に傾斜を急にして立ち上がる。

第7図　第3号住居跡実測図
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電土層解説

1黒　褐　色　焼土小プロッタ多量，ローム粒子・焼土粒子中量

2　褐　　　色　焼土粒子・焼土小・中・大ブロック多量，炭化物・炭化粒子少量
3　鈍い黄褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　焼土粒子・焼土小プロッタ多量，焼土中プロッタ中量，ローム粒子少量
5　褐　　　色　焼土粒子・焼土大ブロック・ローム粒子少量

貯蔵穴　南コーナー部に存在。長軸126cm，短軸68cmの隅丸長方形で，深さは30cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量
3　褐　　　色　ローム大ブロック少量

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中・大ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック中量，炭化物・焼土中ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・焼土小・中・大ブロック少量，炭化物微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中・大プロッタ多量

第8図　第3号住居跡出土遺物実測図
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ノ′：′′、，∴、　∴、ニケ∴・ナンノ、

計測値tCm）

Å［19．2］

B（15．9）

器　彬　の　特　徴

体部から目線部片。器肉は全体的
に薄く．＝縁部はl輔封二稜を持ち，端

手　法　の　特　徴

1－1縁部内・外面横ナデ。体部内・
外面ナデ、、

胎上・色調・焼成

長‘石・石英・雲母・
礫・スコリア

備　　考

P3013　　15％

竃覆土中　PL55
i　　　 l
i　　　　　　　　 i

部 は上方 につ まみ上 げ られ る∵
i ！

階位　 尊涌
l一．．′山　も一一4　　　　　　　日　ノヽL，ユ品

伏 喜R仙 南一粧イJ 幸

磐　　 Å　 白9．6］ 体部か ら＝縁部片ご　器肉は全体 的 ＝縁部内 ・外 面櫨ナデ．頭部内面 長 石 ・右 英 ・雲 母 ・ P 3（11 4　　 10％
2　　 土 師 器 B （12．両 に薄い．＝縁部 は強 く外反 し，端部 ヘ ラナデ，外面 ナデJ スコリア ・礫 竃 覆土 申

は上方につ まみ上 げ られる予 橙 色　 普通 P L 5 5

襲　　 Å ［20．0］ 休 部か ら＝縁 部片丁　目縁 部は「く」 日縁 部内 ・外面横 ナデ√体 部内 ・ 長 石・石 英・雲 母 ・ P 30 15　　 1 0％
3 土 師 器 B （12言） の字状 に外反 し，端部 は外 上方に 外 面ナデこ 礫 竃覆土下層

つ まみ上 げ られるJ 明赤褐色　 普通 P L 5 5

聾　　 B （7．申 底部片ナ 中央部 がやや窪 む平底 √ 体部 内面ナデ，外面へ ラ削 りこ底 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 3 0 16　　 20％
寸　　 土 師 器　 C　 15．1 休部 は外傾 して立ち上が る∴ 部外面 へラ削 りこ 礫 ・スコリア

鈍い黄橙色　 普通

床面

P L 55

杯　　　 A　 l 4．0 打線部一部欠損。平底 。体部 は直 ＝縁部及 び体部 内 ・外 面ロ クロナ 長 石 ・右 英・雲 母・ P 3 01 7　　 9 0％
5　 須 恵 器 ぎ　 宕：雲 線的に外 傾 して立 ち上 が り，その デ．底部回転へ ラ切 り後へ ラ削 り 礫 ・針状鉱物 床面

まま＝縁 部に至 るJ 調整。底部周縁 ナデ。 内：灰オ リーブ色，

外：鈍い橙色　 普通

酸化焔焼成

P L 5 5

林　　 Å 1t l 目線部及 び体部 一部欠損√平底 で 休部外 面上半部強い ロクロナデ√ 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 30 18　　 90％
須 恵 器　 B　 4．3 中央部が窪 み，∴次底 部面 を持つJ 底部 回転 へ ラ削 り調整ご 礫 床 面　　　 P L 55

6　　　　　 C　 軋9 体部 は外傾 して立 ち上が り，目線

部 は外反す る∴

鈍い褐色

良好

酎 ヒ焔焼成頭 部へ

ラ記号，＝縁部内面

及び体部割れ目に煤

付着（燈明に便舶

杯　　 A ［14．8］ 底部か ら日縁部片手平底 J 休部は 日縁部内 ・外面 ロクロナデこ底部 長 石 ・石英 ・雲 母 ・ P 30 1 9　　 4 0％
7　 須 恵 落 書 ［鵠 直線的に外 傾 して立 ち上 が り，＝

縁 部はやや外 反す る√

周縁 回転へ ラナ デ調整㍉底 部ナデ 礫 ・針状 鉱物 床面　　 P L 5 5
調 整。 灰 オ リーブ色

良好

酎 ヒ晴焼成（鈍い橙

色）遽 部へラ記号

、・ご・ノ　　ら′．－・・′、、′、壬∴′ン、′・モ　：′・／、、・′　．‾　′′‾′．琉∵　∴二、l宣二　第∫こ、削一一　∫∴‥－・臓のヱ：十｝し

∴ふ′ノノ′　！．′ノ　’・ノ＼ノ1・一　‾・＼　′、′　ふ、‥十時ノ、′　し，ノ、．プノりう一′リ．、一、7言7－　、ノ、し、

る。

新風　本跡の時期はタ遺構の形態及び出土遺物から平安時代摘健妃前半）と思われる。

窮磯考健贋妙（第9脚）

位置　調査区の北東部タ　C7al区。

親機藍平面形　長軸3。8m　短軸。糾mの長方形である。

主軸方向　N－330－W

・・・十．・。こ′、こ・、　′シ＼、．し、　し、′・一ノ　ブ′、′土

壁湧　北東壁及び北西壁の東側を除いた壁官に巡っている。上幅蜘cm　下幅約　cm　深さ約4cmで　断面形

は逆台形である。

床　平坦である。

ぽッ睦　2か所軌餃㌘2）。Piは長径2軸受短径16cmの楕閏乳深さ22cmでタ位置から出入り措ピットと思

われる。Pは竃の南西端に位置し　径購cmの閏乳深さ摘cmで　性格は不明である。

磯　北西壁中央部を壁外に52cm掘り込んで付設されている。規模は長さ抽mタ幅は不明である。火床部は床面

と閣じレベルの平坦面を使用している。煙道部は火床商から徐々に傾斜を強めて立ち上がる。

確土層解説

1－　黒　褐　色　ローム小・中・大ブロック・焼上粒子中鼠焼土中・中ブロック少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子のローム車中ブロック磯土粒子多量，炭化物磯土小0中ブロック中鼠ローム太ブロック漠化粧子機土太ブ
ロック少量

3　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒「炭化物∵酎二粒J′・・焼上中・中・大ブロック多鼠　ローム中小ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子磯土粒子多数牒－ム小の中ブロック虜化粒子e炭化物磯土在中ブロック中量，ローム太ブロック磯土太ブ
ロック少量

－14－



第9図　第名号健腰跡実測図

第相国　第　号健贋跡出藍遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e色調 ・焼成 備　　 考

第10図 杯 A ［14．0］ 体部から口綾部片。体部は内攣し 口綾部及び体部内面へラ磨き，外 長石 e石英 e雲母 P 3020　　 30％
1 土 師 器 B （4．2） て立ち上がり，日録部はやや外反 両横ナデ。 明赤褐色 覆土下層

する。 普通 P L 55

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
最大長（cm） 最大幅（皿） 最大厚（α） 孔径 （cm） 重量（g ）

第10図2 砥　　　　 石 （－”－9．5） 4．3 3．9 － （247．7） 凝　 灰　 岩 床　 面　 付　 近 Q 3003
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貯蔵宍　北コーナー近くに存在。径95cm程の円形で，深さは24cm，断面形はU字形である。

覆土　耕作機械による撹乱をうけているが，4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム中・大ブロック・炭化物・焼土小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，焼土中・中ブロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化物少量

3　暗　褐　色　ローム小・中ブロック多量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小・中ブロック・焼土中・中ブロック中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片104点，須恵器片33点，石6点が出土している。第10図1の土師器の杯は覆土中。下層から出

土した破片が接合できた。2の砥石は床面近くから出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

筑5号住居跡（第日図）

位置　調査区の北東部，C7bl区。

規模と平面形　長軸4．38m，短軸3．74mの長方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は44～60cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁下を全周する。上幅約16cm，下幅約8cm，深さ約8cmで，断面形は皿状である。

床　平坦である。

ぽット　Plは長径30cm，短径20cnの楕円形，深さ44cmで，位置から出入り口ピットと思われる。

電　北西壁中央から東寄りの部分を壁外に40cm程掘り込み，砂質粘土で構築されている。天井部は崩落してい

るが，規模は長さ100cm，幅146cmと思われる。袖部は床面上に砂質粘土を貼りつけ，火床部は袖部間を18cm

程皿状に掘り窪めている。煙道部は火床面からゆるやかな傾斜で立ち上がり，赤く焼けている。

寵土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

7　黒　褐　色

ローム粒子・焼土粒子中量，ローム大ブロック・粘土少量

ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量

焼土粒子多量，焼土中・中ブロック中量，ローム粒子・焼土大ブロック・灰少量

焼土粒子多量，焼土中・中・大ブロック中量，ローム粒子・粘土ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，ローム大ブロック・焼土大ブロック・粘土ブロック少量

粘土多量，ローム粒子中量，焼土大ブロック微量

ローム大ブロック少量，ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子微量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　　　色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・炭化物・焼土粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック・炭化物e焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック・焼土大ブロック少量

遺物　土師器片99点，須恵器片62点，陶器片1点，堆石11点が出土している。第12図1e2は土師器の嚢片で

覆土中から出土している。特に2の小形嚢は胴部に墨書（文字不明）が見られる。3～7は須恵器片で，3

～5の杯は覆土上層及び下層から，6の小型の盤は覆土上層から，7の盤は覆土中層からそれぞれ出土して

いる。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前半）と思われる。
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第11図　第5号住居跡実測図
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第12図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表

10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第12図嚢A［19．6］体部上半部から口縁部片。体部はロ縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・雲母・P3021　　5％

1 土師器B（8．7）内傾して頚部に至り，頚部は外反外面ナデ。 スコリア・礫 覆土中層

する。口縁部は上位に稜を持ち，

端部は外上方につまみ上げられ

る。

明赤褐色

普通
PI．56

2

小形嚢A［12．5］体部上半部からロ緑部片。体部は口縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・雲母・P3022　　5％

土師器B（6．0）内管して頚部に至り，頚部は外反外面ナデ。 スコリア 穫土中　PL56

する。口緑部は上位に稜を持ち， 鈍い褐色 体部外面墨書及

端部は外上方につまみ上げられ

る。

普通 びへラ記号

体部内面黒色

3

杯A　13．4底部から口縁部片。平底。体部は口縁部内・外面ロタロナデ。体部長石・石英・礫・小P3023　　70％
須恵器B　　4．8直線的に外傾して立ち上がり，そ内面下端指ナデ，外面ロタロナデ。石・針状鉱物 覆土下層

C　　7．5のまま口縁部に至る。 底部回転へラ切り後ナデ調整。鈍い褐色　良好PL55

4

土不A［13．2］底部からロ緑部片。平底。体部は口縁部及び体部内・外面ロタロナ長石・石英・礫・P3024　　25％
須恵器B　　5．0内野気味に外傾して立ち上がり，デ。底部回転へラ削り調整。針状鉱物 覆土上層

C［7．4］そのまま口縁部に至る。 灰オリーブ色

良好

体部外面に自然

粕　PL55

5

杯B（3．5）底部から休部片。平底。体部は内体部内・外面ロクロナデ。底部回長石・石英・礫・P3025　　25％
須恵器C　　6．8暫気味に外傾して立ち上がる。転へラ切り後ナデ調整。 針状鉱物

内：黄灰色

外：灰赤色　良好

覆土下層

6

盤A　16．5口緑部一部欠損。平底。高台は「ハ」口緑部及び体部内・外面ロクロナ長石・石英・雲母・P3026　　95％
須恵器B　　3．6の字状に下方に開く。体部は内管デ。底部へラ削り調整後高台貼り礫・針状鉱物覆土上層

D　　8．2気味に外傾して立ち上がり，ロ緑付け。 灰オリーブ色体部内面に自然

E　l．1部は外反する。 良好 粕　PI．55

7

盤A［19．2］底部から口縁部片。平底。高台は口緑部及び体部内・外面ロクナ長石・小石・雲母・P3027　　30％
須恵器B　　4．5高めで，「ハ」の字状に下方に開デ。底部回転へラ削り調整後高台礫・針状鉱物覆土中層

D［10．2］く。体部は内管気味に外傾して立貼り付け。 鈍い赤褐色 体部内面に自然

E　1．5ち上がる。口縁部は外反する。 良好 粕，底部にヘラ

記号　P1－55
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第6号健腰掛（第13図）

位置　調査区の北東部，C7e2区。

規模と平面形　長軸3．04m，短軸2．86mのほぼ方形である。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は60cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

ぽット　Plは径38cmの円形，深さ28cmで，位置から出入り口ピットと思われる。

囁　北東壁中央部を壁外に76cm程掘り込み，砂質粘土で構築されていたと思われる。耕作機械による撹乱をう

けているので袖部と天井部は壊れ，火床部にあった20cm大の粘土塊はその一部と思われる。火床部は床面と

同じレベルを使用している。煙道部は火床部からゆるやかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量

3　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック・焼土大ブロック中量，炭化物少量

5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小・中ブロック・焼土小・中・大ブロック中量，ローム大ブロック・炭化物少量

貯蔵究　東コーナーに存在。長径190cm，短径108cmの楕円形で，深さは52cm，断面形は逆台形である。

第相国　第　号住居跡実測図

－19－
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覆土　耕作機械による撹乱をうけているが，7層からなる自然堆積である。
土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子

ローム粒子

ローム粒子

ローム粒子

ローム粒子

ローム粒子

ローム小・中・大ブロック多量

ローム小・中・大ブロック多量，焼土中ブロック微量

ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック中量，黒色土ブロック少量

ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック中量

ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック・炭化物中量，スコリア少量

ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック・スコリア少量

遺物　土師器片47点，須恵器片24点，縄文土器片3点，陶器片1点，石2点が出土している。第14図1の土師

器嚢のロ緑部片は，覆土下層から出土している。2・3は須恵器片で，2の杯は竃の覆土中から，3の盤は，

覆土下層から出土している。縄文土器片や陶器片は流れ込みと思われる。

所見　2の杯片は，出土状況から住居廃絶期の投げ込み等が考えられる。本跡の時期は遺構の形態及び出土遺

物から奈良時代（8世紀）と思われる。

〒≡≡
篇」4医　誌6号住患跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

l‥－11－－一十1－－…l‥－…」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第14図 嚢 A ［20．2］体部上半部から目線部片。体部は 口緑部内・外面横ナデ。体部内・ 長石・石英・雲母・ P3028　　 5％

1 土 師器 B （6．7）内傾して立ち上がり，頚部に至る。外面ナデ。 スコリア・礫 覆土下層

頚部は「く」の字状に外反し，目線

端部は上方につまみ上げられる。

橙色

普通

PI．55

2

杯 B （3．1）底部から体部片。平底。体部は内 体部内・外面ロクロナデ。底部回 長石・石英・礫・ P3029　　 25％

須 恵器 C ［7．0］ 攣気味に外傾して立ち上がる。 転へラ切り後へラナデ調整。 針状鉱物

淡赤橙色

良好

竃覆土中

PL56

3

盤 B （2．9） 底部から体部片。平底。体部は外 体部内・外面ロクロナデ。底部回 長石・石英・雲母・ P3030　　 25％

須恵 器 D ［12．0］

E　 l．2

傾して立ち上がる。 転へラ削り調整後高台貼り付け。 小石・針状鉱物

灰色

良好

覆土下層

第7号住居跡（第15図）

位置　調査区の北東部，C7e4区。

重複関係　本跡は，第8号住居跡に掘り込まれていることから，第8号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸3．20m，短軸（2．40）mの長方形と思われる。

壁　壁高は10～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　西壁から東壁側に向かってゆるやかに傾斜しているが，ほぼ平坦である。

ぽット　Plは径42cmの円形，深さ44cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。

炉　中央に長軸26cm，短軸24cmの隅丸方形の焼土の広がりが確認され，炉と思われる。

－20－



第15図　第7・8号住居跡実測図

∴1 0

覆土　耕作機械による撹乱をうけてるが，基本的には1層からなる自然堆積である。

土眉解説

1　黒　　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・焼土粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片105点，須恵器片6点，鉄淳の細片が出土している。第16図1～3はともに土師器の杯で，1

は覆土中層から，2は覆土上層から，3は覆土中からそれぞれ出土している。須恵器片は，第8号住居跡か

らの流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。また，鉄津の細

片が出土していることなどから鍛冶に関する遺構であることも考えられる。
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第帽園　第　号健腰掛出藍遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10c汀1

』二二二二二二上∴二＿＿＿＿ん＿＿＿＿＿ニ＿＿＿ルー」

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 ま6図 杯 Å　 14 ．0 底 部 か ら 目線 部 片 。 丸 底 。 体 部 は ＝縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ～ 体 部 内 ・ 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 30 31　 60 ％
1 土 師 器 B　　 5 ．2 内 攣 して 立 ち 上 が り， ＝縁 部 は 内 外 面 ナ デ 後 へ ラ磨 きJ ス コ リ ア ・礫 覆 土 中 層

傾 す る。 鈍 い橙 色

普 通
P L 55

2

林 A　 l （う．3 底 部 か ら目 線 部 片 。 平 底 。 体 部 は ＝ 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ ご 休 部 内面 石 英 ・雲 母 ・ス コ P 3 03 2　　 5 0％
土 師 器 B　　 6 ．2 内 野 して 立 ち上 が る J ＝ 縁 端 部 は 磨 き　 外 面 へ ラ削　 後 ナ デ 。 リ ア ・礫 覆 土 上 層

C　　 5 ．6 僅 か に 尖 る 。 鈍 い 橙 色

普 通
P L 5 5

3

林 A　 H ．0 底 部 か ら ＝縁 部 片 ㍉ 平 底 √ 体 部 は 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ㍉ 体 部 内 ・ 長 石 ・右 英 ・雲 母 ・ P 30 33　　 60 ％
工 師 器 B　　 5 ．0 内 攣 して立 ち 上 が り， 目線 部 は 短 外 面 へ ラ ナ デ 後 へ ラ磨 き√ 礫 ・ス コ リア 覆 土 中

C　　 2 ．7 く外 反 し ， 内側 に 稜 を持 つ J 端 部

は 尖 る。
鈍 い橙 色

普 通
P L 55

第　号健腰掛　第蟻囲）

位置　調査区の北東部，C閥区。

重複関係　本跡は　第　号住居跡を掘　込んでいることから　第　号住居跡よ　新しい。

規模藍平面形　長軸3。5m　短朝も掴mの長方形である。

主軸方向　N－350－W

壁　壁高は66cmで，外傾して立ち上がるし、

壁溝　北西壁と北東壁の半分と南西壁下を巡っている。上幅的射迎　下幅約　cm　深さ約　cmで　断面形は血

状である。

床　若干の凹凸があるが芦　ほぼ平坦である。

鰹ッ睦　Plは長径4cm　短径凱cmの楕摘私　深さ41cmで，出入り口ピットと思われる。

磯　北東壁の東コーナー近くの壁外を鼠2cm程掘り込んで構築されている。規模は長さ（80）cm，幅（96）cmであ

る。袖部は床面に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面と同じレベルである。煙道部は火床

面から徐々に傾斜を増して立ち上がる。

穫羞　耕作機械による撹乱をうけているが9　6層からなる自然堆積である。

土層解説

・1黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロック・炭化粒子・焼上粒子・焼上中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中音

3　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多鼠　炭化物少量

4　黒　褐　色　ローム粒子・ロー一一ム小・中ブロック多量，ローム大ブロック・スコリア中量，炭化物・焼土粒子微量

5　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小・中ブロックさローム粒子多量，ローム小・中ブロック・焼土太ブロック中量，炭化物・スコリア少量

6　鈍い黄褐色　ローム粒子・焼土粒子e焼土小・中ブロック多量，ローム小0中ブロック・焼土太ブロック中鼠炭化物・スコリア少量

遺物　土師器片124点，須恵器片臓軋紡錘車2点が出土している。第17図上2の須恵器の埠は覆土下層及び

床面からタ3の須恵器の蓋は斜位で覆土下層からタ4の5の土製の紡錘車は床面からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9健妃前半）と思われる。
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第17図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

10cm

「－‥・l十　‥」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第17図 坤こ A　 13．7 底部から口綾部片。平底。体部は 口緑部及び体部内・外面ロクロナ 長石・石英・雲母・ P3034　 100％
1 須 恵器 B　　 5．2 内攣気味に立ち上がり，口緑部は デ。底部回転へラ切り後へラナデ 礫・針状鉱物 覆土下層

C　　 6．6 やや外反する。 調整。 灰色

良好
PL55

2

杯 A　 14．4 底部から口縁部片。平底。体部は ロ綾部及び体部内・外面ロタロナ 長石・石英・雲母・P 3035　　 60％
須恵 器 B　　 5．0 直線的に外傾して立ち上がり，そ デ。底部回転へラ切り後手持ちへ スコリア 床面

C　　 6．6 甲まま口縁部に至る。 ラ削り調整。 鈍い赤褐色

良好

還元焔焼成，へ

ラ記号　 PI．55

3

蓋 A ［19．7］ 天井部から口緑部片。天井部にボ 天井部内面ロクロナデ，外面回転 長石・石英・小石・ P 3036　　 75％
須 恵器 B　　4．5 タン状のつまみがつく。ロ緑端部 ヘラ削り調整。口縁部内・外面ロ 礫・針状鉱物 覆土下層

F　　 3．0

G　 l．1

は屈曲し，垂下する。 クロナデ。 褐灰色

良好

内面に自然軸

PL55

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
最大長（cm）最大幅（cm）最大厚（cm）孔径（C【n） 重量（g）

第17図4 紡　 錘　 車 5．5 5．4 1．9 1．0 63．3 床　　　　 面 D P3004　PL 115

5 紡　 錘　 車 5．9 6．0 1．9 2．3 64．2 床　　　　 面 D P3005　PL 115

第9号住居跡（第18図）

位置　調査区の北東部，C6b。区。

規模と平面形　長軸2．92m，短軸2．86mの方形である。

主軸方向　N－620－E

壁　壁高は20～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　中央部が若干高まるが，ほぼ平坦である。

竜　北東壁の東コーナー寄りを壁外に72cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。左右の袖部とも一部が

遺存し，芯材として凝灰岩を使用している。火床部から鉢形土器の底部が逆位で出土している。火床部は浅

い皿状を里し，煙道部はゆるやかに立ち上がる。
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培土屑解説

1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・壌土粒子・焼土小ブロック中量，炭化粒子・焼土中・大プロッタ少量

2　褐　　　色　焼土粒子多量，焼土小・中・大プロッタ・ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小・中ブロック・焼土小ブロック中量，炭化物・焼土中・大ブロック少量

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

焼土粒子・焼土小ブロック中量，ローム粒子・ローム小・中・大ブロック・炭化物・焼土中ブロック・スコリア少量

ローム粒子・焼土粒子・焼土小・中・大ブロック中量，ローム小・中ブロック・炭化物少量

ローム粒子・焼土粒子・焼土小・中ブロック中量，ローム粒子・ローム小・中ブロック・炭化物少量

ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量，壌土小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量

ローム粒子・ローム小・中プロッタ・焼土粒子・焼土小・中・大ブロック中量，炭化物少量

遺物　本跡北半分の覆土中・下層及び竃覆土を中心に土師器片168点，須恵器片7点，鉄製品（鎌）1点，石

2点が出土している。第19図1は土師器の杯で竃下層から，2の賓は竃近くの床面から，3の賓は覆土中層

から，4の嚢は覆土上層及び竃覆土中から，5の鎌は覆土上層からそれぞれ出土している。3の嚢は流れ込

みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（7世紀後半）と思われる。

第18図　第9号住居跡実測図
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第柑図　第9号住居跡出丑遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

折

目

が

＝

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第19図 杯 A ［13．1］ 底部か ら口縁 部片。平底。体部 は 口縁 部及び体部内面へ ラ磨 き，外 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 303 7　　 50％

1 土 師 器 B　　 4．0 内攣 して立ち上が り，その まま口 面上半 口 クロナデ，下半 回転 へラ 礫 竃覆土下層

C　　 6．8 緑部 に至 る。 削 り。底 部内面へ ラ磨 き，外面 ナ 橙色 内面一部黒色

デ調整。 普通 PL 5 6

2

嚢 A　 21．3 底部欠損。体 部は内攣気味 に立 ち 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体部外面 長 石 ・雲 母 ・礫 ・ス P 30 38　　 80％

土 師 器 B （21．9） 上がる。 口綾部 上位に稜 を持 ち， 中位か ら下位 にかけてへ ラ削 り。 コリア ・針状 鉱物 覆土下層

端部は細 い棒状工 具に よる凹線が 鈍 い赤褐色 体部外面 に煤付

巡る。 普通 着　 PL 5 5

3

嚢 A ［20．0］ 目線部片。 口緑部 は強 く外反 し， 口緑部内 ・外 面横 ナデ。頚部内面 長 石 ・石英 ・雲 母 ・ P 30 39　 10％

土 師 器 B （7．2） 稜 を持 つ。端部 は外上 方につ まみ ヘ ラ削 り。体 部内 ・外面ナデ。 礫 覆土中層

上 げ られ る。 橙色　 普通 P L 56

4

嚢 B （19．5） 底 部か ら体部片。平底。体 部は内 体 部内面縦位 のヘラナデ，外面ナ 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 3040 2 0％PL 56

土 師 器 C ［8．4］ 攣気味 に外傾 して立 ち上 がる。 デ。体 部下端及 び底部 内面指 ナデ。 礫

赤色　 普通

覆土上層，竃覆土中

体部外面下端に煤付着

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
最大長（cm） 最大幅（cm） 最大厚（①） 孔径（cm） 重量（g ）

第19図5 鎌 （4．6） 3．9 0．2 － （8．3） 覆　 土　 上　 層 M 3001 鉄　 P L 124
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第柑考住居跡（第20図）

位置　調査区の北東部，C7el区。

規模と平面形　長軸4．26m，短軸3．06mの長方形である。

主軸方向　N－670－W

壁　壁高は10－16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　Plは径52cmの円形，深さ30cmで，位置から出入り口ピットと考えられる。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
褐

説
黒
黒
黒

解層

1

　

2

　

3

土

焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物微量

ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

遺物　土師器片389点，須恵器片1点，弥生土器片6点が出土している。第21図1～8はすべて土師器で，1。

2の杯と5～8の嚢はそれぞれ覆土中e下層で散らばった状態で出土し，破片が接合できたものである。

3，4の椀は床面から逆位で出土している。また，須恵器片と弥生土器片は流れ込みと思われる。

所見　本跡は，遺構の形態及び遺物等から炉を伴うと思われるが，検出されなかった。時期は，古墳時代中期

（5世紀中葉）と思われる。

∴ィ

第20降　第柑号住居跡実測図

し
首
◎
や
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第割監　第柑号住居跡出丑遣物実測問

0　　　　　　10cm

L一一一一一一‥一二＝士二＿二二∃
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第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調巨 焼成 備　　 考

第21図 杯 A　 16．4 底 部か ら目線部片。平底 。体部は 目線 部内面へ ラ磨 き，外面横 ナデ。 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 3 04 1　 6 5％

1 土 師 器 B　　 5．7 内攣気味に外傾 して立ち上が る。 体 部内面ナデ後磨 き，外面 へラ削 礫 ・ス コリア 覆土下層

C　　 5．4 ロ縁 部は外反 し，内側 に稜 を持 つ。 り後へ ラナデ。 鈍 い橙色　 普通 P I．5 6

2

杯 A　 18．2 底 部か ら目線部片。平底 。体部は 目線 部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・ 長 石 ・石 英 ・雲 母・ P 30 42　　 6 0％

土 師 器 B （5．5） 内攣気 味に外傾 して立 ち上が り， 外面 ナデ後磨 き。底部外面へ ラナ ス コリア 覆土下層

そのまま目線部 に至 る。 デ。 鈍 い橙 色　 普通 P L 5 6

3

椀 A　 lO．8 ‾ 目線 部一部欠損。体部 は内攣 しな 目線 部内 ・外 面横ナデ。体部 内面 長 石・石 英 ・雲 母 ・ P 30 43　　 9 5％

土 師 器 B　　 8．0 が ら立 ち上が り，頚部 に至 る。口 ヘ ラ磨 き，外 面上部パケ 目整形 後 スコ リア ・礫 床面　 P L 5 6

C　　 5．4 縁部 は 「く」の字状 に外 反する。 ヘ ラ磨 き，下部へ ラナデ。 鈍 い赤 褐色　 普通 外面煤付着

4

椀 A　 l l．4 平底 で中央部が窪む。体部 は内攣 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 30 44　 100％

土 師 器 B　　 5．6 しなが ら立ち上が り，上位で張 る。 ヘ ラナデ，外 面上部パケ 目整形後 スコ リア 床 面

C　　 4．4 口縁部 は短 く外反す る。 ヘ ラ磨 き，下 部へラナデ。底部へ

ラナ デ。

橙色

普通

P L 56

5

嚢 A　 16．7 ． 体部下半部か ら口縁 部片。体部は内 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・石英 ・雲母 P 3045 50％　 PL 56

土 師 器 B （26．5） 攣 して立 ち上が り，球形状を呈する。 ナデ，外面へ ラナデ。 橙色 覆土 中～下層

ロ縁部 は「く」の字状に外反す る。 普通 体部外面に煤付着

6

嚢 A　 17．4 底部か ら口縁部 片。平底で突出す 目線部内面へ ラ磨 き，外面横 ナデ。 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 3 04 6　　 4 5％

土 師 器 B　 24．1 る。体部 は内攣 して立ち上が り， 体部内面ナデ，外面へ ラ削 り。 礫 ・ス コリア 覆土 下層

C ［8．5］ 口縁部 は「く」の字状 に外反す る。 鈍い褐色　 普通 P L 56

7

嚢 A ［18．8］ 体部下半部か ら日縁 部片。体部 は 口縁部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 長 石 ・石 英・雲 母 ・ P 3 04 7　　 2 0％

土 師 器 B （2 2．0） 内攣 して立 ち上が り，球形状 を皇 ナデ，外面へ ラナデ。 礫 ・ス コリア 覆土 中層

する。口縁部 は 「く」 の字状に外

反する。

橙色

普通
P 工．5 6

8

嚢 A　 1 4．5 体 部中位か ら目線部片。 体部は球 口縁 部内 ・外面横ナデ。体部 内面 長 石 ・石 英 ・雲 母・ P 30 48　　 2 0％

土 師 器 B （1 7．2） 形状 を呈する。 目線部 は 「く」の ナデ，外 面へ ラナデ。 礫 ・ス コリア 覆土下層

字状 に外 反す る。 明赤褐色　 普通 P I．5 6

第m号住居跡（第22図）

位置　調査区の北東部，C6h3区。

重複関係　本跡は，第12号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸3。18mの長方形である。

主軸方向　N－110－W

璧　壁高は22～36cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝　北壁を除き壁下を巡っている。上幅約20－30cm，下幅約8cm，深さ約10cmで，断面形は皿状である。

床　東側に若干傾斜しているが，ほぼ平坦である。

ピット　4か所（Pl～P。）。Pl～P3は長径48～66cm，短径30－50cmの楕円形，深さ40～44cmで，配置や規模

から主柱穴と思われる。P4は径48cmの円形，深さ30cmで，出入り口ピットと思われる。

囁　北壁中央部を壁外に66cm掘り込み，砂質粘土で構築している。竃は崩壊しており，覆土中から多数の土器

片が出土している。火床部は床面と同じレベルの平坦面を使用している。煙道部は火床部からゆるやかに立

ち上がる。

竃土層解説

1　黒　　　色　焼土粒子多量，ローム粒子・ローム中ブロック・焼土中・中ブロック・炭化粒子中量，焼土大ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小・中ブロック・焼土中ブロック中量，ローム大ブロック・焼土中・大ブロック・炭化物少量

3　暗赤褐色　焼土粒子・焼土中・中ブロック多量，ローム粒子・焼土大ブロック中量，ローム大ブロック少量

4　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　3層からなるが，耕作機械による撹乱をうけているので自然堆積か人為堆積であるかはっきりしない。

色

色

色

褐

褐

褐

説
窯
聖
二
黒

解
層

　

1

　

2

　

3

土

ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物・焼土粒子中量，ローム中・大ブロック・焼土中・中・大ブロック少量

焼土粒子・焼土′トブロック多量，ローム粒子・焼土中・大ブロック中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック中量，焼土粒子少量
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第22図　第11号住居跡実測図



第23図　第11号住居跡出土遺物実測図

「奮讃
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第接骨住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C可 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第23回 杯 A　 12．2 目線部一部欠損 。平底。体部 は内 ＝縁 部内 ・外面 ロクロナデ予休 部 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 30 49　　 95％
1 土 師 器 B　　 4．0 攣気味 に外傾 して立ち上が り， そ 内 ・外 面ナデ√底面回転へ ラ切 り 礫 ・針状 鉱物 覆土下層

C　　 6．2 の まま目線部 に至 る。 後へ ラナデ調整。 橙色　 普通 P L 5 6

2

鉢 A　 16．7 体部上半部か ら目線 部片。体部 は ＝縁部 内 ・外 面横 ナデJ 体部内面 長石 ・石英 ・雲母 P 3050 30％　 PL 56
士 帥 器 B （7．7） 内攣気味に外傾 して立 ち上が る。 へ ラ磨 き，外 面ナデ。 内 ：黒褐色 ，外 ： 覆土 上～下層

目線 部は短 く外反す る。 鈍い黄橙色　 普通 内面黒色 処理，

外面煤付着

3

嚢 B （1 1．4） 底 部か ら体 部片。平底。体部 は外 体部内面ナ デ，外面 へラ削 り後へ 長 石 ・石 英 ・雲 母・ P 3 05 1　 10％
士 帥 器 C ［8．2］ 傾 して立 ち上が る。 ラナデ。底部外面へ ラナデ調整。 礫 ・パ ミス

橙色　 普通

竃覆土 中

P L 5 6

4

婆 A　 20．0 体部下半部 か ら目線部片。体部 は ＝縁 部内 ・外面横ナ デ√体部 内面 長石 ・雲母 ・礫 P 30 52　　 40％
土 師 器 B （23．5） 内攣気味 に外傾 して立 ち上が る。 ナデ，外 面縦位のへ ラ削 り。 赤色 覆土下層 ・竃穫

目線部 は稜 を持 ち，端部 はつ まみ

上げ られ る。

普通 土中層

P L 55

5

嚢 A ［19．3］ 目線部片。目線部 は器肉が薄 く， ＝縁部 内 ・外 面横ナデ㍉体部内 ・ 長 石 ・右 英 ・雲 母 ・ P 3 05 3　 10％
土 師 器 B （7．1） 稜 を持ち，ノン端部 は外上 方につ まみ

上げ られる。

外面ナ デ。 ス コリア ・礫

橙色　 普通

覆土 下層

6

甑 A ［3 0．8］ 体 部から口縁部片。体部は直線的に 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 3 054　 15％
須 恵 器 B （1 9．7） 外 傾 して立ち上が り，そ のまま＝ ナデ，外面下部へ ラナデ。 礫 ・針状鉱物 床面

縁 部に至 る。L 字状 の把手が付 く。 灰 白色　 普通 PL 5 6

第23図7～9は須恵器の嚢の体部片で，格子状の叩きが施されている。

遺物　土師器片488息須恵器片37息　陶器片3点が出土している。1の埠と5の嚢は覆土下層から，2の鉢

は覆土上～下層から，3の嚢は竃覆土中から，4の嚢は覆土下層及び竃の覆土中層からタ　6の甑尉ま床面か

ら出土している。また，7～9は須恵器片の拓影図である。7⑳8ほ竃覆土中から，9は覆土中からそれぞ

れ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前半）と思われる。

第帽考健腰跡（第24回）

位置　調査区の北東部，C6i4区。

重複関係　本跡は，第11号住居跡に掘り込まれていることから，第11号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸4．18m，短軸3．84mの方形である。

主軸方向　N－270－W

壁　壁高は32cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　酋壁下の一部に検出され　上幅約飢cm　下幅的摘cm，深さ約8cmでタ　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，ピット周辺から中央部にかけて床面が踏み固められている。

ぽッ距p　一針か所（Pi～P4）。Pl～P4は長径30～40cm，短径26～30cmの楕円乳　深さ18～26cmである。性格は

不明である。

尊皇1層であるが，耕作機械による撹乱が著しく人為堆積か自然堆積かはっきりしない。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物少量

遺物　土師器片103息須恵器片6息鉄製品磯）1点が出土している。第25図1の土師器鉢片，2の鍬　3

の須恵器嚢の体部片は，いずれも覆土中から出土している。

所凰　本跡は，第m号住居跡（9世紀後半）に掘り込まれていることからタ　時期は9世紀後半以前と思われる

が遺物は細片が多いので詳細は不明である。
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Z．1

第24図　第12号住居跡実測図

＝‾二＝二三

11

戦2
第25図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 5図 鉢 A ［10．6］ 口緑部 片。休 部は内傾 して立ち上 口縁 部内面横ナデ，外面横 ナデ後 長 石 ・石英 ・礫 ・ P 30 5 5　　 5 ％

1 土 師 器 B （3．5） が り， 口縁部 は短 く外反す る。口 棒状工 具で押 圧。体部内面 ナデ， スコ リア 覆土中

唇部 は波状 を呈す る。 外面へ ラナデ。 鈍 い橙 色　 普通 P L 5 6

第25図2は須恵器の要の体部片で，外面に平行叩き，自然粕が見られる。

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
最大長 （Ⅷ ） 最大 幅 （皿） 最 大厚 （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第25図 3 鎌 （7．4） 3．0 0 ．3 － （2 1．3） 覆　 土　 中 M 30 02　 鉄　 P L 124
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第13号住居跡（第26図）

位置　調査区の北東部，D6a6区。

規模と平面形　長軸3．28m，短軸3．14mの方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は10～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　北東方向に傾斜しているが，ほぼ平坦である。

寵　北西壁中央部を壁外に50cm程掘り込み，砂質粘土で構築されている。耕作機械による撹乱をうけ，遺存状

態が悪く，袖部は右側だけ遺存している。火床部は20cm程窪み，皿状を呈する。煙道部はゆるやかに立ち上

がる。

電土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子・焼土中ブロック微量

2　黒　　　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量

覆土　耕作機械による撹乱をうけているが，3層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム小・中ブロック・焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片21点，須恵器片2点，弥生土器片1点が出土している。第27図1の土師器の杯片は覆土中層か

ら逆位で出土している。1の杯は古墳時代中期の杯と思われることや本跡が竃を伴うことなどから，2の弥

生土器片同様流れ込みと思われる。

所見　本跡の形態は，当遺跡で検出された平安時代のものに類似しているが，出土遺物が少なく，また細片で

あるため詳細は不明である。

第26図　第13号住居跡実測図
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第27図　第13号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿　；　　　！

図版番号器　種計測値（CⅢ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第27図呵こA［8．0］体部から口線部片。体部は内野気口縁部及び体部内面へラナデ，外長石・石英・雲母P3056　10％
1土師器B（2．2）味に外傾して立ち上がり，そのま面へラ削り。 鈍い橙色 覆土中層

ま口緑部に至る。端部は尖る。 普通 PL56

第27図2は弥生土器片で，平行沈線が渦巻き状に施されていると思われる。

第14号住居跡（第28図）

位置　調査区の北東部，D6bl区。

規模と平面形　本跡南西部が調査区外に伸びている。長軸（3．66）m，短軸3．20mの長方形と思われる。

主軸方向　N－7。－W

壁　壁高は28～68cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

第28図　第14号住居跡実測図
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第29図　第14号住居跡出土遺物実測図
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確　北壁の東コ山ナー寄りを壁外に36cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。竃の北東部から南西部にかけ

て耕作機械による撹乱をうけ，袖部は左側だけ遺存する。火床部は若干の窪みをもつ。煙道部は火床部から

ゆるやかに立ち上がる。

電土層解説

1黒　褐　色　焼土小ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子中量

2　褐　　　色　焼土粒子・小e中・太ブロック多量，炭化粒子・炭化物少量
3　鈍い黄褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　焼土粒子e焼士小ブロック多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量
5　褐　　　色　焼土粒子・焼土太ブロック・ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼上粒子・焼土中・中・大ブロック多量，ローム中ブロック中量、炭化物少量

尊堂　耕作機械等による撹乱をうけているが，3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
褐

説
黒
黒
黒

解層

1

　

2

　

3

土

ローム粒千・焼＝粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，U－ム大ブロック・焼土中中ブロック・炭化物少量

ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，ローム大ブロック中量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器218点，須恵器片12点，陶器片1乱石1息炭化米25。地　織文土器片　点が出土している。

第29図162は須恵器片の塔と長頚瓶で，覆土中層から下層にかけて出土している。3は縄文土器片の拓影

図で，流れ込みと思われる。炭化米は竃右袖部付近の床面から出土しており言粒は5mm前後の大きさである。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から奈良e平安時代（8～9世紀頃）と思われる。

第柑考健腰掛

位置　調査区の中央部タ　G2g6区。

規模と平面形　大部分が撹乱のためタ竃と一部の床面のみを確認しただけでタ平面形は捉えることができない。

主軸方向　N－200－W

床　平坦で，竃前は踏み固められている。

魔　北壁中央部に付設され，白色粘土と袖の補強用と考えられる土器片とで構築されている。火床部は血状に

掘り窪められている。

遺物　土師器片20点が竃袖部の中から，炭化米が覆土中からそれぞれ出土している。第30図1の甑は竃横床面

から，2の白玉は覆土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため，詳細な時期は不明であるが，図1の甑が床面

からの出土であるため，出土遺物から平安時代（9世紀頃）と思われる。
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第30図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

トー　－上川　・l

図版番号 器　種 計測値（皿） 器　形　の　特　 徴 手　法　の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第30図 甑 B （11．7）底部から体部片。5孔式。体部は体部内面ナデ，外面へラ削り。 石英 P690　　 10％

1 土師器 C ［14．0］内野気味に外傾して立ち上がる。 鈍い橙色

普通

竃内覆土中

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅 （cm）厚さ（m）孔径（cm）重量（g）

第30図2 土　製　臼　玉 1．1 1．1 － 0．1 0．8 南西壁付近床面DP85　PL115

第16号住居跡（第31図）

位置　調査区の南西部，G2d5区。

規模と平面形　長軸3．42m，短軸3．28mの方形である。

主軸方向　N－55。－W

壁　壁高は18cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

貯蔵穴　南コーナーに位置し，径57cmの円形，深さ18cmで，平坦な底面から外傾して立ち上がり，断面形はす

り鉢状である。

寵　北西壁中央部に付設されている。白色粘土と凝灰岩の切石とで構築されている。袖部先端に切石が両側に

立てられ，まわりの粘土が流れ出した状態で出土している。火床部は6cm程皿状に掘り窪められている。煙

道部は壁外へ40cm突出しており，ゆるやかに外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1黒　褐　色　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子中量，焼土中プロッタ・ローム中ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，壌土小ブロック・ローム粒子・ローム中プロッタ中量

3　鈍い褐色　壌土大ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
4　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

5　鈍い橙色　焼土小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子微量
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第3囲　第柑号住居跡実測囲
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第3囲　揖柑号住居跡出土遣物実測記

第16号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

［二＿＿・＿‥二・＿．I．　1

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第32図 嚢 A ［26．0］体部から口緑部片。体部は直線的口縁部内・外面横ナデ。体部内・石英・礫 P2　　　　 5％

1 土師器 B （6．5）に立ち上がり，口緑部は外傾する。外面ナデ。口緑部及び体部外面に
指頭庄痕が残る。

鈍い褐色

普通

覆土中

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・ローム中ブロック中量

遺物　覆土中から土師器杯片25点，嚢片50点，須恵器杯片3点，弥生土器片1点が出土している。第32図の1

の嚢は覆土中から出土している。

所農　本跡は，焼土や炭化材が床面に広がっていることから焼失家屋と思われる。出土遺物が少なく，図1の

嚢も覆土中の出土のため詳細な時期は不明である。

第頂7号住居跡（第33回）

位置　調査区の南西部，G2C4区。

規模と平面形　長軸3．98m，短軸2．75mの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は10cmで，垂直に立ち上がる。
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第3図　第膵号住居跡実測図

l　‥1－十一………－1－1！

床　平坦で，全体的に軟らかい。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Pl，P2は径31～54cmの不整円形，深さ20～37cmで，位置や規模から主柱穴と思

われる。P3～P5は径16～115cmの不整円形，深さ15－26cmで，性格は不明である。

覆蓋　5層からなる自然堆積である。
土層解説

1　灰　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック・ローム中ブロック微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から古墳時代の土師器杯片19点，嚢片73点，須恵器杯片3点，須恵器蓋片1点，弥生土器片1点

が出土している。

所見　本跡は，東西の壁際に主柱穴が2本見られるが，炉や竃は付設されておらず，居住を目的とするには疑

る。また，中央の灰及

くしかも細片であるため，詳細は不明である。

ツトの性格も不明である。本跡の時期は，

第柑一風号住居跡（第34図）

位置　調査区の南西部，G2b5区。

重複関係　本跡は，第18－B号住居跡の南半分を掘り込んでおり，第18－B号住居跡より新しい。

規模と平面形　遺存する南東壁から推定すると，一辺5．71mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－300－E

壁　壁高は28cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかい。

ピット　4か所（Pl～P。）。Pl～P3は径48－53cmの円形，深さ48－63cmで，位置や規模から主柱穴と思われ

る。P4は性格不明である。
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第鍼図　第柑一風◎柑一院号健腰掛実測図
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第35図　第18－A号住居跡出土遺物実測図

第18－A号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　・ll・　　l

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第35図 杯 A　13．7 丸底。体部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石・スコリア・P3　　　70％

1 土師器B　　5．1 口緑部との境に稜を持つ。口緑部外面へラ削り後ナデ。内・外面黒パミス 床面

は直立する。 色処理。 橙色

普通

PI．57

2

杯 A［12．5］底部から口縁部片。丸底。体部は口緑部内・外面横ナデ。体部内面長石・石英・スコP4　　　25％
土師器B（5．0）内攣して立ち上がり，口綾部とのナデ後へラ磨き，外面へラ削り。リア 床面

境に稜を持つ。ロ緑部は内傾する。 赤褐色

普通
PL57

3

杯 A　lO．8 丸底。体部は内管して立ち上がり，口緑部内・外面棟ナデ。体部内面長石・石英・パ　ミP5　　100％
土師器B　　4．1 口緑部は直立する。 ヘラ削り後ナデ，外面から底部租ス・スコリア・礫床面

いヘラ削り。内面黒色処理。 鈍い褐色

普通
PL57

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　質 出土地点 備　　　　 考
最大長（cm）最大幅（cm）最大厚（cm）孔径（cm）重量（g）

第35図4有　孔　円　板 2．1 2．5 0．3 0．3 25．0 滑　　　　 石覆　土　中QI　PLl19

5勾　　　　 玉 2．9 2．1 0．5 0．15 5．1 滑　　　　 石中央部覆土下層Q126　P工。119

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

4　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片92点，須恵器片4点，有孔円板1点が出土している。第35図1の杯は北東壁際床面から，2及

び3の杯は南西壁近くの床面からそれぞれ出土している。4の有孔円板と5の勾玉は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。
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第柑lB号住居跡（第34図）

位置　調査区の南西部，G2a6区。

重複関係　本跡は，第18－A号住居跡に南半分を掘り込まれており，第18－A号住居跡より古い。

規模と平面形　遺存する南東壁から推定すると，一辺6。92mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－470－E

壁　壁高は17cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかく，特に踏み固められた部分は見られない。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は径52～80cmの円形，深さ34～68cmで，位置や規模から主柱穴と思われ

る。P4，P5及びP6は性格不明である。

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム小ブロック多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

焼土粒子・ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子多量

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量

遺物　土師器片15点が出土している。第36図1，2及び3の杯は北東壁際床面から，4，5の高杯，6～8の手

捏土器は中央床面から，9の管状土錘はP2上面の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

這？三三王立

∈三

筑3囲　篇柑13号住居跡出丑遣物実測図
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第且8－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 36図 杯 A　 14．4 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内面 雲母 ・石英 ・ス コ P 7　　　 7 5％

1 土 師 器 B　　 5．3 目線部 との境 に稜 を持つ。目線部 ヘ ラ削 り後 へラ磨 き，外面へ ラ削 リア 覆土中

は外反 し，内面 にゆるい稜 を持つ。 り。 鈍 い黄橙色

普通
P L 57

2

杯 A　 12．1 底部欠損。体部 は内攣 して立 ち上 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内面 雲 母 ・長 石 ・石 英 ・ P 8　　　　 75％

土 師 器 B　　 5．4 が り，目線部 は直 立する。 ナデ，外面へ ラ削 り。 パ ミス ・礫

鈍い橙色

普通

床 面

P L 57

3

杯 A　 13．0 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ ス コリア ・石英 ・ P 9　　　 80％

土 師 器 B　　 5．0 日録部は外傾す る。 外 面へ ラ削 り。 雲母 ・礫

橙色　 普通

床面

P L 57

4

高　　 杯 A ［16．9］ 脚 部か ら日録部片。脚部 は円錐形。 杯 部内 ・外 面上部磨 き，外 面下部は ス コリア ・雲母 P lO　　　 50％

土 師 器 B （1 2．6） 球 体部は外面下方 に段 があ り，口 ヘラ削 り。脚 部内面ナデ，外面縦方 赤色 覆土 中

E （7．2） 緑 部は外反 して立 ち上 がる。 向のヘラ触 り後 ナデ。内・外面赤彩。 普通 P I．57

5

高　　 塚 A ［1 6．9］ 脚 部片。脚部は円錐形。 脚 部内面ナデ，外面縦方 向のヘ ラ 石英 ・雲母 ・礫 P 6　　　　 20％

土 師 器 B （1 2．6）

E （7．2）

磨 き。外面赤彩。 赤色

普通

覆土 中

P L 57

6

手淫土器 A　　 5．7 平底 。体 部は突出 した底部 か ら内 体部 内 ・外面ナデ。輪積 み痕を残 長石 ・スコ リア ・ P l 1　　　 8 0％

土 師 器 B　　 2．9

C　　 4．7

攣気 味に立 ち上が る。 す。 パ ミス

鈍い黄橙 色

普通

覆土 中

P L 57

7

手 捏土器 A　　 4．2 平底 。体部 は外傾 して立ち上が り， 体部 内 ・外面ナデ。 パ ミス ・石 英 P 1 2　　 10 0％

土 師 器 B　　 2．4

C　　 2．0

口緑 部に至 る。 赤褐色

普通

覆土 中

P L 5 7

8

手捏土 器 A　　 3．2 平底。体部 はほぼ直立 して立 ち上 体部 内 ・外 面ナデ。 パ ミス ・石 英 ・ス P 13　　 10 0％

土 師 器 B　　 2．5

C　　 3．1

が り，口縁 部に至 る。 コ リア ・礫

赤 褐色　 普 通

覆土中

P L 5 7

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第36図 9 趣旨＋寸や　」一　会丘臼　　′lノ＼　⊥　 狸 7．1 1．8 －
l　 n 。

U・U
1 1 9．4 南西壁付近床面 D P I　 P L 11 5

10 不 明 土 製 品 2．8 3．6 － － 2 2．9 覆　 土　 中 D P 2　 P L 11 8

11 不 明 土 製 品 5．4 1．6 － － 1 2．6 北西壁付近床面 D P 3　 P L l18

第柑考住居跡（第37図）

位置　調査区の南西部，G2C7区。

重複関係　本跡は，第20号住居跡を掘り込み，第21－A号住居跡に掘

り込まれていることから，第20号住居跡より新しく，第21－A号住

居跡より古い。

規模と平面形　長軸6．63m，短軸6．17mの長方形である。

主軸方向　N－540－W

壁　壁高は33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵究　南東壁際中央に位置し，壁から15cm程離れて掘り込まれてい

る。長径98cm，短径58cmの楕円形，深さ45cmで，平坦な底面からほ

ぼ垂直に立ち上がり，断面形は逆台形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽット10か所（Pl～PlO）。Pl～P4は径20～45cmの不整円形，深さ14～50cmで，主柱穴と思われる。P8，P9

は径22～24cm，深さ31～32cmで，柱穴の可能性がある。その他は径38～48cmの不整楕円形で，撹乱穴と思わ

れる。
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第37図　第19号住居跡実測図
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l二
第38図　第19号住居跡出土遺物実測図
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第19号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第38図 杯 A　 15．2 丸底。体部は 内攣 して立 ち上が り， 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ後 へ ラ磨 ス コリア ・長石 P 14　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 4．9 目線部 との境 に稜 を持つ。 目線 部 き。体部 内面 へラ削 り後へ ラ磨 き， 明赤褐色 床面

は外反 し， 内面に弱 い稜 を持 つ。 外面 へラ削 り後ナデ。 内 。外面 赤

彩。

普 通 P L 5 7

2

林 A　 14．6 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部 内商 雲母 ・石英 ・パ ミス P 15　　 100％

土 師 器 B　　 4．8 ロ縁部 は直立 する。 へ ラ削 り後へラ磨 き，外面へ ラ削 明赤褐色 床面

り後 ナデ。 内 ・外面赤彩。 普通 P L 5 7

3

杯 A　 l l．3 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， ＝縁部 内 ・外 面横 ナデJ 体部 内面 石英 ・雲母 ・パ ミ P 16　　　 85％

土 師 器 B　　 4．7 口縁 部 との 境 に突 出 した稜 を持 ヘ ラ削 り後 へラ磨 き，外面へ ラ削 ス ・長石 床 面

つ。日縁部 はやや内傾す る。 り後 ナデ。 鈍 い橙色

普通

P L 5 7

4

杯 A ［1 3．2］ 底 部か ら目線部 片。 丸底。体部 は 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 雲母 ・パ ミス P 17　　　 60％

土 師 器 B　　 4．7 内攣 して立 ち上 が り，目線部 との 外面へ ラ削 り後ナデ。内 ・外面黒 鈍い黄橙色 床 面

境 に稜 を持つ。目線部 は直立する。 色処理。 普通 P L 57

5

斐 A　 18．5 口縁 部片。口縁部 は外反す る。 目線部内 ・外面 ナデ後へ ラナデ。 石英 ・長石 P 18　　　 10％

土 師 器 B （6．6） 内 ・外面磨滅。 橙色

普通

竃 覆土中

6

嚢 B （14．7） 底部 か ら体部片。平底 。体部は内 体部内 ・外面へ ラ削 り。 石英 ・パ ミス ・雲 P 19　　　 15％

土 師 器 C　 lO．1 攣 して立ち上が る。 母 ・礫

鈍い赤褐色

普通

床面

P L 57

7

甑 B （15．7） 体部片。 無底式。体部 は外傾 して 体部内面ナデ，外面中位へ ラ削 り， 長 石 ・石　 英 ・雲 P 2 0　　　 2 0％

土 師 器 C　　 6．8 立 ち上 がる。 下位へ ラナデ。 母 ・礫 ・ス コリア

明褐色

普通

床面

P L 5 7

8

手捏土器 A ［7．5］ 平底。体部 は突出 した底 部か ら内 体 部内面へ ラナデ，外面 ナデ。内 雲 母 ・パ ミス・石英 P 2 1　　　 8 0％

土 師 器 B　　 5．8

C　　 4．2

攣気味 に立 ち上が る。 面 に輪積 み痕 を残す。 鈍 い赤褐色

普 通

床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第38図 9 管　 状　 土　 錘 8．3 4．4 － 1．4 16 7．6 西コーナー付近床面 D P 4　 P L 1 16

10 管　 状　 士　 錘 6．4 4．4 － 0．6 18．7 西コーナー付近床面 D P 5　 P L l 15

11 上　　　　 玉 3．8 3．4 － 0．7 3 7．0 南東壁付近床面 D P （i

電　北壁中央部に付設され，白色粘土及び凝灰岩切石とで構築されており，袖部が遺存している。火床部は血

状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出が少なく，壁の内側から急に立ち上がっている。

竃土層解説

1　褐　　　色　焼土粒子・ローム小ブロック多量，焼土中ブロック・灰少量

2　鈍い黄褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・灰多量

3　灰オリーブ色　焼土粒子・炭化粒子・灰多量，粘土粒子中量，炭化物少量

4　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子多量

5　黄　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

覆丑　6層からなる自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・小ブロック・炭化物少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大・小ブロック・焼土中ブロック少量，炭化物微量

ローム大・中ブロック中量
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遺物　土師器片362点・須恵器片8点が出土している0第38図1の杯は西コーナー付近と南東壁付近のものが

接合して，覆土下層から床面にかけて，2～4の杯及び6の嚢は中央部床面から，5の嚢は竃の覆土中から

つぶれた状態で，7の甑は東側壁近くの床面から，8の手控土器は竃近くの床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第20号住居跡（第39図）

位置　調査区の南西部，G2b8区。

重複関係　本跡は，第19号住居跡及び第2卜A号住居跡に掘り込まれていることから，そのいずれよりも古い。

規模と平面形　第19号住居跡及び第2卜A号住居跡に南西壁，北東壁を掘り込まれており，遺存する一辺がな

いため，規模及び平面形は不明である。

主軸方向　N－360－E

床　耕作による撹乱のため遺存状態はよくない。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は径24～42CⅢの不整円形，深さ24～48cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。

竃　北壁中央部に付設されている0砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，右袖部は残っ

ていない。煙道部は壁外への突出が少なく，ゆるやかに外傾して立ち上がる。

第39図　第20号住居跡実測図

第20号住居跡出土遺物観察表

∈

q
O

苛

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 4 0 区l 椀 A ［1 0 ．7 ］ 休 部 か ら 口 緑 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 日 録 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 内 面 雲 母 ・パ ミ ス P 2 2　　　 5 0 ％
1 土 師 器 B　　 9 ．7 体 部 は 球 形 状 で ， 口 緑 部 は わ ず か

に 直 立 す る 。

ヘ ラ 削 り， 外 面 へ ラ 削 り 後 ナ デ 。 赤 色

普 通

覆 土 下 層

2

甑 A ［2 2 ．0 ］ 単 孔 式 。 体 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 長 石 ・石 英 P 2 3　　　 6 0％
土 師 器 B　 2 4 ．6

C　　 8 ．0

り そ の ま ま 口 縁 部 に 至 る 。 口 緑 部

は わ ず か に 外 傾 す る 。

外 面 へ ラ 削 り 後 ナ デ 。 橙 色

普 通

覆 土 下 層
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第爛図　第調号住居跡出藍遺物実測図

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1鈍い黄褐色　焼土粒子やローム粒子多量，廃土小ブロック・ローム小ブロック中量，炭化物少量

2　暗　褐　色　焼巨トブロック・焼上粒J’・・ローム小プロ、ソク・ローム粒！一多結焼回－ブロック・炭化粒川一量．焼上人ブロック・炭

化物・ローム大ブロック少量

遺物　土師器片198息須恵器片6点が出土している。第40図1の椀は竃右袖横の覆土下層から，2の甑は竃

左袖横の覆土下層からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第割一風考健腰掛（第41図）

位置　調査区の南西部タ　G2C9区。

重複関係　本跡は，第20号住居跡と第19号住居跡の南東部を掘り込んでおり，第2上B号住居跡が本跡の床の

上に床を構築していることから，本跡は第20号住居跡及び第19号住居跡より新しく，第21－B号住居跡より

古い。

規模と平面形　竃が北西壁中央に構築されていたと考えると，一辺4。05mの長方形あるいは方形と思われる。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は18cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかく，踏み固められた部分は見られない。

ぽッ睦　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径20－45cmの不整円私　深さ30～40cmで，主柱穴と思われる。

電　北西壁中央部に付設されている。焚き口部は凝灰岩の切石によって組まれており，左右の袖部に切石が立

てられ，その上に載せられていたと思われる切石が斜めに崩落した状態で出土している。火床部内側にも囲

むように凝灰岩の切石が置かれている。火床部はやや皿状に掘り窪められ，煙道部は壁外へ約50cmほど突出

し，壁の内側から急に直線的に立ち上がっている。
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埴土層解説

1褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物少量

2　鈍い黄褐色　凝灰岩中ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子少量

4　褐　　色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土大ブロック・炭化物・ローム大ブロック少量
5　褐　　　色　ローム大・中ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

6　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

7　褐　灰　色　焼土大・中プロッタ・炭化物・炭化粒子中量，焼土小ブロック・ローム大ブロック少量

8　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

9　鈍い黄褐色　焼土小ブロック・ローム小ブロック少量，炭化物微量

第41図　第2卜A号住居跡実測図
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第4図　第別一風号住居跡出土遺物実測図

第2上A号住居跡出土遺物観察表

2＄濁　　し＿＿＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿十＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿：＿iOcm

図版番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 4 2 図 杯 A ［16 ．6］ 体 部 か ら 目線 部 片 。 体 部 は内 攣 し ロ縁 部 及 び 体 部 内 面 へ ラ磨 き ，外 ス コ リア ・石 英 ・礫 P 24　　　 10 ％

1 土 師 器 B （ 4 ．4 ） て 立 ち 上 が り，口 縁 部 は外 傾 す る 。 南 口 ク ロ ナ デ 。 内 面 黒 色 処 理 。 黄 褐 色

普 通

覆 土 下 層

P L 57

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cln） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第 42 図 2 蔑　　　　 玉 2 ．0 1．4 1 ．4 0 ．2 4 ．7 滑　　　　 石 南西壁付近床面 Q 2　 P L 12 2

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量，焼土粒子微量

2　鈍い黄褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土中・小ブロック中量
3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器片92点が出土している。第42図1の杯は竃前の覆土下層から出土している。図2の頚玉は流れ込

みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも図1の杯も床面からの出土ではないため，詳細な時期は不明で

あるが，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第2「唱号件居跡（第13図）

位置　調査区の南西部，G2C7区。

重複関係　本跡は，第21－A号住居跡の床の上に床を構築していることから，第21－A号住居跡より新しい。

規模と平面形　耕作による撹乱により壁が遺存していないため，正確な規模は不明であるが，南西壁を一辺と

し，東コーナーに竃が構築されていたと考えると，一辺約3m程の方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－440－W

壁　壁高は20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　耕作による撹乱のため遺存状態はよくない。

電　赤変硬化した火床部の一部を確認する。規模や形態は不明であるが，床面の広がりから東コーナーに付設

されていたものと考えられる。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1灰黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小ブロック中量，焼土中・小ブロック・ローム中ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・ローム小ブロック少量
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第43図　第21－陰号住居跡実測図

第糾問　第21‥院号住居跡璃土遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l一　　　一i　　　‥」

遺物　土師器片34点，須恵器片2点が出土している。第44図1の高台付杯，3の嚢は東コーナー付近の覆土下

層から，2の嚢は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なく，しかも床面資料がないため詳細は不明であるが，重複関係や遺構の

形態から平安時代（10世紀頃）と思われる。
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第21－B号住居跡出土遣物観察表

図版番 号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第4 4図 高 台 付 杯 B （3．2） 高 台 部 か ら 体 部 片 。 「ハ 」 の 字 状 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 底 部 高 長 石 ・雲 母 ・ス コ P 2 5　　　 3 0％

1 土 師 器 D　　 7．0 に 開 く高 台 が 付 く。 体 部 は 内 攣 し 台 貼 り付 け 後 ナ デ。 リア ・石 英 覆 土 下 層

E　　 O．9 て立 ち 上 が る 。 明 褐 色

普 通
P L 5 7

2

登 A ［18．6］ 体 部 か ら ロ緑 部 片 。 体 部 は 内 暫 し 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 内 ・ 雲 母 ・石 英 ・パ ミス P 2 6　　　 10％
土 師 器 B （17．3） て 立 ち上 が り， 中 位 に最 大 径 が あ 外 面 ナ デ 。 明 赤 褐 色 覆 土 中

る。 口緑 部 は 外 反 し， 端 部 を つ ま

み 上 げ る。

普 通 P L 5 8

3

嚢 A ［19．4］ 体 部 上 位 か ら口緑 部 片。体 部 上 位 は 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 石 英 ・雲 母 P 27　　　 10％

土 師 器 B （臥 1） 内 偵 して 立 ち 上 が り，口縁 部 は 外反 明 赤 褐 色 覆 土 下 層

し，端 部 を わ ず か につ ま み 上 げ る 。 普 通 P L 5 7

第22号住居跡（第45図）

位置　調査区の南西部，G2a7区。

重複関係　本跡は，第315号土坑によって掘り込まれており，第315号土坑より古い。

規模と平面形　長軸4．08m，短軸3．32mの長方形である。

主軸方向　N－480－W

壁　壁高は44cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

ピット　Plは径40cmの円形，深さ18cmで，住居のほぼ中央に位置し，主柱穴とも考えられるが，上屋構造を

考えると確定はできない。

第45図　第22号住居跡実測図
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第46図　第22号住居跡出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 6図 巧こ A ［13．8］ 底部 か らロ緑 部片。平底。体 部は ロ緑部 及び体部内面へ ラ磨 き，外 長 石 ・石英 P 28　　　 3 0％

1 土 師 器 B　　 4．0 内攣 して立ち上が り， 口緑部 は外 面 ロタロナデ。底部回転糸切 り。 鈍 い赤褐色 覆土中

C ［7．0］ 傾す る。 内面黒色処 理。 普 通

竃　北西壁中央部に付設されている。白色粘土で構築されているが，火床部は撹乱のため残存していない。煙

道部は壁外へ1．45m突出し，ゆるやかに外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1　鈍い黄褐色　焼土粒子多量，粘土中ブロック中量，焼土小ブロック少量

2　鈍い黄褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　褐　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・灰中量

4　褐　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子多量，粘土粒子・炭少量

5　黄　褐　色　焼土粒子・灰多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子少量

6　鈍い褐色　焼土大ブロック多量，焼土中・小ブロック・ローム中・小ブロック中量，炭化物・ローム大ブロック少量

7　褐　　　色　焼土大・中・小ブロック多量，炭化粒子中量

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土小ブロック微量

3　褐　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

5　黄　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子微量

造物　土師器片70点，須恵器片3点，有孔円板1点及び弥生土器片1点が出土している。第46図1の杯は覆土

中から出土している。有孔円板及び弥生土器片は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なく，詳細な時期は不明であるが，出土遺物や遺構の形態から平安時代（10

世紀）と思われる。

第23号住居跡（第47図）

位置　調査区の南西部，F2i8区。

重複関係　本跡は，第24号住居跡の床の上に本跡の床を構築しており，第50号土坑が本跡を掘り込んでいるこ

とから，第24号住居跡より新しく，第50号土坑より古い。

規模と平面形　西側が調査区外に延びており，北コーナーを第50号土坑によって掘り込まれているため，正確

な規模は不明であるが，一辺7．85mの方形あるいは長方形と推定される。

主軸方向　N－380－W
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第47匿　銑鋼号住居跡実測区

「ご壬芸子

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

仁一…　I　　・－」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L‥　　‥卜‥一一　一　1

筑鵡8函　第23号住居跡出丑遺物実測泡

壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は径63～78cmの不整円形，深さ55～75cmで，主柱穴と思われる。P4は径

45cm，深さ38cmで，Y位置から出入り口ピットと思われる。P5は長径1．85m，短径1．38mの不整楕円形で，

貯蔵穴とも考えられるが，形状及び位置から疑問が残る。

－53－



第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 　 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第48図 高　　 杯 B （9．3） 脚 部片。脚 部は円錐形。 脚部 内面 へ ラ削 り，外面縦方 向の 石英 ・パ ミス ・礫 P 29　　　 20％

1 土 師 器 ヘ ラ削 り。外 面赤彩，内面黒色処 鈍 い橙色 床面

理。 普通 P I．5 8

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第48図 2 土　　　　 玉 2．7 2．7 － 0．7 1 7．0 南東壁付近床面 D P 7　 P L l1 5

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック微量

遣物　土師器片497点，須恵器片4点，弥生土器片8点及び軽石2点が出土している。第48図1の高杯，2の

土玉は中央部床面から出土している。

所見　本跡は，住居が調査区外に延びているため竃の有無は確認できなかったが，時期は遺構の形態，出土遺

物及び第24号住居跡との重複関係から古墳時代後期（6世紀頃）と思われる。

第別号住居跡（第49図）

位置　調査区の南西部，F2h8区。

重複関係　本跡は，第23号住居跡が本跡の床の上に床を構築していることから，第23号住居跡より古い。

3

第鯛図　第別号住居跡実測図
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筑測覇　筑24号住居跡出土遺物笑劇慣

第24号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

』二二二∵二十一一一一…ニー＿二二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第50図 杯 A　 15．8 口緑部一部欠損 。平底。体部 は内 日録部 内 ・外面横ナデ。体部 内面 雲母 ・パ ミス ・石英 P 30　　　 70％
1 土 師 器 B　　 5．6 攣 して立 ち上が り，目線部は わず ヘ ラ削 り後へ ラ磨 き，外面へ ラ削 橙色 床 面

C　　 4．2 かに外反す る。 り後 ナデ。 普通 P L 58

2

拝 A ［1 3．6］ 底 部か ら日録部片。 平底 。体部 は 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部内面 パ ミス ・ス コリア・ P 3 1　　　 40％
土 師 器 B　　 5．8 内攣 して立ち上が り，口緑 部は外 ヘ ラ磨 き，外面 へラ削 り後ナデ。 石英 床面

C　　 3．0 反 する。内面に明瞭 な稜 を持 つ。 鈍い赤褐色　 普通 P L 5 8

規模と平面形　西側から北側が調査区外のため，正確な規模及び平面形は不明であるが，遺存する南西壁から

推定すると，一辺5．62mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は21cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P6）。Pl～P3は径38～50cmの不整円形，深さ49～61cmで，主柱穴と思われる。P。は径

35cm，深さ3番cmで，位置から出入り口ピットと思われる。P5，P6は撹乱と思われる。

貯蔵究　東コーナーに付設され，長径68cm，短径60cm，深さは25cmの楕円形で，断面形は逆台形である。

炉　中央部から東寄りに位置し，北側の一部が調査区外まで延びているため正確な規模は不明であるが，短径

53cmの楕円形で，床面を14cm掘り窪めた地床炉である。炉床は赤変している程度である。．

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐

説
黒
黒
黒

解腰

1

　

2

　

3

土

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック少量′

焼土中ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片48点，弥生土器片1点が出土している。第50図1の杯は南東壁際中央の床面から逆位の状態

で，2の杯は炉の近くの床面からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第25号住居跡（第51図）

位置　調査区の南西部，F2j9区。

重複関係　本跡は，第26号住居跡に南部を掘り込まれており，第26号住居跡より古い。

規模と平面形　第26号住居跡に南部を掘り込まれているため，遺存する一辺の長さから推定すると，一辺6．25m

の方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は29cmで，外傾して立ち上がる。

床　大部分が掘り込まれているため，北西壁近くのみの確認では，平坦で，全体的に軟らかである。
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鑑別賢　筑25026027号住居跡実測図
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第望図　第篭号住居跡出藍遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察奉

－　（＿　二二二二「

＼＼拉ピ：／滅 0　　　　　　　10cm

L二二二二二ゴ二二二二二二］

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第52図 高　　 林 D ［15．0］ 裾部片。脚部は裾部との接合部が 裾部内南棟ナデ，外面放射状のナ パ ミス ・礫 ・雲母 P 33　　　　 5％

1 土 師 器 E （3．8） くびれる。裾部は 「ハ」の字状に デ。 灰黄褐色 覆土中層

開く。 普通 P L 58

2

手捏土器 B （4．0） 底部から体部片。平底。体部は内 休部内面ナデ，外面へラ削 り後ナ 雲母 ・礫 P 34　　　 60％
土 師 器 C　　 3．4 攣 して立ち上がり，上位で内傾す デ。輪積み痕を残す。 褐灰色 覆土中

る。 普通 P L 58

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック，ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・ローム大ブロック微量

遺物　土師器片238点，須恵器片4点が出土している。第52図1の高塚の脚は北西の壁付近の覆土中層から，2

の手捏土器は覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物が少なく，詳細な時期は不明であるが，遺構の形態　出土遺物および第m号住

居跡との重複関係から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第誠考健腰掛（第5且図）

位置　調査区の南西部，G2a（，区。

重複関係　本跡は，第25号住居跡を掘り込み，第27号住居跡に掘り込まれていることから，第25号住居跡より

新しく，第27号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸9．63m，短軸8．24mの長方形である。

主軸方向　N－460－W

壁　壁高は32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ匪　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径38～54cmの不整楕円形，深さ72～87cmで，主柱穴と思われる。P3の

上部は第27号住居跡の貯蔵穴として利用されている。P5～P7は径18～壷cmの円形で，腫格は不明である。
l

貯蔵究　南東壁際中央に位置し，上端は32cm穫壁外に張り出して掘り込んでいる。長径125cm，短径85cmの楕

円形，深さ108cmで，平坦な底面から外傾して立ち上がり，断面形は逆台形である。
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第53図　第26号住居跡出土遺物実測図
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第26号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 音　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎工・色調・焼成

A ll．6
B　　5．2

丸底。体部は内攣して立ち上がり，
目線部は直立する。

目線部内・外面横ナデ。体部内面
へラ削り後ナデ，外面ナデ。

備　　考

n　八品 JL　．　】　　もハノ

2

杯 A　 13．7 丸底。体部は内轡して立ち上が り， 目線部内 ・外商横ナデ。体部内商 石英 ・スコリア P 36　　　 80％
土 師 器 B　　 4．5 目線部との境に稜を持つ。目線部 ナデ，外面へラ削 り。 鈍い橙色 床面

はわずかに内傾する。 普通 P工．58

3

杯 A ［13．0］ 丸底。体部は内攣 して立ち上がり， ＝縁部内 ・外面横ナデ．休部内面 雲母・パミス・石英 P 37　　　 50％
土 師 器 B　　 4．0 目線部は直立する。 ヘラ磨 き，外面へラ削 り後ナデ。 鈍い黄橙色

普通

床面

P L 58

4

杯 A ［9．1］ 丸底。体部は内攣 して立ち上がり， ＝縁部内 ・外面横ナデ。休部内面 雲母 ・パ ミス ・礫 P 38　　　 40％
土 師 器 B　　 4．0 目線部は直立 し，日縁端部でわず ヘラ磨き，外面へラ削り。 橙色 覆土申

かに内傾する。 普通 P L 58

5

高　　 杯 A ［17．6］ 捧部片。体部は内攣 して立ち上が ＝縁部内・外面横ナデ．休部内面及 長石 P 39　　　 40％
土 師 器 B （7．5） り，目線部で外傾する。 び外面上位横ナデ，下位縦位のへラ削 鈍い赤褐色 床面

り。体部内面及び外商上位赤彩。 普通 P L58

6

小 形 襲 A ［14．9］ 体部から日経部片。体部は内攣し ＝縁部内 ・外面横ナデ。体部内面 長石 ・スコリア P 40　　　 20％

土 師 器 B　 12．6 て立ち上がり，やや内傾 して目線 ナデ，外面へラ削 り後ナデ。 橙色 覆土下層
C ［5．9］ 部に至る。目線端部は短く外反する。 普通 PL 58

7

嚢 A ［21．4］ 体部か ら日経部片。体部は内攣 し ＝縁部内 ・外面構ナデ．休部内面 右英・スコリア・礫 P 4 1　　　 30％
‡上師　器 B （22．6） て立ち上がり，中位に最大径を持 へラ削り，外面縦位のへラ削 り。 鈍い橙色 床面

つ。目線部は外反する。 普通 P L 58

8

嚢 A ［14．9］ 体部上位から目線部片。体部は内 日録部内 ・外面構ナデ．体部内 ・ パ ミス ・石英 P 42　　　 10％
土 一師 器 B （6．5） 攣して立ち上が り，目線部は外傾

する。

外面へラ削り。 鈍い黄褐色

普通

覆土下層

9

甑 B　 23．5 体部片，目線部欠損。無底式。体 体部内面上位へラ削り後横ナデ， 雲母 ・パ ミス P 43　　　 40％
土 師 器 C　　 9．4 部は外傾して立ち上がる。 下位ナデ。体部外面縦位のヘラ削 橙色 床面

り後ナデ。 普通 P L58

平底。体部はわずかに外傾しなが
ら立ち上がり，口縁部に至る。

体部内・外面ナデ。体部に輪積み
痕を残す。

長石・石英・スコ
リア・礫

鈍い褐色
普通

P44　　　95％
覆土下層
底部に木葉痕

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 士 地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm ） 重量（g ）

第53図11 土　　　　 玉 3．7 3．7 － 0．4～0．9 39．8 北コーナー付近床面 D P 8　 P L l15

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第53図12 有　 孔　 円　 板 2．2 3．5 0．4 0．2 7．2 滑　　　　 石 南西壁付近覆土下層 Q 3　 P L l19

13 有　 孔　 円　 板 2．2 2．4 0．3 0．2 2．8 滑　　　　 石 北東壁付近覆土下層 Q 4　 P L 119

囁　北西壁中央部に付設され，粘土と凝灰岩の切石とで構築されており，袖部の粘土と凝灰岩の芯材の一部が

残っている。火床部はわずかに掘り窪められている。煙道部は壁外へ30cm穫突出し，壁の内側から急に立ち

上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　黄　褐　色

3　明赤褐色

4　褐　灰　色

5　黄　褐　色

（う　黒　褐　色

ローム粒子多量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・ローム中・小ブロック中量，焼土太ブロック・炭化物微量
焼土中ブロック少量

焼土太ブロック中量

灰多量

粘土太ブロック多量

ローム粒子多量，焼土大e中・小ブロック・炭化粒子・ローム中・小ブロック中量
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覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム中・小ブロック少量

焼土粒子・ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・ローム中・小ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土小ブロック・ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・炭化物微量
ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

ローム中・小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物微量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土小ブロック・ローム大ブロック・炭化物微量

遺物　土師器片1152点，須恵器片12点，鉄片4点，縄文・弥生土器片21点，軽石1点，土師質土器3点が出土

している。第53図1の杯は正位の状態で北東壁付近の床面から，2，3の杯，5の高杯，7の要，9の甑，10

の手捏土器は竃近くの床面及び覆土下層から，6の小形要，8の嚢，11の土玉は東コーナー床面及び覆土下

層から，4の杯は覆土中からそれぞれ出土している。12，13の有孔円板は前代の流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第27号住居跡（第51図）

位置　調査区の南西部，G2b。区。

重複関係　本跡は，第26号住居跡及び第45号住居跡をそれぞれ掘り込んでおり，本跡が2軒より新しい。

規模と平面形　長軸3．27m，短軸2．85mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，竃周りを中心に踏み固められている。

貯蔵穴　北西コーナーに付設され，径54cmの円形で，深さは32cm，断面形は逆台形である。

寵　北壁中央部西寄りに付設されている。砂粒混じりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，袖部

は残っていない。火床部は平坦で掘り込みはなく，わずかに焼土が確認される。

第54図　第27号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第54回杯 A［12．6］底部からロ縁部片。平底。体部はロ緑部及び体部内面へラ磨き，外スコリア・雲母・P45　　　50％

1 土師器B　　4．0内攣して立ち上がり，口緑部は外面ロクロナデ。体部下端手持ちへパミス・石英・礫貯蔵穴内覆土中

傾する。 ラ削り。底部手持ちへラ削り調整。明赤褐色　普通

2

杯A［14．3］底部から口緑部片。平底。体部は口緑部及び体部内面へラ磨き，外パミス P46　　　15％
土師器B　　4．5内攣して立ち上がり，口緑部は外面ロクロナデ。体部下端手持ちへ黒色 貯蔵穴内覆土中

C［6．0］傾する。 ラ削り。体部内・外面黒色処理。普通 PL58

3

皿A　13．1底部から口緑部片。体部は外傾し口緑部及び体部内・外面ロクロナ長石‾・雲母 P47　　　60％
土師器B　　2．3

C［6．3］

て立ち上がり，口縁端部に至る。デ。底部回転糸切り。 鈍い橙色

普通

床面

PL58
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覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　ローム中・小ブロック微量

2　黒　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック。ローム粒子少量

遺物　土師器片21点が出土している。第54図上　2の杯は貯蔵穴内壁際に重なって．正位の状態で，3の皿は貯

蔵穴近くの床面からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

第調号住居跡（第55図）

位置　調査区の南西部，G2d高亘。

重複関係　本跡は，第57号土坑を掘り込み，第29号住居跡が本跡の床の上に床を構築していることから，第57

号土坑より新しく，第29号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸5．82m，短軸5．79辺mの方形である。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。P一～P．，は径45～56crnの円形，深さ56－71cmで，主柱穴と思われる。P5は径54cm

の円形，深さ24cmで，位置から出入り口ピットと思われる。

電　北酉壁中央部に付設されている。砂粒まじりの黄褐色粘土で構築されているが，第29号住居跡によって右

袖部上面を掘り込まれ，耕作による撹乱もあり，遺存状態は良くない。火床部は4cm程皿状に掘り窪められ

ている。煙道部は壁外への突出は見られないが，奥の立ち上がり部分に撹乱があり，形状は不明である。

竃土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック・炭化粒子多量，ローム粒子中量

2　鈍い黄褐色　焼土粒子・炭化粒子・灰多量，焼土中ブロック少量

3　褐　　　色　焼土中ブロック・焼士粒子・炭化粒子多量

4　鈍い黄褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

5　明　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子少量

6　鈍い黄褐色　焼土′トブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック少量

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第56図 高　　 杯 A　 18．1 脚 部 ・杯 部 片。脚 部 は 下 方 に 向 杯部 内 ・外面上位磨 き，外面 下位 長石 P 48　　　 4 0％

1 土 師 器 B （8．4） か って膨 らむ。杯部 は内攣 して立 横位 のヘ ラ削 り。脚部外面 は縦 位 赤色 床面

E （3．4） ち上が り，中位稜 を持 ち，口縁 部 のヘ ラ削 り。脚部外面 ・杯部 内 ・ 普通 PL 5 8

は外反す る。 外面赤彩 。

2

高　　 埠 B （4．9） 脚部片。脚部 は 「ハ」の字状で裾 脚部 内面 ナデ，外 面縦 方向の磨 き。 石英 e パ ミス 0 ス P 49　　　 3 0％

土 師 器 D　 1 2．1 部で大 き く開 き，端部 はわずか に コリア 床面

E　　 3．2 反る。 鈍 い橙色

普通

P L 5 9

3

小 形 壷 A　　 9．2 平 底。体 部は内攣 して立 ち上 が り， 口縁部内 ・外 面横ナデ。体部内 ・ 石英 ・パ ミス ・雲 P 50　　　 95％

土 師 器 B　　 8．1 上 位に最大径 を持 つ。目線部は外 外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き。 母 ・スコリア ・礫 ピッ ト内上面

C　　 6．1 傾 して立 ち上が る。 鈍い黄橙色

普通
P L 59

4

嚢 A ［21．7］ 体 部か らロ縁部片。体 部は内攣 し 日縁部内 ・外商横 ナデ。体部内面 石英 ・雲母 P 5 1　　　 30％

土 師 器 B　 18．2 て立 ち上が り，最大径 を体 部上位 ナデ，外面縦位 のヘラ削 り。 鈍い橙色 竃 内覆土中

C ［9．0］ に持つ 。目線部 は外 反す る。 普通 P L 59

5

嚢 A ［17．0］ 体部上位 か ら目線部片。体部 は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。 体部内 ・ スコ リア ・石英 ・ P 5 2　　　　 5 ％

土 師 器 B （5．7） 攣 して立 ち上が り， 目線部 は外 反

す る。

外面 へラ削 り。 パ ミス ・雲母 ・礫

明赤褐色

普通

床面
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第溺図　第調号住居跡出藍遺物実測固

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
褐

説
暗
暗
褐

解層

　

1

　

2

　

3

土

10cm

』二二二L∴＿＿＿＿二ニ＿＿ごここ」

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，炭化物少量，焼土中ブロック微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化物中量，焼土大ブロック・焼土中ブロック少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

遺物　土師器片410点，須恵器片3息鉄浮3息　弥生土器片3点及び土製支脚2点が出土している。第56図

5の賓は東コーナー付近の床面から，2の高塚は中央部東寄りの床面から，3の小形壷はP2の上面から，4

の嚢は竃内から，1の高杯は床面からそれぞれ出土している。1の高塚は流れ込みと思われる。

所凰　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第29号健腰掛（第55図）

位置　調査区の南西部，G2d。区。

重複関係　本跡は，第28号住居跡の北東部及び第57号土坑を掘り込んでおり，本跡が両者より新しい。

規模と平面形　長軸5．6m，短軸4．66mの長方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は21cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

ぽッ睦　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は径25～30cmの円私　深さ25～30cmで，性格は不明である。

電　東壁中央部に付設されている。耕作による撹乱のため遺存状態が悪く，火床部に焼土がわずかに確認され

る程度で，規模や平面形等は不明である。
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第57図　第29号住居跡出土遺物実測図

第29号住居跡出土遺物観察表

［⊃ 0　　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　・！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第57図 坪 B（2．7）底部から体部片。平底。体部は内体部内・外面ロクロナデ。底部回石英・スコリア・P53　　　40％

1 土師器C　　6．4 攣して立ち上がる。 転糸切り。 パミス・雲母・長石

橙色

普通

床面

PL59

図版番号種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地点 備　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（Ⅷ）孔径（cm）重量（g）

第57図2砥　　　　 石 6．3 3．3 2．7 － 78．6 凝　灰　岩覆　土　中Q5　PL119

覆土　2層からなる人為堆積である。

土眉解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物・ローム中ブロック少量

2　黒　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，壌土小ブロック微量

遺物　土師器片383点，須恵器片11点及び鉄棒4点が出土している。第57図1の杯底部は西壁際の床面から出

土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるが，1の杯が床面からの出土であるため，遺構の形

態及び出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

第30号住居跡（第58図）

位置　調査区の南西部，G2f。区。

重複関係　本跡は，第31・36号の各住居跡と第6号井戸に掘り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　南東壁が耕作による撹乱により確認できないため，柱穴等から規模を推定すると，一辺6．42m

の方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－520－E

壁　壁高は7一一10cmで，外傾して立ち上がる。

床　撹乱のため全体的に締まりがなく，遺存状態はよくない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P．は径41～75cmの不整円形，深さ40～75cmで，主柱穴と思われる。

炉　北西壁寄りやや南側に位置し，長軸37cm，短軸33cmの不整長方形で，床面を7cm掘り窪めた地床炉である。

炉床は赤変している程度である。
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第鯛図　第調号住居跡実測図

第30号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第59図 椀 A ［11．0］ 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 目線部内 ・外面横ナデ。体部内面 雲母 ・石英 ・スコ P 57　　　 50％

1 土 師 器 B　 6．71 体部上位でやや内傾し，目線部は ヘラ磨 き，外面へラ削 り後ナデ。 リア ・パミス ・長 ピッ‾ト内覆土中

外傾する。 石 ・礫

橙色

普通

PL 59

2

高　　 杯 B （10．9） 脚部から杯部片。脚部は円筒状で 杯部内 ・外面磨 き。脚部内面へラ パ ミス ・礫 P 54　　　 3b％

土 師 器 E （6．1） 下方に膨らみがあり，裾部との接 削り，外面縦方向のへラ磨き。 赤褐色 床面

合部がくびれる。埠部は内攣して

立ち上がり，外面下方に段がある。

普通 P I．59

3

高　　 林 D ［17．8］ 裾部から脚部片。脚部は円筒状で 脚部内面へラ削 り，輪積痕が残る。 スコリア ・長石 P 55　　　 20％
土 師 器 E （8．5） 下方に膨らみがあり，裾部との接合 脚部外面縦方向のへラ磨き。裾部 鈍い橙色 床面

部が くびれる。裾部は端部で反る。 放射状のヘラ磨き。 普通 P L 59

4

高　　 士不 A　 18．8 杯部片。捧部は内攣 して立ち上が 目線部及び体部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・スコ P 56　　　 20％

土 師　器 B （6．7） り，外面下方に段を持つ。 リア

橙色　 普通

ピット内上面

P 工．59

5

高　　 塚 B （9．3） 裾部から脚部片。脚部は円筒状で 脚部内 ・外面剥離。 長石 ・石英 P 62　　　 30％
土 師 器 D ［15．0］

E　　 8．5

下方に膨らみがあり，裾部との接

合部がくびれる。脚部 2 穴穿孔。

橙色

普通

覆土中

6

柑 B （6．9） 口縁部欠損。平底。体部は内攣 し 体部内面へラ削り，外面上位ナデ， 雲母 P 58　　　 80％

土 師 器 C　　 3．3 て立ち上が り，最大径を中位に持 下位へラ削 り。 褐色 覆土中

つつぶれた球形状である。 普通 P L 59

7

柑 B （8．5） 体部片。体部は内攣 して立ち上が 体部内 ・外面ナデ。体部内 ・外面 長石 ・石英 P 59　　　 30％

土 師 器 り，中位に最大径を持つ。 磨滅。 明赤褐色

普通

覆土中

P L 59
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （Ⅷ） 重量 （g ）

第59図 8 転　 用　 羽　 口 （8．7） 4．4 4．6 － （124．8） 南東壁付近床面 D P 8 6　P L 1 17

主意－シ王l

二‾三　‾
第59図　第30号住居跡出土遺物実測図

◎。

10cm

トー　　I l

覆土　5層からなる人為堆積である。

土眉解説

1黒　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土大ブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム粒子多量，壌土小ブロック・焼土粒子・ローム小プロッタ中量，焼土中ブロック・ローム中ブロック少量

3　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・ローム中ブロック少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中プロッタ中量，焼土大・小プロッタ・ローム大ブロック微量
5　暗　褐　色　ローム中ブロック多量

遺物　土師器片504点，須恵器片7点，鉄津7点及び弥生土器片1点が出土している。第59図1の高杯，6，7

の相は覆土中から，2の高杯はP4近くの床上から，3の高杯は中央部床面から，4の高杯はP。の覆土上面

からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。
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第別号健屠跡（第60図）

位置　調査区の南西部，G2f～，区。

重複関係　本跡は，第30号住居跡を掘り込み，第28号住居跡の床の上に本跡の床を構築し，また，第32号住居

跡は本跡の床の上に床を構築し，第1号井戸に掘り込まれていることから，第28号住居跡，第30号住居跡よ

り新しく，第32号住居跡，第1号井戸より古い。

規模と平面形　長軸5．75m，短軸3．4mの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は7cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

筑69図　第別号住展・跡芸測囲

第31号住居跡出土遺物観察表

2m」

図版番号器　種計測値（①） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調巨焼成 備　　考

第61図 杯 A　ll．6丸底。体部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部内面雲母・石英・スコP60　　　80％

1 土師器B　　5．5口緑部との境に稜を持つ。口緑部ヘラ磨き，外面へラ削り後ナデ。リア・長石 床面

は内傾する。 鈍い赤褐色

普通

PL59

－67－



第馴図　第31号住居跡嵩丑遣物冥測回申

0　　　　　　　10cm

「‥＿＿‥一＿＿‥＿I　‥‥二∃

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

2

杯 A［13．5］底部から口緑部片。体部は内攣し目線部内・外面横ナデ。体部内面スコリア・石英 P61　　　40％

土師器B（4．7）て立ち上がり，口緑部は緩く外傾ヘラ磨き，外面へラ削り後ナデ。橙色 床面

する。 普通 PL59

3

嚢 A［18．2］体部から口緑部片。体部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。体部内面石英・スコリア P63　　　40％

土師器B（18．0）て立ち上がり，最大径を下位に持ヘラ削り，外面斜位のヘラナデ。橙色 床面

つ。目線部は外反する。 普通 PL59

4

嚢 A［26．0］体部上位から口緑部片。体部は内口縁部内・外面横ナデ。体部内面長石・石英 P64　　　30％

土師器B（26．9）攣して立ち上がり，最大径を上位ヘラ削り，外面上位へラナデ，下鈍い褐色 床面

に持つ。口緑部は外反する。 位へラ削り後ナデ。 普通
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図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備1　 考

5

手担土器 A　　 5．5 ロ繰部一部 欠損 。平底。体部は外 口緑部及 び体部内 ・外面ナデ。指 ス コリア ・石英 ・ P 65　　　 90％

土 師 器 B　　 2．6

C　　 4．2

傾 して立 ち上 がる。 頭圧痕 を残 す。 雲母

鈍い褐色

普通

覆土 中

第62図 置 き　竃 B （14．5） 円筒形の体部側 片。体部は内傾 し 体部内 ・外 面へラナデ。体部外面 長石 ・石英 ・スコ P 66　　　 10％

6 土 師 器 C ［45．4］ て立 ち上が る。 焚 き口部に庇状の に指頭庄痕 。焚 き口部外面へ ラ削 リア 床面

貼 り付 け。底部 か ら12cm上に円形

の窓が穿 たれ る。

り。 橙色

普通

PL5 9

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　・！

第62回　第31号住居跡出土遺物実測図（2）

覆土　9層からなる自然堆積である。

土居解説

1暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土大・中ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム大・

2　黒　　　色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

中ブロック少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土大・中・小ブロック・炭化物・ローム大ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土大・小ブロック・ローム大ブロック少量

ローム粒子多量，焼土小ブロック・ローム中・小ブロック中量，焼土大・中ブロック少量
ローム大ブロック多量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，焼土粒子・ローム大ブロック少量

ローム大ブロック多量，焼土大ブロック中量，焼土小ブロック少量
焼土大プロッタ多量，ローム小ブロック中量，焼土大ブロック・白色粘土少量

焼土中ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・ローム中ブロック少量

遺物　土師器片319点，須恵器片4点及び縄文土器片4点が出土している。第61図1，2の杯は南東コーナー

の床面から正位の状態で，3，4の嚢も同じ位置からつぶれた状態で，5の手捏土器は覆土中から，6の置

き竃は東壁中央の張り出し部床上及び西壁中央際の床上からそれぞれ出土している。
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所凰　本跡は，この時期に一般的な竃を持たずタ柱穴もないことから，方形竪穴状遺構の可能性が考えられる。

また，置き竃が出土した東壁中央の張り出し部には床面に焼土が残存しており，ここで置き竃が使用された

とも考えられる。本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第詔常住腰掛（第63図）

位置　調査区の南西部，G2e8区。

重複関係　本跡は，第28号住居跡の南西部，第31号住居跡の北西部及び第33号住居跡の南東部をそれぞれ掘り

込んでおり，本跡が新しい。

親機と平面形　耕作による撹乱のため，北東壁と一部の床のみの確認となり，規模は不明であるが，竃が南東

壁中央に付設されていたと推定すると，およそ一辺4。9mの長方形あるいは方形と思われる。

主軸方向　N－220－E

壁　壁高は14cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

ぽッ匪　2か所（Pl～P2）。Plは径48cmの不整円形，深さ56cmで，形状は柱穴の可能性もあるが，他に対応

するピッ摘言存在しないため性格は不明である。P2は径36cmの不整円形，深さ25cmで，後世の撹乱と思わ

れる。
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第鵬図　第調号住居跡実測図
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窮錮図　第詔考住居跡出藍遺物実測図

第32号住居跡出土遺物観察表

二＿二二二二：ll：二＿
0　　　　　　　10cr¶

上l二二lつ．「　一一■

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第64図 杯 A ［15．3］ 体部から日録部片。体部は内攣 し ＝縁部及び体部内 ・外面ロクロナ パ ミス P 67　　　 20％
1 土 師 器 B　 （も5） て立ち上がり，目線部は外傾する。 デ内面黒色処理。 褐色

普通
床面

PL 59

2

高台付杯 B （2．9） 高台か ら底部片。「ハ」の字状 に 底部内面へラ磨 き，外面高台貼 り 長石 e石英 P 68　　　 10％
土 師 器 D　　 8．1

E　 l．3

開 く高台が付く。 付け後ナデ。内面黒色処理。 橙色

普通

竃内覆土中

確　北東壁中央部に付設されている。耕作による撹乱のため道春状況が悪く，規模や平面形は不明である。火

床部はわずかに掘り窪められており，火熱を受けた程度の焼士が残る。煙道部は壁外への突出が見られタ　ゆ

るく外傾して立ち上がる。

遺物　土師器片35息須恵器片1点が出土している。第64図1の棒は竃近くの床面から，2の高台相棒は竃の

覆土中からそれぞれ出土している。

新風　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため，詳細な時期は不明であるが，遺構の形態及び

出土遺物から平安時代（10世紀頃）と思われる。

第調号健贋静（第65回）

位置　調査区の南西部，G2e7区。

重複関係　本跡は，第32号住居跡及び第51号土坑と重複している。第32号住居跡が本跡の床の上に構築されて

おり，第51号土坑は本跡の床を掘り込んでいることから，本跡は，第51号土塊と第32号住居跡より古い。

規模と平面形　耕佃こよる撹乱のため北西壁と一部の床のみの確認となり，規模は不明であるが，竃が北西壁

中央に付設されていたとすると，およそ一辺5。3mの長方形あるいは方形と思われる。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

4　鈍い黄褐色　ローム小ブロックeローム粒子・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

5　灰黄褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量

6　鈍い黄褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・ローム粒子e粘土粒子多量，炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
7　灰　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，灰中量，ローム中ブロック少量

8　鈍い黄褐色　灰。粘土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量

9　明　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量
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第65図　第33号住居跡実測図

第66図　第33号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i l
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第33号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色諌巨 焼成 備　　 考

第66図 杯 A ［17．2］ 体部 か ら目線部片。体 部は内攣 し 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 スコリア ・：石英 ・ P 69　　　 2 0％

1 土 師 器 B （5．1） て立 ち上 が り， 目線 部 との境に稜 ナデ，外面へ ラ削 り。 雲母 ・礫 覆土中

を持つ。 目線 部 はや や内傾す る。 鈍 い橙色

普通
P L 5 9

2

小 形 嚢 A　 16．5 平底。体部は 内攣 して立 ち上が り， 目線 部内 の外商横 ナデ。体部内 ・ 石英 ・長石 P 70　　　 80％
土 師 器 B ′ 12．7 上位でやや 内傾 し， 目線 部は外 反 外 面ナデ。 暗赤褐色 竃 内覆土 下層

C　　 6．8 する。 普通 P L 60

3

嚢 B （1 5．6） 底 部か ら体部片 。平底。体部 は内 体部 内 。外面へ ラ削 り後 ナデ。 石英 ・ス コリア ・ P 7 1　　　 4 0％
土 師 器 C　　 7．0 攣 して立 ち上が る。 パ ミス ・雲母

褐 色

普通

床面

P L 5 9

囁　北西壁中央部に付設されている。耕作による撹乱のため遺存状態が悪く，袖部の位置に竃を構築していた

橙色粘土の一部を確認する。規模や形状等は不明である。

遺物　土師器尉49息須恵器片2点が出土している。第66図1の杯は覆土中からタ　2の小形賓は竃内覆土下

層から，3の嚢は竃前の床面から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第劉号住居跡（第67回）

位置　調査区の南西部，G3cl区。

重複関係　本跡は，床を第45号住居跡の床の上に構築しており，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸6。25m，短軸6。04mの方形である。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P。は径60～82cmの不整円私　深さ71－80cmで，主柱穴と思われる。P5は径

48cmの不整円形，深さ32cmで，出入り口ピットと思われる。

囁　北壁中央部に付設されている。砂粒混じりの橙色粘土で構築されており，上面は耕作による撹乱のため消

失している。火床部の掘り込みは見られない。煙道部は壁外への突出が少なく，壁の内側から急に立ち上がっ

ている。

竃土層解説
1赤　褐　色　焼土太ブロック・焼士粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック・ローム大ブロック少量
2　黒　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・ローム粒子中量，焼土大・焼土中ブロック・ローム大ブロック少量
3　赤　褐　色　焼土太ブロック多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロックeローム粒子中量，焼土大ブロック微量
5　鈍い黄褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼士太・小ブロック・ローム粒子少量
6　黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・ローム粒子多量，焼土中ブロック・ローム小ブロック中亀焼土太ブロック少量
7　鈍い黄褐色　焼土小ブロック・ローム粒子中量，焼土太・中ブロック・ローム小ブロック少量

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム中・小ブロック多量，炭化粒子中量，ローム太ブロック少量

5　褐　　　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子少量
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第67図　第34号住居跡実測図
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第68図　第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表

し凶。S＝ち

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・焼 成 備　　 考

第 6 8 図 杯 A ［1 2 ．9 ］ 丸 底 。体 部 は 内 管 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 面 パ ミ ス ・雲 母 P 7 2 　　　 8 0 ％

1 土 師 器 B 　　 4 ．2 口 緑 部 と の 境 に 稜 を 持 つ 。 口 緑 部 ヘ ラ 磨 き ， 外 面 へ ラ 削 り 後 ナ デ 。 黒 色 床 面

は や や 内 傾 す る 。 内 ・ 外 面 黒 色 処 理 。 普 通 P L 6 0

2

杯 A ［14 ．2 ］ 体 部 か ら 口 綾 部 片 。 体 部 は 内 野 し ロ 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 面 ス コ リ ア ・ 石 英 ・ P 7 3 　　　 4 0 ％
土 師 器 B （ 4 ．1 ） て 立 ち 上 が り ，口 緑 部 は 外 傾 す る 。 ヘ ラ 磨 き ， 外 面 へ ラ 削 り 。 内 ・ 外 パ ミ ス ・ 礫 床 面

面 男 色 処 理 。 黒 褐 色

普 通

P L 6 0

3

高　　 杯 B （1 0 ．4 ） 脚 部 片 。 脚 部 は 下 位 で 「ハ 」 の 字 脚 部 内 面 ナ デ ， 外 面 縦 方 向 の ヘ ラ 長 石 ・ 石 英 P 7 4 　　　 2 0 ％
土 師 器 D ［1 2 ．0 ］ 状 に 開 き ， 端 部 は 大 き く 開 く 。 削 り 。 据 部 外 面 横 位 の ナ デ 。 脚 部 赤 色 覆 土 下 層

E （ 9 ．1 ） 外 面 赤 彩 。 普 通 P L 6 0

4

襲 A ［1 9 ．0 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 長 石 ・石 英 P 7 5 　　　 4 0 ％
土 師 器 B 　 2 8 ．2 内 野 し て 立 ち 上 が り ， 最 大 径 を 中 外 面 へ ラ 削 り 。 鈍 い 褐 色 ピ ッ ト 内 預 土 上

C 　　 8 ．8 位 に 持 つ 。 口 緑 部 は 外 反 す る 。 普 通 層

5

手 捏 土 器 A 　　 6 ．0 底 部 か ら 口 縁 部 片 。 平 底 。 休 部 は 口 緑 部 及 び 体 部 内 面 へ ラ 削 り 後 ナ 石 英 ・ ス コ リ ア P 7 6 　　 1 0 0 ％
土 師 器 B 　　 3 ．1

C 　　 5 ．0

底 部 か ら 内 野 気 味 に 立 ち 上 が る 。 デ ， 外 面 ナ デ 。 明 赤 褐 色

普 通

床 面

6

手 捏 土 器 B （ 1 ．8 ） 底 部 か ら 体 部 片 。 平 底 。 体 部 は 底 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 ス コ リ ア ・ 石 英 ・ P 7 7 　　　 8 0 ％
土 師 器 C 　　 2 ．0 部 か ら 直 立 し て 立 ち 上 が る 。 長 石

鈍 い 褐 色

普 通

穫 土 中

図 版 番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （c m ） 幅 （c m ） 厚 さ （c m ） 孔 径 （c m ） 重 量 （g ）

第 6 8 図 7 土　　　　 玉 3 ．4 3 ．3 － 0 ．5 一一 0 ．7 2 8 ．6 東 コ ー ナ ー付 近 床 面 D P 9 　 P 1 －1 1 5
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遺物　土師器片324点，須恵器片5点が出土している。第68図1の杯は竃右袖横の床面から正位の状態で，2

の杯は竃左袖横の床面から，3の高塚脚部は中央の覆土下層から，4の嚢はP2とP3内覆土上層の細片が接

合して，5の手淫土器はP2上面床レベルから，6の手捏土器は覆土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第35号健腰静（第69囲）

位置　調査区の南東部，G2i8区。

重複関係　本跡は，第5号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

親機と平面形　長軸5。53m，短軸4。27mの長方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は17cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが締まりがなく道春状態はよくない。北半分はローム層，南半分は谷部の黒色土層が床となる。

ぽッ睦　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は径30～45cmの不整円私深さ16～50cmで，主柱穴とも考えられるが，

対応する他の柱穴が確認できないので確定はできない。

囁　北西壁中央部に付設され，砂粒まじりの橙色粘土で構築されているが，道春状態が悪く，袖部は残っていな

い。火床部の掘り込みは認められない。煙道部は壁外への突出が認められるが，煙道部の形状等は撹乱のため不明である。

匿　　　　　　2

第鍋図　第誠号健贋跡実測図
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第凋図　第詭考健贋跡出藍遺物実測図

第35号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第7 0図 嚢 A ［1 8．2］ 体部か ら日経部 片。体部 は内攣 し 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ ス コリア ・石英 ・ P 7 8　　　 10％

1 土 師 器 B （6．6） て立ち上が る。 口緑 部は外反 し， 外面 ナデ。 雲母 ・パ ミス ・礫 預土 中

端部をつ まみ上 げる。 明赤褐色

普通

P L 60

2

土不 A ［13．6］ 底 部か ら日経部片。平底 。体部 は 日録 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・パ ミス ・針 P 7 9　　　 2 0％

須 恵 器 B　　 4．6 外傾 して立ち上が り，ロ緑部 に至 デ。体 部下端回転へ ラナデ。底部 状鉱物 覆土下層

C　 ［8．0］ る。 回転へ ラ削 り調整。 灰色

普通

3

杯 A ［9．3］ 底部か ら日経 部片。平底 。体 部 は 日録部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・礫 ・針状 鉱物 P 80　　　 3 0％

。須 恵 器 B　　 3．7 外傾 して立ち上が り， 口緑 部に至 デ。体邸下端 回転 へ ラナデ。底部 灰色 覆土中

C　 ［6．1］ る。 回転へ ラ切 り。 普通 P L 60

覆土11層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2・黒　褐　色
3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　黒　　　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

焼上中ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム粒子中量，煉土中ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

焼土中ブロック・焼士粒子・炭化粒子・灰多量

ローム粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子・粘土粒子中量

ローム粒子・粘土小ブロック多量，粘土中ブロック少量

粘土粒子多量

9　黒　　　色　粘土中ブロック・粘土粒子多量

10　黒　　　色　粘土中ブロック多量，粘土粒子中量

11明　褐　色　ローム小ブロック・粘土中ブロック多量，粘土小ブロック少量

遺物　土師器片且85点，須恵器片6点，弥生土器片1点が出土している。遺物は細片が多い。第70図1の嚢片，3

の杯片は覆土中から，2の杯片は西壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から奈良時代（8世紀頃）と思われる。

第調号健腰跡（第7且図）

位置　調査区の南東部，G3el区。

重複関係　本跡は，第55号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．8m，短軸2．81mの長方形である。

主軸方向　N－470－W

壁　壁高は34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，北西側階段状部分の周囲は踏み固められている。

ぽッ匪12か所（Pl～P12）。Pl～P6は径23～28cmの不整円形，深さ33～42cmで，主柱穴と思われる。P7～P12

は径19～32cm，深さ15～30cmで，補助柱穴と思われる。
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第71図　第36号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一　　一十　　」

第72図　第36号住居跡出土遺物実測図

第36号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

［　　　l　　　［

図版番号 器　桂 計測値（cm） 話　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第72図 皿 A　lO．7 口縁部一部欠損。平底。体部はわ 口緑部及び体部内・外面ロタロナ スコリア・パミス P81　　　 90％

1 土師器 B　　2．2 ずかに内攣して立ち上がり，口縁 デ。底部回転糸切り。 橙色 ピット内覆土上

C　　7．8 部は外傾する。 普通 面　PL60

2

皿 A　ll．2 口緑部一部欠損。平底。体部はわ 口緑部及び体部内・外面ロタロナ スコリア・礫・石 P82　　　 90％
土師器 B　　2．4 ずかに内攣して立ち上がり，口緑 デ。底部回転糸切り。 英・雲母 ピット内覆土上

C　　7．2 部は外傾する。 橙色

普通

面
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積立　6層からなり，各層にロームブロックやローム粒子を含んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，ローム大ブロック・焼土中ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，炭化物微量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

4　極暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，ローム太ブロック中量

5　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

6　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム太・中ブロック少量，炭化物微量

遺物　土師器片87点，須恵器片8点、軽石1点が出土している。第72図1e2の皿は，P3上面から2点が重

なり，横位の状態で出土している。

新風　本跡は，住居跡として調査を進めたが，方形竪穴状遺構と思われる。本跡の床面に灰の広がりが認めら

れたが，焼土は確認できず，火の使用は一時的なものであったと考えられる。また，北西壁中央に階段状の

高まりを持つが，その下の床が踏み固められていることや，その位置から出入り口施設と考えられる。階段

状の高まりから床にかけて幅約mcm　長さ　m　厚さ2～15cmの粘土塊が貼り付いた状態で認められたが，

焼士及び炭化物が伴っていないことから竃等の施設とは考えられず，その性格は不明である。本跡の時期は，

出土遺物から中世後半（15～16世紀）と思われる。

第那号健贋跡（第73回）

位置　調査区の南西部，G3hl区。

重複関係　本跡は，第41号住居跡に西コーナーを掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．57m，短軸4．29mの方形である。

主軸方向　N－440－E

壁　壁高は18cmで，外傾して立ち上がる。

住居内患坑1か所（P5）。住居跡の中央に周囲の床よりも更に硬く締まった径工29mの円形部分と，その中

央に径20cmの円形，深さ38cmのピットを確認する。ピット　底部は軟らかく，遺物も見られない。硬化面は

ピット際まで続いており，円形の硬化面とその下の土坑とは大きさがほぼ一致する。覆土は4層からなり，

人為堆積である。土層1は特に硬く締まっている。この士坑の性格は不明である。

土層解説

1　明　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

2　明　褐　色　ローム小ブロック・橙色粘土粒子少量

3　明　褐　色　ローム′トブロック・凝灰岩小ブロック少量

4　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・橙色粘土粒子・白色粘土粒子少量

床　平坦で，中央部は広範囲にわたって踏み固められており，更にその中央は特に硬く踏み固められている。

ピッ睦　4か所（P－～P4）。Pl～P4は径24～28cmの不整円形，深さ20～58cmで，主柱穴と思われる。

電　北西壁中央部に付設されていたものと推定される。廃絶後の風化が激しく，竃の構成材と思われる凝灰岩

の切石とわずかな焼土の堆積を確認する。

穫蓋　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

ローム粒子中量，焼土中ブロック微量

焼土粒子・ローム粒子多量，焼土中ブロック・炭化物・ローム中・小ブロック中量

焼土粒子・ローム粒子中量，炭化材・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化物中量，焼土大ブロック少量
焼土中ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中・小ブロック中量，焼土中ブロック少量

炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中ブロック中量，焼土中・小ブロック・ローム大ブロック少量
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第73図　第37号住居跡実測図

第37号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一十一一一一一一一一一－」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第74図 嚢 A　 lO．4 体部から口綾部片。体部は内噂し 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 石英・パミス・ス P 83　　　 20％

1 土 師 器 B （5．8） て立ち上がる。口縁部は直立して ヘラ削り後ナデ。 コリア・雲母 床面
立ち上がり，端部は外反する。 鈍い赤褐色

普通
PL 60

2

小 形 喪 A　 13．9 体部からロ緑部片。体部は内暫し ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部上半 長石 ・石英 P 84　　　 30％
土 師 器 B　 17．7 て立ち上がり，中位に最大径を持 斜位のへラ削り，下半縦位のヘラ 赤色 床面

C ［5．0］ つ。ロ緑部はわずかに外傾する。 削り。体部内面へラ削り。 普通 PL 60

3

窺 A　 18．0 底部からロ緑部片。平底。体部は 口緑部内・外面横ナデ後，一部へ ス コリ　ア・パ ミ P86　　　 60％

土 師 器 B　 14．9 内督して立ち上がり，中位に最大 ラ削り。体部外面縦位のヘラ削り。 ス ・石英 ・礫 床面

C ［3．7］ 径を持つ。口緑部は外反する。 鈍い赤褐色

普通
PL 60

4

尭 A　 19．8 口緑部片。口緑部はわずかに外反 口緑部内・外面横ナデ。一部へラ 石英・パミス P 85　　　 5 ％
土 師 器 B （5．3） する。 削り。 赤褐色

普通

床面

5

甑 A　 18．0 単孔式。休部は外債して立ち上が 口緑部内・外面横ナデ。体部内面 パミス・礫 P 87　　　 70％
土 師 器 B　 14．9 り，そのままロ緑部に至る。口緑 ヘラ削り後丁寧な磨き，外面へラ 赤色 床面

C　　 3．7 部はわずかに外傾する。 削り。 普通 PL 60

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土 地点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第74図6 砥　　　　 石 6．9 3，1 3．2 － 119．0 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 6　 P L l19
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一l・l十一‥…1－－－1 口
第74図　第37号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片323点，弥生土器片1点が出土している。第74図1の嚢，2の小形賓，4の嚢及び5の甑は北

東壁際の床面から潰れた状態で，3の嚢は南西壁近くの床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，多量の炭化材及び焼土が床面全域に広がっていることから焼失家屋と思われる。また，中央の

硬化面の円形部分が極めて硬く締まっている点，その下にロームを含む土坑がある点，中心に小ピットがあ

る点等単に住居跡と考えるには疑問な点が残るが，その性格は不明である。本跡の時期は，出土遺物から古

墳時代後期（6世紀後半）の住居跡，あるいはその他の性格を持つ建物跡と考えられる。

－81－



第調号住居跡（第75図）

位置　調査区の南東部，G3h2区。

規模と平面形　長軸3．36m，短軸2．77mの長方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は14C皿で，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピッ紅　3か所（Pl～P3）。Plは径33cmの不整円私深さ20cmで，主柱穴と思われる。P2，P3は径18～23cm

の不整円形，深さ15～26cmで，その性格は不明である。

旦臓亀悶

叫　β巾l

l

第凋図　第調号住居跡実測図

第開園　第調号健應跡出藍遺物実測図

第38号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　2m

』二二」二＝二二』

0　　　　　　10cm

』ここ＝二±＝二二二二」

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土地点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第76図1 刀　　　　 子 （14．8） 1．9 0．1～0．4 － （28．6） 床　　　　 面 M I　PL123

－82－



覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・ローム中ブロック中量，焼土中ブロック・ローム粒子・ローム大ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，ローム太ブロック中量，焼土粒子少量

遺物　土師器片30点が出土している。第76図1の刀子は床面に15cm程垂直に刺さった状態で出土している。

所凰　本跡は，遺物が少なく細片が多い上に炉や竃も確認できないため，時期の特定が難しいが，遺構の形態

や出土遺物から古墳時代境と考えられる。

第調号住居跡（第77囲）

位置　調査区の南西部，G3g5区。

重複関係　本跡は，第40号住居跡の南部を掘り込んでおり，本跡が新しい。

／　　　　④

第開園　第調◎礪考健展開実測図



第78図　第39号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

「　　　；　　・！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第78図 杯 A［14．2］休部から口緑部片。体部は内攣し、口緑部内・外面横ナデ。体部内面パミス P88　　　10％

1 土師器B（3．8）て立ち上がり，口縁部は直立する。

口緑部との境に弱い稜を持つ。

ヘラ磨き，外面へラ削り。 暗赤褐色

普通

覆土中

2

杯 A［16．0］体部から口緑部片。体部は内暫し口縁部内・外面横ナデ後，外面へ長石・礫 P89　　　5％
土師器B（3．5）て立ち上がり，そのまま口緑部にラ磨き。体部内面へラ磨き，外面赤褐色 覆土中

至る。 へラ削り後ナデ。内面赤彩。 普通

3

手捏土器A［8．6］底部から口緑部片。平底。突出し口縁部及び体部内・外面へラ削り雲母・パミス・礫P92　　　30％
土師器B　　6．5

C［4．2］

た底部から，体部は内攣気味に立

ち上がる。

後ナデ。 明赤褐色

普通

覆土中

4

手捏土器A ［5．3］底部から口緑部の破片。平底。体口縁部及び体部内・外面ナデ。 長石 P93　　　40％

土師器B　　2．9

C［4．8］

部は内攣して立ち上がり，口縁端

部で外反する。

橙色

普通

覆土中

第78図5は須恵器壷の口緑部片で，外面に櫛描波状文が施されている。

規模と平面形　長軸4．85m，短軸4．41mの長方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は15C皿で，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径34cmの円形，深さ31cmで，出入り口ピットと思われる。P2は径60cm，深

さ36C皿，P3は径42cJnの不整楕円形，深さ13cmで，いずれも撹乱の可能性がある。

寵　北西壁中央部に付設されている。耕作による撹乱のため遺存状態が悪く，凝灰岩の切石が袖の位置に立て

られているだけで，規模及び構造等は不明である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム中ブロック少量，壌土粒子微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子・ローム′トブロック多量

遺物　土師器片178点，須恵器片6点，縄文土器片1点及び陶器片1点が出土している。第78図1，2の杯，3，4

の手捏土器はすべて覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（7世紀前半頃）と思われる。

－84－



第鯛号住居跡（第77図）

位置　調査区の南東部，G3f5区。

重複関係　本跡は，第39号住居跡に南東部を掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．41m，短軸4．72mの長方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

ぽッ睦＋3か所（Pl～P3）。Pl～P3ほ径46～57cmの不整円形，深さ49－82cmで，主柱穴と思われる。

覆土　1層からなる自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム中ブロック中量，ローム太ブロック少量

「‾‾‾

第澗図　第鯛号佳腰跡出藍遺物実測図

第40号住居跡出土遺物観察表

十　二＿二二二＿二＿

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色誘巨焼成 備　　 考

第79図 高　　 杯 B （5．8）埠底部から脚部片。脚部は「ハ」 杯部内・外面磨滅。脚部内・外面 石英 P 90　　　 20％

1 土師 器 E （4．0）の字状に開き，埠部外面下部に緩 ヘラ削り。 暗赤褐色 床面

い段を持つ。 普通 PL60

2

手捏土器 A ［8言］ 底部から目線部片。平底。体部は 内・外面ナデ。輪積み痕を残す。 長石・スコリア P 91　　　 40％

土 師 器 B　　 6．3 突出した底部から‾内攣気味に立ち 明赤褐色 床面

C ［4．8］ 上がる。 普通 PL60

遺物　土師器片54点が出土している。第79図1の高杯脚部及び2の手捏土器は北東コーナー付近の床面から出

土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第41号住居跡（第80回）

位置　調査区の南東部，G2i（、区。

重複関係　本跡は，第37号住居跡の南西部を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．84m，短軸2．55mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は6－15cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ距　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径21～31cmの不整円形，深さ10～33cmで，主柱穴と思われる。

囁　北壁中央南寄りに付設されており，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，袖部に

白色粘土が広がる程度である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

－85－
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第80図　第41号住居跡実測図

土屑解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中ブロック中量，焼土大・小プロッタ・ローム大ブロック少量，
炭化物微量

2　黒　褐　色　焼土中・小ブロック・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量

遺物　土師器片3点，須恵器片1点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく，しかも細片で時期を決める遺物に欠けるため，詳細な時期は不明であるが，

第37号住居跡との重複関係から，古墳時代後期以降と思われる。

第42号住居跡（第81図）

位置　調査区の南西部，G3g。区。

重複関係　本跡は，第43号住居跡及び第59号土坑に掘り込まれており，第43号住居跡，第59号土坑より古い。

規模と平面形　長軸5．76m，短軸5．34mの長方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は18cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかい。

ピット　2か所（Pl～P2）。Plは径46cznの円形，深さ31cm，P2は径29cmの円形，深さ29cmで，主柱穴と思わ

れる。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　明黄褐色　ローム中・小ブロック多量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小プロッタ・ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック少量，
焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック微量

－86－



筑馴図　馳2043号位麿跡実測図

第42号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第82図 杯 A ［14．4］ 体部から目線部片。体部は内攣 し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 長石 ・石英 P 94　　　 10％
1 土 師 器 B （3．9） て立ち上が り∴口緑部との境に稜

を持つ。口緑部は外反する。
下部へラ削り。 赤色

普通
覆土中層

2
高　　 杯 B （5．9） 脚部片。脚部は 「ハ」の字状に問 脚部内 ・外面縦位のヘラ削 り。 石英 ・雲母 P 95　　　 30％
土 師 器 く。 橙色　 普通 預土中　 P L 60

3

嚢 B （10．8） 体部か ら口緑部片。体部は内攣し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 長石 ・砂粒 P 96　　　 5 ％
土 師 器 て立ち上がり，上位で内傾 し，口

緑部は外傾する。
横ナデ，外面縦位のヘラ削 り。 橙色

普通
覆土中層

4
賓 B （7．2） 底部から体部片。平底。体部は内 体部内 ・外面へラ削 り。 石英・雲母・パミス磯 P 97　　　　 5 ％

土 師 器 C ［5．3］ 攣 して立ち上がる。 橙色　 普通 床面

－87－
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0　　　　　　　　　　　　　　　10cm」
第82函　第42号住居跡出丑遣物実測図

遺物　土師器片229点，軽石1点が出土している。第82図1の杯は南西壁際覆土中層から，2の高杯は覆土中

から，3の聾は南西壁際の覆土中層から，4の嚢は西コーナーの床面から出土している。

所見　本跡は，遺物数が少なく，しかも細片が多いため時期を詳細に特定する事が難しいが，出土遺物や重複

関係から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第姻号住居跡（第81図）

位置　調査区の南西部，G3g2区。

重複関係　本跡は，第42号住居跡の北西部を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3。68m，短軸3。50mの方形である。

主軸方向　N－510－W

壁　壁高は7～13cmで，外傾して立ち上がる。

床　締まりがなく，遺存状態はよくない。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は径28～41cmの不整円形，深さ19～22cmで，形状や位置から見て主柱穴

とするには疑問が残る。

電　耕作による撹乱のため道春状態は極めて悪い。北壁中央部に砂粒まじりの白色粘土が一部残存するのみで，

袖部や火床部等は残っていない。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

2　褐　　　色　ローム′トブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック，焼土粒子少量，焼士大ブロック微量

3　黄　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

4　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量

∠≡≡

抗83囲　篇43号佳品跡出丑遣物丈測図

－88－
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第43号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 83図 杯 A ［13．0］ 平底。体部 は外傾 して立 ち上 が り， 口緑部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・パ ミス P 98　　　 60％

1 須 恵 器 B　　 4．2 直線 的に口緑 端部 に至 る。 デ。体部下端 回転 へラ削 り。底部 灰 白色 覆土下層

C　　 8．1 回転へ ラ削 り。 普通 P L 60

2

蓋 A ［14．5］ 口緑部か ら天井部片。 天井部は平 天井部回転へ ラ削 り。 ロ緑都内 ・ 長石 ・石英 P 9 9　　　 40％

須 恵 器 B （2．5） 坦で， 口緑 部端部は屈 曲する。 外 面 ロタロナ デ。 灰色

普通

覆土中

P L 60

遺物　土師器片1点，須恵器杯2点，軽石1点が出土している。中央部付近覆土下層から，2の須恵器蓋は覆

土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（8世紀後半～9世紀前半）と思われる。

第44号住居跡（第84図）

位置　調査区の南西部，G3j。区。

規模と平面形　本跡は，その大部分が調査区外に延びており，その規模及び平面形は不明であるが，遣存する

北西壁から推定すると，一辺6．95mの長方形あるいは方形であると思われる。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は21cmで，外傾して立ち上がる。

床　一部確認できた範囲は平坦で，軟らかである。

寵　北西壁中央部に付設されている。砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，道春状態が悪く，袖部は先

端部のみが残っている。火床部は長径58C皿，短径51cmの楕円形で，皿状に掘り窪められている。

覆土　8層からなる自然堆積である。

土居解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　明　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

炭化粒子・ローム小ブロック・粘土粒子中量，壌土粒子・炭化物・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子・ローム小ブロック中呈，ローム大・中ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・粘土粒子中量

ローム′トブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

第84図　第44号住居跡実測図
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第駈図　第朋考住居跡出藍遺物実測図

第舶号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

』　＿　＿ニュ　　ー＿＿＿＿▼＿」

図版番号器　種 計測値（cm） 音　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　考

第85図 杯 A ［14．0］体部から口緑部片。体部は内攣し目線部内e外面横ナデ。体部内面長石・石英 PlOO　　lO％
1 土師器B （鼠8）て立ち上がり，目線部との境に稜

を持つ。目線部は外反する。
ナデ，外面へラ削り。 橙色

普通

床面

2

襲 A ［14．5］体部から目線部片。体部は上位で目線部内・外面横ナデ後，一部へ礫・パミス・雲母PlO1　　20％
土師器B（10．1）内傾して立ち上がり，＝縁部は外ラ磨き。体部外面へラ削り後ナデ。鈍い赤褐色 床面

傾する。 普通 PL60

遺物　土師器片73点が出土している。第85図1の埠，2の嚢は竃右袖横の床面から出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第鵡5号健腰掛（第86囲）

位置　調査区の南西部，G3bl区。

重複関係　本跡は，第27号住居跡に北西部を掘り込まれており，第34号住居跡が本跡の床の上に床を構築して

いるところから，第27弓・住居跡及び第34号住居跡より古い。

5

第鵬図　第礪考健腰静実測図
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第酢図　第礪号健腰掛出遼遠鞠実測図

第45号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

』二二二ま二二二二」

図版番号 器　種 計測値（cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第87図 椀 A　 18．3 平底。体部は内攣して立ち上がり，目線部内・外商横ナデ。体部内・雲母・パミス・礫 PlO2　　　 95％
1 士師　器 B　15．1 目線部は直立する。 外面へラ磨き。底部へラ削り。 黒褐色

普通

覆土中層

PL61

2

高　　 塚

土師器

B （3．9）杯底部片。均灘は下段に稜を持つ。埠部内面ナデ，外面下位へラ削り。石英・雲母・スコ

リア

橙色　普通

PlO3　　　 20％

床面

3

嚢 A ［27．6］体部から目線部片。体部は内攣し 目線部内面横ナデ後横位のヘラ磨 長石・スコリア PlO4　　　 40％
土師器 B （24．4）て立ち上がり，最大径を中位に持 き，外面横ナデ。体部へラ削り及 黒褐色 床面

つ。目線部は外反する。 ぴナデ。 普通 PL60

規模と平面形　長軸3。26m，短軸2。99mの方形である。

主軸方向　N－630－W

壁　壁高は44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

尊皇　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

5　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，灰少量

－91－



遺物　土師器片195点，須恵器片4点，弥生土器片4点が出土している。第87図1の椀は中央部覆土中層から，2

の高杯は北東壁近くの床面から，3の嚢は中央部の床面につぶれた状態で出土している。

所見　覆土最下層に焼土・灰を多量に含む層があるが，床面に火熱による硬化した面が見られず，炉とするに

は疑問が残る。規模も同時期のものと比べて小さいことから，住居以外の倉庫的な性格も想定できる。本跡

は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）の住居跡あるいは方形竪穴状遺構と思われる。

第46号住居跡（第88図）

位置　調査区の南西部，G3C。区。

規模と平面形　長軸4．65m，短軸3．29mの長方形である。

主軸方向　N－640－W

壁　壁高は8～21cmで，外傾して立ち上がる。

床　耕作による撹乱のため締まりがなく，遺存状態はよくない。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径24～49cmの不整円形，深さ18～64cHlで，主柱穴と思われる。P5は長

径78cm，短径50cmの楕円形，深さ48C皿で，位置と形状から撹乱の可能性がある。

奄　北西壁中央部に付設されていたと思われる。砂粒まじりの白色粘土が袖部に一部残っているが，規模や形

状等は遺存状態が悪いため不明である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土眉解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

3　極暗褐色　ローム粒子多量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

④

3

第88図　第46号住居跡実測図
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第89図　第哺号住居跡出丑遣物実測罰

第46号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

仁一二一一一一＿二十＿＿＿∴」

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第89図 杯 A ［14．8］ 体 部か ら目線部片 。体部 は内攣 し 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 雲母 ・石英’・スコ P lO5　　　 20％

1 土 師 器 B （4．0） て立ち上が り， 目線 部 との境 に稜 ナデ，外 面へ ラ削 り。 リア 覆土下層

を持つ。口縁部 は内傾す る。 橙色　 普通 P L61

2

杯 A　 ll．4 体 部一部欠損。丸底 。体 部は内攣 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 長石 ・石英 ・ス コ P lO7　　　 60％

土 師 器 B　　 4．8 して立ち上が り， 目線 部はやや外 ヘ ラ削 り，外 面租 いヘ ラ削 り後 ナ リア ・礫 覆土 中

傾 する。 デ。 明赤 褐色　 普通 PI．61

3

杯 A ［12．1］ 体 部一 部欠損。平底。体 部は内攣 口緑部 内・外面横 ナデ。口緑部 内面 長石 ・石英 ・ス コ P lO8　　　 60％

土 師 器 B　　 5．6 して立 ち上が り， 口緑 部はわずか ヘ ラ削 り後 ナデ，外面粗 いナデ，輪 リア ・礫 覆土下層

C　　 5．8 に外反 する。 積み痕 を残 す。底部へ ラ削 り調整。 鈍 い褐 色　 普通 PI．61

4

椀 A ［17．9］ 体部 か らロ緑部片。体 部は内攣 し 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 石英 ・長石 P lO6　　 10％

土 師 器 B （5．3） て立 ち上 が り， 口縁部 との境 にに へ ラ削 り，外 面へラ削 り後 ナデ。 橙色 覆土中

ぷ い稜 を持 つ。日録部 は緩 く外反 V

す る。

普通 P L 61

5

嚢 A ［13．5］ 日録部一 部欠損。平底。体 部は突 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内面 雲母 ・パ ミス P lO9　　　 70％

土 師 器 B　 15．3 出した底 部か ら内攣 して立ち上が ヘ ラ削 り，外面縦位 のヘ ラ削 り後 赤色 床面

C　　 5．8 り，最大径 を上位 に持つ。 日録 部

は外反す る。

ナデ。 普通 P I．61

6

甑 B （13．0） 底部か ら体 部片。無底式。体 部は 体 部内面へ ラ磨 き，外面 へラ削 り。 雲母 e石英 ・パ ミ P llO　　　 25％

土 師 器 C ［8．2］ 外傾 して立 ち上がる。 孔 内側へ ラ削 り。 芸認 知 床 面

P I．61

遺物　土師器片227点，弥生土器片1点が出土している。第89図1の杯，3の杯は南コーナーの覆土下層から，2

の杯及び4の椀は覆土中から，5の嚢は北コーナー床面に逆位の状態で，6の甑は床面から散在した状態で

それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，杯類が覆土中や覆土下層の出土遺物で，時期にも隔たりがあり，床面から出土したのは

5の嚢だけのため，詳細な時期は不明であるが，古墳時代後期（6世紀後半頃）と思われる。

－93－



第媚号住居跡（第90図）

位置　調査区の南西部，F2g。区。

規模と平面形　本跡は，西半分が調査区外に延びているため規模及び平面形は不明であるが，遺存する北東壁

を一辺として推定すると，一辺5．29mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－490－W

壁　壁高は28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，北東壁から南東壁まで壁溝が巡っており，全周するものと思われる。上幅約18cm，

下幅約8cm，深さ約6cm，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Pl，P2は径68～72cmの不整円形，深さ86～92cmで，主柱穴と思われる。P3，P4

は径27～42cm，深さ36～58cmで，補助柱穴と思われる。P5は径42cmの不整円形で，出入り口ピットと思わ

れる。
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筑9図　第舶号住居跡冥測囲
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第91図　第47号住居跡出土遺物実測図

第47号住居跡出土遣物観察表
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図版番号 器　 種 計測値 （Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第91図 杯 A　 15．4 休 部か ら口緑部 片。休部 は内攣 し 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部 内面 雲母 ・スコ リア P 111　　 30％

1 土 師 器 B （3．4） て立ち上が り，ロ緑部 は直立す る。 ヘ ラ磨 き，外面 へ ラ削 り。 口綾部 鈍い黄橙色 穫土中

及 び体 部内面黒色 処理。 普通 PL 6 1

2

杯 A　 14．4 体 部一部欠損。 丸底 。体部は内管 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 ス コリア・パ ミス・ P 112　　　 70％
土 師 器 B　　 4．7 して立 ち上が り， 口緑 部は短 く直 ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り。 石英 ・礫 床面

立す る。 鈍い橙色

普通

P L 6 1

3

土不 A　 15．4 丸底。休部 は内攣 して立 ち上 が り， 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体 部内面 長石 ・砂粒 P 11 3　 100％

土 師 静 B　　 6．1 口緑部 で外 反す る。 内面に明瞭 な ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後 ナデ。 赤色 覆土下層

稜 を持つ。 内 ・外面赤 彩。 普通 P L 6 1
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

4

嚢 A ［22．0］ 体 部か ら日録部片。体 部は上位で 日経部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 石英 ・ス コリア P l14　　 15％
土 師 器 B （10．1） 内傾する。目線部 は「く」の字状 に へ ラ削 り，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 橙色 覆土下層

外傾 し，端部 でわずかに外反す る。 普通 P L6 1

5

嚢 A　 白2．0］ 体部 か ら目線 部片。体部 は内攣 し 目線部内 ・外面横 ナデ。休部内面 雲母 ・石英 ・礫 P l15　　　 30％
土 師 器 B （13．7） て立 ち上 が り，最大径 を中位 に持 ヘラ削 り，外面 へラ削 り後ナデ。 暗赤褐色 覆土下層

つ。 日経部 は外 反す る。 普通 P L 6 1

6

聾 B （15．0） 底部か ら体部片 。平底。体部 は突 体 部内 ・外商へ ラ削 り。 長石 e 石英 P l1 6　　　 50％
土 師 器 C　　 8．8 出 した底部 から，内攣気味 に立 ち 鈍い橙 色 床 面

上が る。 普通 P L 6 1

7

嚢 A ［19．0］ 体 部か ら目線部片。体 部は内攣 し 日録部 内 ・外面横ナデ。体 部内面 雲母 ・パ ミス・石英 P 117　　　 20％
土 師 器 B （11．6） て立ち上が り，上位 で内傾す る。 ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 鈍 い黄 褐色 床面

目線 部は緩 く外反す る。 普通 P L6 1

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g）

第91図8 剣形 模 造 品 5．7 2．4 0．65 0．2～0．3 10．9 滑　　　　 石 中央部覆土下層 Q 127　P L l19

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説

l　黒　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　灰　褐　色

5：黒　褐　色
6　褐　　　色

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

焼土粒子・ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

焼土中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量

遺物　土師器片457点，須恵器片は点が出土している。第9且図1の杯は覆土中から，2の杯は床面から散在し

た状態で，3の埠，4の嚢は北コーナー壁近くの覆土下層から，5の聾は北コーナー壁近くの覆土下層から，6

の嚢は北西壁際の床面に横位の状態で，7の嚢は北東壁際の床面からそれぞれ出土している。3の杯，4の

嚢，及び8の剣形模造品は流れ込みと思われる。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（7世紀前半）と思われる。

第個一風号住居跡（第92図）

位置　調査区の南西部，F3el区。

重複関係　本跡は，第48－B号住居跡に南部を掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　北西壁が調査区外に延び，南西壁も掘り込まれているため，規模及び平面形は不明である。

壁　壁高は33cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下のすべてに壁溝が巡っている。上幅約8cm，下幅約4cm，深さ約5cmで，断面形はU字

形である。

床　平坦で，南東壁近くが踏み固められている。

ぽッ睦　2か所（Pl，P2）。Plは径55cmの不整円形で，主櫨穴と思われる。P2は径74cm，深さ35cmで，出入

り口ピットと思われる。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐

褐

褐

説
黒
聖
二
窯

解層

1

　

2

　

3

土

焼土中ブロックe焼土粒子eローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子微量
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第92図　第絡－A o朋主計号住居跡実測剋

第48－A号住居跡出土遺物観察表

二

2m

ト一一一一l十一一一一一一ll」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第93図 高　　 杯 B （9．4）脚部片。脚部は下位で「ハ」の字 脚部内面横位のへラ削り，外面縦 石英・雲母・パミ Pl18　　　 40％

1 土師器 D　 14．2 状に大きく開き，裾部は平坦で上 位のヘラ削り。裾部横ナデ。脚部 ス・スコリア・長石 覆土中層

E　　 8．0 位に隆帯を持つ。 内・外面赤彩。 赤色

普通

PL61

2

高　　 杯 B （7．0）脚部片。脚部は下位で「ハ」の字 脚部内面へラ削り後ナデ，外面縦 長石・スコリア・ Pl19　　　 40％

土師器 D ［10．0］

E　　 4．9

状に大きく開く。 位のヘラ削り。裾部外面横ナデ。 石英

橙色

普通

覆土中層

PL61

3

嚢 A　 13．2 底部から目線部片。平底。体部は 口縁部内・外面横ナデ。体部内・長石・砂粒 P120　　　 50％

土師器 B　22．9 内攣して立ち上がり，最大径を中 外面へラ削り。 橙色 覆土下層

C　　 7．6 位やや上に持つ。口緑部は直立す

る。

普通 PL61

4

嚢 A ［30．8］体部から目線部片。体部は内攣し 口縁部内・外面横ナデ。体部内面 礫・パミス・雲母 P121　 15％

土師器 B （18．0）て立ち上がり，上位で内傾する。

口緑部は外反する。

ナデ。体部外面剥離。 石英

明黄褐色

普通

覆土中

5

手捏土器 A　　 5．4 平底。体部は突出した底部から直 口緑部内面横ナデ。体部内・外面 長石・雲母 P 122　　　 90％

土師器 B　　 2．9

C　　 4．6

立して立ち上がる。 ナデ。 鈍い黄褐色

普通

覆土中層

PL61

6

手捏土器 A ［6．4］底部から目線部片。平底。体部は 日録部及び体部内・外面ナデ。外 石英 P123　　　 50％

土師器 B　　 3．0

C ［5．1］

外傾して立ち上がり，口緑部に至

る。

面一部へラ削り。 鈍い黄褐色

普通

覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅 （cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第93図7 支　　　　 脚 （11．6） 5．9 6．0 － （338．8）中央部覆土下層 DPlO　PLll7
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0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第93函　第線一A号住居跡地土遣物実測図

遺物　土師器片598点，須恵器片5点が出土している。第93図1の高塚脚は東コーナー覆土中層から，2の高

塚は南東壁近くの覆土中層から，3の嚢は散在した状態で覆土下層から，4の嚢は覆土中から，5，6の手

捏土器はPlの周囲の覆土中層からそれぞれ出土している。1の高杯は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，床面からの出土遺物がないため詳細は不明であるが，古墳時代後期（6世紀頃）までに

は廃絶されていたと思われる。

第48－1B号住居跡（第92図）

位置　調査区の南西部，F3el区。

重複関係　本跡は，第48－A号住居跡の南部を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　遺存する南東壁から推定すると，一辺3．72mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－440－E
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壁　壁高は31cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　Plは径28cm，深さ38cmの不整円形で，出入り口ピットと思われる。

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　壌土粒子・ローム小プロッタ・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　粘土中ブロック多量，焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土小ブロック少量

4　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

第94図　第48－B号住居跡出土遺物実測図

第48－B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

l　　＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第94園坪 A［13．2］底部から口緑部片。平底。体部はロ緑部及び体部内・外面横ナデ。長石・礫・針状鉱物P124　　　40％

1 須恵器B　　5．0直線的に立ち上がり，口緑端部に休部下端ナデ。底部回転へラ削り。灰色 覆土中層

C　　8．2至る。 普通 PL61

2

杯 A【13．4］体部片。体部は直線的に立ち上が口緑部及び体部内・外面横ナデ。パミス P125　　10％
須恵器B　　3．6

C［9．0］

り，口縁端部に至る。 体部下端回転へラ削り。 褐灰色

普通

覆土中

遺物　土師器片297点，須恵器片10点が出土している。第94図1の須恵器杯は東コーナー近くの覆土中層から，2

の須恵器杯は穫土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から奈良時代（8世紀後半）と思われる。

第49号住居跡（第95図）

位置　調査区の南西部，F3h2区。

重複関係　本跡は，第50号住居跡に南東部を掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　遺存する北西壁から規模及び平面形を推定すると，一辺4．25mの方形あるいは長方形と思わ

れる。

主軸方向　N－470－W

壁　壁高は11cmで，外傾して立ち上がる。
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壁溝　確認された壁のうち，北コーナーを除いて壁溝が巡っている。上幅約15cm，下幅約8cm，深さ約6cmで，

断面形はU字形である。

床　平坦で，壁下以外の大部分が踏み固められている。Plの周囲を方形に馬の背状の高まりが巡っている。

床には北東壁，南東壁側から中央に向かって各1条の溝が構築されている。上幅約8cm，下幅約4cm，深さ

約10cm，長さ90～140cmで，断面形はU字形である。

ぽッ匝　Plは径45cmの円形，深さ98cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。

炉　北西壁近くの中央から南寄りに位置し，長径90cm，短径61cmの楕円形で，床面を11cm掘り窪めた地床炉で

ある。炉床は赤変硬化している。覆土は2層よりなる。

炉土層解説

1‥黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム中ブロック微量
2　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼士粒子多量，粘土粒子少量

澤豊　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

2　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，ローム太ブロック中量

3　黒　　　色　ローム中ブロック・ローム粒r・少量

4　黒　褐　色　ローム太ブロック・ローム粒子少量

第妬図　第爛号住居跡実測図
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第96囲　第49号佐原跡出丑遺物実測図
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第49号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第96図 高　　 杯 A ［21．5］ 杯部片。 体部 は下方 に段 を持ち， 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 雲母 ・パ ミス ・礫 P 126　　　 40％

1 土 師 器 B （6．9） 外傾 しなが ら立 ち上が り，目線端 ヘ ラ磨 き，外 面縦位のヘ ラ磨 き。 明赤褐色 床面

部 でわず かに外反す る。 普通 P L 62

2

高　　 杯 A ［2 0．1］ 杯部片。体 部は下方 に段 を持 ち， 目線 部内 ・外 面横 ナデ。杯部外面 石 英 ・スコ リア ・ P 1 27　　　 4 0％

土 師 器 B （8．7） やや 内攣気 味に立 ち上が り，口縁 ヘラ削 り，杯 部内面剥離。 パ ミス ・雲 母 ・礫 床面

E （2．2） 端部 でわずかに外反す る。 橙色　 普通 P L 62

3

高　　 杯 A ［19．2］ 杯部片。体 部は下方 に稜 を持 ち， 口緑 部内 ・外面横 ナデ。杯部 内面 石英 ・長石 ・パ ミ P 1 28　　　 3 0％

土 師 器 B （5．7） 外傾 しなが ら立 ち上が り，口緑 端 ナデ，外面横位 のヘラ削 り。 ス ・スコリア 覆土 中

部で わず かに外 反す る。 橙色　 普通 P工．6 2

4

高　　 塚 B （3．1） 杯部片。埠 部下位に横や や下方 に 杯部 内面磨 き。杯部 下位の段下面 スコリア ・石 英 ・ P 12 9　　　 2 0％

土 師 器 突出す る段 を持 つ。 放射状 のへ ラ磨 き。 雲母 ・パ ミス ・長石

黄橙色　 普通

床面

5

柑 B （8．2） 底 部か ら体部 片。平底。体部 は内 口緑 部 と体部の境へ ラ磨 き。体部 ス コリア ・石 英 ・ P 13 0　　　 9 0％

土 師 器 C　　 4．0 攣 して立 ち上 が り，最大径 を中位 外面上 半ナデ，下半へ ラ削 り後ナ 雲母 ・パ ミス e礫 床面

に持つ。 デ。 鈍 い黄橙色

普通

P L 6 2

6

嚢 A　 16．5 底 部か ら目線部 片。平底。体部 は 目線部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 雲母 ・パ ミス ・ス P 13 1　　 50％

土 師 器 B　 22．9 内攣 して立 ち上 が り，最大径 を中 ヘ ラ削 り，外面斜位の ヘラ削 り後 コリア 床 面

C　　 5．2 5 位 に持つ。 口緑 部は 「く」の字状

に外 傾す る。

ナデ。 灰褐色

普通

P L 6 2

7

嚢 A　 15．6 底 部か ら口緑部片 。平 底。体部 は 日録部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 長石 ・石英 ・スコ P 13 2　　　 70％

土 師 器 B　 23．5 内攣 して立 ち上が り，最大径 を中 へ ラ削 り，外 面斜位のヘ ラ削 り後 リア 床 面

C　　 6．8 位 に持 つ。口緑 部は緩 く外 反する。 ナデ。 明赤褐色　 普通 P I．62

8

嚢 A　 16．0 体部 か ら日録部片。体 部は内攣 し ロ緑部内 ・外 面横ナデ。体部 内面 雲母 ・ス コリア ・ P 133　　　 60％

土 師 器 B （15．4） て立 ち上 が り， 目線部 は 「く」の ヘ ラ削 り，外 面斜位のへ ラ削 り後 石英 ・礫 床面

字状 に外 傾す る。 ナデ。 鈍 い褐色　 普通 P I．62

遺物　土師器片412点，須恵器片2点が出土している。第96図1の高塚は炉の近くの床面から，2の高杯は西

コーナー壁下の床面から，3の高杯は覆土中から，4の高杯はPl・近くの北東壁下床面から，5の相は炉横

の床面から，6の嚢は北西壁下の床面から，7の嚢はPl近くの床面から，8の嚢は北コーナー近くの床面

からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第5の考住居跡（第97図）

位置　調査区の南西部，F3i3区。

重複関係　本跡は，第49号住居跡の南部と第52号住居跡の北部をそれぞれ掘り込んでいることから，第49号住

居跡及び第52号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸5．04m，短軸4．83mの方形である。

主軸方陶　N－490－W

壁　壁高は37cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁下のすべてに壁溝が巡っている。上幅12cm，下幅8cm，深さ6cmで，断面形はU字形であ

る。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径21～27cmの不整円形，深さ30～42cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。P5は長径1．3m，短径1。18mの楕円形の浅い掘り込みの中に作られており，径31～41cmの円形，深

さ8～15cmで，位置や規模から出入り口ピットと思われる。

貯蔵究　北コーナーに付設され，長径78cm，短径68cmの楕円形で，深さは62cm，断面形は逆台形である。
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第97図　第50・52号住居跡実測図
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電　北酉壁中央部に付設されている。砂粒まじりの白色粘土で構築されており，両袖部と中央に支脚が確認さ

れている。火床部の掘り込みは見られない。煙道部は壁外へ40cmほど突出しており，緩やかに外傾して立ち

上がっている。覆土は13層からなる。

電土層解説

1　明　褐　色

2　暗赤褐色
3　極暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　灰　褐　色

6　赤　褐　色

7　鈍い赤褐色

8　暗　褐　色

9　鈍い黄褐色

10　暗赤褐色

H　暗赤褐色

12　灰　褐　色

粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

l

焼土粒子・ローム粒子中量，炭化物少量，粘土粒子微量

粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

焼土粒子。粘土粒子中量，焼土中ブロック微量

粘土粒㍉　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量

焼土中ブロック中量，粘土太ブロック・炭化物少量

焼上中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子少量

粘土小ブロック中量，炭化粒子少量，粘土大ブロック微量

焼土中・小ブロック・焼土粒子・灰多量，炭化粒子少量

焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子多量，黒色土′トブロック中量

13　黒　　　色　炭化粒子・ローム中ブロック中量，焼土中ブロック・ローム粒子少量

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

・l　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム中ブロック・ローム粒J’一少量

焼上粒子・ローム粒子中量

ローム中・小ブロック多量，ローム粒子中量

ローム中ブロックもローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム大・中ブロック・ローム粒J’一少量

ローム中・小ブロック・ローム粒j’・多量

第50号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第98図 杯 A　 1 3．4 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。休部内面 石英 ・パ ミス P 13 4　　 10 0％

1 土 師 器 B　　 5．6 口縁端部で わずかに外反す る。 ヘ ラ削 り後磨 き，外 商へ ラ削 り後 赤色 床面

ナデ。内 0外面赤彩 。 普通 P L 6 2

2

杯 A　 12．7 平 底。体 部は内攣 して立ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・石英 ・パ ミ P 13 5　　 100％

土 師 器 B　　 4．4

C　　 4．2

目線 端部 に至 る。 外面 へ ラ削 り。 ス ・ス コリア

橙色　 普通

覆土下層

P L 62

3

杯 A ［1 1．6］ 丸底 。体部 は内攣 して立 ち上が り， 目線 部内 。外商横 ナデ。体部内 ・ パ ミス ・石英 0長石 P 13 6　　　 80％

土 師 器 B　　 4．2 目線端 部に至 る。 外面 へラ削 り後 ナデ。 明褐色

普通

床面

4

土不 A　 13．8 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口緑部 内 ・外面横 ナデ。 雲母 ・石英 ・礫 P 137　　　 80％

土 師 器 B　　 5．4 口綾 部 との境 に鈍 い稜 を持つ。 口 鈍 い褐色 床面

縁端部 はわずか に外反 する。 普 通 P L 62

5

杯 A　 14．0 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 目線部 内 ・外 面横ナ デ。体 部内面 石英 ・パ ミス ・礫 P 1 38　　 10 0％

土 師 器 B　　 4．4 日録部 との境 に明瞭 な稜 を持つ。 へ ラ削 り後 ナデ，外面へ ラ削 り。 スコ リア 床面

ロ縁部 は外傾 す る。 橙色

普通

P L 62

6

杯 A　 1 2．5 丸底。体部 は内攣 して立 ち上が り， ロ縁 部内 ・外 面横 ナデ。口緑部内 ・ 雲母 ・石英 ・礫 P 1 39　 10 0％

土 師 器 B　　 5．3 目線部 との境 に鈍い稜 を持つ 。口 外 面へ ラ削 り後へ ラ磨 き。 黄橙色 床面

縁部 は直立す る。 普通 PL 6 2

7

杯 A　 lO．8 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 石英 ・スコ リア ・ P 14 0　　 10 0％

土 師 器 B　　 5．2 口縁 部 との境 に 突出 した稜 を持 ヘ ラ削 り後へ ラ磨 き，外面へ ラ削 パ ミス 床面

つ。目線部 は内傾 する。 り。 橙色　 普通 P L 6 2

8

杯 A　 lO．5 丸底。体 部は内攣 して立 ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・パ ミス ・ス P 14 1　 10 0％

土 師 器 B　　 4．7 目線 部 との境 に鈍 い稜 を持つ。 日 外商 へラ削 り後 ナデ。 コリア ・砂粒 ・礫 床面

縁 部はやや内傾す る。 鈍い橙色

普通
P I．6 2

9

士不 A　 13 45 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 目線部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 雲母 ・石英 ・ノヾ ミス P 14 2　　 100％

土 師 器 B　　 4．7 目線部 との境に鈍 い稜 を持つ。日 ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り。 内 ・外 明赤褐色 覆土中

緑部 は外 反す る。 面赤彩。 普通 P L 62
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

10

杯 A　 13．5 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体 部内面 長石 ・石英 P 14 3　　　 80％
土 師 器 B　　 4．7 日縁 部 との境 に鈍 い稜 を持つ。 口 ナデ，外 面へ ラ削 り。 鈍 い橙色 床面

緑 部は外反す る。 普通 PI．62

1 1

杯 A　 14．8 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 目線部 内面横 ナデ後へ ラ磨 き，外 雲母 ・長石 P 14 4　　　 80％
土 師 器 B　　 4．4 目線部 との境 に鈍い稜 を持つ。口 面横ナデ。体部 内面放射状のヘ ラ 明赤褐色 床面

緑部 は外反 す る。 磨 き，外面 へラ削 り。 普通 P L 6 2

12

杯 A ［13．0］ 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 ス　コ リ　ア ・パ　ミ P 14 5　　　 60％
土 師 器 B　　 4．9 口縁部 との境 に鈍い稜 を持つ 。口 放 射状のへ ラ磨 き，外面へ ラ削 り。 ス ・石英 ・長石 ・礫 床面

緑部は外傾 し，端部で外反す る。 明赤褐色　 普通 P L 62

1 3

I不 A ［14．8］ 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 スコ リノァ ・パ ミス P 146　　　 40％
土 師 器 B （3．6） 目線 部 との境 に鈍 い稜 を持つ。 目

線 部は短 く直立す る。

ナデ，外 面へ ラ削 り後 へラ磨 き。 暗赤 褐色

普通

床面

14

椀 A　 12．5 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 長石 ・石英 ・パ ミ P 14 7　　 10 0％
土 師 器 B　　 6．9 口縁部 はわずか に外反 する。 ナデ，外面 へラ削 り。 ス ・スコ リア ・礫

鈍い橙色　 普通

床面

P I．62

15

鉢 A　 15．1 平底。体部は外傾 して立 ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・石英 ・雲 母 P 14 8　 100％
土 師 器 B　 lO．3 その まま目線端 部に至 る。 へラ削 り，外面縦位 のヘ ラ削 り後 鈍い橙色 床 面

C　　 7．1 ナデ。体 部内面に輪積み痕 を残 す。 普通 P L 62

1 6

高　　 塚

土 師 器

A　 16．1 脚部は円柱状 で，下位で 「ハ」 の 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・ス コリア ・ P 149　　　 80％
B　 18．2 字状に大 き く開 く。杯部 は内攣 し ナデ，外面へ ラ削 り後 ナデ。脚 部 砂粒 覆土 中層

D　 ll．0

E　　 7．5

て立ち上が り，目線部 で直立する。 ナデー部へ ラ削 り。裾部 内 ・外 面

横 ナデ。

鈍 い褐色

普通
P I．63

17

高　　 杯

土 師 器

A　 13．3 脚 部は円柱 状で，下位 で 「ハ」の 目線 部 内 ・外 面横 ナ デ後 へ ラ磨 長石 ・石英 ・パ ミス P 15 0　 10 0％
B　 ll．5 字状 に大 きく開 く。杯 部は体部下 き。体部 内 ・外面へ ラ磨 き。脚部 橙色 床面

D　 lO．6 方 に緩 い段 を持 ち， 内攣 して立 ち 外面縦位 のヘ ラ磨 き，内面横位の 普通 P L 6 2
E　　 6．5 上が る。 目線 部は外反す る。 へ ラ削 り。裾 部横 ナデ。

18

高　　 杯 A　 13．6 脚部は 「ハ」の字状 に下方へ 開 く。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。杯部内面 雲母 ・パ ミス ・石英 P 15 1　　 70％
土 師 器 B　 ll．9 杯部は内攣 して立ち上が り，目線 ナデ，外面へ ラ削 り後 ナデ。脚部 赤色 床 面

E　　 5．9

D　 lO．0

端部は外反す る。 外 面縦 位のへ ラ磨 き。裾 部内面へ

ラ削 り外 面横ナデ。内 ・外面赤彩。

普通 P I．63

第99図 高　　 杯 A ［28．4］ 脚 部は 「ハ」の字状 に下方へ大 き 日縁部 内 ・外面横ナデ。体 部内面 石英 ・雲母 P 152　　　 60％
19

第98図

土 師 器

高　　 林

B　 15．8 く開 く。杯部 は内攣 して立 ち上が 磨 き，外 面へ ラ磨 き。脚部外面縦 明赤 褐色 床面
D　 12．9

E　　 8．3

り，目線端部 はわずか に外反 する。 位のへ ラ磨 き，内面及 び裾 部横 ナ

デ。

普通 PL 6 3

A　 19．2 杯部片。体 部は内攣 して立ち上が 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内面 ス　コ リ　ア ・パ　ミ P 15 3　　　 50％
20

第99図

土 師 器

嚢

B （7．0）

A　 17．0

り， 口縁端 部は外反す る。

平底。体 部は内攣 して立ち上が り，

横 位の磨 き，外面 上半縦位のへ ラ ス ・石英 ・雲母 ・礫 床面
磨 き，下半へ ラ削 り。 明赤褐色　 普通 P L 63

目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 石英 ・雲母 P 154　　　 90％
21

22

2 3

24

2 5

2 6

第100図

土 師 器

嚢

B　 30．3 最大径 を中位 に持 つ。目線部 は外 外面 へ ラ削 り。

口縁部 内 ・外面横ナ デ。体 部内商

橙 色 床面

C　　 7．0 反する。 普通 P L 63

A　 14．3 体 部か ら口縁部片。体 部は球形状 長石 ・石英 P 155　　　 50％
土 師 器

嚢

B （13．3）

A　 17．6

で口緑 部は外傾す る。 口縁端部 は 斜位 のヘ ラ削 り，外面縦位 のヘラ 赤色 床面
波状 を呈 する。 磨 き。 普通 P I．63

平底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 パ ミス ・ス コリア P 15 6　　　 60％
土 師 器

小 形 嚢

B　 21．8 最大径 を中位 に持つ。 目線 部は緩 ナデ，外面へ ラ削 り。

目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・

暗赤褐色 床面
C　　 6．1 く外反す る。 普通 PL 6 3

A　 14．4 平底。体 部は内攣 して立ち上が り， 長石 ・スコ リア ・ P 15 7　 10 0％
土 師 器

小 形 嚢

B　 15．7 最大径 を中位 に持 つ。口縁部 は緩 外面 へ ラ削 り後 ナデ。

口縁部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面

パ ミス 床 面　 P L 6 3

C　　 8．5 く外反す る。 灰 黄褐色　 普通 底 部木葉痕あ り

A　 lO．7 平 底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 長石 ・ス コリア ・ P 158　 100％
土 師 器

小 形 嚢

B　 15．7 最 大径 を中位 に持つ。 口縁部 は緩 ナデ ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。

口縁部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面

石 英 床面

C　　 6．6

A　　 9．9

く外反 する。

平底。体部 は内攣 して立 ち上が り，

灰 黄褐色

普通

長石 ・石英

P L 63

P 1 59　 10 0％
土 師 器

小 形 棄

B　 13．6 最大径 を中位 やや上 に持つ 。目線 ナデ，外面縦位 のヘ ラ削 り。

口縁 部内南棟 ナデ，外面 へラ削 り。

鈍 い黄橙色 床面

C　　 6．4 部 は直立す る。 普通 PL 6 3

A　　 9．3 平底。体 部は内攣 して立ち上が り， 雲母 ・石英 ・パ ミス P 16 0　　 10 0％
27

2 8

土 師 器

小 形 嚢

B　 lO．2 最大径 を中位 に持 つ。［］縁部 は緩 体 部内面へ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り 鈍い橙色 床 面
C　　 4．5 く外反す る。 後へ ラ磨 き。 普通 P L 63

A　　 9．1 平底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 口緑部 内南棟ナデ，外面へ ラ削 り。 石英 ・雲母 ・スコ P 16 1　 100％
土 師 器 B　　 9．5 最大径 を中位に持つ。 口縁 部 は外 体部内面 へラ磨 き，外面 へラ削 り リア 床面

C　　 5．0 反す る。 後へ ラ磨 き。 鈍 い黄橙 色

普通
P I．63
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第粥図　第別号住居跡出藍遺物実測図㈲
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第99図　第50号住居跡出土遺物実測図（2）

－107－

＼

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト1－－　い－・一一一1



三I…－「－
（コ，

⊂ロ二‾TT⊃　30

S＝ち

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第100図　第50号住居跡出土遺物実測図（3）

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （Ⅷ ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第100図29 支　　　　 脚 11．3 6．2 4 ．8 － 4 40 ．0 竃 内 覆 土 下 層 D P l l　 P L 11 7

図版 番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （Ⅷ ） 厚 さ （cⅢ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第100図30 有　 孔　 円　 板 2．5 2．8 0 ．4 0 ．2 4 ．6 滑　　　　 石 南コーナー覆土下層 Q 7　 P L 1 19

遺物　土師器片626点，須恵器片2点，弥生土器片11点が出土している。第98・99・100図1，6，11，12の杯，14

の椀，19，20の高杯，22，23の嚢及び24～28の小形嚢は西コーナーの床面から，16の高杯は同じく西コーナー

の覆土中層から散在した状態で，10の杯，18の高杯，15の鉢及び21の嚢は北コーナー壁下床面から，2の杯

は竃内の覆土下層から，4，8の杯は竃横の床面から，3の杯，17の高杯は北東壁下床面から，5の杯は南

東壁中央部下床面から，7の杯は住居跡中央床面から，13の杯は同覆土下層から，9の杯は覆土中からそれ

ぞれ出土している。30の有孔円板は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第51号住居跡（第101図）

位置　調査区の南西部，F3f3区。

雲榎関係　本跡は　篇郁号十鯖を掘り款んでいることから．第66号十坑よりも新しい。

規模と平面形　長軸4．73m，短軸4．58mの方形である。

主軸方向　N－570－W

壁　壁高は35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，南東壁南側の一部を除いて壁溝が巡っている。上幅約10cm，下幅約5cm，深さ6

～8cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，南東壁入口及び竃周辺を中心に踏み固められている。北東壁からP2に向かって，南西壁からP3

に向かって上幅約17cm，下幅約5cm，断面形U字形の溝がそれぞれ1条ずつ確認されている。
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ぽット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径21～29cmの不整円形，深さ15～43cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。P5は径48cmの円形，深さ19cmで，出入り口ピットと思われる。P6は径42cmの不整円形，深さ41cm

で，性格は不明である。

貯蔵究　北西壁中央の竃と北コーナーの間に付設され，長軸75cm，短軸45cmの長方形で，深さは49cm，断面形

は揺り鉢形である。

囁　北西壁中央よりやや北寄りに付設されている。砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺春状態が悪

く袖部の一部が残っているのみである。火床部は皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出が少な

く，壁の内側から急に立ち上がっている。右袖部横付近に焼土及び灰の堆積がみられ，更に両袖部下には幅

約30cm，深さ15cmの掘り込みが確認できる。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
褐

説
黒
暗
黒

解層

1

　

2

　

3

土

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

焼土粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，焼土大ブロック中量，炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片255点，須恵器片5点が出土している。第102elO3図1，2，7，9の杯，10の高杯及び11の

嚢は北コーナー部床面から，4，5の杯は住居跡中央の床面から，13の壷は同覆土下層から，6の杯は南西

壁近くの覆土下層から，8の杯は北東壁下床面から，12の賓は貯蔵穴内覆土中層から，14の嚢は竃横床面か

ら，3の椀が覆土中からそれぞれ出土している。その他に，15の土製支脚が北コーナー付近覆土下層から出

土している。13の壷は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第柑図　第別号住居跡実測図
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第相国　第別号健贋跡出立遺物実測図（吊
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第柑図　第別号住居跡出藍遺物実測図（2）

第51号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 2図 杯 A　 l l．6 丸底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内面 石英 ・雲母 ・パ ミス P 1 62　　　 90％

1 土 師 器 B　　 4．8 目線部 との境 に突 出 した稜 を持 放射状 のへラ磨 き，外面へ ラ削 り 赤 色 床面

つ。 目線 部は内傾す る。 後ナデ。 普 通 P L 6 4

2

杯 A　 12．8 目線部一 部欠損。丸底 。体部 は内 目線部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 長石 ・パ ミス P 1 63　　　 7 0％
土 師 器 B　　 5．8 攣 して立 ち上が り， その まま口緑 放射状のヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り 橙色 床面

端部 に至 る。 後ナデ。 普通 P L 6 4

3

杯 A ［1 8．6］ 底部か ら目線 部片。丸底。体 部は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 雲母 ・長石 P 16 4　　　 2 0％
土 師 器 B （9．8） 内攣 して立 ち上 が り， 目線 部 との ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ。 赤褐色 床面

境に突出 した稜 を持つ。 日録 部は

内傾す る。

普通 P L 64

4

杯 A ［16．0］ 底 部か ら口緑部 片。丸底。体部 は 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 雲母 ・長石 P 16 5　　　 20％

土 師 器 B　　 3．5 内攣 して立 ち上 が り，口縁部 は直 ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。内も・ 黒色 床面

立 する。 外面黒色 処理。 普通 P L 64

5

杯 A ［15．2］ 底部 か ら目線部片。 丸底 。体部 は 目線部 内 ・外 面横ナデ。体 部内 ・ 石英 ・パ ミス P 1 66　　　 20％
土 師 器 B （4．0） 内攣 して立ち上が り，目線部 は直 外面磨 き。 鈍 い褐色 床面

立す る。 普 通 P L 64

6

杯 A　 14．3 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 雲母 ・石英 ・ス コ P 1 68　　　 9 5％
土 師 器 B　　 6．2 目線部 との境 に稜 を持つ 。口縁 部 ヘ ラ磨 き，外面 へラ削 り。 リア ・礫 床面

は外反す る。 橙色

普通
P L 6 4

7

杯 A　 1 2．0 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ後内面横位 長石 ・石英 P 16 9　 10 0％
土 師 器 B　　 4．2 目線部 との境 に鈍 い稜 を持つ。 口 のヘラ磨 き。体部 内 ・外面へ ラ削 鈍い橙色 床面

緑 部は外反す る。 り後磨 き。 普通 P L 64

8

杯 A　 12．0 丸底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 目線部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 パ ミス ・長石 ・砂粒 P 17 0　 10 0％

土 師 器 B　　 4．5 日録部 との境 に鈍 い稜 を持つ。 口 中位 まで横 ナデ，以下へ ラナデ。 橙 色 床 面

緑部 は外 反す る。 休部外面 へラ削 り。 普通 P I．64

9

杯 A　 ll．6 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内面 ス コリア ・石英 ・ P 17 1　 1 00％
土 師 器 B　　 4．9 目線部 は直立す る。 ナデ，外面へ ラ削 り。 長石 ・パ ミス ・雲

母 ・礫

橙色　 普通

床面

P L 64

10

高　　 士不 A　 1 6．6 脚部は 「ハ」の字状 に下方 に開 く。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 石英 ・長石 P 1 67　　　 95％

土 師 器 B　 1 2．0 杯部は内攣 して立ち上が り，その 放射 状のヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り 鈍 い橙 色 床面

D　　 9．3

E　　 6．0

まま目線端部 に至 る。 後 ナデ。脚部縦位 のヘラ削 り，裾

部 か ら脚部内面横 ナデ。

普通 P L 6 4
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

11

嚢 A　 15．6 底 部か ら目線部片。平底。体 部は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 ス　コ リ　ア ・パ　ミ P 17 2　　　 50％

土 師 器 B　 21．5 内攣 して立ち上が り，最大径 を中 ナデ，外面へ ラ削 り後一 部へラ磨 ス ・雲母・石英 ・礫 床 面

C　　 6．9 位 に持つ 。口縁部 は外傾す る。 き。 橙色　 普通 P L 64

1 2

賓 A ［18．6］ 体部 か ら口緑 部片。体部 は内攣 し 日録 部内 ・外面横ナ デ。体 部内 ・ 長石 ・石英 P 17 3　　 10％

土 師 器 B （14．5） て立 ち上 が り，目線 部は外反す る。 外面 へ ラ削 り後ナデ。 鈍い褐色

普通

貯蔵 穴覆土中

P L 64

13

－ここ量二．婁 A　 16．6 口緑部片。 目線 部は 「く」 の字状 ロ縁 部内 ・外面横ナデ。頚部外 面 パ ミス ・礫 ・長石 P 174　　 10％

土 師 器 B （7．0） に外傾す る。複合口縁。 縦位 のナデ。 明赤褐色

普通

覆土 下層

P lJ64

第103図 嚢 B （24．8） 底部 から体 部片。平底。体部 は内 体部 内 ・外 面へ ラ削 り。 雲母 ・礫 P 175　　　 60％

14 土 師 器 C　　 8．2 攣 して立 ち上がる。 赤色

普通

床面

P L 64

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔 径 （cm） 重量 （g ）

第103図15 支　　　　 脚 10．4 5．2 5．0 － 36 0．3 北コーナー床面 D P 12　P L 1 17

第52号住居跡（第97図）

位置　調査区の南西部，F3i3区。

重複関係　本跡は，北部を第50号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　北西壁を第50号住居跡に掘り込まれ，南西壁は調査区外となり，遺存する壁がないため，規模

及び平面形は不明である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。P2の周囲に幅45cm，高さ7cmの馬の背状の硬く締まった高まり

が見られる。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径53cmの円形，深さ78cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P2は長径

34cm，短径22cmの楕円形，深さ28cmで，位置と形状から出入り口ピットと思われる。P3は径32cmの円形，

深さ22cmで，性格は不明である。

貯蔵栗　東コーナーに付設され，径76cmの円形で，深さは43cm，断面形は逆台形である。

覆土　3層からなる人為堆積である。

色
色
色

褐
褐
褐

説
黒
暗
暗

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

焼土粒子・ローム大・中ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量

第52号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第104図 聾 A ［1 6．8］ 体部か ら目線部片 。体部上位は内 目線部 内面横 ナデ，外面縦位のへ 石 英 ・長石 ・礫 P 1 76　　 10％

1 土 師 器 B （8．8） 傾 して立 ち上が り，口緑 部は外傾 ラ磨 き。体部 内面へ ラ削 り，外面 赤 褐色 床面

する。 ヘ ラ削 り後 ナデ。 普 通 P L 64
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第臓図　第聖者住居跡出藍遺物実測図

遺物　土師器片78点，鉄製品1点が出土している。第104図1の聾は東コーナー壁下床面から出土している。

その他に貯蔵穴内から炭化した篠材が2点出土している。

新風　本跡の時期は，出土遺物が少ないため，詳細は不明であるが，重複関係，遺構の形態及び出土遺物片か

ら古墳時代中期（5世紀頃）と思われる。

第53－風号住居跡（第105回）

位置　調査区の南西部，G3a6区。

重複関係　本跡は，第53－B号住居跡の北東部，第67号住居跡の北西部をそれぞれ掘り

込んでおり，第54号住居跡に南西部を掘り込まれていることから，第53－B号住居跡

及び第67号住居跡より新しく，第54号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する北壁から推定すると，l一辺3．02mの方形あるいは長方形と思

われる。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。

魔　北西壁中央部に付設され，白色粘土で構築されているが，道春状態が悪く，袖部は

残っていない。火床部は皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出がなく，

壁の内側から急に立ち上がる。

竃土層解説

1　極暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土大ブロック微量

2　暗　赤　褐　色　焼土小ブロック・ローム中ブロックeローム粒子・粘土小ブロック少量

3　赤　褐　色　焼土中ブロック中量，焼土大ブロック・粘土中ブロック微量

4　暗　褐　色　焼土中ブロック少量，焼土粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・ローム中ブロック少量，ローム太ブロック微量

6　暗　褐　色　粘土大ブロック中量，焼土中ブロック少量，焼土大ブロック微量

遺物　土師器片180点，須恵器片10点，弥生土器片2点がそれぞれ出土している。第106図1の杯，2の高台付

捧及び3の嚢は覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも覆土中の遺物であるため，詳細な時期は不明であるが，遺構の

形態及び出土遺物から平安時代（10世紀頃）と思われる。
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第105図　第53－A・53－B号住居跡実測図

＼とよプ2　戸〒

第106図　第53－A号住居跡出土遺物実測図

第53－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 6図 杯 B （ 1．8） 底 部片。平底。 底部 内面 ロ タロナデ，外面 回転 糸 雲 母 ・石英 ・礫 ・ P 1 77　　　 20％
1 土 師 器 C ［6．6］ 切 り。 内面 黒色処理。 スコ リア

明褐色　 普通

覆土 中

2

高台付 杯 B （2．0） 高 台部片。 「ハ」 の字状 に 開 く高 底 部内面 ロクロナデ，外面高台貼 雲母 ・パ ミス P 17 8　　 10％
土 師 器 D　　 5．4

E　　 O．6

台が付 く。 り付 け後ナ デ。 鈍い橙色

普通

穫土中

3

要 A ［1 7．4］ 体部か ら口緑部 片。体部上位 は内 ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・ ス コリア ・雲母 ・ P 17 9　　　 5 ％
土 師 器 B （4．5） 傾 し口縁部外反 し，口緑 端部 で横 外面 ナデ。 パ ミス 覆土中

につ まみ上げ られる。 鈍 い褐色　 普通 P L 64

第53－B号住居跡（第105図）

位置　調査区の南西部，G3a5区。

重複関係　本跡は，第53－A号住居跡に北東部を，第54号住居跡に南東部をそれぞれ掘り込まれていることか

ら，第53－A号住居跡及び第54号住居跡よりも古い。

規模と平面形　南部は調査区外となり，その他の壁も53A号住居跡及び第54号住居跡に掘り込まれ，遺存する

壁がないため，不明である。
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床　平坦で，中央部は踏み固められている。

電　北壁に付設され，砂粒まじりの白色粘土及び凝灰岩切石で構築されているが，調査区外に延びているため，

詳細は不明である。火床部の掘り込みは12cmで，皿状に掘り窪められている。煙道部は緩やかに立ち上がっ

ている。

竃土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　鈍い赤褐色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子・灰多量
3　褐　　　色　焼土粒子多量，灰中量，ローム中ブロック・粘土粒子少量

4　暗赤褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子・灰多量，粘土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗　褐　色　焼土中ブロック少量，焼土大ブロック微量

遺物　土師器片19点が出土している。第107図1の嚢は覆土中，2の嚢は竃内の覆土中からそれぞれ出土して

いる。

所見　本跡の時期は，竃の付設状況及び竃内からの出土遺物から古墳時代後期（6世紀頃）と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿‥＿＿＿＿＿　＿＿＿＿．　＿…＿＿…＿＿」

筑柑匪］第53－B号住居跡出土遣物実測図
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第53－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調巨 焼成 備　　 考

第 1 07図 嚢 A　 17．9 平底 。体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ ス コ リ　ア ・パ　ミ P 18 0　　　 9 0％

1 土 師 器 B　 30．5 最大径 を中位に持つ。 口緑 部はわ 外 面へ ラ削 り。 ス・石英・雲母 ・礫 覆土中

C　　 7．8 ず かに外 反す る。 鈍 い褐色　 普 通 P L 6 4

2

嚢 A ［17．2］ 体部 か ら口緑 部片。体部 は上位 で 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ パ ミス ・石英 P 18 1　 10％

土 師 器 B （17．5） 内傾 し，目線 部 は直立す る。目線 外面 へ ラ削 り。 鈍 い褐色 竃内覆土中

端部 で外 反する。 普通 P L 64

第別号住居跡（第108図）

位置　調査区の南西部，G3b6区。

重複関係　本跡は，第53－A号住居跡の南部，第53－B号住居跡の南部をいずれも掘り込んでおり，第67号住居

跡の床の上に本跡の床を構築していることから，第53－A号住居跡，第53－B号住居跡及び第67号住居跡より

新しい。

規模と平面形　北壁中央部に竃が付設されていたと考えると，一辺2．94mの方形と思われる。

主軸方向　N－160－W

床　ローム小ブロックや黒色土で貼り床をしており，平坦で中央部は踏み固められている。

囁　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土及び凝灰岩で構築されているが，遺存状態が悪く，袖部を

作っていたと思われる凝灰岩の切石と火床部の焼土のみを確認する。

生霊⑳・2m　　　，二二二壷
第柑8図　第54067号住居跡実測図
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第109図　第54号住居跡出土遺物実測図
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第54号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成 備　　考

底部から目線部片。平底。体部下
端に段を持ち，体部及び日縁部は
直線的に外傾して立ち上がる。

日録部及び体部内面へラ磨き，外
面ロクロナデ。底部回転糸切り。

P182　　　60％
覆土中「久高」底
部外面横暴書PL64

2

暮
林

l

A ［12 ．8 ］

l
底 部 か ら目 線 部 片 。 平 底 。 休 部 は

l

目線 部 及 び 体 部 内 面 へ ラ磨 き管　外

l

バ ミス ・砂 粒

I

P 183　　　 30 ％
土 師 器 B　　 4．7 わず か に 内 攣 し て立 ち 上 が り， 日 南 口 ク ロ ナ デ 。 底 部 回 転 糸 切 り。 黒 色 覆 土 中

縁 部 は外 傾 す る 。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通 P L 64

3

高 台 付 杯 A　 13 ．9 杯 体 部 一 部 欠損 。 体 部 は 内 攣 して 目 線 部 及 び体 部 内 面 へ ラ磨 き ，外 石英 ・パ ミス ・長 石 ・ P 18 4　　　 9 0％
土 師 器 B （4．2） 立 ち上 が り， 目 線 端 部 に 至 る 。 南 口 ク ロナ デ。 底 部切 り離 し後 高 雲 母 ・礫 ・ス コ リア 覆 土 下 層

台 貼 り付 け 。 内面 黒 色 処 理 。 鈍 い褐 色　 普 通 P I．64

4

高 台 付 杯 A ［1 5．6］ 杯 部 片 。 体 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が 目線 部 及 び 体 部 内面 磨 き， 外 商 ロ パ ミス 0雲 母 P 18 5　　　 40 ％
土 師 器 B　　 6．0 り，目線 端 部 で わ ず か に 外 反 す る。 ク ロ ナ デ 。 底 部 回転 へ ラ 削 り後 高 鈍 い 褐 色 摩 土 中

台 貼 り付 け 。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通 P L 65

5

杯 A　 13 ．1 底 部 か ら日 録 部 片 。 平 底 。 体 部 は ＝縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・雲 母 ・ス コ P 186　　　 8 0 ％
須 恵 器 B　　 4．2 わず か に 内 攣 して 立 ち 上 が り， 口 デ 。 底 部 下端 手 持 ち へ ラ削 り。 底 リア ・長 石 ・礫 竃 内務 土 中

C　　 6．9 縁 端 部 に至 る 。 部 手 持 ちへ ラ 削 り調 整 。 灰 色　 普 通 P L 6 5

6

嚢 A ［1乱 0］ 体 部 か ら 目線 部 片 。 体 部 上 位 は や ＝ 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ ． 体 部 内 ・ ス コ リ ア ・雲 母 ・ P 18 7　　　 5 ％
土 師 器 B （10．2 ） や 内 傾 し て立 ち 上 が り， 目線 部 は

外 傾 し， 端 部 は つ まみ 上 が る 。

外 面 ナ デ 。 パ ミス ・石 英 ・礫

明 赤 褐 色　 普 通

竃 内 覆 土 中

7

深鉢形土器 A　 白 6．0］ 底 部 か ら口 縁 部 に か け て の 破 片 。 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は わ ず か に内 攣 長 石 ・石 英・パ ミス P 264　　　 70 ％
縄 文 土 器 B　 1 9．2 気 味 に外 傾 して 立 ち上 が る。 目線 部 は ゆ る い 波 状 を呈 す る 。 器 面 全 体 赤 色 覆土 中 層

は無 文 。 普 通 P L 65

8

深鉢形土器 A ［19 ．6 ］ 胴 部 か ら 目線 部 にか け て の 破 片 。 目線 部 は わ ず か に 波 状 を皇 し， 波 頂 雲 母 ・ス コ リ ア ・ P 6 9 1　　 2 0 ％
縄 文 土 器 B （19 ．3 ） 部 に孔 が 穿 た れ る 。 目線 部 直 下 は 無 文 で あ る が ， そ れ 以 外 の 器 面 全 体 パ ミス ・石 英 ・礫 覆 土 中層

に は 単 節 縄 文 L R が 縦 位 回転 で 施 文 さ れ て い る 。 鈍 い 褐 色　 普 通 P I．6 5

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考

l
長 さ（cm） 幅 （cm）！厚 さ（cm ）巨 L径 （cm）！重量 （g ）

第109図9 土　　　　 去 3．3 3．7 － 0．7～0．8 35．8 電　 構．床　 面 D P 13　 P L l1 5

10 管　　　　 玉 1．9 0．6 － 0．2 0．8 粘　 り　床　 内 D P87　 PL

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cTn） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第10綱 目 砥　　　　 石 10．2 3．5 1。6 － 83．4 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q 8　 P L lm

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　焼士粒子るローム小ブロック中量，炭化粒子。ローム粒子少量
2　黒　褐　色　焼士粒子・ローム小ブロックoローム粒子・白色粘土粒子少量

遺物　土師器片評点須恵器片2点が出土している。第109図1の血タ2の塚及び4の高台付棒は覆土中から，3

の高台付塚は竃前覆土下層から，5の須恵器杯と6の土師器賓は竃内務土中からそれぞれ出土している。7

と8の縄文土器の深鉢形土器，10の管玉は流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半～10世紀）と思われる。

第弱号健贋静（第m0図）

位置　調査区の南西部，G3C7区。

重複関係　本跡は，第67号住居跡の床の上に本跡が床を構築しておりタ　第67号住居跡より新しい。

規模と平面形　大部分か調査区外に延びているため，規模及び平面形は不明である。

壁　壁高は18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体的に軟らかである。、

ぽッ匝　Plは径72cmの円私　深さ24cmで，規模や深さから主柱穴とは考えにくく，性格は不明である。
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覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　焼土中ブロック・ローム小ブロック多量，焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　鈍い黄褐色　焼土中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子中量
4　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼士粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片214点，須恵器片1点，弥生土器片2点が出土している。第111図1の高台付杯は南東コーナー

付近覆土下層から出土している。

帝農　本跡の時期は，調査区夕机こ延びているため竃が確認できず，また出土遺物も細片であるため詳細は不明

であるが，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（10世紀頃）と思われる。

第m0隅　第55号住厨跡実測図

∠二二臣も－

筑1う7品　第55号住展跡出土遺物実測図
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第55号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第11 1図 高台付 杯 B （3．2） 高台 部か ら底部 片。「ハ」の字 状 高台貼 り付 け後ナデ。高台部 ロク スコリア ・砂 粒 P 18 8　　 10％

1 土 師 器 D　　 8．4

E　　 2．4

に開 く足の長い高 台が付 く。 ロナデ。 赤褐色

普通

覆土下層

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第111図 2 土　　　　 玉 3．1 3．0 － 1．0～ 1．1 2 6．7 南東コート 付近床面 D P 14　 P L 11 5

3 士　　　　 玉 3．5 4．0 － 0．9～ 1．0 5 2．6 南東コーナー付勘摘 D P 1 5　 P L 11 5

第56－品号住居跡（第112図）

位置　調査区の南東部，G3d8区。

重複関係　本跡は，第56－B号住居跡に南東部を掘り込まれており，第56－B号住居跡より古い。

規模と平面形　住居跡の大部分が調査区外に延びており不明である。

壁　遺存する北壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

床　耕作による撹乱のため，遺存状態はよくない。中央部の一部は平坦で踏み固められている。

遺物　土師器片12点，須恵器片1点が出土している。

新風　本跡は，規模及び平面形が不明で，出土遺物が少なくしかも細片であるため詳細な時期は不明である。

轍曜

第m　図　第溺一風◎56－B号住居跡実測図

し

、

1

1

ノ

4

∈
守
。
◎
刷
司

第56－B号住居跡（第112図）

位置　調査区の南東部，G3d。区。

重複関係　本跡は，第56－A号住居跡の南東部を掘り込んでおり，第56－A号住居跡より新しい。

規模と平面形　住居跡が東部から南部にかけて大部分が調査区外に延びており不明である。

壁　遺存する北壁高は11cmで，外傾して立ち上がる。

床　耕作による撹乱がひどく，道春状態はよくない。

覆土　2層からなる。撹乱がひどく堆積状況は不明である。

色
色

褐
褐

説
暗
黒

解層

　

1

　

2

土

焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
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遺物　土師器片56点，須恵器片2点が出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため詳細は不明であるが，高台付杯の細片等が含ま

れていることから平安時代頃と思われる。

第野号住居跡（第m3図）

位置　調査区の南西部，F3j6区。

重複関係　本跡は，第72－B号住居跡が本跡の床の

上に床を構築していることから，第72－B号住居

跡より古い。

規模と平面形　長軸3．28m，短軸3．1mの方形であ

る。

主軸方向　N－450－E

壁　壁高は41cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，撹乱によって掘り込ま

れた南西壁部分と，第72－B号住居跡によって掘

り込まれた北東コーナー部分を除き，すべての壁

下に壁溝が巡っている。上幅約5cm，下幅約3cm，

深さ約4cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み締められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。P－～P4は径28～39cmの不整円形言采さ67～74cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。P5は径28cmで，出入り口ピットと思われる。

貯蔵究　北東壁中央部北寄りの壁下に付設され，長径71cm，短径61cmの楕円形で，深さは51cm，断面形はU字

形である。

炉　中央から北寄りに位置し，長径68cm，短径42cmの楕円形で，床面を8cm掘り窪めた地床炉である。炉床は

赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック少量

3　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　褐　　　色　ローム粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　焼土粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
3　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子多量

遺物　土師器片1455点，須恵器片37点，縄文土器片14点が出土している。

所見　本跡の時期は，遺物が細片であるため詳細は不明であるが，炉の存在等の遺構の形態及び出土遺物片か

ら古墳時代中期（5世紀頃）と思われる。

－121－



0　　　　　　　1m

L＿　一一一一日卜　　　l

第58一風考住居跡（第114図）

位置　調査区の南西部，G3a7区。

重複関係　本跡は，第59号住居跡の床の上に床を構築しており，第58－B号住居跡に掘り込まれていることか

ら，第59号住居跡より新しく，第58－B号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸6．23m，短軸5。69mの長方形である。

主軸方向　N－360－W

璧　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，南西コーナー付近のみ壁溝が巡っている。上幅約15cm，下幅約9cmで，断面形は

U字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。南東壁中央部には馬の背状の高まりが見られ，出入り口施設に伴

うものと思われる。
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ピット　4か所（P．～P4）。P．～P．は径22～72cmの不整円形，深さ12～68cmで，配置から見ると主柱穴と思

われるが，Pl及びP。は深さ12～15cmと浅く，それ以外の可能性も考えられる。

貯蔵穴　北西コーナーに付設され，長径86cm，短径80cmの円形で，深さは60cm，断面形はU字形である。

竜　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状況が悪く，左袖部は残ってい

ない。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，娩土粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片589点，須恵器片21点，弥生土器片5点，軽石2点が出土している。第115図1の杯，3の嚢は

中央部床面から，4の嚢は中央部覆土下層から，2の杯は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

1．．－．－　－　■

第114図　第58－A・58－B号住居跡実測図
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第醐　図　第鯛一風考健贋静出藍遺物実測図

第58－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色諌巨 焼 成 備　　 考

第1 15図 杯 A ［13．4］ 体部か ら目線 部片。体部 は内攣 し 目線 部内面磨滅 ，外面横 ナデ。体 パ ミス ・スコ リア ・ P 18 9　　　 30％

1 土 師 器 B （5．4） て立 ち上が り，目線部 はやや内傾 部 内面磨滅，外面へ ラ削 り。 石英 ・雲母 ・礫 ・ 床面

す る。 砂粒

鈍 い赤褐色　 普通
P L 65

2

杯 A　 1 5．4 底 部か ら目線部 片。丸底。体部 は 口緑部 内面磨 滅，外面横 ナデ。体 スコ リア ・石英 ・ P 1 90　　　 5 0％
土 師 器 B　　 4．9 内攣 して立 ち上 が り，目線部 との

境 に稜 を持つ。目線部 は外 反する。

部内面磨滅 ，外面 へラ削 り後ナデ。 雲母 ・パ ミス ・礫

橙色　 普通

覆土 中

3

嚢 A ［34．2］ 体部 か ら目線部片。体 部上位は内 目線部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 礫 ・パ ミス ・長石 P 19 1　　 2 0％
土 師 器 B （19．5） 傾 し，目線 部は外傾 する。 ナデ，外面へ ラ削 り。 明赤褐色

普通

床面

4

登 A ［2 2．8］ 体部か ら目線 部片。体部上位 は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 ス コリア ・雲母 ・ P 19 2　　 10％
土 師 器 B （1 5．6） 傾 し， 口綾 部は緩 く外反す る。 ナデ，外 面へ ラ削 り。 パ ミス e礫

明赤褐色　 普通

覆土 下層

第58－随考健贋跡（第114囲）

位置　調査区の南西部，G3b7区。

重複関係　本跡は，第58－A号住居跡の床を掘り込んで住居を構築しており，第58－A号住居跡より新しい。
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規模と平面形　長軸3．3m，短軸2。54mの長方形である。

主軸方向　N－720－W

壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南西壁の一部を除いて壁溝が巡っている。上幅約15cm，下幅約9cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
褐

説
褐
黒
暗

解層

1

　

2

　

3

土

焼土粒子・炭化粒子eローム粒子少量，ローム小ブロック微量

焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片30点，須恵器片1点，瓦器1点が出土している。

所見　本跡は，壁溝の範囲で住居跡を推定しているため，竃の有無及び壁の状態は不明である。遺物等は細片

が多く詳細な時期は不明であるが，重複関係及び出土遺物等から平安時代頃と思われる。

話59号住居跡（第日6図）

位置　調査区の南西部，G3a9区。

重複関係　本跡は，第58－A号住居跡，第60号住居跡及び第61号住居

跡と重複している。本跡の床の上に第60号住居跡及び第58－A号住

居跡が床を構築しており，第61号住居跡は本跡の南部を掘り込んで

いることから，本跡が他の3軒の住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸6．89m，短軸6．75mの方形である。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確謡された壁のうち，第61号住居跡によって掘り込まれた南西

壁を除いて，すべての壁下に壁溝が巡っている。上幅約10cm，下幅

約6cm，深さ約6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，主柱穴によって囲まれた範囲は踏み固められている。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Pl～P。は径22～39cmの不整円形，深さ30～52cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。P5は長径80cm，短径54cmの不整楕円形，深さ35cmで，貯蔵穴の可能性がある。

炉　中央から北西壁寄りに位置し，長径97cm，短径62cmの楕円形で，床面を6cm掘り窪めた地床炉である。炉

床は赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土中ブロック・ローム中ブロック・灰少量

3　明黄褐色　ローム中・小ブロック多量，黒色土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土大・小ブロック多量，灰少量

覆土　2層からなる自然堆積である。

色
色

褐
褐

説
黒
黒

解層

1

　

2

土

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

焼土中ブロック中量，焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量
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第117図　第59号住居跡出土遺物実測図
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第59号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

平底。体部は内攣して立ち上がり，
目線部は外傾する。内面に弱い稜
を持つ。

目線部内・外面横ナデ。体部内面
ナデ後放射状のへラ磨き，外面へ
ラ削り後磨き。

雲母・スコリア
石英・礫
明黄褐色　普通

2

l
杯

l
A　 1 6．4

i
底部か ら目線部 片。平底。体部 は内

l

目線 部内 e 外面横 ナデ。体 部外面

l

ス コリア ・雲母 ・

l

P 194　　　 70％
土 師 器 B　　 5．3 攣 して立 ち上が り，目線端部 は短 へ ラ削 り後ナデ，内面磨 き。内面 パ ミス 床面

く外傾す る。内面 に弱 い稜 を持つ。 黒色処理 。 外 明赤褐色，内赤

黒 色　 普通

P L 65

3

杯 A ［16．4］ 底 部か ら目線部片。平底。体 部は内 目線部内 e外 面横 ナデ。体部外面 ス コ リ　ア ・パ ミ P 19 5　　　 5 0％
土 師 器 B　　 4．9 攣 して立 ち上が り， 目線端 部は短 へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 き。 ス・石英 ・雲母 ・礫 覆土中層

く外傾す る。内面 に弱い稜 を持つ。 赤褐色　 普通 P L 6 5

4

杯 A ［15．3］ 体部 から目線 部片。体部 は内攣 し H 縁 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 石英 ・ス コリア ・礫 P 19 6　　　 30％
土 師 器 B （6．5） て立 ち上が り，口線部 は直立す る。 外面磨 き。 橙色 覆土 中層

内面 に弱い稜 を持 つ。 普通 P L 65

5

賓 A ［15．4］ 体 部か ら目線部片。体 部は内攣 し 目線部 内 ・外面横ナデ。体 部内 e 石 英 ・ス コリア ・ P 1 97　　　 2 0％
土 師 器 B （23．0） て立ち上が り，最大径 を中位 に持

つ。 日録 部は外反す る。

外面へ ラ削 り後磨 き。 砂粒

鈍 い赤 褐色　 普通

床面

6

甑 A ［25．4］ 体部 か ら目線 部片。体部 は外 傾 し 目線部内面横 ナデ，外面ナ デ。体 パ ミス・砂粒 ・石英 P 19 8　　　 2 0％
土 師 器 B （15．8） て立 ち上 がる。口緑部 は肥厚 し， 部内 ・外面へ ラ削 り後ナデ。 橙色 覆土中層

端部 は平坦 である。 普通 P L 6 5

7

手捏 土器 A　　 3．6 日録部一部 欠損 。平底。体部 は突 目線 部，体部内 e外面 ナデ。体部 雲母 ・ス コリア ・ P 19 9　　　 80％
土 師 器 B　　 2．2 出 した底部か ら直線的に立 ち上 が 内面 及び底部 に指頭庄痕 が残る。 パ ミス 覆土 中

C　　 2．7 り，その まま目線端 部に至 る。 灰 褐色　 普通 P L 65

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g ）

第117図8 土　　　　 玉 3．7 3．6 － 0．6～0．8 49．6 中央部覆土中層 D P 16　 P L 115

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第117図 9 有　 孔　 円　 板 3．0 3．4 0．4 0．2～ 0．3 6．8 滑　　　　 石 北東壁際覆土下層 Q 9　 P L 1 19

10 有　 孔　 円　 板 2．6 2．7 0．4 0．1 3．9 滑　　　　 石 北東壁際覆土下層 Q lO　 P L 1 19

11 石 製 模 造 品 9．5 2．0 0．7 － 2 1．2 粘　 板　 岩 竃前覆土上層 Q l l P L 12 2

遺物　土師器片965点，須恵器胸4点「縄文土器片私産が出土している。凱17図2の杯と5の嚢は中央部床面

から，3，4の杯及び6の甑は北コーナー付近覆土中層から，1の椀と7の手捏土器は覆土中からそれぞれ

出土している。

所農　本跡は，床全体にわたって焼土が確認されたことから，焼失家屋と思われる。本跡の時期は，遺構の形

態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第約号健腰掛（第m8囲）

位置　調査区の南西部，G3b8区。

重複関係　本跡は，第59号住居跡の上に床を構築していることから，第59号住居跡より新しい。

規模と平面形　床の一部のみの確認のため，規模及び平面形は不明である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は17cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃周辺が踏み固められている。
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第醐　図　第錮考健腰掛実測図

寵　南東壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，道春状態が悪く，袖部の白色粘土

の一部を確認する。火床部の掘り込みは見られない。煙道部は壁外への突出が少なく，ゆるやかに外傾して

立ち上がる。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子多呈，ローム小ブロック中量

2　褐　　　色　焼士粒子少量，ローム粒子微量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

第60号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 訴巨 焼成 備　　 考

第11 9回 杯 A　 14．0 底部 か ら目線 部片。平底 。体部は ＝縁部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・雲母 ・ス コリ P 20 0　　　 8 0％

1 土 師 器 B　　 4．3 内攣 して立 ち上が り， 口縁 端部は デ。底部 回転 糸切 り。 ア・パ ミス ・石英 ・ 竃覆土中

C　　 7．2 わずか に外 傾する。 礫

橙色　 普通

P L 6 5

2

高 台付杯 A ［15．7］ 高 台部か ら日録 部 片。 「ハ」の 字 目線 部及 び体部 内 ・外 面 ロクロナ 雲母 ・石英 P 2 0 1　　 40％

土 師 器 B　　 5．6 状 に開 く長 い高台が付 く。体 部は デ。底部回転糸切 り後高台貼 り付 鈍い黄橙色 覆土 下層

D　　 8．8

E　 l．7

内攣 して立 ち上 が り， 口縁 部はわ

ずかに外反す る。

け。 普通 P L 65

3

高台付 埠 B （2．3） 高台部片。高台 は 「ハ」の字状 に 底部切 り離 し後高台貼 り付 け。 ス コリア ・パ ミス P 2 02　　　 20％

土 師 器 D　　 7．8

E　 l．3

開 く。 赤橙色

普通

覆土 下層

4

高台付杯 B （2．5） 高台部片。高台 はほぼ直立 して付 底部 内面 ロク ロナデ，外面 回転 へ 長 石 ・針 状鉱物 P 20 3　　　 2 0％

須 恵 器 D ［6．5］

E　 l．1

く。 ラ削 り後 高台貼 り付 け。 オ リーブ灰 色

普通

床面

5

嚢 A ［26．6］ 体部 か ら口縁 部片。体 部上位は直 口緑部内 。外 面ナデ。体部 内面 へ 石英 ・パ ミス ・雲母 ．P 20 4　　　 5 ％

土 師 器 B （10．6） 立 して立 ち上が り， 目線 部は屈曲 ラ削 り，外面 ナデ。日録部外面 に 鈍 い黄褐色 覆土下層

して横方 向に張 り出す。 指頭庄痕 を残 す。 普通 P L 6 5
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第119図　第60号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片27点，須恵器片7点が出土している。第119図1の杯は竃覆土中から，2の高台付杯，5の甑，3

の高台付杯は竜横覆土下層から，4の須恵器高台付杯は北コーナー及び中央部床面からそれぞれ出土してい

る。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（11世紀）と思われる。

第61号住居跡（第120図）

位置　調査区の南西部，G3b9区。

重複関係　本跡は，第59号住居跡の南部を掘り込んでおり，第59号住居跡より新しい。南東壁中央部の近くに

後世の撹乱と思われる土坑がある。

規模と平面形　長軸6．57m，短軸5．71mの長方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約14cm，下幅約7C叫　深さ約6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径48cm～75cmの不整円形，探さ44cm～78cmで，配置や規模から主柱穴

と思われる。P3内の深さ55cm，62cmの小ピットは柱穴の掘り変えによるものと思われる。P5は長径58cm，

短径37cmの楕円形，深さ42cmで，出入り口ピットと思われる。

電土層解説

1暗赤褐色　焼土小プロッタ・兢土粒子・粘土粒子多量，灰少量
2　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子多量

3　鈍　い　褐　色　粘土粒子多量，焼土小ブロック少量

4　鈍い黄褐色　焼土粒子少量

5　赤　褐　色　娩土中プロッタ・焼土粒子多量

6　黒　褐　色　粘土大ブロック・粘土粒子多量，焼土大・中プロッタ中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
7　オリーブ褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
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第120図　第61号住居跡実測図
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第121図　第61号住居跡出土遺物実測図

第61号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　I　一一一一

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第121図 杯 A ［10．8］底部からロ緑部片。平底。休部は ロ緑部及び体部内・外面ロタロナ パミス P205　　　 30％

1 土師器 B　　2．7 内轡して立ち上がり，そのまま口 デ。底部回転糸切り。 橙色 覆土中

C ［5．0］縁端部に至る。 普通 PL65

2

杯 A ［8．9］底部からロ緑部片。平底。体部は 口緑部及び体部内・外面ロタロナ スコリア・長石・ P206　　　 20％

土師器 B　　2．7

C ［6．1］

内攣して立ち上がり，そのまま口

緑端部に至る。

デ。底部回転糸切り。 雲母

鈍い橙色　普通

覆土中

3

高台付珂こA ［11．5］底部から口縁部片。平底。休部は 口緑部及休部内面へラ磨き，外面 長石・スコリア P207　　　 20％

土師器 B （3．6）内攣して立ち上がり，そのまま口 ロクロナデ。底部切り離し後高台 鈍い橙色 覆土中

緑端部に至る。 貼り付け。内面黒色処理。 普通

4

蓋 A ［13．6］口緑部から天井部片。天井部は平 天井部内面ロクロナデ，外面回転 パミス・砂粒・針 P208　　　 20％

須恵器 B　　2．8 過で，口緑端部は屈曲する。 ヘラ削り。口緑都内・外面ロクロ 状鉱物 覆土中

ナデ。 灰色　普通 PI．65

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cIu）厚さ（Ⅷ）孔径（CⅡ】）重量（g）

第121図5 有　孔　円　板 2．7 3．1 0．5 0．2 7．3 北壁付近覆土中層 Q 12　PL119

6 有　孔　円　板 1．7 2．9 0．3 0．2 1．8 北壁付近覆土下層 Q 13　PL119

萄　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されている。火床部は皿状に16cm掘り窪められてい

る。煙道部は壁外へ64cm程突出し，ゆるやかに外傾して立ち上がる。竃奥の火床部上面から土製支脚が横位

の状態で出土している。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土眉解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片668点，須恵器片44点，縄文土器片9点，鉄棒1点が出土している。第121図1，2の杯，3の

高台付杯は覆土中からそれぞれ出土している。4の須恵器蓋，5の有孔円板は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため，詳細は不明であるが，遺構の形態及び出土遺

物片から平安時代（10世紀）と思われる。
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第醍考健腰跡（第122図）

位置　調査区の南東部，G3d。区。

親機と平面形　本跡の南東部分は調査区外に延びており，規模及び平面形は不明である。

主軸方向　N－65〇一E

壁　壁高は17～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，北西壁下にのみ壁溝が巡っている。上幅約15cm撃　下幅約8cm，深さ約6cmで，断

面形は逆台形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

囁　北西壁北コーナー寄りに付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，道春状態が悪く，右袖部

は残っていない。煙道部は壁外への突出が少なく，火床面は熱変硬化している。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
　
　
褐

説
黒
褐
窯

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒‾J二多一礼　ローム中・小ブロック少量

焼吊打一・ローム大ブロック・ローム粒f・少量

遺物　土師器片92点，須恵器片7点，軽石1点が出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代頃と思われる。

第帽図　第醍考住居跡実測図

二

0　　　　　　　2m

』　一　止二二二二二』

第闘一風考健腰跡（第且23囲）

位置　調査区の南西部，F3b5区。

重複関係　本跡は，第63－B号住居跡の北東部を掘り込んでおり，第63－B号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．32m，短軸3．44mの長方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は53cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，北西コーナーを除いて壁溝が巡っている。上幅約16cm，下幅約10cm，深さ約14cm

で，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。
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第123図　第63－A号住居跡実測図
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ぽッ紅　2か所（Pl，P2）。Pは長径糾cm　短径6cmの不整楕円形で　内部に径鋼cm程の不整関取深さ50

品種の小ピットを2か所有し，貯蔵穴の可能性があるo P2は長劉掴cm　短径92cmの楕円形で，内部の南壁

直下に深さ舶cm，底径亜cmと，その北側に深さ26cm，底径2細の2か所の小ピットがある。南壁直下のピッ
t　　、　ヽ　「し1．．．・一十寸－チ　ー1＿＿

ぼ貯戚穴　その隣は入日部ピットの可能性がある。

貯蔵究　東コーナーに付設され，長径は6cm，短径60cmの楕円形で，深さは48cmである。床面から30cmの深さ

から，径18cmと20cm，深さ15cmの2つの小ピットに分かれる。

囁　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されており，両袖部先端には芯材として使用した長

さ33cmの凝灰岩の切石が立てられている。火床部はわずかに皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外へ54

cmほど突出し，嬢やかに外傾して立ち上がる。火床部には太さ10cm，長さ20cm～27cmの大きさの凝灰岩製の

支脚が2本据えられている。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土小ブロック・炭化粒子多凱　旋中亀　粘土小ブロック少量

2　鈍い黄褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子。炭化粒子少量
3　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼士粒子さ黒色土少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，粘土粒子中量，焼土粒子少量

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

ローム小ブロック中量，ローム粒！一少量

ローム小ブロック・ローム粒f一少量

焼土粒子・ローム粒子少量

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量，ローム中プロ、ソク少量

ローム小ブロック・ローム粒r一中量∴　焼上中ブロック少量

炭化粒子0ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子少量

焼上粒J’・・ローム中・小ブロック少量

第63－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第124図 杯 A　 1 3．0 目線部一部 欠損。平底。体 部は内 日縁 部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 石英 P 2 11　　 7 0％
1 土 師 器 B　　 4．0 攣 して立 ち上 が り，その まま日録 南 口 クロナデ。体 部下端回転へ ラ 褐色 床面

C　　 6．5 端 部に至 る。 削 り。底部回転へ ラ削 り。 普通

2

林 A ［13．6］ 底 部か ら日録部 片。平底。体部 は ＝縁 部及び体部内 ・外 面ロ クロナ 礫 ・石 英・針状 鉱物 P 21 2　　　 60％
須 恵 器 B　　 4．3 外傾 して立 ち上 が り，目線部 に至 デ。底部 回転 へラ切 り後 ナデ調整 。 灰 色 床 面　 底 部にへ

C　　 7．1 る。 普通 ラ記号　 P L 6 5

3

杯 A ［14．2］ 底部か ら目線部片。平底 。体部は ＝縁部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ パ ミス ・礫 P 2 13　　　 20％
須 恵 器 B　　 4．3 外傾 して立ち上が り， ＝縁 部に至 デ。底部 内面 強い指ナデ，外面 回 灰黄色 覆土 中

C　　 6．8 る。 転 ベ ラ切 り後 ナデ。 普通

4

杯 A ［14．1］ 底 部か ら目線 部片。平底。体 部は ＝縁 部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 P 2 14　　　 2 0％
須 恵 器 B　　 4．6 外 傾 して立 ち上が り， 目線 部に至 デ。底 部へ ラナデ調整。 灰黄色 貯蔵穴内覆土 中

C ［6．5］ る。 普通 P L 6 5

5

皿 A ［15．0］ 高 台部か ら目線部 片。直線的 に開 目線部 及び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・石英 ・礫 ・ P 21 5　　　 70％
須 恵 器 B　　 2．6 く短 い高台が付 く。体 部は外傾 し デ。底部 回転へ ラ切 り後 高台張 り 雲母 ・針状鉱物 床 面

D　　 7．8 て立 ち上が り， 目線端 部に至 る。 付け。 褐灰 色

普通
P L 65

6

窯 A ［1 5．0］ 体部か ら口緑 部片。体部上 位は内 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体部 内 ・ 雲母 ・スコ リア P 2 16　　　 5 ％
土 師 器 B （5．5）‾傾す る。 目線 部は外傾 し，目線 端 外 面ナデ。 鈍 い橙 色 貯蔵穴 内覆土 中

部で上方 につ まみ上が る。 普通 PL 6 5

7

長 頚 瓶 B （10．6） 高台部か ら体 部片。直線的 に開 く 体部 内 ・外商横 ナデ。底 部回転へ 礫 ・長石 P 2 17　　　 2 0％
須 恵 器 D ［9．8］ 短 い高台が付 く。 体部は緩 く内攣 ラ切 り後，高台張 り付 け。 灰色 覆土中層

E　　 O．8 して立 ち上が る。 普通 P L 65
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9　　　　　9

第124図　第63－A号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号種　　　別

計　　　　　測　　　　　値
石　　　質出土地点 備　　　　考

長さ（cn）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第124回8紡　錘　車 3．8 3．9 1．8 0．9 41．3滑　　　　石南東コーナー床面Q14　PL120

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　 考

長さ（Ⅷ）幅（cIu）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第124図9刀　　　　子17．7 1．4 0．35 － 20．2北東コーナー覆土中層M2　PL123

10刀　　　　子－1．8～1．50．6一一0．3 － （20．3）北東コーナー覆土下層M3　PL123

遺物　土師器片1653点，須恵器片104点，縄文・弥生土器片18点，鉄淳1点が出土している。第126図1の杯は

散在した状態で床面から，2の須恵器杯は竃前床面から，4の須恵器杯と6の聾は貯蔵穴内覆土中から，5

の皿は北西コーナー付近床面から，7の須恵器長頸瓶は北東コーナー覆土中層から，3の須恵器杯は覆土中
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からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第63－院号住居跡（第125図）

位置　調査区の南西部，F3C4区。

重複関係　本跡は，第63－A号住居跡に北東部を掘り込まれており，第63－A号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸9．68m，短軸9．64mの方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は30～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約18cm，下幅約12cm，深さ約9cmで，断面形はU字状である。南西コーナーから北西コー

ナーに向かう壁溝には，さらに内側に並行して溝がもう1条認められる。上幅約18cm，下幅約8cm，深さ約

14cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，床に構築された溝と溝の間も含めて大部分が硬く踏み固められている。床には，北壁から中央に

向かって4条，東壁から中央に向かって2条，南壁から中央に向かって4条，西壁から中央に向かって3条

の溝がそれぞれ構築されている。上幅約24cm，下幅約12cm，深さ約9cm，長さ1．02～7．08mで，断面形は

U字形である。南壁の内側には2条の溝を囲むように馬の背状の高まりが見られる。

ピット11か所（Pl～Pl．）。Pl～P8は径28－42cmの円形，深さ47－75cmで，配置や規模から主柱穴と思わ

れる。P9，PlOは径30－32cm，深さ8～10cmで，出入り口ピットと思われる。Pllは径38cmの円形，深さ76

cmで，入口部施設に伴う柱穴の可能性がある。

貯蔵宍　南壁中央部に，壁外に94cm張り出した状態で付設されている。長径120cm，短径84cmの楕円形で，深

さは53cm，断面形は揺り鉢形である。

覆土　6層からなる。各層にロームブロックやローム粒子を含んでおり，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

焼土粒子・ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中還，ローム中ブロック少量

ローム′トブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子少量

遺物　土師器片26点，縄文。弥生土器片12点が出土している。第126図1の杯は東コーナー付近床面から，5

の嚢は同位置の覆土中層から，2の杯は南東壁付近床面から，3の杯は北西壁付近床面から，4の埠は西コー

ナー覆土中層から，6の甑は中央部覆土下層から，7の手捏土器は北東壁床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，焼土や炭化物が床面に広がっていることから，焼失家屋と思われる。また，本跡は一辺9．6m

という大型の住居跡である点，この時期に見られる炉を持たない点，中央の床に西壁から中央に向かって約

7mの溝が構築されている点，住居内の溝が確認しただけでも13条と多い点，住居跡内の隅々まで床が硬く

締まっている点などから，特殊な機能を持った住居跡の可能性がある。本跡の時期は，遺構の形態及び出土

遺物から，古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。
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箆125匪；第63　喝号住居跡実測囲

第63－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第126図 杯 A　 14．7 目線部一部欠損 。平底。体部は内攣 口縁部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 雲 母 ・スコ リア ・ P 2 18　　　 90％

1 土 師 器 B　　 6．6 して立 ち上が り，目線 部は外傾す ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 石 英 床面

C　　 4．3 る。目線 部内面に明瞭 な稜 を持 つ。 明赤褐色

普 通
P L 6 6

2

杯 A ［14．4］ 口綾 部一部欠損。平底。 体部は内 口緑 部内 ・外 面横ナデ。体部 内面 雲母 ・パ ミス ・礫 P 2 19　　　 7 0％

土 師 器 B　　 7．2 攣 して立ち上が り，その まま口緑 剥離，外面へ ラ削 り後ナデ。 赤色 床面

C　　 4．1 部 に至 る。 普通 PI．6 6
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彗〇二二＿
「三

話頂26闘　第63－院号住贋跡出立退場実測溺

0　　　　　　　10cm

ヒ二二二仁一二　一一…二」

図版番号 器　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

3

杯 A ［13．6］ 目線部一部欠損。丸底。体部は内 日録部内 ・外面横ナデ。体部内面 石英 ・スコリア P 220　　 85％
土 師 器 B　　 5．7 攣 して立ち上がり，口緑部は短く 剥離，外面へラ削り後磨き。 明赤褐色 床面

外傾する。日録部内面に稜を持つ。 普通 PL 66

4

杯 A　 15．0 底部から口緑部片。平底。体部は 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 長石 ・石英 ・パミ P 221　　 50％
土 師 器 B　　 5．8 内攣して立ち上がり，口緑部はわ 磨 き，外面へラ削 り後ナデ。 ス ・礫 覆土中層

C ［4．5］ ずかに外反する。口緑部内面に鈍

い稜を持つ。

赤色

普通

l

P L 66

5

嚢 A ［14．6］ 底部から口緑部片。平底。体部は 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・ パ ミス・叉コリア・ P 222　　　 30％
土 師 器 B　 18．9 内攣して立ち上が り，最大径を中 外面へラ削り。 長石 覆土中層

C ［6．4］ 位に持つ。口緑部は外反する。 鈍い橙色

普通
P L 66

6

甑 A ［16．4］ 底部から目線部片。単孔式。体部 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内面 雲母 P 223　　　 30％
土 師 器 B　 13．9 は内攣 して立ち上が り，目線部は ナデ，′外面ナデ，下端へラ削 り。 鈍い黄橙色 覆土下層

緩 く外反する。 普通 P L66

7

手捏土器 A　　 4．0 口縁部一部欠損。丸底。体部は内 目線部及び体部内 ・外面ナデ。口 石英 ・スコリア P 224　　　 95％
土 師 器 B　　 3．6 攣して立ち上がり，そのまま口緑 緑部に指頭庄痕を残す。 鈍い橙色 床面

端部に至る。 普通 PL 66
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図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第126図8 刀　　　　 子 （10．6） 1．6 0．3～0．7 － （36．7） 西コーナー付近床面 M 4　 PL 1 23

第馴号住居跡（第127図）

位置　調査区の南西部，F3d6区。

重複関係　本跡は，第63－B号住居跡に北部を掘り込まれており，第63－B号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．19m，短軸4．19mの長方形である。

童軸方向　N－540－1W

壁　壁高は38cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，南西コーナー及び北東コーナーを除いて壁溝が巡っている。上幅約9cm，下幅約

4cm，深さ約5cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽット　Plは径23cmの円形，深さ32cmで，配置や規模から出入り口ピットと思われる。

貯蔵宍　南コーナーに付設され，径46cm程の円形で，深さは65cm，断面形は揺り鉢形である。

炉　中央から北寄りに位置し，径63cmの円形で，床面を11cm掘り窪めた地床炉である。炉床は赤変硬化してい

る。

第127匪］第64号住居跡実測区
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覆蓋　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒f・多量．ローム小ブロック少量

遣物　土師器片463点，須恵器片旺蕪，縄文ゆ弥生土器片3点，鉄浮3点が出土している。第1280129図1の

杯は南東壁付近覆土中層から，2の高塚は酋コーナー覆土下層から，3タ　4の高塚，8の椀及び6の紺は南

コーナレ付近覆土下層から，7の相は北西壁付近覆土中層から，10の嚢は同位置の覆土下層から芦　9の聾，Ⅲ

の香炉，5の高塚は覆土中からそれぞれ出土している。1の塔，11の香炉は流れ込みと思われる。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第64号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第12 8図 杯 A ［9．4］ 底部か ら目線 部片。平底。体 部は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 石英 ・長石 P 2 25　　　 50％

1 士 師 器 B　　 4．3 内攣 して立 ち上が りタ　ロ繚部 はや ヘ ラ磨 き，外面磨 き。 明赤褐色 覆工 中層

C　　 2．5 や内傾す る。 普通 P L （沌

2

高　　 士不 A　 15．9 脚部一部欠損 。脚部 は下位 で「ハ」 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 雲母 ・パ ミス ・砂 P 2 27　　　 95％

土 師 器 B　 13．7 の字状 に大 き く開 く。杯部 は内攣 ヘラ磨 き，外面へ ラナデ。脚 部内 粒 ・礫 覆士下層

D　 ll．4

E　　 6．4

して立 ち上が り，目線部 に至 る。 面上 半指ナデ，下半横 ナデ，外 面

縦位 のヘ ラ磨 き。裾部 内 ・外 面横

ナデ。杯部内 ・外面及 び脚部外 面

赤彩 。

赤 色

普 通
P L （う6

3

高　　 林 A　 18．3 塔部及 び裾部一 部欠損。脚部 は円 目線 部内 ・外面横ナデ。体部 内面 スコ リア ・石英 ・ P 2 28　　　 6 0％

土 師 器 B　 14．5 筒状で，裾部 は 「ハ 」の字状 に開 剥離 ，外 面上半ナデ，下半へ ラ削 雲母 ・礫 覆士下層

0　 1 5．0 き，端部で反 る。棒 部は下方 に稜 り。脚 部内面輪積み痕 を残す。脚 鈍 い橙 色 P L （う6

E　　 8．7 があ り，体部 は直線 的に立ち上が 部外面縦位 のヘ ラ磨 き。裾部 内 8 普通

る。 外面ナ デ。

4

高　　 林 A ［18．6］ 杯 部一部欠損。脚部 は円筒状で， 目線部及 び体 部内 ・外面横 ナデ。 石英 ・雲母 ・ス コ P 22 9　　　 5 0％

‡上 師 器 B　 14．0 裾 部は 「ハ」の字状 に開 き，端部 脚部 内面 ナチ∵ 外面へ ラ磨 き。裾 リア ・石 英 覆土下層

D　 14．8 はやや上方に反 る。杯 部は下方 に 部内 ・外面 ナデ。端部内 ・外面横 橙色 PL （沌

E　　 8．6 稜 があ り，体部 は直線 的に立 ち上

がる。

ナデ。 普通

5

高　　 塚 B （11．6） 脚部 片，杯底部片。脚 部は円錐形 脚部 内面上半縦位 のへ ラナデ，下 パ ミス ・石 英 ・雲 P 23 0　　　 3 0％

土 師 器 D　 17．0 で裾部 で大 きく開 く。 半横 ナデ，外 面縦位 のへ ラ磨 き。 母 ・礫　 明赤褐色 覆土中層

E　　 9．4 端部内面へ ラ磨 き，外面横ナデ。 普通 P L 6（i

6

用 A ［9．3］ 目線部 一部欠損。平底。体 部は算 日経部 内面横 ナデ，＿　外 面縦位のへ ス コリア ・長石 ・ P 23 1　　 7 0％

土 師 器 B　 lO．0 盤玉状 で，目線部 は外傾 して立 ち ラ磨 き。体部 内面 ナデ，外面へ ラ パ ミス ・石英 ・礫 覆土下層

C　　 3．6 上が る。 削 り後 ナデ。 明赤褐色

普通
P L 6 6

7

柑 B （軋9） 底部か ら体 部片。平底。体部 は算 休部内面ナ デ，外面 へ ラ削 り後ナ 石英 ・ス コ リア ・ P 23 2　　　 60％

土 師 器 C　　 3．0 盤玉状 である。 デ。 雲母 ・礫

鈍い黄橙色

普通

覆土中層

P L 66

8

椀 A ［6．0］ 日録部一部 欠損 。平底。体部 は算 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 ス コリア ・雲母 ・ P 23 3　　　 50％

土 師 器 B　　 6．3 盤玉状 で，目線部 は短 く外傾す る。 ナデ，外商上半へ ラ磨 き，下半へ パ ミス ・長石 ・石英 覆土下層

C　　 3．6 ラ削 り後ナデ。 鈍い赤褐色∴㌦

普通　　　　 、＼

P L 66

9

10

第 12 9図

襲 A　 l l．5 平底。体 部は内攣 して立ち上が り， 目線 部内 ・外面横ナ デ。体 部内 ・ 石 英 ・パ ミス ・雲 P 2 34　 ．95％

土 師 器

嚢

B　 1 7．5 最大径 を下位 に持 つ。目線部 はや 外面 ナデ。体部内面輪積 み痕 を残 母 ・長石 ・礫 預土 中

C ［6．0］ や外反す る。 す。底 部焼成後穿孔。 鈍 い黄褐色

普 通

礫 e 石英

P L 67

A ［32．0］ 体 部かち 日経部 片。体部上位 は内 目線 部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・ P 2 35　　 15％

土 師 器

香　　 炉

B （22．0）

B （5．7）

傾 し，目線部 は頚 部か ら 「く」 の 外商 へラ削 り。

体部 内 ・外 面横ナデ後，施粕。底

鈍 い橙 色 覆土 下層

字状に外傾す る。 普通 P L 66

脚 部か ら目線部片。底 部に指頭庄 長石 P 2 36　　 10％

11 陶　　 器 D ［9．1］ 痕 の残 る脚が付 く。体 部下端 に稜 部へ ラ切 り後，脚張 り付 け。 鈍 い黄橙 色 覆土 中層

E　　 O．8 を持ち，直立 して立 ち上がる。 普通 P L 6 6
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第128図　第64号住居跡出土遺物実測図（1）
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第129図　第64号住居跡出土遺物実測図（2）

⊂＝工⊂Ⅱ＝⊃I2S＝考

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト＿－＿＿＿；　＿　・i

図版番号種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（皿）孔径（cm）重量（g）

第129図12有　孔　円　板 2．8 3．0 0．4 0．3 6．4 南コーナー付近床面Q15　PL119

第65号住居跡（第130図）

位置　調査区の南西部，F3e5区。

重複関係　本跡は，第68号住居跡の床の上に床を構築しており，第68号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸3．78m，短軸3．65mの方形である。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃前が踏み固められている。

第130図　第65号住居跡実測図
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篭　北壁中央よりやや北コーナー寄りに付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪

く，袖部は残っていない。火床部は血状に8cm程掘り窪められている。煙道部は壁外へ25cm穫突出し，緩や

かに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　鈍い赤褐色　焼土中・小ブロック多量，ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

3　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック少量

遺物　土師器片82点，須恵器片1点，弥生土器片1点が出土している。

新風　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため詳細は不明であるが，遺構の形態及び出土遺物

から平安時代頃と思われる。

第貼号健贋跡（第13且図）

位置　調査区の南西部，F3e7区。

重複関係　本跡は，第8針B号住居臥　第64号住居跡及び第68号住居跡をそれぞれ掘り込んでおり，3軒の住

居跡より新しい。

規模と平面形　長軸6．02m，短軸5．86mの方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は41cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁湧　確認された壁のうち，北西壁にのみ壁港が巡っている。上幅約15cm，下幅約7cm，深さ約4cmで，断面

形はU字形である。

床　平坦で，入日部から中央部，さらに竃前まで硬く踏み固められている。

ぽッ匪　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径60～114cmの不整円形及び楕円形，深さ64～85cmでタ　配置や規模から

主柱穴と思われる。P5，P6は径22～29cm，深さ38cm～42cmで，出入り口ピットと思われる。

毯　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されており，袖部の一部とその内側にある支度凱　天

井部及び煙道を確認する。火床部はわずかに皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出がなく，壁

の内側から急に立ち上がっている。

埴土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　焼土中ブロック中量，ローム小ブロックe粘土粒子少量，炭化粒子微量
3　黄　褐　色　粘土粒子中量，焼土大ブロック・炭化物少量

4　暗　褐　色　ローム大ブロック中鼠　粘土大ブロック・焼土中ブロック少量

5　鈍い黄褐色　焼士大ブロック中量，炭化粒子。粘土大ブロック少量

6　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子の粘土粒子少量

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　焼＿1二粒子・ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム大・小ブロック・ローム粒子多量，粘土粒子微量
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第131図　第66号住居跡実測図
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第132図　第66号住居跡出土遺物実測図（1）

10cm
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第133図　第66号住居跡出土遺物実測図（2）
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第134図　第66号住居跡出土遺物実測図（3）

第66号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第13 2図 坪 A　 15．8 丸底。体部 は内攣 して立 ち上が り， ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 パ ミス ・雲 母 P 23 7　 10 0％

1 土 師 器 B　　 4．5 口緑部 との境 に明瞭 な稜 を持 つ。 ナデ，外面へ ラ削 り後 ナデ。内 ・ 黒褐色 覆土中層

口緑部 はわず かに外反す る。 外 面黒色処理。 普通 P L 6 6

2

坪 A　 13．8 丸底。休部は内攣 して立 ち上が り， 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 雲母 ・スコリア ・ P 23 8　　　 9 9％

土 師 器 B　　 4．5 口緑部 との境 に明瞭 な稜 を持 つ。 ナデ，外面へ ラ削 り後 ナデ。内 ・ パ ミス ・長石 ・礫 床 面

口緑部 は内傾す る。 外面 黒色処理。 黒褐色

普通

P L 6 7

3

杯 A　 12．6 丸底。体 部は内攣 して立ち上が り， 口緑 部内 ・外面横ナ デ。休 部内面 雲母 ・スコリア ・ P 23 9　　　 99％

土 師 器 B　　 4．0 口緑部 との境 に明瞭な稜 を持つ。 上半横 ナデ，下半ナデ，外面 へ ラ 長石 覆土上層

ロ縁部は内傾す る。 削 り後 ナデ。内 ・外面黒色処理 。 黒色　 普通 P L 67

4

坪 A　 1 3．5 丸底。体 部は内野 して立 ち上が り， ロ緑部 内 ・外面横ナデ。体部 内面 石英 ・礫 ・ス コリア P 2 4 0　　　 90％

土 師 器 B　　 4．9 口緑 部 との境 に明瞭な稜 を持つ。． 上半横 ナデ，下半ナデ，外面 へラ 黒褐色 覆 土中層

口緑 部は内傾す る。 削 り後 ナデ。内 ・外面黒色処理 。 普通 P L 67

5

杯 A　 1 3．4 口緑 部一部欠損。丸底。体部は内攣 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部 内面 雲母 ・パ ミス ・ス P 2 4 1　　 90％

土 師 器 B　　 4．3 して立ち上が り，口緑部 との境 に明 横ナデ，外 面へラ削 り後ナ デ。内 ・ コ リア ・石英 覆土 中層

瞭な稜を持つ。口縁部 は直立する。 外面黒色処 理。 黒褐色　 普通 P L 6 7

6

坤 A　 1 5．4 丸底 。休部 は内攣 して立 ち上が り， 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部 内面 雲母 ・ス コリア P 2 42　　　 8 0％

土 師 器 B　　 4．5 口緑 部 との境に明瞭 な稜 を持つ。 上半横 ナデ，下半ナデ，外面へ ラ 鈍 い黄橙 色 床面

口緑 部はわずか に外傾 する。 削 り後 ナデ。 内 ・外 面黒色処理。 普通 P L 6 7

7

杯 A　 14．2 口緑部一部欠損。丸底。体部は内暫 し 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 石英 ・スコ リア P 24 3　　　 95％

土 師 器 B　　 5．5 て立 ち上 が り，口緑部 との境 に明 上半横ナ デ，下半 ナデ，外面へ ラ 灰黄褐 色 覆土 中層

瞭 な稜 を持つ。口緑部は直立 する。 削 り後ナ デ。 内 ・外 面黒色処理。 普通 P L 6 7

8

杯 A ［14．0］ 底部 か ら口緑部片。丸底。体 部は 口緑 部内 ・外面横 ナデ。休部内面 長石 ・パ ミス P 24 4　　　 6 0％

土 師 器 B　 34．8 内攣 して立ち上が り， 口緑 部 との ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ。 褐色 床面

境 に明瞭 な稜を持つ。 口縁 部は内

傾す る。

普通 P L 6 7

9

杯 A　 12．3 底部か らロ縁 部片。丸底。体 部は 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 休部内面 雲母 P 24 5　　　 6 0％

土 師 器 B　　 4．6 内攣 して立 ち上 が り， 口緑部 との ナデ，外面へ ラ削 り後 ナデ。内 ・ 灰褐色 覆土下層

境に明瞭 な稜 を持つ。 ロ緑部 は内

偵す る。

外面黒 色処理。 普通 P L 6 7

10

杯 A ［17．0］ 底部か ら口緑部 片。丸底 。体部 は内 口緑部 内 ・外面へ ラ磨 き。体 部内 石英 ・礫 P 24 6　　　 5 0％

土 師 器 B　　 5．1 攣 して立ち上が り，口緑部 との境 に 面へ ラ磨 き，外 面へラ削 り後磨 き。 黒色 覆土下層

稜 を持つ。口緑部 は強 く外反する。 内 ・外 面黒色処理。 普通 P L 68

1 1

杯 A　 1 3．8 口緑 部一部欠損。丸底。体部は内攣 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部 内面 石英 ・スコリア P 24 7　　　 9 0％

土 師 器 B　　 4．0 して立ち上が り， 口緑 部 との境 に ナデ，外 面へラ削 り後ナ デ。 鈍い赤褐色 覆土下層

稜を持つ。口緑 部 は短 く内傾する。 普通 P L 67
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

12

杯 A ［13．6］ 体 部か ら口縁部片。 体部 は内攣 し 目線部 内 ・外面横ナデ。体 部内面 石 英 ・ス コリア P 24 8　　　 40％
土 師 器 B （4．9） て立ち上が り， 目線 端部 に至 る。 へ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後 ナデ。 橙色 床面

目線 部 との境 に鈍 い稜 を持つ。 普通 PI．67

13

杯 A ［14．6］ 体 部か ら口緑部片。体 部は内攣 し 目線部 内 ・外面横ナデ。体部 内面 雲母 ・パ ミス P 24 9　　　 40％

土 師 器 B （4．6） て立 ち上が り， 日録端 部に至 る。 ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後 ナデ。 鈍 い黄橙色 床面

口縁 部は直立 し，体 部 との境 に鈍

い稜 を持つ。

普通 P I．67

14

杯 A ［14．4］ 体部 か ら口緑 部片。体 部は内攣 し 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部内面 パ ミス P 25 0　　　 40％

土 師 器 B　　 3．9 て立 ち上 が り，目線端部 に至る。

口縁部 は短 く直立 し，体 部 との境

に鈍 い稜 を持 つ。

剥落，外面へ ラ削 り後ナデ。 明赤褐色

普通

覆土 上層

15

杯 A　 13．6 体部か ら口縁 部片。体部 は内攣 し 目線 部 内 ・外面 及 び 体 部 内面 ナ 長石 ・石英 ・パ ミ P v3 05　 ．40％

土 師 器 B （5．2） て立 ち上が り，その まま目線端 部 デ，体部外面へ ラ削 り後ナデ。 ス ・ス コリア 覆土 中層

に至 る。 灰褐色

普通
P I．67

16

椀 A ［14．8］ 底部か ら口縁 部片。平底気味 の丸 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 礫 ・ス コリア P 253　　　 60％

土 師 器 B　　 8．8 底。体部 は内攣 して立 ち上が り， ヘ ラ削 り後ナデ，外面 へラ削 り後 黒色 床面

口縁部 との境 に明瞭な稜 を持つ。

目線 部は内傾す る。

ナデー部へ ラ磨 き。内面黒色処理。 普通 PL 6 8

17

高　　 杯 A　 21．2 目線 部一部欠損。脚 部は円筒形 で 口緑部 内 ・外面及び体部 内面積 ナ 石英 ・長石 ・砂粒 P 25 4　　　 90％

土 師 器 B　 17．5 裾 部で大 きく開 く。球体 部は内攣 デ，体 部外 面へ ラ削 り後 ナデ。脚 橙色 床面

D　 15．8 して立ち上が り， 目線 部 との境 に 部内両横 ナデ，外面縦位の ヘラ削 普通 PI．67

E　 12．4 稜 を持 つ。口縁部 は外 反 し，端部

は下方に反る。

り後 ナデ。 裾部内 ・外面横 ナデ。

内 ・外面赤彩 。

第133図 嚢 A　 16．2 平底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部内面 雲母 ・パ ミス ・石 P 25 5　　　 95％

18 土 師 器 B　 33．0 最大径 を中位 に持つ。 口縁 部は外 ナデ，外面へ ラ削 り後一部へ ラ磨 英 ・スコ リア 覆土中

C　　 7．6 反す る。 き。体部外面黒色処 理。 灰褐色

普通
P I．67

1 9

嚢 A　 20．4 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ ス コリア ・長石 ・ P 25 6　　　 90％

土 師 器 B　 22．8 最大径 を中位 に持つ。 口緑部 は外 外 面へ ラ削 り。 雲母 床面

C　　 5．4 反す る。 橙色

普通
P L 68

20

嚢 A ［19．5］ 底部か ら目線部 片。平底。体部 は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 ス コリア・石 英・礫 P 257　　　 70％

土 師 器 B　 15．0 直線気味 に立 ち上 が り，体部上位 ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 鈍い橙色 覆土下層

C　　 7．0 で内傾す る。 目線 部は外傾す る。 普通 P I．67

2 1

22

2 3

嚢 A　 15．0 体 部か ら目線部片。 体部は内攣 し 口緑部 内両横 ナデ，外面横 ナデ及 長石 ・石英 ・礫 P 258　　　 25％

土 師 器

賓

B （26．5）

A　 15．2

て立ち上が り，最大 径を中位 に持 びヘ ラ削 り。内 ・外面黒色処理 。

目線部 内南棟 ナデ，外面横 ナデ後

黒色 床面

つ。口縁 部はわず かに外 反す る。 普通 PL 6 8

口縁 部片。口緑部 は外 反する。

体部 か ら口縁 部片。体部 は上位で

パ ミス ・砂粒 P 25 9　　　 20％

土 師 器 B （6．3） 磨 き。 鈍 い橙 色

普通

雲母

床面

嚢 A ［20．1］ 目線部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ P 26 0　　　 50％

土 師 器 B （10．2） 内傾 し，目線 部は強 く外 反する。 外面へ ラ削 り。 鈍い褐色

普通

パ ミス ・雲母

覆土中層

P L 68

P 26 2　　　 80％第134図 手捏土 器 B （3．9） 口縁部一部 欠損。平底。体部 は内 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内面

24

25

土 師 器

椀

C　　 3．0

B （1．5）

攣 して立 ち上 が り， 口縁部 は外 傾 ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ。

水 引 き成形。長石粕が かかる。

鈍い黄橙色 覆土上層

す る。 普通 P L 67

高台部片。逆 台形状 に開 く高 台が 砂粒 P 52 6　　 10％

陶　　 器 付 く。 白色

普通

覆土 中　 肥前系

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第134図26 管　 状　 土　 錘 3．9 3．9 － 0．6～1．0 5 7．2 中 央 部 床 面 D P 17　P L 1 16

27 管　 状　 土　 錘 5．9 4．1 － 0．6～1．0 9 1．9 中 央 部 床 面 D P 18　P L 1 16

28 土　　　　　 玉 3．7 3．7 － 0．5～1．1 4 2．9 東コーナー付近床面 D P 1 9　P L l 15

29 不 明 士 製 品 （4．2） － 0．8 － （3．6） 北コーナー付近覆土下層 D P 2 0　P L 1 18

遺物　土師器片2839点，須恵器片96点，陶器片2点，鉄製品2点，鉄淳2点，軽石1点が出土している。第132e

133・134図1の杯は北コーナー覆土中層から，2，8の杯は竃前床面，5，7の杯は同覆土中層，9，11の
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杯は同覆土下層から，15の椀は竃横床面，10の杯は同覆土下層，14の杯は同覆土上層から，4の杯は南東壁

付近覆土中層，6の杯は同床面から，13の杯，17の高杯，21，22の賓は中央部床面，23の嚢，15の杯は同覆

土中層から，3の杯は南西コーナー覆土上層から，12の埠は床面に散在した状態で，20の嚢は同覆土下層か

ら，19の嚢は北東壁下床面から，24の手捏土器は南コーナー覆土上層から，18の嚢は覆土中からそれぞれ出

土している。28の陶器は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第酢号住居跡（第108図）

位置　調査区の南西部，G3b6区。

重複関係　本跡は，第53－A号住居跡に北西部を掘り込まれ，第54号住居跡及び第55号住居跡が本跡の床の上

に床を構築していることから，第53－A号住居跡，第54号住居跡及び第55号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する北東壁から推定すると，一辺4．8mの方形あるいは長方形と思われる。

壁　壁高は7cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　確認できた北東壁近くの床は平坦で，軟らかである。

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム大ブロック少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片545点，須恵器片11点，縄文土器片3点が出土している。第135図1の杯は覆土中から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀頃）と思われる。

第135図　第67号住居跡出土遣物実測医

第67号住居跡出土遺物観察表

□貸＄ご毎
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l一一－－－1

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第135図杯A［13．6］底部から日録部片。平底。体部は口緑部内・外面横ナデ。体部内面スコリア・砂粒・P263　　　60％

1土師器B　　5．9内攣して立ち上がり，目線部は直ナデ，外面へラ削り後ナデ。長石 覆土中

C　　3．8立する。目線部内面に稜を持つ。 鈍い赤褐色　普通PI．68

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　　質出土地点備　　　　考
長さ（cm）幅（cIn）厚さ（cm）孔径（cln）重量（g）

第135図2有　孔　円　板3．4 2．4 0．5－4．5滑　　　　石覆　土　中Q16　PLl19
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窮閑考住居跡（第136図）

位置　調査区の南西部，F3f6区。

重複関係　本跡は，第65号住居凱第66号住居跡，第69号住居跡，第70号住居跡及び第71号住居跡と重複して

いる。第65号住居跡は本跡の北西部の床の上に床を構築しており，第66号住居跡，第69号住居臥第70号住

居跡及び第71号住居跡は本跡を掘り込んでいることから，本跡は5軒のいずれの住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸9．4m，短軸8．69mの方形である。

主軸方向　N－270－W

第臓図　第閑考住居跡実測図
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壁　壁高は22～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁の直下にはすべて壁溝が巡っている。上幅約12cm，下幅約4cm，深さ約5cmで，断面形は

U字形である。

床　中央部の大部分は第69号住居跡に掘り込まれているため詳細は不明であるが，平坦である。

ぽット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径38～74cmの不整円形，深さ34～57cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P5～P7は径16～94cmの不整円形，深さ20～30cmで，性格は不明である。

貯蔵宍　東コーナーに付設され，長径154cm，短径140cmのほぼ円形で，深さは81cm，断面形は揺り鉢形である。

色
色
色

褐
褐
褐

説

黒

明

黒

解層

1

　

2

　

3

土

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

粘土粒子中量

ローム小ブロック・炭化粒子少量

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
褐

説
暗
黒
褐

解層

1

　

2

　

3

土

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

ローム太・小ブロック・ローム粒子少量

ローム大・小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量

遺物　土師器片1035点が出土している。第137e138図2の杯は南西壁付近覆土中層から，3の椀は北西壁際覆

土下層から，4の須恵器蓋，5，8の嚢，9のミニチュア土器は西コーナー覆土下層，6，7の嚢は同床面

から，10のミニチュア土器は貯蔵穴内から，1の杯は覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第68号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第1 37図 杯 A　 1 3．4 平底。体 部は内攣 して立 ち上 が り， 口縁部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 雲母 ・礫 P 26 5　 10 0％

1 土 師 器 B　　 5．6 口縁端部 に至 る。 ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り後ナ デ。 明赤褐色

普通

覆土 中

P L 6 8

2

杯 A ［14．8］ 底部か ら目線部 片。 平底。体部 は 口縁部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 石英 ・雲母 ・ス コ P 26 6　　　 3 0％

土 師 器 B　　 5．8 内攣 して立 ち上 が り，目線部は外 ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り後ナデ。 リア ・パ ミス ・礫 覆土中層

傾す る。 目線部 内面 に稜 を持つ。 赤褐色

普通
P L 6 8

3

椀 A ［1 1．4］ 体部か ら目線部 片。体 部は内攣 し 口縁部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 パ ミス ・長 石 P 27 0　　　 3 0％

土 師 器 B （10．0） て立 ち上が り， 口綾 部は短 く外傾 ヘ ラ削 り，外 面ナデ。 明赤褐色 覆土下層

する。 普通 P L 6 8

4

蓋 A ［1 2．0］ 天井部か ら目線部片 。天井部は平 天井部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ パ ミス ・長 石 P 27 2　　　 4 0％

須 恵 器 B　　 4．2 坦で内攣 しなが ら目線 部に至 り， デ。底部左 回転 へラ削 り。天井部 灰色 覆土下層

C ［4．0］ 目線 部 との 境 に突 出 した稜 を持 内面 に同心 円 状の 当 て具 痕 が残 普通 P I．6 8

つ。目線部 は直立 し，端 部は平坦

で内傾す る。

る。

5

嚢 A　 16．2 底 部一部欠損。平底。体 部は内攣 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 石英 ・雲母 P 27 3　　　 9 5％

土 師 器 B　 25．7 して立ち上が り，最大径 を中位に ナデ，外面へ ラ削 り。 鈍 い橙色 覆土下層

C ［4．5］ 持 つ。口縁部 は 「コ」 の字状 に外

反する。

普通 P I．6 8

6

嚢 A　 25．7 体 部か ら目線部片。体部 は内攣 し 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 雲母 ・石英 ・長石 P 27 4　　　 3 0％

土 師 器 B （15．0） て立ち上が り， 口緑部 は 「く」の ヘラ削 り，外面 へラ削 り後ナデ。 橙色 床面

字状 に外傾す る。 普通 P L 6 8

7

棄 A　 17．2 体 部か ら口縁部片。体部 は内攣 し 口縁 部内面横 ナデ，外 面縦位のへ 雲母 ・礫 P 27 5　　　 2 0％

土 師 器 B （16．3） て立ち上が り， 目線部 は 「コ」の ラ磨 き。体部 内面へ ラ削 り，外面 赤褐色 床面

字状 に外反す る。 へラ削 り後へ ラ磨 き。 普通 P I．6 8

第 138図 嚢 A　 17．8 体部 か ら口縁部片。体部 は内攣 し 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 長石 ・スコ リア P 27 6　　　 3 0％

8 土 師 器 B （12．9） て立 ち上が り， 目線部 は 「コ」 の 外面 へ ラ削 り。 赤褐色 覆土下層

字状 に外 反す る。 普通 P I．6 8
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10cm

［二・＿　・十一「　＿」

第臓図　第鯛考住居跡出藍遺物実測閑佃
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第138図　第68号住居跡出土遺物実測図（2）

」．

⊂コr＿コ亡＿⊃I5

⊂正二＝コD　柑0

Cit二二コ工つ帽

ほ一柑Sこち

10cm

L i　　　！

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

9

ミニチュア土器A　　7．0平底。休部は直線的に立ち上がり，口緑部及び休部内面剥離，外面ナ雲母・スコリア・P277　　100％
土師器B　　3．8

C　　5．7

そのまま口縁端部に至る。デ。 長石・石英

明褐色

普通

覆土下層

PL68

10

ミニチュア土器A［7，9］口緑部一部欠損。平底。体部はわ口緑部及び休部内面へラ削り，外長石・石英P278　　　80％

土師器B　　3．9ずかに内攣気味に立ち上がり，そ面ナデ後へラ磨き。 暗赤褐色貯蔵穴覆土中

C　　5．0のまま口縁端部に至る。 普通 PL68

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出土地点備　　　　　　　　考
長さ（m）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cIn）重量（g）

第138図11土　　　　玉3．8 3．8 0．50．7～1．051．3北西壁際床面DP21　PL115

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　　質出土地点備　　　　考
長さ（cn）幅（cm）厚さ（Ⅷ）孔径（cm）重量（g）

第138図12有　礼　円　板3．8 4．8 0．5 0．217．9滑　　　　石覆　土　中Q17　PL119

13有　孔　円　板2．6 4．5 0．60．3一一0．711．0滑　　　　石覆　土　中Q18　PL119

14有　孔　円　板4．1 3．4 0．40．4～0．58．9滑　　　　石覆　土　中Q19　PLl18

15有　孔　円　板2．5 3．1 0．4 0．3 5．5滑　　　　石穫　土　中Q20　PL118

16有　孔　円　板2．1 2．6 0．3 0．2 2．7滑　　　　石覆　土　中Q21PL118
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第138図17 有　 孔　 円　 板 2．2 2．4 0．35 0．15 3．6 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 22　 PL l18

18 有　 孔　 円　 板 1．9 2．4 0．3
1

0．15 2．8
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

滑　　　　 石

l

覆　 土　 中

l
Q 23　P L 1 18

第約号住居跡（第139図）

位置　調査区の南西部，F3f6区。

重複関係　本跡は，第68号住居跡を掘り込んでおり，第68号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸6．3m，短軸6．22mの方形である。

旦瑠⑳。⑳開

戦瑞篭≡≡≡重要三芳プ

第柑図　第約号健腰跡実測図

1m

」　＿＿＿＿＿づ二「二二二」
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主軸方向　N－430－W

壁　壁高は22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，南コーナーを除いて壁溝が巡っている。上幅約14cm，下幅約4cm，深さ約5cmで，

断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は径54～78cmの不整円形もしくは不整楕円形，深さ50～64cmで，配置や

規模から主柱穴と思われる。P5は長径94cm，短径74cmの楕円形，深さ100cm，底部径20cm，断面形が円錐状

で，性格は不明である。P6は径60cmの円形，深さ57cm，底部径40cm，断面形が逆台形状を里し，貯蔵穴の

可能性がある。P7，P8は径28～68cmの不整円形，深さ22～31cmで，位置から入り口部施設に伴うピットと

考えられる。

炉　中央から北西壁寄りに位置し，長径88cm，短径48cmの楕円形で，床面を19cm掘り窪めた地床炉である。炉

床は赤変硬化している。

炉土層解説

1　黒　　　色　焼土中ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　焼土中ブロック・炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　土師器片336点，須恵器片29点，弥生土器片1点，鉄棒1点，陶器片1点が出土している。第140。141

図1の杯は東コーナー床面から，2の杯は北東壁付近覆土下層から，3の高塚，7，8，9の相は南コーナー

床面から，5の高杯は北コーナー覆土下層から，4の高塚は同床面から，6の須恵器蓋，10の相は覆土中か

らそれぞれ出土している。19の剥片，20の有舌尖頭器は流れ込みと思われる。

新風　本跡の時期は，遺構の形態，出土遺物及び第68号住居跡との重複関係から，古墳時代中期（5世紀後半）

と思われる。

第69号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第14 0図 杯 A ［1 1．4］ 体 部か ら目線部片。体 部は内攣 し 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部 内面 雲 母 ・石英 ・長石 P 2 79　　 10％

1 土 師 器 B （4．6） て立ち上が り，口縁部 は外傾 する。 ヘ ラ削 り，外面 ナデ。 褐 色 床面

内側に稜 を持つ。 普 通 P L 6 8

2

杯 A ［12．3］ 底 部か ら日録部片。平底 。体部 は 目線部及 び体部 内面 ナデ，外面へ 石英 ・スコ リア P 28 0　　　 2 0％

土 師 器 B　　 5．2 内攣 して立ち上が り，目線 部はわ ラ削 り後ナ デ。 明赤 褐色 覆土下層

C ［2．0］ ず かに内傾す る。 普通 P I．6 9

3

高　　 杯 E （8．4） 脚 部片。脚部は円筒状 で下方に膨 脚部内面 に輪積 み痕 を残す。外面 スコ リア ・石英 ・ P 28 1　　 3 0％

土 師 器 らみがあ り，裾部 との接合 部が く 縦位のナデ。裾部内 ・外面横 ナデ。 パ ミス 床面

びれる。裾 部は 「ハ」 の字状 に開

く。

赤色

普通

P I．6 9

4

高　　 埠 A ［19．6］ 脚部 か ら塔 部片。脚部 は円筒状 で 埠 部内 ・外面へ ラ磨 き。脚部内面 石英 ・礫 ・スコ リア P 28 2　　　 6 0％

土 師 器 B　 15．1 下方 に膨 らみがあ り，裾部 との接 粗 いナデ，外面縦方 向の磨 き。裾 鈍 い赤褐色 床 面

D ［15．5］ 合部が くびれる。裾部 は 「ハ」 の 部 内面横ナデ，外面放射 状のヘ ラ 普通 P I．6 9

E　　 9．7 字状 に開き，端 部で反 る。杯体 部

は直線的 に立ち上が り， 口緑端 部

でわずか に外反 する。

磨 き。

5

高　　 杯 A ［1 6．5］ 杯部片。球体部 は下方 に稜 を持 ち， 口緑部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 礫 ・パ ミス ・長 石 P 284　　　 20％

土 師 器 B （7．8） 直線的 に立 ち上 が り，口縁端部 に ヘ ラ削 り後ナデ，外面上半 へ ラ削 赤褐色 床 面

至 る。 り後 ナデ，下半縦位のヘ ラ磨 き。 普通
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第141図　第69号住居跡出土遺物実測図（2）

ヒ＝＝＝±＝＝＝＿」cm

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

6

蓋 A ［11．0］ 天井 部か ら口緑部片。 天井部 は平 天井部及 び口緑 部内 ・外面 ロタロ 長石 P 285　　 10％
須 恵 器 B （3．4） 坦 で，内暫 しなが ら口緑部 に至 り， ナデ。天井部に 自然軸が付 着す る。 灰黄色 覆土中

口緑 部 との境 に 突 出 した稜 を持

つ。 口緑部 はほぼ直立 し，端部は
内そ ぎ状で，平 坦。

普通 P L 68

7

柑 A　　 9．1 平底。体部 は算翠 玉状で ，ロ緑 部 日録 部上半内 ・外面横 ナデ，下半 石英 ・パ ミス P 286　 100％
土 師 器 B　　 8．5 は外傾 して立 ち上が り，端 部はや 内面 へラ磨 き，外面ナ デ。体 部内 鈍 い赤褐色 床面

C　　 3．5 や内攣する。 面 ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 普通 PI．69

8

柑 A　　 8．8 平底 。体部は球形状 で，口緑部 は 口縁部上半 内 ・外面横ナデ ，下半 石英 ・スコ リア ・ P 287　 100％
土 師 器 B　　 8．7 外傾 して立ち上が り，その まま口 内 ・外面粗 いパ ケナデ。体部 内面 長石 床面

C　　 2．8 縁端部 に至 る。 ナデ，外面 ナデー部へ ラ削 り。 鈍 い橙色　 普通 P L 69

9

柑 B　　 9．0 休部片。平底 。体部 は算 盤玉状で 体 部内面ナデ，外面 上半放射状 の 雲母 ・スコリア ・ P 288　　　 80％
土 師 器 C　　 4．2 あ る。 ヘラ磨 き，下半横位 の磨 き。 パ ミス ・長石 ・礫

明赤褐色　 普通

床 面

P 1－69

10

柑 A ［9．6］ 体部か ら口縁部 片。体郎上半 は内 口緑 部上半内 ・外面横 ナデ，下半内 石 英 ・パ ミス P 289　　　 30％
土 師 器 B （7．4） 傾 し，口緑 部は直線的 に外傾す る。 面 ナデ，外 面縦位のヘ ラ磨 き。体 赤色 覆土中

部内面 ナデ，外面へ ラ削 り後ナ デ。 普通 PL 69

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第140図11 土　　　　 玉 3．5 3．5 － 0．7～0．8 34．5 西コーナー獅 土上層 D P 22　 PL 115

12 転　 用　 羽　 口 7．5 4．6 4．7 － 74．5 東コーナー床面 D P88　 PL 117

13 転　 用　 羽　 ロ 5．5 － － － 75．5 東コーナー床面 D P 120

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （皿） 重量 （g ）

第140図14 有　 孔　 円　 板 3．0 3．1 0．4 0．15 6．0 滑　　　　 石 北コーナー覆土下層 Q 24　 P L 118

15 有　 孔　 円　 板 2．9 3．3 0．5 0．2 8．3 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 25　 P 1－118

16 有　 孔　 円　 板 3．1 1．9 0．5 0．2 4．0 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 26　 P L 118

17 有　 孔　 円　 板 3．6 3．5 0．4 0．3～0．5 9．4 滑　　　　 石 北西壁際覆土上層 Q 27　 PL 118

18 有　 孔　 円　 板 3．1 2．6 0．3 0．2 5．8 滑　　　　 石 北コーナー覆土下層 Q 28　 PL 118

19 剥　　　　 片 3．3 3．5 0．7 － 9．1 黒　 曜　 石 中央部覆土下層 Q 29

20 有 舌 尖 頭 器 （3．3） 1．8 0．5 － （3．1） 安　 山　 岩 覆　 土　 中 Q 129　 PL 122

第70号住居跡（第142図）

位置　調査区の南西部，F3h5区。

重複関係　本跡は，第71号住居跡に北東部を掘り込まれており，第71号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸3．8m，短軸3．7mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

－158－



壁溝　確認された壁のうち，北壁から北東壁の一部を除いて壁溝が巡っている。上幅約11cm，下幅約5cm，深

さ約15cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，南壁直下から竃前に至る部分が踏み固められている。

貯蔵穴　北西コーナーに付設され，長径88cm，短径74cmの不整楕円形で，2段に掘り込まれており，深さは60

～145cmである。断面形は上段が逆台形，その下段は径25cm，深さ75C皿の筒形である。上段と下段の境部分

に粘土塊が確認されている。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　焼土小ブロック・ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

4　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　黄　褐　色　黒色土粒子少量

電　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，袖部にわずかに粘

土が認められる程度である。火床部は皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外への突出が少なく，壁の内

側から急に立ち上がっている。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土眉解説

1黒　褐　色　焼土小ブロック・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片1521点，須恵器片60点，縄文・弥生土器片8点，支脚片2点，陶器片1点が出土している。第

143・144図2の耳皿は貯蔵穴内から，3の須恵器杯，5の須恵器高台付杯，6，7の要は竃付近覆土中層，4

の須恵器杯は同覆土上層から，1の皿，8の置き竃は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第142図　第70号住居跡実測図
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第143図　第70号住居跡出土遺物実測図（1）
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筏閥4囲　第70号住居跡出土遺物実測賦「21

第70号住居跡出土遺物観察表

闇

　

甜

　

Ⅲ

0　　　　　　　10cm

［二「一一…　十一日二二‥‥つ

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第143図 皿 A 体部から口緑部片。体部は直線的 口緑部及び体部内面へラ磨き，外 長石 P 290　　 15％

1 土 師 器 B に立ち上が り，そのまま目線端部 面ロクロナデ。内面黒色処理。 暗褐色 覆土中　体部外面に

に至る。 普通 墨書「久高」 pL69

2

耳　　 皿 A　　 8．4 「ハ」の字状に開く高台が付 く。 口縁部及び体部 内 ・外面へ ラ磨 石英 ・雲母 ・長石 P 291　 100％
土 師 器 B　　 4．1 体部及び口緑部は向かい合う面 き。高台貼 り付け後，ナデ。目線 明赤褐色 貯蔵穴内覆土

D　　 4．8

E　 l．3

で，長軸方向は強く，短軸方向は

弱 く内側に折 り曲げられている。

部及び体部内 ・外面黒色処理。 普通 P L69

3

杯 A　 13．9 底部から目線部片。平底。体部は 目線部及び体部内 ・外面ロクロナ パミス・スコリア・ P 292　　　 70％
須 恵 器 B　　 5．1 わずかに内攣気味に立ち上がり， デ。底部回転へラ切 り後ナデ調整。 雲母 ・礫 ・石英 覆土中層

C　　 6．4 日録端部で外反する。 鈍い褐色

普通

P L 69

4

土不 A　 14．0 底部か ら目線部片。平底。体部は 目線部及び体部内 ・外面ロクロナ 礫 ・パミス P 293　　　 60％
須 恵 器 1B　　 5．0 直線的に立ち上が り，目線端部に デ。底部回転へラ切 り後ナデ調整。 灰黄色 覆土上層　 底部

C　　 6．6 至る。 普通 へラ記号あり

P L 69

5

高台付杯 B （4．5） 高台部から体部片。ほぼ直立する 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回 長石 ・石英 P 294　　　 70％
須 恵 器 D　　 8．5 高台が付 く。体部は下部で屈曲す 転へラ削 り後高台貼 り付け。 緑灰色 覆土中層

E　 l．3 る。 普通 P L 69

6

嚢 A ［20．6］ 体部から口緑部片。体部上半は内 口縁部内、・外面横ナデ。体部内面 パ ミス ・砂粒 P 295　　　 5 ％
土 師 器 B （8．0） 傾する。口緑部は外反し，端部を ヘラ削 り，外面ナデ。 明赤褐色 覆土中層

つまみ上げる。 普通 PL 69

7

嚢 B （5．0） 底部から体部片。平底。体部は内 体部内面ナデ，外面へラ削 り。 長石 ・石英 P 296　　 10％
土 師 器 C　　 7．8 攣 して立ち上がる。 暗赤褐色

普通

覆土中層　 P L柑

底部木葉痕あ り

8

置　き　竃 B （10．8） 焚き口部片。 体部内面へラ削 り，外面へラ削り スコリア・パミス・ P 297　　 10％
土 師 器 一部指頭庄痕を残す。 雲母 ・礫

鈍い黄橙色

普通

覆土中

P L 69

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土 地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第143図9 管　状　土　錘 4．2 2．8 － 0．6～0．7 40．6 竃袖部付近覆土下層 DP23　PL116

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第144図10 砥　　　　 石 （6．3） 3．9 3．2 － （100．9） 凝　 灰　 岩 竃横覆土下層 Q 30　PI．119

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第144図11 鉄　　　　 鉱 6．6 1．6 0．4 － 10．6 竃横覆土中層 M 23　P I．124
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第割号健屠跡（第145図）

位置　調査区の南西部，F3hl区。

重複関係　本跡は，第72－A号住居跡に南部を掘り込まれており，第72－A号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸7．56m，短軸7．5mの方形である。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は40cm程で，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，東コーナー及び重複のため掘込まれた西コーナーを除いて壁溝が巡っている。上

幅約15cm，下幅約5cm，深さ約5cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。東コーナー近くに粘土塊が，楕円形に長径約60cm程広がっている。

ぽット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径22－58cmの不整円形，深さ50～83cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。P5は径32cmの円形で，南西壁から延びる溝に関係するピットの可能性がある。P6は長径70cm，短

径44cmの楕円形，深さ31cmで，出入り口ピットと思われる。

貯蔵究　竃と西コーナーの間に付設され，長径102cm，短径58cmの楕円形で，深さは50cm，断面形はU字形で

ある。

魔　北壁中央東寄りに付設されていた可能性がある。竃を構築したと思われる凝灰岩の切石が袖部と思われる

ところに確認できるが，袖部，粘土及び火床部等は認められず，焼土が周りに確認できる程度であるため，

詳細は不明である。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
褐

説
暗
黒
褐

解層

1

　

2

　

3

土

焼土中ブロック中量，焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

焼土中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片1809点，須恵器片18点，弥生。縄文土器片28点，鉄棒1点が出土している。第146。147図1の

杯は南西壁覆土中層，3の杯は同床面，2の杯は北コーナー床面から，4の杯は北東壁付近覆土下層から，6

の椀は東コーナー覆土中層，7の椀及び11の高杯は同覆土下層，8の鉢は南東壁付近覆土下層から，5の椀，10

の高杯は西コーナー床面，12の嚢は同覆土中層から，9の鉢，13の小形嚢は覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第71号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第14 6図 杯 A　 13．1 口緑 部一部欠損。丸底 。体部は内 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 長石 ・石英 ・ス コ P 2 98　　　 9 0％

1 土 師 器 B　　 4．0 攣 して立ち上が り， 口緑 部は直立 ヘ ラ磨 き，外面 へラ削 り。 リア 覆土 中層

す る。 鈍 い橙色

普通

P I．6 9

2

杯 A　 12．7 口緑 部一部欠損。平底。体 部は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 雲母 ・パ ミス ・礫 P 29 9　　　 9 5％

土 師 器 B　　 5．6 攣 して立 ち上が り， 口緑端 部でわ ヘ ラナデ，外面 ナデ。 橙色 床 面

C　　 6．0 ずか に外 反する。 普通 P L 6 9

3

土不 A ［12．1］ 底部 から口緑 部片。丸底。体部 は 日録 部及び体部内面剥 離。口緑部 石英 ・長石 ・雲 母 P 30 3　　　 6 0％

土 師 器 B　　 4．4 内攣 して立 ち上が り， 口綾部 は直 外面横 ナデ。体部外面 へラ削 り。 鈍い橙色 床 面

立す る。 普通 P L 6 9

4

杯 A　 13．2 体部か ら口縁 部片。体部 は内攣 し 目線部 内 ・外面横ナ デ。体 部内面 パ ミス P 3 04　　　 30％

土 師 器 B （3．5） て立 ち上が り，その まま口緑端部 ヘ ラ磨 き，外 面ナデ。 鈍い褐色 覆 土下層

に至 る。 普通 P L 70
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第145図　第71号住居跡実測図
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第146図　第71号住居跡出土遺物実測図（1）

10cm
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第147図　第71号住居跡出土遺物実測図（2）

10cm

I9S＝万　一‥　・　」

図版番号 器　種 計測値（佃） 話　形　の　特　徴 手　法　の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

5

椀 A　　9．9 丸底。体部は内攣して立ち上がり，口縁部内・外面横ナデ。体部内面石英・スコリア・P300　　　95％

土師器 B　　5．5 口緑部との境に稜を持つ。ロ緑部 ナデ，外面へラ削り後ナデ。 長石 床面

は内傾する。 浅黄橙色

普通
PL69

6

椀 A　lO．6 丸底。体部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部内面 雲母・スコリア・P301　 100％

土師器 B　　5．6 そのまま口綾部に至る。 ヘラ磨き，外面へラ削り後ナデ。 パミス

鈍い黄橙色

普通

覆土中層

P1－69

7

椀 A　　8．0 丸底。体部は内野して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部内面 長石・石英・パミス P302　　 95％

土師器 B　　4．7 口緑部は短く内傾し，端部は直立 ナデ，外面へラ削り後ナデ。底部 赤色 覆土下層

する。 を除き内・外面赤彩。 普通 PL69

8

鉢 A ［19．5］底部から口緑部片。丸底。体部はロ緑部内・外面横ナデ。休部内面 雲母・礫・スコリア P307　　　50％

土師器 B　ll．7 内攣して立ち上がり，ロ綾部はわナデ，外面へラ削り後ナデ。 鈍い橙色 覆土下層

ずかに外反する。 普通 PL70

9

鉢 A ［22．7］底部から口緑部片。平底。体部は口緑部内・外面横ナデ。体部内面 礫 P308　　　30％

土師器 B　13．6

C　　5．2

直線的に立ち上がり，そのまま口

緑端部に至る。

ナデ，外面へラ削り。 鈍い褐色

普通

覆土中

10

高　　 呵こA ［14．7］脚部から口緑部片。脚部は円筒状 口緑部内・外面横ナデ。体部内面 石英・礫 P309　　　60％
土師器 B　lO．7 で裾部は「ハ」の字状に開く。杯 ナデ，外面へラ削り。脚部内面へ 灰黄褐色 床面

D ［8．7］部は内管して立ち上がり，口緑部 ラ削り，外面へラ削り後ナデ。据 普通 PL70

E　　5．0 はわずかに外反する。 部内・外面横ナデ。

11

高　　 珂こB （13．4）脚部片。脚部は下位で「ハ」の字脚部内面ナデ，外面縦位のヘラ磨 スコリア・石英・P310　　　 20％

土師静 D ［10．4］

E　　6．0

状に大きく開く。 き。裾部内・外面横ナデ。 パミス・長石・礫

灰黄褐色　普通

覆土下層

PL70

12

嚢 A　17．8 休部から口緑部片。体部上位は内 口縁部内・外面横ナデ後へラ磨 雲母・パミス・ス P312　　 15％

土師器 B （7．9）傾し，ロ緑部は外反する。 き。体部内面ナデ，外面へラ削りコリア 覆土中層

後ナデ。 明赤褐色　普通 PL70

13

小形嚢 A ［12．2］体部から口縁部片。体部上位は緩 口緑部内・外面横ナデ。体部内面 礫・石英 P313　　 20％

土師器 B （9．8）く内傾し，日録部は外傾する。口 ナデ，外面へラ削り後ナデ。 鈍い褐色 覆土中

緑部に注口を持つ。 普通 PL70
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重畳 （g ）

第147図14 羽　　　　　 目 7．8 2．9 － － 46．4 覆　 土　 中 D P 24

15 土　　　　 玉 4．6 4．9 － 0．8 76．5 西コーナー部覆土中層 D P 25　 PL 1 15

16
‡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l土　　　　 玉 2．8

l
3．0 － 0．6～0．7 2 3．8 北西壁付近覆土中層 D P2 G　P L 115

17 士　　　　　 王 3言 i 3・1 ！ － ！ 0・7 ！ 22・5
北コーナー付近床面 D P 2 7　P L l 15

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 士 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第147図18 砥　　　　 石 6．6 6．5 0．8 0．4 1 03．4 泥　　　　 岩 南西壁付近覆土中層 Q 31 P L l用

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！

i 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第147図19 鉄　　　　 鉱 （10．6） 1．1 0．5 － （12．7） 覆　 土　 中 M 6　 P L l封

第稲一風号健腰跡（第鼠48囲）

位置　調．査区の南西部，fT3i7区。

重複関係　本跡は，第71号住居臥第72－B号住居跡及び第72－C号住居跡をそれぞれ掘り込んでおり，3軒の

住居跡より新しい。〕

規模と平面形　長軸2．68mタ　短軸2。62mの方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

璧溝　確認された壁のうち，北壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約8cm，下幅約4cm，深さ約4cmで，断面

形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ紅　9か所（Pl～P9）。Pl～P4は径30～38cmの不整円私深さ100～154cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P5は径58cm，深さ8cmで，出入り口ピットと思われる。その他は径18～5細の不整楕円形で，

性格は不明である。

魔　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土及び凝灰岩で構築されているが，道春状態が悪く，袖部は

残っていない。火床部はわずかに皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外へ50cm突出し，緩やかに外傾し

て立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子中量，焼士太・中0小ブロック・炭化粒子。ローム粒子・粘土粒子少量
2　褐　　　色　焼土太ブロックの焼土粒子e粘土粒子少量

3　黒　褐　色　焼土太・小ブロック・ローム粒子・ローム大ブロック少量

4　オリーブ褐色　焼土太の小ブロック・炭化粒子少量

5　鈍い黄褐色　焼土中ブロック0粘土中ブロック中量，炭化粒子少量

6　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土太・中ブロック中量，炭化粒子少量
7　黄　褐　色　焼士小ブロック。炭化粒子少量

尊堂　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量

2　灰　褐　色　焼土中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・ローム中・小ブロック少量

3　褐　　色　焼土中ブロック・ローム粒子中量，焼士粒子・ローム中・小ブロック少量
4　黒　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子0粘土粒子少量
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第臓図　第詔一風号住居跡出藍遺物実測図

第72－A号住居跡出土遺物観察表

⊂⊥ご〕　3＄功

10cm

上＿＿＿二＿∴上二一一一一…－＿＿＿二二j

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 の色 調巨 焼 成 備　　 考

第 149 図 襲 A ［29 ．1］ 体 部 か ら口縁 部 片 。 体 部 は 直 線 的 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 内 ・ 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 3 16　　　 30 ％

1 土 師 器 B （25 ．2 ） に立 ち上 が り， 目 線 部 は外 反 し， 外 面 ナ デ 。 明 赤 褐 色 竃 内

ロ縁 端 部 で 上 方 につ ま み上 が る 。 普 通 P L 70

2

土不 A ［11 ．0 ］ 底 部 か ら口縁 部 片 。 平 底 。 体 部 は 目線 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 長 石 P 3 17　　 10 ％

須 恵 器 B （3 ．7 ） 直 線 的 に 立 ち 上 が り， 口縁 端 部 に デ。 底 部 下 端 に二 次 底 部 面 が 見 ら 灰 色 覆 土 中

C ［7 ．8 ］ 至 る。 れ る。 底 部 回 転 へ ラ削 り調 整 。 普 通 P L 70

図版番 号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第149図 3 剣 形 模 造 品 4．5 2．8 0 ．8 5 0 ．2 13 ．0 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 13 0　 P L 1 19

遺物　土師器片880点，須恵器片49点，弥生土器片9点，軽石1息鉄棒1点が出土している。第149図1の嚢

は竃内から，2の須恵器埠は覆土中からそれぞれ出土している。3の剣形模造品は流れ込みと思われる。

所凰　本跡の時期はタ取り上げた遺物が覆土中のもので，しかも時期差がるため言羊細は不明であるが，遺構

の形態及び出土遺物から奈良時代（8世紀後菓）と思われる。

第詔一国号健屠跡（第150図）

位置　調査区の南西部，F3i7区。

重複関係　本跡は，第71号住居跡，第57号住居跡及び第72－A号住居跡と重複している。本跡は，第57号住居

跡の東部を掘り込んでおり言ヒ部を第72－A号住居跡に掘り込まれていることから，第57号住居跡より新し

く，第72－A号住居跡よりも古い。本跡と第71号住居跡との新旧関係は不明である。

規模と平面形　遺存する北西コーナーと南東コーナーによって推定すると，長軸2・67m，短軸2・37mの長方

形と思われる。
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第帽図　第潤一院号住居跡実測図
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主軸方向　N－00

壁　壁高は27cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが，踏み固めた部分は見られない。

ぽッ匝　2か所（Pl，P2）。Plは径40cmの不整円形，深さ46cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P2は

径48cm，深さ39cmで，性格は不明である。

貯蔵究　2か所。貯蔵穴1は南東コーナーに付設され，径62cmの円形で，深さは61cm，断面形は筒形である。

貯蔵穴2は，南西コーナーに付設され，径82cmの円形で，深さ55cm，断面形は揺り鉢形である。

覆土　3層からなる人為堆積である。

色
色
色

褐
褐
褐

説
窯
暗
黒

解層

1

　

2

　

3

土

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

焼土中ブロック・炭化材・ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片110点，須恵器片1点が出土している。第151図1の杯は覆土中から，2の杯，3の嚢は南東コー

ナー付近床面からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。
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第臓図　第潤一国号住居跡出立遺物実測図

第72－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 15 1回 林 A ［13．5］ 底 部か らロ縁部片。丸底 。体部 は 日録部内 ・外面横 ナデ。体部内面 石英 P 3 18　　 1 0％

1 土 師 器 B （5．3） 内攣 して立ち上が り，口縁 部は外

反する。

ヘ ラ磨 き，外面 へラ削 り。 橙色

普 通

覆土中

2

杯 A ［12．8］ 底部 か ら目線 部片。丸底 。体部 は ロ縁部内面横 ナデ，外 面横ナデ後 長石 ・石英 ・ス コ P 3 19　　　 2 0％

土 師 器 B （4．3） 内攣 して立ち上が り， 口縁 部は わ 横位のヘ ラ磨 き。体 部内面へ ラ磨 リア 床面

ず かに内傾する。 き，外面へ ラ削 り。 明赤褐色

普通

P L 7 0

3

襲 A ［14．6］ 体部 か ら目線 部片。体 部上位は内 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 雲母 ・礫 P 32 0　　　 2 0％

土 師 器 B （10．3） 傾 し，、口縁 部は緩 く外 反する 0 外面ナデ。 明赤褐色

普通

床面

P L 7 0

第ア2－院号住居跡（第148図）

位置　調査区の南西部，F3i8区。

重複関係　本跡は，第72－A号住居跡に西部を掘り込まれており，第72－A号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する東壁から推定すると，一辺4・34mの方形あるいは長方形と思われる。

壁　壁高は29cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で全体的に軟らかい。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は径24－34cmの不整円形で，性格は不明である。

積立　3層からなる自然堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　灰黄褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

3　鈍い黄褐色　炭化材・ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量

遺物　土師器片42点，須恵器片1点が出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物が少ないため詳細は不明であるが，遺構の重複関係及び出土遺物から古墳時代

頃と思われる。

第調号健屠跡（第152図）

位置　調査区の南西部，E3h8区。

重複関係　本跡は，第74号住居跡，第71号住居跡，第75号住居跡と重複している。第74号住居跡及び第75号住

居跡は本跡の床の上に床を構築しており，第71号住居跡は本跡の北西コーナーを掘り込んでいることから，
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本跡は重複する3軒の住居跡よりも古い。

規模と平面形　一辺4．42mの方形である。

主軸方向　N－370－E

壁　壁高は37cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下のすべてに壁溝が巡っている。上幅約13

cm，下幅約8cm，深さ約7cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径22－26cmの不整円形，

深さ38～90cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。

貯蔵究　2か所。貯蔵穴1は東コーナーに付設され，径50cmの

円形で，深さは45cm，断面形はU字形である。貯蔵穴2は南

コーナーに付設され，径40cmの円形で，深さは53cm，断面形

は箱形である。

炉　中央から北寄りに位置し，長径104cm，短径49cmの長楕円形で，床面を10cm掘り窪めた地床炉である。炉

床は赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土中ブロック・ローム小ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐
　
　
褐

説
黒
褐
暗

解層

1

　

2

　

3

土

ローム粒子多量，焼土粒子少量

焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，焼土中ブロック・ローム粒子中量

焼土粒子多量，ローム中・小ブロック中量，焼土大ブロック・ローム粒子少量

第73号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼 成 備　　 考

第153図 土不 A　 1 4．3 底部か ら口緑 部片。平底。体部 は 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・石英 ・スコ P 3 2 1　　 70％

1 土 師 器 B　　 5．8

C　　 3．5

内攣 して立 ち上がる。口縁部 は直

立 し，目線端 部でわずか に外反す

る。

ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り後ナデ。 リア
赤色

普通

覆土 下層

2

杯 A　 14．6 口緑 部一部欠損。平底気 味の丸底。 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 パ ミス・石英 ・雲母 P 3 22　 80％
土 師 器 B　　 5．5 体 部は内攣 して立 ち上が り，その ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り後 ナデ。 赤色 覆土 中層　 底 部

まま口緑 端部 に至 る。 普通 にへ ラ記号 あ り

P L 7 0

3

椀 A ［10．5］ 底部 か ら口緑 部片。平底気 味の丸 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 パ ミス ・雲 母 P 32 3　　　 2 0％
土 師 器 B （5．7） 底。体部 は内攣 して立 ち上 が り， ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ。 明赤褐色 覆土中層

口緑部 はわずかに外反す る。 普通 P L 7 0

4

嚢 A ［1 6．4］ 体部か ら口緑 部片。体部 は直線 的 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・ス コリア ・ P 32 4　　 1 0％
土 師 器 B （1 3．1） に立 ち上が り，上位で内傾 し，口 ナデ後へ ラ磨 き，外面 ナデ。 パ ミス ・石 英 ・長石 覆土中

緑 部は 「く」 の字状 に外傾す る。 褐色

普通
P I．70

5

嚢 A ［24．0］ 体 部か ら口緑部片。 体部上位 は内 目線部 内面横 ナデ，外面 ナデ。体 長石 ・石粟 ・パ ミス P 3 2 5　　　 5 ％
土 師 器 B （10．9） 傾 し，目線部 は頚部 で 「く」の字 部内面へ ラ削 り，外面へ ラ削 り後 橙 色　　 も 覆土 下層

状 に折 れ，内攣気味 に外傾す る。 ナデ。 普 通

6

蓋 A　 12．9 天井部 は平坦で，内攣 して口緑部 天井 部 右 ロ クロ 回転 へ ラ削 り調 パ ミス ・礫 ・長石 P 3 3 1　 1 00％
須 恵 器 B　　 4．7 に至 る。口緑部 はわずか に外傾 し， 整。ノロ緑部及 び体 部内 ・外面横 ナ 灰色 床面

端部 は平坦 であ る。外面 に突出 し デ。体部内面 中央 部にナデが施 さ 普通 P L 70
た稜 を持 つ。 れる。
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品152図　鑑7号憧居跡丈測区

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L　＿　＿　＿」

遺物　土師器片265点，須恵器片5息縄文土器片2点が出土している。第153図1の杯，5の嚢は中央部覆土

下層，2の杯は同覆土中層から，6の須恵器蓋は同床面から，3の椀は北西コーナー覆土中層から，4の嚢

は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，床面に焼土と炭化物を多数確認したことから，焼失家屋と思われる。本跡の時期は，遺構の形

態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。
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第153図　第73号住居跡出土遺物実測図

⑥
∠ユ工ゝ7

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　＿　　；　　　！

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　考
長さ（cI⊃）幅（cm）厚さ（皿）孔径（①）重量（g）

第153図7紡　錘　車 3．9 4．0 1．1 0．7 21．0滑　　　　石中央部覆土下層Q32　PL120

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第153図8鉄　　　　津 6．9 6．9 － － 65．8覆　土　中M7　PL124　上部土器片あり
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第鍼考健贋静（第且54回）

位置　調査区の南西部　E蝕9区。

重複関係　本跡は　第開音住居跡の北東部の床上に床を構築しておりタ　第73号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4。18m，短軸3。34mの長方形である。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦でタ　全体的に踏み固められている。

ぽッ睦　2か所（Plタ　P2）。Plタ　㌘2は径38～68cmの不整閏私深さ32～38cmで，位置や規模から竃構築時の

掘り方と思われる。

磯　北壁中央やや東寄　融設されていたと思われる。遺存状態が窓いため袖部は残っておらず，火床部と思

われる部分に10cm程の焼土層が確認される。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色

色

色褐

説

褐

褐

黒

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローム中・小プロ、ソク小品　焼‖肛千・ローム大ブロック・ローム粒J’一少量

ローム粒子多量轡　焼土小ブロックやローム中ブロック中鼠　焼士粒子8炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒J’一少量

窮臓図　第調号健腰跡実測図

第開音住居跡出土遺物観察表

漂駕
I

i

だI

崩I

l

園‖

2m

［二二二二＿」∴∴∴一一

図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第155図 杯 A　 lO．8 日録部一部欠損。平底。体部は内 目線部内 。外面横ナデ。体部内面 石英 ・パミス・長 P 326　　　 80％
1 土 師　器 B　　 も9 攣して立ち上がり，目線部は直立 ヘラ磨き，外面へラ削り後内 ・外 石 ・スコリア・礫 覆土中

する。 面ナデ。 鈍い黄褐色

普通

PL 70

2

杯 A ［13．8］ 日録部一部欠損。丸底。体部は内 口緑部内e外面横ナデ。体部内面 礫・パ ミス・石英・ P 327　　　 60％
土 師 器 B　　 7．4 攣して立ち上がり，そのまま目線

端部に至る。

ナデ，外面へラ削り。 雲母

橙色

普通

覆土中
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第155図　第74号住居跡出土遺物実測図（り

－175－
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第156図　第74号住居跡出土遺物実測図（2）

二二7
10cm

］　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

3

椀A［13．6］休部から口緑部片。体部は内暫し口緑部内・外面横ナデ。体部内面長石・石英 P328　　　40％

土師器B（7．6）て立ち上がり，口緑部は直立する。ヘラ磨き，外面へラ削り後ナデ。赤色 覆土中

内面赤彩。 普通 PL71

4

椀 A　lO．8体部からロ緑部片。休部は内暫し口緑部内・外面横ナデ。体部内面礫・パミス P329　　　70％

土師器B（6．3）て立ち上がり，口縁部は直立する。ヘラ磨き，外面へラ削り後ナデ。灰褐色

普通

覆土中

PL70

5

高　　杯A［18．8］脚部から杯部片。脚部は下位で口綾部及び体部内・外面ナデ。脚石英・礫 P334　　　60％

土師器B（5．4）「ハ」の字状に大きく開く。杯部部内面積ナデ，外面縦位のナデ。赤色 覆土中

D　12．8は下方に凄い稜を持ち，外傾して据部内・外面横ナデ。脚部内面を普通 PL71

E（7．5）立ち上がり，ロ緑端部に至る。除き内・外面赤彩。

6

高　　珂こB（8．3）脚部片。脚部は下方で「ハ」の字脚部内面へラ磨き，外面縦位のへ長石・礫・スコリP333　　　30％

土師器E（5．2）状に大きく開く。 ラ磨き。 ア・雲母

明赤褐色

普通

覆土中

7

小形嚢A　ll．0底部からロ緑部片。平底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部内面長石・石英・礫P336　　　50％

土師器B（12．9）管して立ち上がり，最大径を中位にナデ，外面へラ削り。 鈍い橙色 覆土中

C［6．6］持つ。口緑部はわずかに外反する。 普通 PL71

8

小形要A　lO．5口緑部一部欠損。平底。体部は内ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・スコリア・パミス・P337　　　90％

土師器B　11．4瞥して立ち上がり，口緑部は短く外面へラ削り。 石英・雲母・礫覆土中

C　　6．0外傾する。 鈍い黄橙色　普通PL71

9

椀A　lO．8底部から口緑部片。平底。休部はロ緑部及び体部内・外面へラ磨パミス P338　　　70％

土師器B　　7．6内攣して立ち上がり，口緑部は外き。 鈍い橙色 覆土中

C［3．4］傾する。 普通 PL71
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

「
聾 A　 20．1 底 部か ら口縁部 片。平底。体部 は 口縁部 内 ・外 面横ナデ。体 部内商 石英 ・ス コリア P 339　　　 70％

土 師 器 B　 17．4 内攣 して立 ち上 が り，最大径 を中 ナデ，外 面へ ラ削 り．I。 橙色 覆土 中

C　　 6．8 位 に持つ。 目線部 は外反す る。 普通 PL 7 1

1 1

嚢 A　 17．4 平底 。体 部 は内攣気 味に立 ち上が 目線部 内 ・外面横 ナデ。体部粗 い スコ リア・パ ミス・ P 34 0　　　 90％
士 師 器 B　 20．7

C　 ll．0

り，目線 部は ほぼ直 立する。 へ ラナ デ，外面ナ デー部へ ラ削 り。 長石 ・礫

橙色　 普通

博士中

P L 7 1

第15 6図 甑 A ［16．0］ 単孔式。体 部は内攣気 味に外 傾 し 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・石英 ・ス コ P 34 1　　 40％

12 土 師 器 B　 20．0 て立 ち上 が り，その まま口縁 部に ナデ，外面へ ラ削 り。孔周囲へ ラ リア ・パ ミス 覆土中

C　　 5．6 至 る。 削 り。 鈍い橙色　 普通 P L 70

13

甑 A　 26．8 単孔式。体 部は外傾 して立 ち上が 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 礫 ・石英 ・パ ミス P 342　　　 80％

土 師 器 B　 23．8

C　　 9．4

り，その まま口縁 部 に至 る。 ヘ ラ削 り後磨 き，外面 へ ラ削 り。 橙色

普通

覆土 中

P L 70

1 4

手捏 土器 A ［5．8］ 底 部か ら目線 部片。平底。突 出 し 目線部及 び体部内面 ナデ，外 面横 雲母 ・ノ〈ミス P 343　　　 50％
土 師 器 B　　 2．9

C　　 4．9

た底 部か ら，外傾 して立ち上がる。 ナ デ。 明赤褐色

普 通

覆土 中

15

手捏士 器 A　　 3．8 底 部か ら目線部片。 平底。体部 は 目線部及 び体 部内面ナ デー部指頭 石英 ・パ ミス ・ス P 34 4　　　 90％
土 師 器 B　　 3．4 内攣 して立 ち上が り，その まま口 押圧，外面 ナデ後磨 き。 コリア ・礫 覆土中

C　　 4．1 緑端 部に至 る。 鈍 い黄橙色　 普通 PL 7 1

16

手捏土器 A　　 4．7 平底。体 部は直線的 に外 傾 して立 口緑 部及 び体部 内 ・外面ナ デ。 長石 ・石英 P 34 5　　 100％
土 師 器 B　　 2．6

C　　 2．0

ち上が り，．目線端部 に至 る。 鈍い赤褐色

普通

穫土中

P L 7 1

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i 出 土 地 点

l 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第156図17 紡　 錘　 車 6．5 6．3 3．3 0．9～1．0 127．0 覆　 土　 中 D P 28　P L l15

遺物　土師器片426点，須恵器片11点，縄文e弥生土器片2点，鉄製品15点が出土している。第155e156図192

の杯，3，4の椀，5，6の高塚，7，8の小形嚢，10，11の嚢，12，13の甑，14～16の手捏土器は覆土中

からそれぞれ出している。9の土師器椀は前代からのの混入と思われる。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態，出土遺物及び重複関係から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第ア5号住居跡（第157図）

位置　調査区の南西部，E3i9区。

重複関係　本跡は，第73号住居跡及び第76号住居跡の床上に本跡の床を構築しており，第159号土坑が本跡を

掘り込んでいることから，第73号住居跡と第76号住居跡及び第159号土坑より古い。

規模と平面形　長軸5．94m，短軸5．86mの方形である。

主軸方向　N－770－E

壁　壁高は27cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，南東壁から北西壁まで壁下に壁溝が巡っている。上幅約10cm，下幅約6cm，深さ

約3cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ睦　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径32－72cmの不整円形，深さ24－72cmで，配置や規模から主柱穴と

思われる。P5は径20cmの楕円形，深さ26cmで，出入り口ピットと思われる。P6は径86cmの不整楕円形，深

さ35cm，断面形は逆台形で，貯蔵穴の可能性がある。

電　北西壁付近に粘土粒子がわずかに認められることや，遺物等から見て竃の存在が予想されるが，焼土等は

確認されておらず，詳細は不明である。
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蔓酎57閉　第75号住居跡実測図

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・ローム中ブロック少量

2　黒　褐　色　炭化物中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量
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第158図　第75号住居跡出土遺物実測図
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第開音住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値車軸 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第且58図 ま不 A　 n 3．4］ 底 部か ら目線部片。 丸底 。体部 は 目線部 内 ・外面構ナデ∵休部 内面 石英 も雲母 P 34 6　　　 6 0％
1 土 師 器 B　　 も5 内増 して立ち上が り，目線 部 との ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 ；主　 内 ・外 黒褐色 床面

境 に明瞭な稜を持つ。 打線 部はわ

ず かに外 反する。

面黒色 処理 ∵ 普通 PL 7 1

2

登 A　 n 3。8］ 体部 から目線 部片。体部上位 は内 目線部内 ・外面横 ナナ∵体部内 ・ スコリア・バ ミス・ ㌘34 7　　　 20％
十 帥 器 B （11．9） 傾 し， 目線 部は緩 く外 反す る∴ 外 面へ ラ削 り。 右奥 ・雲母 ・礫

鈍い赤褐色

普通

覆土下層

P L 7 1

3

嚢 Å 「lL O〕 体部か ら日縁部 片。体部上位 は内 目線 部内 ・外面楯 ナデ＋体 部内 ・ 長石 ・有英 ・バ ミス ㌘348　　　 20％
十 帥 器 B （1 1。5） 傾 し学　口縁部 は外 反する。 外面 へ ラ削 （「 明赤褐色

普 通

覆土下層

P L 71

4

聾 A ［蟻諸］ 体 部か らロ縁部片。体 部上位 は内 目線部 内 ・外面構ナデ∴体部 内 ・ 雲母 ・バ ミス ㌘34 9　　　 4 0％
土 師 器 B （1軋 7） 傾 し，日録 部は外反す る。 外面へ ラ削 り∴ 橙色

普通

覆土下層

P L 7 1

5

千捏士器 A ［3。2］ 底部 から目線 部片。平底。体 部は 日縁部及 び体 部内 。外廟 ナデ。 石英 ㌘35 0　　　 腑％
土 師 器 H　 1．7 内攣 して立 ち上が り，そ のま ま日 橙色 覆土中

C　　 裟0 縁端部 に至 る。 普通 P L 7 1

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値　　 ！

長さ（cm小 幅 極 小 卵 価 孔酎 cm再 射 g ）！出土 凱 …　　 備　　　 考

第158図6 十　　　　　 王 38日　 増車 Oe6～089 ！ 58や3 i南壁付近配 下中 撒 棚 踊

7 士　　　　　 玉 4可　 3可 e ～ 69　 姐0中 壁付近床軒 胴 … 踊

図鵬 号！種　 別 i長さ。。m） 計 摩ご中 経 中 量訂　 質 恒 地 点　 備　 考

幅 （cm）
翫 咽 8 砥　　 石 i 蟻をl

15．8
項　　 目 7 05　 安　 山　 岩 恒 付近覆土下前 Q 33

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値　　　 上 狛 …

備　　　　　　　　 考
長さ cm中　 可 厚さ cm車 径 cm） 重畳施 ） 出土地 い、

第ま58図9 鉄　　　　 鉱 5可　 2誹 序 7－ 車 … 可　 は可 南紅 ナ灘 下層
M 8　PLH J

10 椀　 状　 津 8可　 錮つ　 ∴m 序 … －9 ！ 2花や5　 摘 部覆土下層 M O　PL 12寸

．こ　′　　：iノ、・・ノ　　錐、ノ　ー　　‥／′　　　　日、′．　∴　｝＼、！、ソ．′・一、　′　　　　　　∴′′、／ノ　ノ　′

（ノ・・＿．言∴J∵　ノ′＿　′、、　　ニ　　　ー　　　　　′　　．／ノ．　　ノ′　・　・ノ　ミ　　ノ　ノ　′　′′　　　　ノ、、′．∴

所農　本跡の北西壁付近に粘土粒子が散らばってお酌　竃は蹄作等の撹乱によって壊された可能性がある。本

′・JJ　′ノー．　∴　－′′ノ，行つ′上二、　、ち′否′　　　　′、′′′、′、　′．、・′　子．：、　、．ノ’、．′一

第閲考健腰静　第蟻図）

生′　ノ′の　・’’　　　　′′

．′∴∴‘′、1‘′，′了　′・弓、九㌧シ′′′ノ′、の　～・ノ　∴、∴　′、′　′二．　′．．′　ノ／1・ノ．，．′　′・ソ・、∴′、

規模と平面形　長軸5．74m，短軸5．（‘）nlの長方形である。

童軸方向　N－・450－I三

壁　壁高は30cmで，ほぼ垂直に＿立ち上がる、－、

壁溝　確認された壁のうちタ　南東壁下にのみ壁藩が巡っている。上幅約摘cm　下幅約　cm　深さ約　cmで　断

面形はU字形である．、、，

床　辛」里で．全体I裾二踏み固められている、l、．

一一一一一1－－－－つ＿8（「－lll
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0　　　　　　　　　　　　　　　　2m』

ぽッ紅　7か所（Pl～P7）。Pl～㌘4は径36～48cmの不整閏形　深さ2～黒cmで　配置や規模から主柱穴と思

われる。P5，P6は径18～2cm　深さ5～野cmで　配置や規模から桂穴の可能性がある。P7は長軸62cm，短

車由44cmの長方形でタ　位置と形状から貯蔵穴の紺能性がある。

囁　遺物等から見て竃の存在が予想されるが，粘土粒子や焼土は確認されておらず学　第75号住居跡によって掘

り込まれたものと考えられる。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J′－小結　焼巨いプロ、ソク・ローム中ブロック少量

2　黒　褐　色　炭化物中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子のローム中ブロックeローム粒子少量

3　明　褐　色　ローム太ブロックeローム粒子多量，黒色土少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子。ローム太ブロック少量

5　黄　褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子中量

遺物　土師器片崇息　須恵器片蟻点　陶器片　点　軽石　点が出土している。第摘纏机の棒は北東壁付近床

面，2の杯は同覆土中層から，3，4の杯は覆土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6健妃前半）と思われる。

－1－1－181－－一一一一一一1一



第160図　第76号住居跡出土遺物実測図

第76号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

l l　一二∃

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第160図 杯 A［14．6］底部から口緑部片。丸底。休部は口緑部内・外面横ナデ。休部内面スコリア・長石・P351　　50％

1 土師器B　　6．8 内攣して立ち上がり，そのまま口ヘラ磨き，外面ナデ後磨き。 雲母・礫 床面
縁端部に至る。 赤褐色

普通
PL71

2

杯 A［13．6］底部から口緑部片。丸底。体部は口緑部内・外面横ナデ。体部内面石英・長石 P352　　　40％
土師器B　　4．8 内攣して立ち上がり，口緑部は短磨き，外面へラ削り後磨き。 明赤褐色 覆土中層　底部

く外反する。 普通 ヘラ記号　PL71

3

珂こA［14．2］底部からロ緑部片。丸底。休部は口緑部内・外面横ナデ。休部内面雲母・パミス・スP353　　　30％

土師器B　　3．8 内轡して立ち上がり，口緑部は短

く直立する。

ヘラ磨き，外面へラ削り後磨き。コリア

明赤褐色

普通

覆土中

4

杯 A［14．0］底部から口綾部片。丸底。体部は口縁部内・外面横ナデ。体部内面長石 P354　　　20％

土師器B　　3．5 内轡して立ち上がり，口緑部との

境に稜を持つ。口緑部は外傾する。

ヘラ磨き，外面へラ削り。 鈍い橙色

普通

覆土中

第77号住居跡（第161図）

位置　調査区の南西部，F4jl区。

規模と平面形　長軸3．43m，短軸3．03mの長方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は27cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，東壁から南壁を回り，西壁までの壁下には壁溝が巡っている。上幅約16cm，下幅

約7cm，深さ約4cmで，断面形はU字形である。

貯蔵穴　北東コーナーに付設され，長径65cm，短径56cmの楕円形で，深さは46cm，断面形はU字形である。

床　平坦で，入口部から中央部にかけて硬く踏み固められている。粘土塊が出入り口ピットの周囲に，長径80

C皿の不整楕円形状に広がっている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径15cmの円形，深さ20cmで，南壁方向にやや傾いているところから出入り

口ピットと思われる。PZ，P。は径24～33cm，深さ25～27C皿で，竃構築時に掘り込んだピットと思われる。

竃　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土及び凝灰岩で構築されているが，遺存状態が悪く，袖部に

立てられたと思われる凝灰岩の切石と埋没の過程で竃から流れ出した粘土が竃周りに認められている。煙道

部は壁外へ32cm程突出し，壁の内側から急に立ち上がる。

－182－



第161図　第77号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　・一十・　　…I

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

5　褐　　　色　焼土小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子・ローム粒子微量

遺物　土師器片94点，須恵器片21点，陶器片1点が出土している。第162図1の須恵器杯は覆土中から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，遺物が細片であるため詳細は不明であるが，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9

世紀頃）と思われる。

＼＝∃＝＝クー

皿2
第162図　第77号住居跡出土遺物実測図

－183－
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図版番号 器種恒噺cm） 器 形　の　特　徴 i 手　法　の　特　徴
胎士・色調・焼成 備　　 考

第162回 塚　　 B （L9）底部から体部片。平底。休部は直　体部内の外面ロクロナデ。体部外長石 ㌘356　　　30％
1 須恵器　C　6．3 線的に立ち上がる。　　　　　　　 面下端回転へラ削り。底部回転へ鈍い黄橙色 覆土中

ラ切り後へテナデ調整。 普通

晰 恒　 別 計　　　　　 測　　　　　 値 巨士地点
備　　　　　　　　 考長さ（cm）！幅（cm）i厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第16掴　紡　錘　車 i 5・5 i 282
0．6～180 64．9 酋壁際床面DPM　PL日用

′　ぐ．′‾　　　　　∴ノ　′、ノ・

‥．／・′′／ノ・J　　　　′く

規模磨平面杉　本跡はタ住居の太部分が調査区外となっているためタ遺存する南東壁から推定するとタ一辺3∴蟻

ヱnの方形あるいは長方形と思われる．、、

壁　壁高はF12cmで、外傾して立ち上がる．、．

床　碓認した範囲は平川である，、、

覆土．4層からなる自然堆積である。

土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒子微鼠

2　黒　褐　色　ローム粒子少最

！；黒　褐　色　U一一一一ム粒J′・少量　LJ－∴大イし二「ノウ微量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量

∴　．　．、　　　　ハ．一　与　∴、一一

第開音住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10crllk

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第164図 嚢 ′A　 12．8 体 部か ら目線部 片。 体部は球形状 目線部 内 ・外面 ナデ 後指頭押 圧「 石英 。雲母 P 35 7　　　 20％

1 士 師　 器 B　 は8．5） に内攣 して立 ち上 がる。目線部 は 休部 内面ナデ，外面 ナデー部へ ラ 鈍 い橙 色 覆土 中層

直 立 し9　端部で反 る。 日縁端部は

波状 を呈す る。

削 り。 普通 P L 71

一一一…l－一つ8‘で‥11－Fl一一一一
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第相聞　第凋◎凋◎関号住居跡実測図

－185－

3

0　　　　　　　2m
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遺物　土師器片92点が出土している。第164図1の嚢は東コーナー付近覆土中層から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため言草細は不明であるが，出土遺物片から古墳時

代（5世紀～6世紀頃）と思われる。

第凋考住居跡（第164図）

位置　調査区の南西部，E3i6区。

重複関係　本跡は，第80号住居跡の北東部を掘り込んでいることから，第80号住居跡より新しい。

規模と平面形　遣存する南東壁から推定すると，一辺7．6mの方形あるいは長方形と思われる。

主軸方向　N－530－E

壁　壁高は8－25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　調査区外の部分を除いて全属する。上幅約14cm，下幅約6cm，深さ約4cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ紅　4か所（Pl～P。）。Pl～P4は径32～47cmの不整円形，深さ60－62cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。

貯蔵究　南東壁中央部に，壁外に102cm程突出した状態で付設されている。長径121cm，短径92cmの楕円形で，

深さは73cm，断面形はU字形である。

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム太ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック，ローム粒子少量

4　黄　褐　色　ローム太・中・小ブロック・ローム粒子多量

穫量　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

3　黒　褐　色　炭化粒子・焼土粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム大ブロック・小ブロック微量

遺物　土師器片527点，須恵器片11点が出土している。第165図1，2の杯は南コーナー覆土中層から，3の杯は

貯蔵穴内からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

第帽図　第凋考健贋跡出藍遺物実測図

－186－
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第79号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴

A［12．6］

B　　5．1

手　法　の　特　徴

底部から日録部片。丸底。体部は内
攣して立ち上がり，ロ縁部との境に
鋪い椿を持つ（目線吉には私憤オス八

日縁部内・外面横ナデ。体部内面
へラ磨き，外面へラ削り。内。外
泊待Ⅳ伍小L用「

胎上・色調・焼成 備　　考

P358　　　40％
覆土中層
t）T Tl

ヒj　J軋思 ⊥　⊥＿JJl‡

2

杯 A ［12．2］ 底部か ら口緑部片。丸底。体部は内 目線部内 ・外面横ナデ。体部内面 スコリア・バ ミス・ P 359　　　 20％
土 師 器 B　　 5．2 攣して立ち上がり，口縁部との境に ヘラ磨き，外面へラ削り。 雲母 覆土中層

鈍い稜を持つ。口縁部は直立する。 鈍い褐色

普通
P L 71

3

杯 A　 13．5 底部から目線部片。丸底。体部は内 日縁部内 0外面横ナデ。体部内面 長石 ・石英 P 360　　　 80％
土 師 器 B　　 4．6 攣 して立ち上がり，口縁部との境に ヘラ磨 き，外面へラ削 り。 明赤褐色 貯蔵穴覆土内

鈍い稜を持つ。目線部は外反する。 普通 P L 71

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 士 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g ）

第165図4 石 製模 造 品 4．8 2．0 － 0．3、仕1 13．3 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q M　 P L 122

第約号住居跡（第164回）

位置　調査区の南西部，E3j6区。

重複関係　本跡は　第開号住居跡に北東部を掘　込まれていることから，第79号住居跡より古い。

規模と平面形　遺存する南東壁から推定すると，一辺3。2mの方形あるいは長方形と思われる。

壁　壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で寺　全体的に軟らかい。

ぽッ紅　Plは径50cmの不整円形　深さ寝cmで　貯蔵穴の可能性も考えられる。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒召数量

2　黒　褐　色　ローム大ブロック少量，ローム粒子微量

3　明　褐　色　ローム粒子多量タ　ローム太ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第帽図　第約号健腰跡出藍遺物実測図

第80号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

」ニ∴二二上∴二一二二∴j

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調 ・焼成 備　　 考

第166図 椀 A ［15．0］ 体部から目線部片。体部は内攣し 日縁部内や外面横ナデ。体部内面 スコリア・バミス・ P 361　　 5％
1 土 師 器 B （7．0） て立ち上がり，日録部は内傾する。 ヘラ磨き，外面ナデ。 石英 ・雲母

明褐色

普通

楷士中

PL 72

一一1871一一一一一1－1－



遺物　土師器片41点，須恵器片1点が出土している。第166図1の椀は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも細片であるため，詳細は不明であるが，遺構の形態及び出土遺

物から古墳時代（5世紀～6世紀頃）と思われる。

第81号住居跡（第167図）

位置　調査区の南西部，F3a6区。

重複関係　本跡は，第82号住居跡の床上に床を構築しており，第2号井戸に北西部を掘り込まれていることか

ら，第82号住居跡より新しく，第2号井戸より古い。

規模と平面形　長軸3．65m，短軸3．35mのほぼ方形である。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，北西コーナー部分のみに壁溝が巡っている。上幅約9cm，下幅約4cmである。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。P，は径54cmの不整円形，深さ39cmで，配置や規模から貯蔵穴の可能性がある。

P2は径52cm，深さ12cmで，性格は不明である。

竃　北壁中央部に付設されていたと思われるが，左袖部と焼土をわずかに残して，大部分を第2号井戸に掘り

込まれている。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子・粘土′トブロック少量，焼土中・小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

第167図　第81号住居跡実測図

－188－
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第168図　第81号住居跡出土遺物実測図

第81号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　　ト一一一一1

図版番号 器　種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第168図 坤こ A ［12．9］休部片。休部は内攣して立ち上が 口緑部及び休部内面へラ磨き，外 雲母・石英 P362　　 10％

1 土師器 B　　4．4 り，そのまま口縁端部に至る。 面ロクロナデ。体部外面下端手持 灰褐色 覆土中
C ［7．3］ ちヘラ削り。 普通 PL72

2

高台付土不 B （2．4）高台部片。「ハ」の字状に開く高 底部内面ロクロナデ，外面回転へ 長石・石英・礫 P363　　 10％
須恵器 D　　 6．9

E　 l．0

台が付く。 ラ削り後高台貼り付け。 灰白色

普通

覆土中　底部に

ヘラ記号あり

PL72

3

要 A ［20．0］体部から口緑部片。休部上位は内 口緑部内・外面枯ナデ。休部内面 スコリア・石英・ P364　　　 5％
土師器 B （10．4）傾し，口緑部は外傾する。端部は ヘラ削り，外面ナデ。 パミス 覆土中

上方につまみ上がる。 橙色

普通
PL72

遺物　土師器片267点，須恵器片23点が出土している。第168図1の杯，2の須恵器高台付杯，3の嚢は覆土中

からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なくしかも出土遺物が覆土中のもののため，詳細は不明であるが，遺構の

形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半頃）と思われる。

第82号住居跡（第169図）

位置　調査区の南西部，F3b6区。

重複関係　本跡は，第81号住居跡と第83号住居跡が本跡の床の上に床を構築していることから，両遺構より古

い。

規模と平面形　長軸5．36m，短軸3．78mの長方形である。

主軸方向　N－550－E

壁　壁高は37～46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約12cm，下幅約8cm，深さ約5cmで，断面形は「U」字形である。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

貯蔵穴　南コーナーに付設され，径56cmの円形で，深さは62cm，断面形は筒形である。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

－189－
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第相聞　第醍考住居跡実測図
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炉　中央から北西壁寄りに位置し，長径70cm，短径48cmの楕円形で，床面を23cm掘り窪めた地床炉である。炉

床は赤変碓化している。

色
色
色

褐
褐

説解
黒
赤
甘
‥

層土

　

1

　

ソ

一

3

炉

焼土粒子少量普　ローム粒子微量

焼土中ブロック・焼土粒子多最

ローム粒子多量，焼土粒子少量

覆土10層からなる人為堆積である。

土層解説

1　異　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム太さ中ブロック微量

こう　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒J’中量

、1．黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒J’中量

5　鈍い黄褐色　ローム太め中・小ブロックのローム粒子多量，炭化粒子少量

6　黒　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子多量

7　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒千少量

8　望　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

9　堅　　　色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量

10　黒　褐　色　ローム粒子少量

－1，90・－
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第172図　第82号住居跡出土遺物実測図（3）
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第82号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 恒 順 （cm）l 器 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴 ！胎土 8色酢 焼成 i 備　 考

第17 0図 林 A ［15．9］ 体部 か ら目線 部片。体 部は内攣 し ＝縁 部内 ・外面横 ナデ∵体部 内 ・

外 面ナデ。

石英 ・雲母

鈍 い黄橙色

P 36 5　　　 2 0％
1 土 師 器 B （4．3） て立 ち上 が り，目線 部は外傾す る。 覆土中

目線 部 内 面体 部 との境 に稜 を持

つ。

普通 P L 72

2

椀 A　 lO．7 平底。体 部は内攣 して立ち上が り， 目線 部内 ・外面横 ナデ。 体部内 p 石英 ・長石 P 3 66　 1 00％
土 師 器 B　　 8．4

C　　 2．3

目線部は外傾す る。 外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き。 鈍い橙色

普通

貯蔵穴 覆土中

P L 72

3

高　　 林 A ［20．3］ 脚 部か ら目線部片。 脚部 は円筒状 ＝縁部 内 ・外 面横ナデJ 体 部内面 長石 ・石英 P 3 67　　　 7 0％
土 師 器 B　 14．9 で下位に膨 らみが あ り，裾部 との 剥離，外商へ ラ磨 き。脚部 内面へ 鈍 い橙 色 覆土下層

D　 15．8 接合 部が くびれ る。裾 部は 「ハ」 ラ削 り，外面縦 位のへ ラ磨 き。裾 普通 P L 7 2
E　 lO．0 の字状 に開 く。棒 は下 方に稜 を持

ち，外傾 して直線 的に立 ち上 がる。

部内南棟ナ デ，外 面縦位のへ ラ磨

き。

4

高　　 杯 B （11．5） 脚部か ら杯底 部片。脚部 は円錐形 球体 部内 ・外面剥離。 脚部内面 に ス コリア ・石 英 ・ P 3 68　　　 70％
土　師 器 E （8．4） で裾部で大 き く開 く。杯部 は下方 輪積 み痕 を残す，外面 縦位のへ ラ 雲母 ・礫 覆土 下層

に稜 を持つ。 磨 き。 裾部内面 ナデ，外 面へ ラ磨

き。

明赤褐色

普通
P L 72

5

高　　 埠 A ［2 1．2］ 脚部か ら目線部 片。脚部 は円筒状 日縁部 内 。外面横ナデ。球 体部内 長石 ・石英 P 3 69　　　 50％
土 師 器 B （1 3．2） である。棒部 は下 方に突出 した段 面 ナデ，外 面上半へ ラ磨 き，下半 橙色 覆土 中層

E （6．4） を持 ち，体部 は直線 的に立 ち上が

り，端部は反 る。

ナデ。脚部外 面縦位のヘ ラ磨 き。 普通 PL 7 2

6

高　　 林

土 師 器

A ［21．3］ 脚 部か ら日縁 部片。脚部 は円筒状 日縁部内 0外面横 ナデ。体部 内面 長石 ・パ ミス P 37 0　　　 5 0％
B （13．5） で下 方が わずかに太 い。 捧部は下 ヘ ラ磨 き，外面上 半へ ラ磨 き，下 明赤褐色 床面
E （7．7） 方 に稜 を持 ち，外傾 して直線的に

立 ち上が る。

半へラ削 り。脚部外 面縦位のへ ラ

磨 き。

普通 P L 72

7

高　　 林 A　 2 1．4 杯部片。杯部 は下方 に横 い稜 を持 目線 部内 ・外面横 ナデ。 内面へ ラ 石英 P 3 7 1　　 40％
土 師 器 B （6．4） ち，外 傾 して直線的 に立ち上が る。 磨 き，外 面上半へ ラ磨 き，下半へ 鈍い橙色 覆土 中層

ラ削 り。 普通 P L 72

‘8

高　　 林 A　 19．8 棒 部片。捧部 は内攣 して立 ち上が 目線部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 パ ミス・石英 e雲母 P 3 72　　　 4 0％
土 師 器 B （6．2） り，目線 端部 に至 る。 ヘ ラ磨 き，外 面上半ナデ， 下半へ 明赤褐色 覆土下層

ラ削 り． 普 通 PL 7 2

9

高　　 林 A　 19．1 捧部 片。 杯部は下方 に緩 い稜 を持 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部 内面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 37 3　　　 4 0％
工 師 器 B （5．3） ち，外傾 して直線 的に立 ち上が る。 磨 き，外商縦位 のヘ ラ磨 き。 スコリア ・礫

鈍 い黄橙色

普通

覆土下層

P L 7 2

1 0

1 1

12

第1 7 1図

高　　 杯 B （4．7）

B （3．4）

B （10．4）

杯底部片。杯部 は下方 にヘ ラ削 り 球体 部内面へ ラ磨 き，外面上半へ 石英 ・長石 P 3 74　　　 20％
土 師 器 された緩い段 を持 つ。 ラ磨 き，下半ナデ。 明赤褐色

普通

パ ミス ・石英 ・礫

覆土 中層

P L 72

P 3 75　　　 5 ％高　　 塚 杯底 部片。杯部 は下方に緩い稜 を 球体部 内面 ナデ，外面へ ラ削 り後

土 師 器 持 ち，外傾 して直線 的に立 ち上が

る。

磨 き。 鈍 い赤褐色

普通

石英 ・スコ リア

覆土中

P L 7 2

P 37 6　　　 3 0％高　　 林 脚部 か ら棒 部片。脚部 は円筒状で 球体部内面へ ラ磨 き，外面 ナデ。

土 師 器

高　　 林

E （6．8）

B （9．5）

下方が わず かに太い。埠 部は下方 脚 部内面ナデ ，外面 縦位のヘ ラ磨

き。

球体 部内面磨 き，外面 上半磨 き，

橙色 覆土中層
に緩 い稜 を持 つ。 普通 P L 72

脚部か ら杯底 部片。脚部 は円筒状 パ ミス P 3 7 7　　　 25％

1 3

14

1 5

16

1 7

土 師 器

高　　 杯

E （6．7）

E （10．3）

E （9．4）

E （8．0）

B （8．3）

で下方 に膨 らみがあ り，裾部 との 下半 へラ削 り。脚部 内面ナデ，外 明赤褐色 覆土 中層

P 3 78　　　 30％

接 合部が くびれる。杯部 は下方 に

緩 い稜 を持つ。

脚 部片。脚部 は円筒状 で下方 に膨

面縦位 のヘ ラ磨 き。

脚部外面縦位 のヘ ラ磨 き。 裾部内

普通

雲 母 ・ス コリア ・
土 師 器

高　　 杯

らみがあ り，裾部 との接 合部が く

びれる。裾部は 「ハ」 の字状に開

く。

脚部片。脚 部は円筒状で下 方に膨

面ナデ，外面 放射状の磨 き。

脚 部外面縦位のへ ラ磨 き。裾部 内

パ ミス ・石 英 ・礫

褐色

普通

礫 ・パ ミス

覆土 中層

P 37 9　　　 2 5％
土 師 器

高　　 杯

らみが あ り，裾部 との接合 部が く

びれ る。裾部 は 「ハ」の字状 に開

く。

脚 部片。脚部 は円筒状で下方 に膨

面 ナデ，外面放射状 の磨 き。

脚部外面縦 位のへ ラ磨 き。 卿部内

明赤褐色

普通

ス コリア ・石英 ・

覆土下層

P 3 80　　　 20％
士 師 器

高　　 杯

らみがあ り，裾部 との接合部が く

びれる。

脚部片。脚 部は円筒状 で下方がわ

面 に輪積 み痕 を残す。

脚 部内面へ ラナデ，外面縦位 のへ

長石 ・雲母

橙 色

普 通

石英

覆土 中層

P 38 1　　 2 0％
士 師 器 E （6．8） ずか に太い。 ラ磨 き。 鈍 い橙色

普通

覆土中層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

18

高　　 士不 B （10．3） 脚部か ら杯底 部片。脚部 は円筒 状 杯 部内面磨 き，外面 ナデ。脚部内 パ ミス P 382　　　 35％
土 師 器 E （8．3） で 下方 が わず か に 太 い。裾 部 は 面 へラナデ，外 面縦位のヘ ラ磨 き。 橙 色 ノ覆土 下層

「ハ」の字状 に開 く。杯部 は下 方 裾部 内面ナデ，外面放射状 のヘ ラ 普通

に稜 を持つ。 磨 き。

19

高　　 士不 E （7．8） 脚部片。脚部 は円筒 状で下方 に膨 脚部 内面 へ ラナデ，外面縦位 のへ 雲 母 ・パ ミス P 38 3　　　 25％

土 師 器 らみがあ り，裾部 との接 合部が く ラ磨 き。 裾部内面ナデ，外面放 射 鈍 い橙 色 覆土 中層

びれる。 状のヘ ラ磨 き。 普通 PI．73

20

高　　 杯 B （10．0） 脚 部片。脚部 は円筒状 で下方が わ 脚部内面 へラナデ，外面縦位 のへ パ ミ　ス ・ス コ リ P 38 4　　　 35％
土 師 器 D　 15．6 ず かに太い。裾部 は大 きく 「ハ」 ラ磨 き。裾部内面 ナデ，外面放射状 ア ・雲母 ・石英 覆土下層

E　　 9．1 の字状 に開 く。 のヘ ラ磨 き。端部 内 ・外 面横ナデ。 鈍 い赤褐 色

普通

P L 7 2

21

高　　 杯 E （9．4） 脚部片。脚 部は円筒状 で，下方が 脚部外面縦位 のナデ。裾部内面横 石英 ・スコ リア P 38 5　　　 25％
土 師 器 太 い。裾部 は大 きく 「ハ」 の字状 ナデ，外面放射状 のヘ ラ磨 き。脚 橙色 覆土 中層

に開 く。 部内面に輪積み痕 を残 す。 普通 P L 73

2 2

高　　 士不 E （7．3） 脚部片。脚部 は円筒状で，下 方が 脚 部外 面縦位のヘ ラ磨 き。脚部内 パ ミス P 386　　　 20％
土 師 器 わずか に太 い。 面 に輪積 み痕 を残す。 明赤褐色

普通

覆土 中層

23

高　　 塚

土 師 器

E （6．1） 脚部片。脚部 は円筒状であ る。 脚部外面 縦位のヘ ラ磨 き。 石英

鈍い赤褐色

普通

P 387　　 15％

覆土 中

24

高　　 杯 E （7．9） 脚 部片。脚部 は直線 的な円筒状で 脚部内面 ナデ，外商縦位 のへラ磨 石英 P 38 8　　　 20％
土 師 器 ある。 き。 鈍 い橙 色

普通

覆土中層

25

高　　 杯 E （5．3） 脚部片 。脚 部は直線 的な円筒状で 脚部外面 ナデ。 雲母 P 38 9　　 15％
土 師 器 あ る。 明赤褐色

普通

覆土中層

P L 72

2 6

高　　 j不 E （9．5） 脚部片。脚 部は円錐形で，裾 部で 脚 部内面上半縦位 のナデ，下半横 礫 ・雲母 ・石英 P 39 0　　　 40％

土 師 器 大 きく開 く。 ナデ，外面縦位の ヘラ磨 き。 明赤褐色

普通

床面

P L 72

2 7

高　　 士不 E （5．2） 脚部片。脚部 は円錐形であ る。 脚部 内面ナデ，外面縦位 のヘ ラ磨 パ ミス ・スコリア P 39 1　 15％
土 師 器 き。 明赤褐色

普通

覆土 中層

28

高　　 杯 E （9．1） 脚部片。脚部 は円錐 形であ る。 脚部 内面 上半へ ラナ デ，下 半横 ナ 礫 ・長石 P 392　　　 25％

土 師 器 デ外面縦位 のヘ ラ磨 き。 褐色

普 通

覆土 中層

29

高　　 杯 B （7．8） 脚部 片。脚部 は円錐形 である。 脚部内面横 ナデ，外面縦位 のヘラ パ ミス P 39 3　　　 20％
土 師 器 E （5．8） 磨 き。 鈍 い赤褐色

普通

覆土中層

30

高　　 杯 E （8．2） 脚部片。脚 部は円錐形 である。 脚部内面縦位 のナデ，外面縦位 の 長石 P 39 4　　　 20％
土 師 器 へ ラ磨 き。 褐色

普通

覆土下層

31

増 B （4．2） 底部か ら体部 片。上げ底気味 の平 体 部内面ナデ，外面上 半ナデ，下 雲母 ・パ ミス ・ス P 39 5　　　 70％

土 師 器 C　　 2．3 底。体部 は算盤 玉状であ る。 半 へラ削 り後 ナデ。 コリア

橙色　 普通

覆土下層

32

33

柑 A　　 8．5 平底。体部 は算盤 玉状 で， 目線部 目線 部内面横ナデ，外 面横 ナデ後 石英 P 396　　　 95％

土 師 器

柑

B　　 8．9 は外傾す る。

目線 部一部欠損。平底 。体部 は算

一部 へラ削 り。体部上半 ナデ，下 橙 色 床面

C　　 3．5 半へ ラ削 り後ナデ。 普通 P L 73

B （12．3） 目線部 内面ナデ，外面縦位 のヘ ラ ス コ リ　ア ・パ　 ミ P 397　　　 80％
土 師 器 C　　 4．2

A　　 9．8

盤 玉状 で，口細部 は外傾 する。 磨 き。体 部内面ナデ，外面磨滅 。 ス ・石英 ・雲母

橙 色　 普通

長石 ・石英

床面

P 工．73

P 3 98　　　 80％第17 2図 小 形 嚢 目線部 一部欠損。平底。体 部は内 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面

34

3 5

36

3 7

土 師 器

小 形 嚢

B　 lO．1 攣 して立 ち上が り，最大径 を上位 ナデ，外面 ナデ，一部へ ラ削 り。 橙色 覆土中層

C　　 3．8 に持つ。 目線 部は短 く外反 する。 体 部内 ・外面 に輪積 み痕 を残す。 普通 PI．73

A ［10．4］ 口縁部一部 欠損 。平底。体 部は内 口緑 部内面横 ナデ，外 面縦位のへ 雲母 ・パ ミス P 39 9　　　 80％

土 師 器

嚢

B　 ll．8 攣 して立 ち上 が り，最大径 を中位 ラ磨 き。体部 内面 ナデ，外面へ ラ 明赤褐色 覆土中層

P 40 0　　　 50％

C　　 6．0 に持つ。 口緑 部は外傾す る。 削 り後ナデ。 普通

A ［15．5］ 底 部か ら口緑部片 。平底。体部 は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 石英 ・礫

土 師 器

嚢

B　 15．8

C　　 5．9

A　 13．5

内攣 して立 ち上が り，最大径 を中

位 に持つ。 口緑部 は外 反す る。

体 部か ら日録部片。体 部は内攣 し

ナデ，外 面へ ラ削 り後 ナデ。

目線部 内 ・外面横 ナデ。体 部内 ・

橙色

普通

長石 ・石英

覆土下層

P 40 1　　 50％

土 師 器 B （15．3） て立ち上が り，目線部 は外反 する。 外面 ナデ。 明赤褐色

普通

床面

P L 73
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

38

聾 A ［17．8］ 口縁部片。 口縁 部は外反す る。折 日縁部 内面横ナデ，外 面縦 位のへ パ ミス ・礫 P 40 2　　　 20％

土 師 器 B （5．2） り返 し目線 を皇 す る。 ラ磨 き。 鈍い褐色

普通

覆土 中層

P L 72

39

棄 A ［30．8］ 体部か ら口縁部 片。体部 は内攣 し ロ縁部 内・外面横 ナデ。体部 内面 ナ 石英 ・長石 ・スコ P 403　　　 30％

土 師 器 B （16．7） て立 ち上が り，口縁部 は外 反する。 デー部へ ラ削 り，外 面ナデ後磨 き。 リア 覆土 下層

体部内 ・外 面に輪積み痕 を残す 。 橙 色

普通
P L 73

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第172図40 有　 孔　 円　 板 3．7 4．3 0．4 0．2～0．3 1 1．8 滑　　　　 石 北西壁際覆土下層 Q 35　P L l 18

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第172図41 整 22．1 4．5 3．6 － 184．1 西コーナー付近床面 M lO　 PI．123

遺物　土師器片484点，須恵器片1点，縄文e弥生土器片6点，鉄製品4点が出土している。第170－172図6

の高杯は中央部付近床面に散在して，32，33の相，37の嚢は南西壁付近床面から，3～5，7，12－22，24，25，28

－30の高杯，31の相，34の小形賓，38，39の嚢は南西壁付近覆土中層及び下層から，8，9の高塚，36の嚢

は北東壁覆土中層及び下層から，10，27の高塚は南東壁付近床面，35の小形聾は同覆土下層から，26の高杯，37

の婆は北西壁付近床面から，2の椀は貯蔵穴内から，41の髪は酋コーナー部付近床面から，1の杯，11，23

の高塚は覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　本跡は，この時期の一般的な住居の平面形が方形であるのに対し長方形である点，高塚が完形，杯部片，

脚部片を合わせて28点も出土した点，袋鉾転用の髪が出土した点等から特殊な機能を有した住居跡である可

能性がある。41の聖は基部に目釘跡も見られ，形状から袋鉾の刃部を取り去ったものと考えられる。時期は，

遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第83号住居跡（第173図）

位置　調査区の南西部，F3C7区。

重複関係　本跡は，第82号住居跡の南部を掘り込んでいることから，第82号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．26m，短軸3．14mの長方形である。

主軸方向　N－1．90－E

壁　壁高は43－53cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうち，北壁を除いて壁溝が巡っている。上幅約18cm，下幅約5cm言策さ約5cmで，断面

形はU字形である。

床　平坦で，出入り口部から竃前にかけて踏み固められている。

ぽット　4か所（Pl～P。）。Plは径30cmの不整円形，深さ25cmで，配置や規模から出入り口ピットと思われ

る。P2は径62cmの不整円形言采さ21cmで，位置と形状から貯蔵穴の可能性がある。P3，P4は径18－24cmの

不整楕円形で，性格は不明である。
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第173図　第83号住居跡実測図

竃　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，袖部は残っていな

い。火床部の掘り込みは見られない。煙道部は壁外へ35cm程突出し，ゆるやかに外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1　鈍い褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
2　褐　　　色　焼土粒子・粘土粒子多量，焼土中・小ブロック中呈，炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　黒　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土大ブロック・炭化粒子・灰少量

5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，粘土粒子中量，灰少量

6　明　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ロトーム中ブロック・黒色土粒子少量

7　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子中量，粘土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子中量，粘土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大・中ブロック微量
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第174図　第83号住居跡出土遺物実測図

第83号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 1 74図 杯 A ［13．4］ 底 部か ら口緑 部片。平底 。体部は 口緑部及 び体部 内面 へ ラ磨 き，外 雲母 P 40 4　　　 3 0％

1 土 師 器 B　　 4．5 内攣気味 に立ち上が る。 面 ロタロナ デ。休部 下端 回転へ ラ 褐色 竃覆土 中

C ［8．3］ 削 り。底部回転 へラ削 り調整。 普通 P L 7 3

2

高台付杯 B （2．1） 高 台部片。 「ハ」 の字状 に開 く足 底 部内面へ ラ磨 き，外 面回転へ ラ 石英 P 40 5　　　 5 ％

土 師 器 D ［8．8］

E　 l．4

高高台が付 く。 削 り後高台貼 り付 け。坪 体部内面

黒 色処理。

鈍 い橙色

普通

床 面

3

杯 A ［14．6］ 底部か らロ緑 部片。平底。休部 は 口緑 部及び体部 内 ・外面 ロ クロナ 長石 P 4 0 6　　　 40％

須 恵 器 B　　 4．7

C　　 6．9

わずか に内野気 味に立 ち上 がる。 デ。底部 回転へ ラ切 り後ナデ調整 。 灰色

普通

竃 覆土中

P L 73

4

高 台付杯 B （2．7） 高台 部片。 「ハ」の 字状 に 開 く高 底 部 回転 へ ラ切 り後 高 台貼 り付 長石 P 4 0 7　　　 5 ％

土 師 器 D ［6．8］

E　 l．2

台が付 く。 け。 灰色

普通

覆土 中

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

長 さ（C血） 幅 （cm） 厚 さ（皿） 孔径 （Ⅷ） 重 量 （g ）

第174図 5 支　　　　 脚 16．7 7．9 5．4 － 3 5 4．4 凝　 灰　 岩 竃 内 覆 土 中 Q 36

6 有　 孔　 円　 板 2．2 2．4 0．3 － 3．2 滑　　　　 石 寵棉 覆土上層 Q 37　 P L 118
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 士 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cmラ　 重畳 施 ）

第174図7 不 明 鉄 製 品 4．9 4．0 0．6 － 13．9 西壁付近覆土下層 M ‖　 P L 12 4

8 刀　　　　 子 触 4） i 2．7
0．4～私6 － （27言） 竃横覆土下層 M 12　P L 12 3

遺物　土師器片24息須恵器胸点鉄製品　点が出土している〇第174図1の杯，3の須恵器杯は竃内から，2

の高台付棒は南西コーナー床面から，4の高台付血は覆土中からそれぞれ出土している。6の有孔閏板は流

れ込みと思われる。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀後半）と思われる。

第8磯一風考健腰跡（第膵園）

位置　調査区の南西部，F3a8区。

重複関係　本跡はタ第87号住居跡の北西部を掘り込んでおり学第84－B号住居跡が本跡の床の上に床を構築し

ていることから，第87号住居跡より新しく，第84－B号住居跡よりも古い。

親機と平面形　長軸5。86m，短軸5。8mの方形である。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は2～鍼cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁のうちタ掘り込まれた南東壁を除いて壁藩が巡ってお軋金属するものと思われる。上幅

的柑cm　下幅約摘cm　深さ約　cmで　断面形はU字形である。

床　平坦であるが，特に踏み固めた部分は見られない。

ぽッ紅　摘、所（Pl～P4）。Pl～P4は径42～86cmの不整楕円乳深さ5～閥cmで　配置や規模から主柱穴と

思われるo P2はラ　ビット内の深さが56cmと6細の二段になっており，柱穴の掘り替え等の可能性がある。

磯　北壁中央部に付設され，凝灰岩の切石と砂粒まじりの白色粘土とで構築されている。袖部は横に置かれた

芯材とそれを包むように貼られた粘土とで構築されている。火床部はわずかに皿状に掘り窪められている。

煙道部は壁外へ25cm程突出し，壁の内側からゆるやかに立ち上がっている。

竃土層解説

1暗灰黄色　焼土粒子少量，ローム粒子少量
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

‘二‥1　赤　褐　色

5　鈍い黄褐色

6　鈍い黄褐色

7　鈍い黄褐色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

焼十大ブロック・中ブロック・小プロ、ソクr†囁，ローム小ブロック少量∴　ローム大ブロック微量
焼上′J、ブロック少量

炭化粒子の粘土太ブロック少量

焼十粒子・ローム粒子少量

焼土粒子・ローム粒子・粘土大ブロック少量

焼土粒子中量，ローム粒子も粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土太ブロック・炭化粒子微量
粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子eローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
10　褐　　　色　ローム粒子多量
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第175図　第84－A・84－B・87号住居跡実測図
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覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭化物少量

焼土小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム小ブロック中量，炭化物・粘土小ブロック少量

粘土小ブロック中量，焼土小ブロック少量

ローム大ブロック多量，粘土小ブロック中量，炭化物少量

粘土小ブロック中量，焼土小ブロック・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片361点，須恵器片1点が出土している。第176図1，3の椀は竃内から，2の杯は中央部覆土中

層から，4の嚢は東コーナー覆土中層から出土している。5の有孔円板は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀前半）と思われる。

⊂Ⅱ二二Ⅱゝ　5S＝毎

第176図　第84－A号住居跡出土遺物実測図

第84－A号住居跡出土遺物観察表

10cm

ト　　一一一一；　　＿＿＿＿」

図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第176図 杯 A　14．5 口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣口縁部内面横位のヘラ磨き，外面雲母・パミス・礫P408　　　70％
1 土師器B　　5．1 して立ち上がり，口綾部との境に稜横ナデ。休部内面へラ磨き，外面明赤褐色 竃内覆土中

を持つ。口緑部はわずかに外反する。ヘラ削り後ナデ。 普通 PL73

2

杯 A　14，9 口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣口緑部内面横位のヘラ磨き，外面雲母・スコリア・P409　　　80％
土師器B　　5．3 して立ち上がり，口緑部との境に稜横ナデ。休部内面ナデ，外面へラ石英・長石 寵内覆土中

を持つ。口縁部はわずかに外反する。削り後ナデ。 橙色　普通 PL73

－201－



図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

3

椀 A ［14．7］ 底 部か らロ緑部片。休 部は内暫 し ロ緑部内 ・外面へ ラ磨 き。体部内 スコリア ・パ ミス P 69 2　　　 50％

土 師 器 B　　 6．6 て立ち上が り，ロ緑部との境に稜を持 面へ ラ磨 き，外面 へラ削 り。 明赤褐色 竃内覆土中

つ。口綾部 は内野気味 に外傾 する。 普通 P L 7 3

4

襲 A　 16．8 底部 か らロ綾部片。平 底。体部は ロ緑部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・石英・パ ミス P 41 0　　　 60％

土 師 器 B　 30．3 内攣 して立 ち上が り，最大径を中 ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ。 明赤褐色 覆土中層

C　　 8．5 位 に持 つ。 口緑部 は外 反する。 普通 P L 7 3

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （Ⅷ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第176図5 有　 孔　 円　 板 2．8 2．7 0．4 0．2 4．4 滑　　　　 石 中央部覆土中層 Q 38　P L 1 18

第84－B号住居跡（第175図）

位置　調査区の南西部，F3b8区。

重複関係　本跡は，第84－A号住居跡の床の上に本跡の床を構築していることから，第84－A号住居跡より新し

い。

規模と平面形　一部の踏み固められた床面をもとに推定すると，長軸3・1m，短軸2・7mの方形と思われる0

主軸方向　N－20－E

床　平坦で，出入り口ピットと思われるPlの周囲は踏み固められている。

ピット　Plは径22cmの不整円形で，位置や南壁に向かってやや傾斜している形状から，出入り口ピットと思

われる。

竜　北壁中央部に付設され，白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，粘土と焼土の範囲を確認しただ

けである。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　焼土小ブロック・ローム小プロッタ・粘土小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　　　色　ローム中ブロック多量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土小ブロック・炭化物少量

遣物　土師器片42点，須恵器片1点が出土している。第177図1の嚢は竃横覆土中層から，2の須恵器短頚壷

は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物が少なくしかも細片であるため，詳細は不明であるが，遺構の形態及び出土遺

物から平安時代（9世紀頃）と思われる。

戸
第177図　第84－B号住居跡出土遺物実測図

＝＄2
10cm

！　　　；　　　」
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第8小形号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第177図 嚢 A ［14．4］ 体部 か ら日縁 部片。体 部上位は内 口縁部内 さ外面横 ナデ。体部内 ・ 雲母 ・パ ミス ㌘射 1　　 5 ％

1 土 師 器 B （11言） 傾 気 味 に立 ち上 が り， 目線 部 は 外面ナデ。 鈍い橙色 覆土中層

「く」 の字状 に外傾す る。端 部 を

横 につ まみ上 げる。
普通 P L 73

2

短 頚 壷 A ［8．8］ 体部か ら目線 部片。体部上位 は内 日縁 部内 ・外面 ロクロナデ。体部 長有 P 6 93　　　 5 ％
須 恵 器 B （5．6） 傾 し， ロ縁部 は短 く直立す る。 内 ・外 面ナデ。 灰 色

良好

将士 中

P L 7 3

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 士 地 点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g）

第177図3 ナイフ形石器 6．8 3．4 L O － 23．5 頁　　　　 岩 竃横覆土下層 Q 39　P L 122

第随考健腰掛（第且78回）

位置　調査区の南西部，F3bバ区し－

重複関係　本跡は，第8躯A号住居跡，第糾－B号住居跡，第湖上A号住矧臥

第87号住居跡，第88－B号住居跡をそれぞれ掘り込んでおり，すべての住

居跡より新しい。

規模と平面形　長軸5．32111，鯨油5．08111の方形である、、

主軸方向　N－140－Ⅵr

壁　壁高は12～50cmで．ほぼ垂直に立ち上がるし）

壁溝　確認された壁のうち，北東コーナーを除いて，壁直下から20～30cm内

側の位置に壁溝が巡っている。上幅約22cmタ　下幅約8cm言莱さ約13cmでタ

断面形はU字形及び逆台形である。

床　平川で，中央部は踏み固められている。）

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径29－51cmの不整円形言采さ47～75cmで，配置や規模から主柱穴と思

われる。Pは径H2cm言莱さ20～25cmの円柱状の掘り込みで，その中に9　径28cmの円形　深さ摘cmのピット

があり学　出入り口ピットの可能性がある。P。は長径粥cm　短径66cm言策さ16cmの円筒状で，貼り床を開け

た可能性もあり，性格は不明である。

囁　北壁中央部に付設され，山砂まじりの白色粘土で構築され，袖部と天井部の一部及び煙出し穴が残ってい

る。火床部は5cm程皿状に掘り窪められている。煙道部は壁外へ80cm程突出し，壁の内側からゆるやかに外

傾して立ち上がる。

篭土層解説

1　浅　黄　色　粘土大ブロック多量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

2　鈍い黄橙色　粘土小ブロック中鼠　焼土中ブロック・炭化物eローム粒子・粘土中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　鈍い黄橙色　焼土粒子多量，山砂少量

4　鈍い赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子e山砂少量，焼土物0炭化粒子0ローム小ブロックもローム粒子微量

5　橙　　　色　焼土中e小ブロック・炭化物少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・山砂微量

6　灰黄褐色　ローム粒子も粘土小ブロック少量，焼土粒子の炭化粒子e山砂0粘土中ブロック微量
7，暗赤灰色　焼土粒子。ローム太ブロック・ローム粒子少量

－1－203一一一一一一一



④

第178図　第85号住居跡実測図
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第179図　第85号住居跡出土遺物実測図
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第85号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴

B（23．6）

し、　8．8

底部から体部片。平底。体部は外
傾気味に立ち上がる。

手　法　の　特　徴

体部内・外商ナデ。

胎上・色調・焼成

石英・雲母・スコ
リア

鈍い赤褐色

備　　考

P412　　　30％
覆土下層
PL73

普通

2

杯 B （4言）底部から体部片。平底。体部は直 体部内・外面ロクロナデ。体部下 長石 P 413　　　 20％
須恵 器 C ［6．9］ 線的に立ち上がる。替 端回転へラ削り．底部回転へラ削

り調整。
灰オリーブ色

普通

楷士中

3

杯 B （3．2）底部から体部片。平底。体部は直 体部内の外面ロクロナデ。底部回 石英 P 414　　　 5％
須 恵 器 C ［8．2］線的に立ち上がる。 転へラ切り後へラナデ調整。 灰色

普通

覆土中

4

杯 A ［14．3］底部から日縁部片。体部は直線的 目線部及び体部内・外面ロクロナ 長石・スコリア P415　　　 20％
須 恵器 B （4．3）

C ［6．8］

に立ち上がり，口縁端部に至る。 デ。底部回転へラ切り後ナデ調整。橙色

普通

覆土料

PL73

5

高台付林 A　は6．0］ 高台部から日縁部片。直線的に開 目線部及び体部内・外面ロクロナ スコリア・長石・ P 416　　　 30％
須恵 器 H　　 5．0 く高台が付く。体部は下部で屈曲 デ。底部回転へラ切り後高台貼り 石英・礫 覆土中

D ［8．2］

E　　 L l

し，口縁部は外傾する。 付け。 灰色

普通
PL7ニ1

盤 A ［16．6］高台部から目線部片。下方でわず 口縁部及び体部内・外面ロクロナ 礫 P 417　　　 40％
6 須 恵器 B ．4言 かに開く高台が付く。体部は外傾 デ。底部回転へラ削り後高台貼り 黄灰色 覆土上層

C ［10．0］ し，打縁部は外傾する。 付け。 普通 PL73

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！出土地点

！ 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第17掴ア紡　 錘　 車 － 4．4 2．0 0．6 2凱7 北壁覆土下層 DP328　PLl用

8 紡　 錘　 車 － 6．5 1．9 0．7＼L O 74．2 東壁覆土下層 DP33　PLllH

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出士地点 備　　　　 考
長さ（cm）幅 （cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第179図9 有　孔　円　板 1．9 2言 0．3 0．2 1．6 滑　　　　 石 西壁付近床面 Q4010　PLl18

10 砥　　　　 石 12・8 ！ 8・4
6．1 － 1151．8 凝　 灰　 岩 覆　 土　 中 Q41 PI．120

覆豊　7層からなるÅ為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子の炭化粒子がローム小ブロック・ローム粒子も粘土小ブロック微最
2　黒　褐　色　焼土粒戸をローム粒子微量

3　窯　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　黒　褐　色　焼士粒子の炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック微量

5　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子・ローム太の小ブロックeローム粒子e粘土小ブロック微量
6　窯　褐　色　焼土粒子eローム粒子微量

ア　黒　褐　色　焼日日－・ローム1巨小プロ、ソク・ローム粒Jつ故量

遺物　土師器片72点　須恵器机紙産が出土している。酎79図1の嚢は北壁際覆土下層から，3，4の須恵

器棒は竃横覆土中層からタ　6の盤は中央部覆土上層から，2の須恵器杯，5の高台付杯は覆土中からそれぞ

れ出土している。9の有孔関東は流れ込みと思われる。

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前半）と思われる。

第番紅風考健腰静（第180囲）

位置　調査区の南西部，F3C8区。

重複関係　本跡はタ　第8針怒号住居跡の床の上に構築しており9　第85号住居軌第8針A号住居跡を掘り込んで

いることから，3軒の住居跡よりも新しい。
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第相聞　第捕一風考健贋跡実測図

規模と平面形　長軸3。78m，短軸3．52mの方形である。

主軸方向　N－10－W

壁　壁高は博、・56cmで，ほぼ垂直に－立ち上がる。、

璧満　会周する。上幅約柑cm　下幅約　cm言栄さ約　cmで　断面形はU字形及び逆台形である。

床　2面。上面の第一次床面は平坦で，中央部は踏み固められている。下面の第二次床面は第一一次床面下10cm

程にあり，中央部が全体的に踏み固められている。床の貼り替えが行われたと考えられる。

ぽッ紅　3か所（Pl～P3）。Plは径48cmの不整円私　深さ27cmで，配置や深さから出入り口ピットと思われ

る。P2，P3は径60～120cmの不整楕円形で，性格は不明である。

宅　北壁中央部に付設されている。遺存状況が悪く，竃の一部と思われる赤化した凝灰岩のみを確認する。

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子0炭化粒子・ローム中ブロック微量
2　黒　褐　色　炭化粒子のローム粒子中量，焼士粒子・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼士粒子さ炭化物。ローム小ブロック微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片310点，須恵器片37息縄文土器片3点が出土している。第181図1の土師器監　3，4の須恵

器杯は北壁付近覆土下層から，2の土師器鉢は南壁付近床面から，5の須恵器高台付杯，7の紡錘車は覆土

中からそれぞれ出土している。6の剣形模造品は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から奈良e平安時代（8世紀後半）と思われる。
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第181図　第86－A号住居跡出土遺物実測図
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第86－A号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

A［22．6］

B（28．1）

体部から目線部片。体部は内攣し
て立ち上がり，最大径を中位に持
つ。目線部は外反し，端部をつま

目線部内・外面横ナデ。体部内面
ナデ，外面ナデー部へラ磨き。

P418　　　50％

覆土下層
PL74

み上げる。

2

鉢 A ［28．0］底部から目線部片。平底。体部は 目線部内・外面横ナデ。体部内商 石英 P419　　　 20％
土師器 B　 14．5 内攣気味に立ち上がり，口縁部は ナデ，外面へラ削り。 鈍い黄橙色 床面　底部木葉

C　　 9．1 外傾する。 普通 痕あり　PL73

3

土不 A ［12．9］底部から目線部片。平底。休部は 目線部及び体部内・外面ロクロナ パミス・礫・針状 P420　　 10％

須恵器 B　　 4．1 直線的に立ち上がり，目線部はわ デ。底部回転へラ切り後手持ちへ 鉱物 覆土下層

C ［8．0］ずかに外傾する。 ラナデ調整。 灰色

普通

4

杯 A　 13．7 体部及び目線部一部欠損。平底。 口縁部及び体部内・外面ロクロナ 礫・石英・針状鉱物 P421　　 70％
須恵器 B　　 4．4 体部は直線的に立ち上がり，その デ。底部手持ちへラ削り調整。底 灰白色 覆土下層

C　　 9．6 まま目線端部に至る。 部周縁ナデ。 普通 PL74

5

高台付杯 A　 16．4 底部から目線部片。高台部剥離。 目線部及び体部内・外面ロクロナ 礫・針状鉱物 P422　　　 50％

須恵器 B （5．8）平底。体部は直線的に外傾し，口 デ。底部回転へラ削り後高台張り 黄褐色 覆土中

縁部はわずかに外反する。 付け。 普通 PL74

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　 、値

石　　　 質 出土地点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cIn） 重量（g）

第181図6 剣形模造品 （3．2） 2．7 0．6 － （4．4）滑　　　　 石 中央部床面 Q42　PL119

7 紡　 錘　 車 3．4 2．4 1．2 － （16．3）滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 43　PL 120

第86－院号住居跡（第182図）

位置　調査区の南西部，F3d8区。

重複関係　本跡は，第86－A号住居跡に本跡の床の上に構築されており，第66号住居跡が本跡の南部を掘り込

んでいることから，第86－A号住居跡及び第66号住居跡より古い。また，本跡は，第104号土坑を掘り込んで

いることから，第104号土坑より新しい。

二

第柑図　第純一随考住居跡実測図
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規模と平面形　長軸3．92m，短軸2．8mの長方形である。

主軸方向　N－530－E

壁　壁高は37～43cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　他の住居跡によって掘り込まれた部分以外はすべて壁溝が巡っている。上幅約14cm，下幅約8cm，深さ

約8cmで，断面形はU字形である。

貯蔵究　南コーナーに付設され，径72cmの円形で，深さは45cm，断面形は逆台形である。

床　平坦であるが，全体的に軟らかである。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・山砂少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼士粒了少量，炭化物・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子中量，炭化粒子少量

遣物　土師器片50点が出土している。第183図1の高杯は北東コーナー覆土下層から，2の賓はピット内覆土

中からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，遺物が少なく，しかも細片が多いため詳細な時期は不明であるが，第66号住居跡及び第86…A

号住居跡との重複関係及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀頃）と思われる。

第で83図　第86－陪号住居跡蛸土遺物実測図

第86－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第18 3図

1

高　　 塚

土 師 器

B （5．4）

E （1．9）

杯底部片。球体部下半 に段 を持 つ。 球体部 内面 剥離，外面粗 いナデ。 長 石 ・石英 ・パ ミ

ス ・スコ リア
橙 色

普 通

P 4 23　　　 2 0％

覆土下層

2

嚢 A ［36．ユ］ 体 部及び 口縁部 片。 口縁 部は外反 口縁部内 ・外 面横ナデ。体部 内面 礫 ・石英 P 4 24　　　 3 0％

土 師 器 B （9．9） する。 横位のへ ラ削 り，外面斜位のへ ラ 鈍 い橙 色 ピッ ト内覆土 中

削 り。 普通 PL 7 4

第87号住居跡（第175図）

位置　調査区の南西部，F3b。区。

重複関係　本跡は，第84－A号住居跡及び第85号住居跡に南西部を掘り込まれていることから，第84－A号住居

跡及び第85号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する北東壁から推定すると，一辺5。28mの方形あるいは長方形と思われる。
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主軸方向　N－310－W

壁　壁高は38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　遺存する北東壁下には，壁溝が巡っている。上幅約12cm，下幅約4cm，深さ約7cmで，断面形はU字形

である。

床　ほとんどが掘り込まれているが，遺存する範囲は平坦で，特に踏み固められた部分は見られない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径74～92cmの円形，深さ57～72cmで，配置や深さから主柱穴と思われ

る。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色
色
色

褐

説
暗
褐
黒

解層

1

　

2

　

3

土

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム大・小ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量

焼土粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片220点，須恵器片6点，軽石1点が出土している。第184図1の高杯はピット内覆土中から，2

の高杯，3の甑は南東コーナー付近覆土上層から，4の土玉は覆土中からそれぞれ出土している。3の甑は

流れ込みの可能性がある。

所見　本跡の時期は，第84－A号住居跡及び第85号住居跡との重複関係，遺構の形態及び出土遺物から古墳時

代中期（5世紀頃）と思われる。

二 二ク
第184凶　第8／号住居跡拉土遣物翼測図

第87号住居跡出土遺物観察表

〆－、＼

エ

0　　　　　　　　10cm

il－－1－－－－－－11…一…」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第184図高　　杯B（6．7）脚部片。脚部は円筒状で，中位が脚部内面ナデ，外面縦位のヘラ磨パミス P425　　　5％

1 土師器E（6．0）やや膨らむ。 き。 鈍い橙色

普通

ピット内覆土中

2

高　　杯E（8．7）脚部片。脚部は「ハ」の字状に開脚部内面に輪積み痕を残す，外面パミス・石英 P426　　10％

土師器 く。 縦位のヘラ磨き。 極暗褐色

普通

覆土上層

PI．74

3

甑 B（4．2）底部から体部片。単孔式。体部は体部内面へラ磨き，外面へラ削り。雲母・石英 P427　　　5％

土師器C［2．6］外傾して立ち上がる。 鈍い橙色

普通

覆土上層

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第184図4土　　　　 玉 3．4 3．8 3．4 0．8 51．0 南東壁付近覆土上層DP34　PLl15
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第88－風考住居跡（第186図）

位置　調査区の南西部，F3d9区。

重複関係　本跡は，第88…B号住居跡と第96－A号住居跡に掘り込まれていることから，両者より古い。

規模と平面形　遺存する酉壁，南壁から推定すると，長軸3．4m，短軸3言mの方形と思われる。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下にはすべて壁溝が巡っており，金属するものと思われる。上幅約13cm，下幅約7cm，深

さ約7cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，部分的に踏み固めらたところがある。

ぽット　Plは径58cmの不整円形，深さ52cmで，位置や深さから出入り口ピットと思われる。

炉　中共から北寄りに位置し，わずかに焼土が認められ，火熱を受けている。

遣物　土師器片1132点，須恵器片31点，支脚片4点，管状土錘片1点，弥生土器片2点が出土している。第185

図1の杯，2の高杯は西壁付近覆土中層から，3の高杯は同覆土下層から，4の士玉は南壁覆土上層からそ

れぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀頃）と思われる。

＿二鐸‾＿：：＿＿　＿＿＿二二

第柑図　第鏑一風号住居跡出土遺物実測図

第88－A号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

国富庵』ニ＝二⊥二二二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調 ・焼成 備　　 考

第186図 杯 A　 13。2 底部から体部片。丸底。体部は内 目線部内・外面横ナデ。体部内面 長石・石英 P 428　　　 70％

1 土 師 器 B　　 5．2 攣して立ち上がり，目線部はわず ナデ，外面へラ削り後ナデ。 明赤褐色 覆土中層

かに内傾する。 普通 P L 74

2

高　　 杯 B （4．4） 脚部片。脚部は下位で大きく「ハ」 脚部内面ナデ，外面縦位のへラ磨 パミス・雲母 P 429　　　 40％

土 師 器 D ［9．4］

E ．3．6

の字状に開く。 き。 鈍い赤褐色

普通

覆土中層

3

高　　 杯 E （5．5） 脚部片。脚部は 「ハ」の字状に問 脚部内面横位のヘラ削り，外面縦 長石 ・石英 P 430　　　 30％

土 師 器 く。 位のヘラ磨き。 鈍い橙色

普通

覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土 地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（em）、孔径（cm） 重量（g ）

第186図4 土　　　　 玉 3．4 3．8 3．4 0．8 51．0 南壁付近覆土上層 D P 35　PLl15
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L∵「二ユニー．二二二一」

第186区　琵描　爪c68　円0881C号住居跡寅測岡
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第88－B考住居跡（第186図）

位置　調査区の南西部，F3C。区。

重複関係　本跡は，第88－A号住居跡の東部を掘り込んでおり，第85号住居跡に北西部を掘り込まれ，第88－C

号住居跡に本跡の床の上に構築されていることから，第88－A号住居跡より新しく，第85号住居跡及び第88－

C号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸6．04m，短軸5．86mの長方形と思われる。

壁　壁高は45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

主軸方向　N－100－E

壁溝　確認した壁下にはすべて壁溝が巡り，全周するものと思われる。上幅約12cm，下幅約8cm，深さ約5cm

で，断面形はU字形である。

床　平坦で，竃周辺は踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P。は径34－58cmの不整円形，深さ38～62cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径50cm言采さ42cmで，出入り口ピットと思われる。P6は径38cmの円形言采さ42cmで，形状や

主柱穴線上にあることから柱穴の可能性も考えられる。

竃　北壁中央西寄りに付設されている。砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，左袖部

は残っていない。火床部は皿状に15cm程掘り窪められている。煙道部は壁外へ20cm程突出し，壁の内側から

ゆるやかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　鈍い黄褐色　粘土粒子多量，ローム中・小ブロック・黒色土粒子少量

2　鈍い黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・ローム粒子少量

3　鈍い黄褐色　焼土大・中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・灰多量，焼土中ブロック中量，粘土粒子少量

4　灰　褐　色　灰多量，焼土中・小ブロック・炭化粒子少量
5　明赤褐色　灰・焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，焼土大ブロック少量

6　褐　　　色　粘土粒子多量，焼土粒子・灰少量

7　褐　　　色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

8　鈍い黄褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

9　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

10　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

11鈍い黄褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

覆土　3層からなる人為堆積である。

色
色
色

褐
褐
褐

説
暗
暗
黒

解層

1

　

2

　

3

土

ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

第88－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第18 7図 杯 A ［12．7］ 体部 から目線 部片。体部 は内攣 し 口縁 部内 ・外 面 横横 位 のヘ ラ磨 礫 ・スコリア・雲母 P 4 3 1　　 60％

1 土 師 器 B （4．9） て立 ち上 が り，目線部 との境 に稜 き。体 部内面放射状のヘ ラ磨 き， 鈍 い橙色 覆土 中

を持つ。 目線 部は直立す る。 外面へ ラ削 り後ナデ。 普通 P I．74

2

嚢 A ［2 1．0］ 体部か らロ緑 部片。体部は内攣 し 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 長 石 ・石英 ・ス コ P 4 32　　　 2 0％

土 師 器 B （1 4．6） て立 ち上が り，目線 部は緩 く外反 粗いヘ ラナデ，外面へ ラ削 り。 リア 覆土下層

する。 鈍 い橙 色

普通
P L 7 4

3

嚢 B （7．6） 目線 部片。 目線部 は外 反 し，端部 目線 部内 ・外 面横 ナデ。ロ縁部外 石英 P 43 3　　 1 0％
須 恵 器 に緑 帯をめ ぐらす。 面に櫛描 きの 波状 文が施 され る。 灰黄色

良好

覆土上層

P L 74
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皿　　5

0．
第187図　第88－B号住居跡出土遺物実測図

≡吾0等量

く二二ロ二＝⊃　6

S＝ち

10cm

1　　　；　　　！

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cID）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第187図4支　　　　脚（22．0）5．0 4．1 － （505．3）竃横覆土下層DP36　PLl16

図版番号
計　　　　　測　　　　　値

石　　　質出土地点 備　　　　考
長さ（cm）幅（Ⅷ）厚さ（cm）孔径（Ⅷ）重量（g）

第187図5紡　錘　車 4．6 4．5 1．8 0．8 54．9滑　　　　石東壁付近床面Q44　PL120

6有　孔　円　板（3．5）（3．0）0．5 0．35 （6．6）滑　　　　石東壁付近覆土中層Q46　PL118

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第187図7刀　　　　子（12．1）1．3 0．2～0．3 － （12．7）竃横覆土下層M14　PL123
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遺物　土師器片112点が出土しているJ　第187図2の聾は北壁付近覆土下層から，3の須恵器登は同覆土上層か

ら，5の紡錘車は東壁付近床面から，6の有孔円板は同覆土中層から，4の支脚と7の刀子は竃横覆土下層

から，1の杯は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

第88－院号健腰掛（第且86図）

位置　調査区の南西部，F3ct一区。

重複関係　本跡は　第m9－A号住居跡の北西部を掘り込み，第88…B号住居跡の床の上に本跡が床を構築し，

さらに第90号住居跡によって南部を掘り込まれていることから，第119－A号住居跡及び第88－B号住居跡よ

り新しく　第鮒号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．4m．虹軸4．6mの長方形である。

主軸方向　N－400－E

壁溝　南東コーナー部分で壁溝を確認する。上幅約8cm，下幅約4cm，深さ約3cmで，断面形はU字形であるし「

床　やや凹凸が見られるが，全体的に踏み固められている。

ピット　3か所（Plへ一P：；主　P．～I㍉は径22～68cmの不整「里杉，深さ49～67crnで，配置や深さから主柱穴と思

われる。）

竃　北西壁中央部に付設されている。砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，粘土とわ

ずかな焼土を確認しただけである。火床部の掘り込みは見られない。

覆土　3層からなる自然堆積である。

色

色

色

褐

褐

褐

説

暗

暗

暗

解層

1

　

2

　

3

土

ローム小ブロック・山砂少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック少量

ローム粒子多量，焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

粘土粒子e粘土小ブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片19点，須恵器片2点が出土している。第188図1の嚢，2の須恵器長頸瓶は覆土中から，3，4

の有孔円板は束コーナー覆土下層からそれぞれ出土している。

所農　本跡は，床面からの出土遺物がなく，しかも細片が多いため詳細な時期は不明であるが，第88－B号住

居跡及び第90号住居跡との重複関係，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期から奈良時代と思われる。

第88－C号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 e・焼成 備　　 考

第1 88図 聾 A ［18．2］ 体部 か ら目線部片。体 部上位は内 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部 内 ・ 長石 ・石英 ・ス コ P 43 4　　 10％

1 土 師 器 B （9．9） 傾 して立 ち上が り， 目線 部は外反 外面へ ラ削 り。 リア 覆土中

す る。 明赤褐色

普通

P L 74

2

長 頸 瓶 B （1 0．9） 高台 部 か ら体 部 片。「ハ」 の字 状 体 部内 e 外面 ロクロナデ。底部切 パ ミス ・石英 P 4 3 5　　　 5 ％

須 恵 器 C ［9．4］ に開 く短 い高台が付 く。体 部は内 り離 し後高台貼 り付 け。 褐灰色 覆土下層

攣 して立 ち上 が る。 普通 P L 74

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第188図 3 有　 孔　 円　 板 （3．1） 1．8 0．3 0．2～ 0．3 ぐ1．7） 滑　　　　 石 東コーナー覆土下層 Q 4 5　 P L l18

4 有　 孔　 円　 板 （3．2） 3．9 0．4 0．2 （7．3） 滑　　　　 石 東コーナー覆土下層 Q 4 7　 P L l18
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第188図　第88－C号住居跡出土遺物実測図
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第90号住居跡（第189図）

位置　調査区の南西部，F3d。区。

重複関係　本跡は，第88－C号住居跡の南部を掘り込んでいることから，第88－C号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸4．93m，短軸3．88mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は35～88cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約20cm，下幅約10cm，深さ約7cmで，断面形は逆台形である。

床　わずかに凹凸がある。中央部は踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は径34～43cmの不整円形及び楕円形，深さ52～54cmで，配置や深さから

主柱穴と思われる。P4は径23cmの円形，深さ20cmで，出入り口ピットと思われる。P5，P6は径30～55cmの

不整円形，深さ42－78cmで，住居側に15～200程傾斜している。性格は不明である。

竃　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土及び凝灰岩で構築されている。焚き口部の天井石（6×12

×25C皿）が燃焼部に埋まるように崩落している。火床部はわずかに皿状に掘り窪められている。煙道部は壁

外へ55C皿程突出し，壁の内側からゆるやかに外傾して立ち上がる。

竜土層解説

1鈍い黄橙色　灰色粘土小ブロック中呈，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・粘土小ブロック少量

3　赤　褐　色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子微量
4　暗赤褐色

5　暗赤褐色

6　極暗赤褐色

7　鈍い赤褐色

8　暗赤褐色
9　黒　　　色

10　暗赤褐色

焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量

焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化物微量

炭化物・炭化粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子中量，粘土小ブロック少量
焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量

炭化物・炭化粒子中量

ローム′トブロック・ローム粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子中量

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，粘土′トブロック少音，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子・粘土大ブロック少量
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C－。
第191区l　第90号住居跡出土遺物実測図（2）

第90号住居跡出土遺物観察表

0　　－3S巧 0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　l

図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第190図 杯 A［14．6］底部から口緑部片。丸底。休部は口緑部内・外面横ナデ。体部内面パミス P436　　　60％

1 土師器B（4．0）内攣して立ち上がり，口緑部は短ナデ，外面へラ削り後ナデ。内・黒色 覆土上層

く直立する。 外面黒色処理。 普通 PL74

2

珂こA［14．9］底部から口緑部片。平底。体部は口緑部及び体部内・外面ロクロナパミス・石英・針P437　　　70％

須恵器B　　5．8 直線的に立ち上がり，ロ緑端部にデ。底部下端回転へラ削り。底部状鉱物 覆土上層　底部にヘラ

C　　7．9 至る。 回転へラ切り後ナデ調整。 灰色　普通 記号あり　PL74

3

杯 A［14．2］底部から口緑都片。平底。休部は口縁部及び体部内・外面ロクロナ石英・雲母・長石P438　　　40％

須恵器B　　4．8 直線的に立ち上がり，口緑端部でデ。底部回転へラ切り後ナデ調整。針状鉱物 覆土中層

C　　7．6 わずかに反る。 底部周縁回転へラナデ。 黄灰色　普通 PL74

4

杯 A［14．3］底部から口緑部片。平底。体部は口縁部及び体部内・外面ロクロナ長石・石英 P439　　　30％

須恵器B　　4．5直線的に立ち上がり，口緑端部にデ。休部下端回転へラ削り。底部灰黄色 覆土中

C［7．9］至る。 回転へラ削り調整。 普通 PL74

5

杯 A［13．2］底部から口緑部片。平底。休部は口緑部及び体部内・外面ロクロナパミス・石英・針P440　　　20％

須恵器B　　4．5直線的に立ち上がり，口縁端部でデ。底部回転へラ切り後ナデ調整。状鉱物 覆土中層

C［7．0］わずかに反る。 黄灰色　良好 PL74

6

賓 A［22．4］底部から口緑部片。平底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部内面スコリア・石英・P441　　50％

土師器B　33．0轡して立ち上がり，最大径を上位ナデ，外面上半ナデ，下半縦位の雲母・礫 覆土下層

C［9．0］に持つ。口緑端部をつまみ上げる。ヘラ磨き。 鈍い黄褐色　普通PL74

7

嚢 A［18．1］体部から口緑部片。体部は内攣気口緑部内・外面横ナデ。休部内面長石・石英 P442　　　40％

土師器B（16．8）味に直線的に立ち上がり，口縁部ナデ，外面へラ削り。 橙色 覆土上層

は外反する。 普通 PL74

8

盤 B（2，5）高台部片。「ハ」の字状に開く高底部回転へラ切り後高台貼り付長石・針状鉱物P443　　　70％

須恵器D　　9．0

E　l．0

台が付く。 け。 灰色

普通

覆土下層

PL74

9

要 B（22．3）体部片。休部は内管して立ち上が体部外面平行叩き，内面に当て具長石 P444　　15％

須恵器 る。 痕が残る。 灰色

普通

覆土下層

PL74

図版番号桂　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（皿）孔径（cm）重量（g）

第191図10支　　　　脚 （9．8） 7．5 6．5 － 424．6東壁際覆土下層DP37　PLl18

図版番号種　　　別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　質出土地点 備　　　　 考

長さ（cm）幅（C【D）厚さ（皿）孔径（cm）重量（g）

第191図11砥　　　　石 6．1 4．6 2．2 － 72．7 凝　灰　岩覆　土　中Q48　PL119

12磨　製　石　斧 （4．1） 4．1 1．6 － 37．0 蛇　紋　岩覆　土　中Q49
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第191図13 刀　　　　 子 （12．8） 1．6 0．3～0．5 － （13．4） 南壁付近覆土上層 M 15　PL 12 3

遺物　土師器片438点，須恵器片115点が出土している。第190e191図1の土師器杯，7の土師器嚢は東壁際覆

土上層から，10の支脚は同覆土下層から，8の須恵器盤は同覆土下層から，3，5の須恵器杯は北壁付近覆

土中層，6の土師器嚢，9の須恵器嚢は同覆土下層から，13の刀子は南壁覆土上層から，4の須恵器杯，11

の砥石，12の磨製石斧は覆土中からそれぞれ出土している。1の杯は流れ込みと思われる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（9世紀前半）と思われる。

第馴考住居跡（第192図）

位置　調査区の南西部，F3f。区。

重複関係　本跡は，第92号住居跡が本跡の床の上に構築していることから，第92号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸6．28m，短軸6．1mの方形である。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は49cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約14cm，下幅約9cm，深さ約12cmで，断面形はU字形である。

貯蔵鷹　南東コーナーに付設され，径70cmの円形で，深さは82cm，断面形はU字形である。

床　平坦で，床全体が硬く踏み固められている。東壁，南壁，西壁，北壁から1条ずつ中央に向かって，溝が

延びている。上幅約18cm，下幅約8cm，深さ約17cm，長さ110～130cm，断面形はU字形である。南壁直下か

ら北に向かって，縦約140cm，横約180cmの長方形で，床面からの高さ約10cmのベッド状の高まりが認められ

る。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P。は径22～31cmの不整円形，深さ45－64cmで，配置や深さから主柱穴と思

われる。P5は径35cmの円形，深さ17cmで，出入り口ピットと思われる。P6は径20cmの不整円形，深さ32cm

で，北壁からの溝との関連のある柱穴の可能性がある。P7は径58cm，深さ9cm程で，この中から遺物がま

とまって出土しているところから，祭祀等との関連の可能性も考えられる。

炉　中央から北寄りに位置し，長径120cm，短径65cmの不整楕円形で，床面を15cm掘り窪めた地床炉である。

炉床は赤変硬化している。

炉土層解説

1　赤　褐　色　焼土粒子多量

2　褐　　　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

種：立　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　灰　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量

2　黒　　　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック・黒色土少量

4　黒　褐　色　白色粘土大ブロック中量，ローム粒子少量
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第91号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 疎 計測値 （cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調巨 焼成 備　　 考

第 193図 杯 A ［14．8］ 底 部か ら口緑部片。平底 。体部は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 スコリア ・長 石 ・ P 44 5　　　 5 0％

1 土 師 器 B　　 5．9 内攣 して立ち上が り，その まま口 磨 き，外面へ ラ削 り後 ナデ。目線 雲母 ・石英 貯蔵穴内覆土 中

C ［3．0］ 緑端部 に至る。 部及び体部外面赤彩。 黄橙色

普通
P I．7 5

2

杯 A ［15．6］ 底部 か ら目線 部片。平底。 体部は 目線 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 パ ミス P 44 6　　　 2 0％

土 師 器 B　　 4．8 内攣 して立 ち上が り， 口緑 部は短 ヘラ磨 き，外面へ ラ削 り。 明褐色 覆土上層

C ［4．0］ く直立す る。 普通 P L 74

3

杯 A ［13．9］ 体部か ら口緑 部片。体部 は内攣 し 口縁部 内 ・外面へ ラ磨 き。体 部内 長石 ・石英 P 4 4 7　　 15％

土 師 器 B （4．8） て立 ち上が り，目線 部は直立す る。 面へ ラ磨 き，外 面へラ削 り後磨 き。 赤色 覆 土上層

内面 に明瞭 な稜 を持つ。 普通 P L 75

4

椀 A　 l l．9 口縁部一部 欠損 。丸底。体部 は内 口縁部 内 ・外 面横ナデ。体部 内面 雲母 ・石英 P 4 48　　　 95％

土 師 器 B　　 6．7 轡 して立 ち上が り，目線部 は短 く 磨 き，外面 へ ラ削 り後ナ デ。 鈍い褐色 貯蔵 穴内覆土中

外 傾する。 普通 P L 75

5

嚢 B （2 2．0） 底 部か ら体部片。平 底。体部 は内 体部内面 ナデ，一部へ ラ磨 き，外 長石 ・石英 ・ス コ P 4 50　　　 60％

土 師 器 C　　 6．0 攣 して立ち上が り，最大径 を中位 面へ ラ削 り。 リア 床面

に持 つ。 明赤 褐色

普通
P L 74

6

嚢 A ［14．6］ 体部 か ら目線部片。体 部上位は内 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 長石 ・石英 ・パ ミ P 4 51　　 10％

土 師 器 B （9．8） 傾 して立 ち上が り， 目線 部は「コ」 ヘラ削 り，外面ナデー部へ ラ磨 き。 ス ・スコリア 覆土上層

の字状 に外 反す る。 明赤褐色

普通
P L 7 5
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼成 備　　 考

7

婆 A ［16．9］ 体 部か ら口縁部片。 体部は内攣 し 口縁部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 長石 ・石 英 ・雲母 P 45 2　　　 5 ％
土 師 器 B （9．0） て立ち上が り， 口縁 部は短 く外傾 ナデ，外面 へラ削 り後ナ デ。 鈍 い橙色 覆土中

す る。 普通 P L 7 5

8

手捏土器 B （4．6） 体部 片。体 部は内攣気 味に立ち上 体 部内面ナ デ，外 面ナデー部へ ラ パ ミス P 45 3　　　 50％
土 師 器 が る。 削 り。 鈍い橙色

普通

覆土 中

P L 75

第193図9は須恵器整体部片で，外面に平行タタキが施される。10は須恵器壷体部片で，内面に同心円状の当て具痕が残り，外面に格子タタ
キが施される。

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i 石　 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

第193図11 有　 孔　 円　 板 2．3 2．7 0 ．3 0 ．2 3．3 滑　　　　 石 貯蔵穴内 覆土中 Q 5 0　 P L l1 8

12 剣 形 模 造 品 4．0 1．9 0 ．3 0 ．2 3 ．7 滑　　　　 石 覆　 土　 中 Q 1 33　 P L 1 19

図版 番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

第193図13 不 明 鉄 製 品 （4 ．8 ） 1 ．6 0 ．8 － （1 3．3 ） 覆　 土　 中 M 16

14 刀　　　　 子 （5 ．6 ） 1 ．8 0 ．4 － （6．7） 覆　 土　 中 M 1 7　 P L 12 3

遺物　土師器片1265息須恵器桐8乱文脚片1点，管状土錘片1息鉄浮2息　陶器片3息軽石3点が出

土している。第193図1の棒，4の椀，Ⅲの有孔閏板は貯蔵穴内覆土中から，2の埠は南西コーナー付近覆

土上層から，5の嚢は同床面から，3の杯，6の聾は中央部覆土上層から，7の温　8の手淫土器，14の刀

子は覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀後半）と思われる。

第璽考住居跡（第194回）

位置　調査区の南西部，F3g。区。

重複関係　本跡は，第91号住居跡に北部を掘り込まれ，第93号住居跡の竃が本跡の上に構築されていることか

ら，第91号住居跡及び第93号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸3．13m，短軸2．96mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は31cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，北壁を除いて壁溝が巡っている。全周するものと思われる。上幅約16cm，下幅約

7cm，深さ約7cmで，断面形は逆台形である。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Plは径33cmの不整円形，深さ20cmで，配置や深さから出入り口ピットと思われ

る。P2，P3は径28cm，深さ13～20cmで，性格は不明である。

炉　中央からやや北寄りに位置し，長径52cm，短径45cmの楕円形で，床面を9cm掘り窪めた地床炉である。炉

床は火熱を受けている程度である。

色
色
色

褐

説解
黒
褐
黒

層土

1

　

2

　

3

炉

ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム大ブロック少量
灰多量，焼土太ブロック少量

含有物なし
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覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　極暗赤褐色　焼土太ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗赤褐色　焼士粒子・焼土中ブロック少量

遺物　土師器片姐7息須恵器片39息転用羽目片1点が出土している。第1950196図1，2，3，4の高塚，5

の嚢は北壁付近と南壁付近の遺物が接合したもので覆土中層から，6の土師器嚢，7の須恵器嚢は散在した

状態で覆土上層から，8の須恵器嚢は西壁付近覆土上層から，11の砥石は南壁際覆土上層から，10の士玉は

中央部覆土上層から，9の紡錘車は覆土中からそれぞれ出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代中期（5世紀前半）と思われる。

第92号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第195図 高　　 林 A　 1 9．8 脚部一部欠損 。脚 部は下位 で「ハ」 ロ縁 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 雲母 ・パ ミス ・礫 P 45 4　　　 90％
1 土 師 器 B　 12．6 の字状 に大 き く開 く。杯部 は下位 ヘ ラ磨 き，外面 ナデ。脚 部内面ナ 鈍い赤褐色 覆土中層

D　　 6．10 に稜を持 ち、 内攣 気味に立 ち上が デ，外 面縦位のヘ ラ磨 き。裾部内 e 普通 P L 5
E ［14．0］ り，日縁部 に至 る。 外面横 ナデ。
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2

第195図　第92号住居跡出土造物実測図（1）
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第196図　第92号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

2

高　　培こA　19．9 脚部一部欠損。脚部は下位で「ハ」口緑部内・外面横ナデ。体部内面パミス・雲母・礫P455　　　80％
土師器B　12．2 の字状に大きく開く。珂こ部は下位ナデ，外面上位縦位のヘラ磨き，暗赤褐色 覆土中層

D　13．4 に稜を持ち，内管気味に立ち上が下位へラ削り。脚部内面ナデ，外普通 PL75

E　　6．3 り，口緑部はわずかに外反する。面縦位のヘラ磨き。裾部内・外面

横ナデ。

3

高　　杯A［18．8］脚部から口緑部片。脚部は下位で口緑部内・外面横ナデ。体部内面石英・長石 P456　　　70％

土師器B　12．2 「ハ」の字状に大きく開き，端部磨き，外面へラ磨き。脚部内面ナ明赤褐色 覆土中層

D　14．4 は反る。杯部は下位に稜を持ち，デ，外面縦位のヘラ磨き。裾部内・普通 PI．75

E　　6．4 外傾して立ち上がり，口緑部は外

反する。

外面横ナデ。

4

高　　杯A　18．9 土不部及び脚部片。脚部は「ハ」の口緑部及び休部内面ナデ，外面へ雲母・石英・スコP457　　　50％

土師器B（6．5）字状に大きく開き，端部は反る。ラ削り後ナデ。脚部内面ナデ，外リア・パミス・礫覆土中層

D　14．2 杯部は下位に稜を持ち，外傾して面縦位のヘラ磨き。裾部内・外面明赤褐色 PL75

E（3．2）立ち上がり，口緑端部に至る。横ナデ。 普通

5

嚢 A　16．9 底部からロ緑部片。平底。休部は口緑部内・外面横ナデ。体部内面長石・スコリア・礫P458　　　50％

土師器B　16．2 球形状で，口緑部は「く」の字状ナデ，外面へラ削り後ナデ。 黒褐色 覆土中層

C［5．8］に外傾し，端部は外反する。 普通 PL75

6

慧 A［17．0］体部から口緑部片。休部は内暫し口緑部内・外面横ナデ。体部内・長石・石英・パミスP459　　　20％

土師器B（11．9）て立ち上がり，口緑部は外反する。外面へラ削り。 浅黄橙色

普通

覆土上層

PL75

7

嚢 A［37．2］口緑部片。ロ縁部は「く」の字状口縁部内・外面横ナデ。体部外面石英・長石 P460　　10％

須恵器B（9．0）に外傾する。 ナデ。体部内面に当て具痕を残す。暗灰色

良好

覆土上層

PL75

第196園嚢 A［24．2］ロ緑部片。口緑部は外反し，下位口緑部内・外面横ナデ。 長石 P461　　5％

8 須恵器B（4．8）に稜を持つ。 灰色

普通

覆土上層

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（Ⅷ）重量（g）

第196図9紡　錘　車 1．8 4．8 1．8 0．9 38．0 覆　土　中DP38　PL116

10土　　　　 玉 3．6 3．7 3．6 0．8 39．8 中央部覆土上層DP39　PL115

－227－



図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出 土 地 点 備　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ　cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第196図11 砥　　　　 石 12．1 6．8 8．6 － 1202．5 凝　 灰　 岩 覆　 土　 上　 層 Q 51 PL 120

第約号健贋跡（第194回）

位置　調査区の南西部，F3h。区。

重複関係　本跡は，第92号住居跡の南部に竃を構築していることから，第92号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．73m，短軸3．68mの方形である。

主軸方向　N－790－E

壁　壁高は22cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，出入日部から竃前にかけて踏み固められている。

ぽット　7か所（Pl～P7）。Plは径46cmの不整円乳深さ35cmで，深さと形状から柱穴と思われるが，対応

する他の柱穴が確認できないため確定はできない。P2～P7ほ径34～68cmの不整円形及び楕円私　深さ12－

20cmで，撹乱の可能性がある、、

竃　北壁中央部に付設され，砂粒まじりの白色粘土で構築されているが，遺存状態が悪く，袖部は残っておら

ず，規模等は不明である。火床部は血状に8cm掘り窪められている。

尊堂　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　焼土中ブロック。焼士粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

2　灰黄褐色　焼土粒子中量，ローム太・小ブロック0ローム粒子少量
3　極賠赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

4　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量

5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼士粒子多量，黒色土少量

遺物　土師器片307息　須恵器片30息　鉄淫1点が出土している。第197図1の杯は中央部覆土下層からタ　5の

聾は同覆土中層から，3の高台付杯は散在した状態で覆土中層から，4の高台付杯は南壁付近覆土中層か

ら，2の杯，6の聾，7の鑓飽，8の角釘は覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

第93号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第1 97図 林 A ［12．4］ 底 部か ら目線部片。平 底。体部 は 口縁部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 スコリア ・雲母 ・ P 4 62　　　 4 0％
1 土 師 器 B　　 3．5 内攣 して立 ち上が り，その まま口 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 石 英 覆土下層

C　　 6．6 緑端 部に至る。 ラ削 り。底部 回転へ ラ削 り調整 。 鈍 い黄橙色

普 通
P L 7 5

2

林 A ［12．8］ 底部 か ら目線 部片。平底。体 部は 目線 部及 び体部 内面 へ ラ磨 き，外 雲母 P 4 6 3　　 1 5％
土 師 器 B　　 4．1 内攣 して立 ち上が り，そ のま ま口 南口 クロナデ。底部 下端回転へ ラ 黒色 覆土中

C ［6．8］ 緑端部 に至 る。 削 り。底部回転へ ラ削 り調整。体

部 内面黒色処理。

普通 P L 75

3

高台付杯 A ［1 5．8］ 高台部か ら目線 部片。直線的 に開 ＝縁部 及び体部内 ・外面 ロク ロナ 石英 ・雲母 P 4 64　　　 50％
土 師 器 B　　 4．8 く高台が付 く。体 部は直線的 に立 デ。体 部下端回転へ ラ削 り。底部 鈍い橙色 覆土 中層

D ［6．7］

E　　 O．8

ち上が り，目線 部で わず かに反る。 回転へ ラ切 り後高台貼 り付 け。 普通 P L 7 5

高台付杯 A ［14．2］ 高 台部 か ら口縁 部片。 「ハ」 の字 口縁部及 び体 部内面へ ラ磨 き，外 雲母 ・スコ リア ・ P 46 5　　　 4 0％

4
土 師 器 B　　 5．7 状 に開 く高台が付 く。体 部は直線 面ロ クロナデ。底 部回転へ ラ切 り 石英 ・長石 覆土中層

D　　 8．0 的 に立 ち上 が り，口縁 端部 に至 る。 後高台貼 り付 け。体 部内面黒色処 橙色 P L 7 5
E　 l。5 理 。 普通
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第197図　第93号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

5

嚢 A ［14．0］ 体 部か ら口縁部片。 休部上位 は内 口縁部 及び体 部内 ・外面横 ナデ。 雲母 ・石英 ・礫 P 46 6　　　 20％

土 師 器 B （6．5） 傾 して立ち上が り，口緑 部は「く」 鈍い褐 色 覆土中層

の 字状 に外反す る。端 部を上方 に

つ まみ上げる。

普通 P L 7 5

6

嚢 A ［17．6］ 体部 か ら口緑 部片。体部上位 は内 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 雲母 ・石英 ・礫 P 46 7　　　 20％

土 師 器 B （6．8） 傾 して立ち上が り， 口緑 部は「く」 粗 いヘ ラナデ，外 面ナデ。 鈍い褐色 覆土中

の字状 に外 反す る。端部 を上 方に

つ まみ上 げる。

普通 P L 7 5

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （CⅢ） 厚 さ（Ⅷ ） 孔径 （Ⅷ） 重量 （g ）

第197図 7 鑓　　　　 飽 （6．2） 1．6 0．4 － （8．0） 覆　 土　 中 M 18　 P L 12 3

8 角　　　　 釘 （7．1） 0．8 0．6 － （10．1） 覆　 土　 中 M 1 9　 P L 124

第94－A号住居跡（第198図）

位置　調査区の南西部，F4hl区。

重複関係　本跡は，第94－B号住居跡を掘り込んでおり，本跡の床の上に第95－B号住居跡が床を構築している

ことから，第94－B号住居跡より新しく，第95－B号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸6．00m，短軸5．84mの方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は4～33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅約21cm，下幅約14cm，深さ約15cznで，断面形はU字形である。

床　平坦で，南東コーナー部を除き，大部分が踏み固められている。
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ぽッ紅　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径51～106cmの不整円形及び楕

円乳　深さ55～76cmで，配置や深さから主柱穴と思われる。P5，

Ptうは径48－72cmの円形で，性格は不明である。

磯　北壁中央部に付設されている。砂粒まじりの白色粘土で構築され

ているが，道春状態が悪く，右袖部は残っていない。火床部は皿状

に掘り窪められている。煙道部は壁外へ15cm，横幅27cm，高さ22cm

の柱状に掘り込まれており，その内部に緩やかに外傾するように煙

道を構築している。

電土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック0ローム太ブロック。粘土大ブロッ
ク少量

2　褐　　色　焼土中ブロックe焼土粒子eローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量，焼土太・中ブロック微量
こう　黒　　　色　ローム大・中・小ブロック少量

尊堂　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム中ブロック中量．ローム小ブロック・ローム粒J’・・焼上粒J′l少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

3　黒　褐　色　焼土粒子0ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼士粒子微量

遺物　土師器胸94点，須恵器片22点上縄文e弥生土器片2点，有孔円板片1点が出土している。第199e200

図1，3の塚は南東コーナー付近覆土中層から，4の高塚，12の不明鉄製品は同覆土中層から，2の杯は竃

前覆土下層から，5の小形嚢は西壁付近覆土下層から，6の鉢は北東コーナー付近床面から，7の甑は竃内

覆土下層から，8の賓は散在した状態で覆土下層から，9の有孔円板は西コーナー覆土下層から，10の有孔

円板は中央部覆土上層からそれぞれ出土している。9－11の有孔円板は流れ込みと思われる。

新風　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代後期（7世紀前半）と思われる。

第94－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第19 9図 林 A ［12．7］ 目線 部一部欠損。丸底。体 部は内 目線部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 雲母 ・パ ミス P 46 8　 100％
1 土 師 器 B　　 5．8 攣 して立ち上が り， 目線部 との境 へ ラ磨 き，外面 へラ削 り。 鈍 い黄橙 色 覆土中層

に突 出 した稜 を持つ。 目線 部はや

や反 り気味 に内傾す る。

普通 P L 75

2

土不 A　 1 2．6 体部か ら目線 部片。体部 は直線 的 目線 部内 ・外商横 ナデ。体 部内面 長石 ・石英 ・礫 P 4 69　　　 8 0％
土 師 器 B （4．8） に立 ち上が り，目線 部 との境 に稜 ヘ ラ磨 き，外面へ ラ削 り。 鈍い橙色 覆土 下層

を持つ。目線部 は内傾す る。 普通 P L 75

3

疎 A ［13．2］ 休 部か ら目線部片。体 部は内攣 し ＝縁部 内 ・外 面横ナデ予休 部内面 スコ リア ・パ ミス・ P 4 70　　　 2 0％
土 師 器 B （4．5） て立 ち上が り， 目線部 との境 に稜

を持 つ。目線 部は直立す る。

ヘ ラ磨 き，外 面へ ラ削 り。 雲 母 ・長石

鈍 い黄橙 色

普通

覆土 中層

4

高　　 塚 B （6．2） 脚部片。脚 部は短い円筒状 で下方 脚 部は柱実で ，外面縦 位のヘ ラ削 長石 e石英 P 4 7 1　　 40％
土 師 器 D　　 7．0

E　　 も8

が太い。 り。 鈍 い橙色

普通

覆土中層

P L 76

5

小 形 嚢 A　 15．9 平 底。体 部は内攣 して立 ち上が り， ロ縁部 内 ・外 面横ナデ。体 部内面 石英 ・雲母 ・パ ミス P 4 72　 10 0％
土 師 器 B　 12．4 目線 部は短 く外傾 する。 ヘ ラナデ，外 面へ ラ削 り。 鈍 い黄橙色

普 通

覆土下層

P L 7 6

6

鉢 A ［2 5．4］ 体部 か ら目線部片。体部 は内攣気 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体部 内面 石英 ・礫 P 4 73　　　 4 0％
土　 師 器 B （9月 ） 味 に立 ち上 が り， 日経部 は強 く外 ナデ，外面へ ラ削 り∴休部外面 に 鈍 い赤 褐色 床面

反す る。 輪積 み痕 を残す。 普通 P L 7 6
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第198図　第94－A・94－B号住居跡実測図
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第199図　第94－A号住居跡出土遺物実測図（り
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第200図　第94－A号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

トー…　　‥十1－－…一一1

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

7

甑 A ［30．5］体部から口緑部片。休部は外傾し ロ縁部内・外面横ナデ。体部内面 雲母・パミス・礫 P 474　　　 35％
土 師器 B （25．2） て直線的に立ち上がり，口緑部は 縦位のヘラ磨き，外面ナデ後へラ 鈍い赤褐色 竃内覆土下層

外反する。 磨き。 普通 PI．76

8

要 A ［20．6］体部から口緑部片。体部は直線的 口緑部内・外面横ナデ。休部内面 雲母・パミス P 475　　　 30％
土 師 器 B （22．0）に立ち上がり，ロ縁部は 「く」の ヘラ削り，外面へラ削り一部へラ 鈍い褐色 覆土下層

字状に外傾する。 磨き。 普通 PL76

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地点 備　　　　 考
長さ（皿） 幅 （cm） 厚さ（Ⅷ） 孔径（cm） 重量（g）

第200図9 有　孔　円　板 3．1 3．2 0．5 0．2 8．4 滑　　　　 石 西壁付近覆土下層 Q 52　PL118

10 有　孔　円　板 2．1 2．6 0．4 0．3 2．9 滑　　　　 石 中央部覆土上層 Q 53　PL118

11 有　孔　円　板 2．1 2．4 0．3 0．3 2．6 滑　　　　 石 中央部覆土下層 Q 54　PL118

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（CⅡ】） 幅 （cIu） 厚さ（cm） 孔径（Ⅷ） 重量（g）

第199図12 鎌 （8．6） 3．5 0．8 － （30．4） 南東コーナー覆土下層 M 20　PL123

第94－B号住居跡（第198図）

位置　調査区の南西部，F4g2区。

重複関係　本跡は，第94－A号住居跡及び第96号住居跡によって住居跡の大部分を掘り込まれており，第94－A

号住居跡及び第96号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する壁がないため，詳細は不明である。

壁溝　確認された壁下には，壁溝が巡っている。上幅約9cm，下幅約4C皿，深さ約4cmで，断面形はU字形で

ある。

床　平坦であるが，踏み固められた部分は見られない。

覆土　覆土は重複のため掘り込まれ，人為堆積か自然堆積かは判断できない。

土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

第201図　第94－B号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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遺物　土師器片1点が出土している。第201図1の杯は北コーナー部覆土中層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく詳細な時期は不明であるが，出土遣物と遺構の形態から古墳時代後期（6世

紀頃）と思われる。

第妬一風考健贋跡（第202園）

位置　調査区の南西部，F4i，区。

重複関係　本跡は，第95－B号住居跡の南西部の床の上に構築してお軋　第76号住居跡によって掘り込まれて

いることから，第95－B号住居跡より新しく，第76号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．34m，短軸4．1mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は26cmで，外傾して立ち＿＿l二がる。

璧湧　確認された壁下にはタ　すべて壁港が巡っている。金属するものと思われる。上幅約15cm　下幅的用cm，

深さ約4cmで一　断面形はtT字形である。

床　平班である。

電　北壁中央やや西寄りに付設きれている。遺存状態が悪く，白色粘土粒子と焼土範囲のみを確認しただけで

ある。

第調図　第妬…風考健腰静実測図
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第203図　第95－A号住居跡出土遺物実測図

第95－A号住居跡出土遺物観察表

昏
0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　一一‥　l　－－」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第203回杯B（3．8）底部から体部片。平底。体部は内体部内面へラ磨き，外面ロタロナ長石・石英・雲母P478　　　20％

1 土師器C　　5．8攣気味に立ち上がる。 デ。底部回転糸切り。体部内面黒橙色 覆土中「久高」

色処理。 普通 休部外面墨書

PL76

2

杯B（2．0）体部片。体部は内轡気味に立ち上体部内・外面ロクロナデ。底部回スコリア・雲母・P479　　　5％
土師器C［6．0］がる。 転糸切り。休部内面黒色処理。石英

暗赤褐色

普通

覆土中　「高」

体部外面墨書

PL76

3

杯B（4．0）体部から口緑部片。休部は内攣気休部内面へラ磨き，外面ロクロナパミス P480　　　5％
土師器 味に立ち上がり，口緑端部に至る。デ。休部内面黒色処理。 鈍い褐色

普通

覆土中　「高」

休部外面墨書

PL76

4

高台付皿A［13．0］高台部から口縁部片。直立して開口縁部及び体部内・外面ロクロナ雲母・スコリア・P477　　　40％
土師器B　　2．9く高台が付く。休部は直線的に外デ。底部回転へラ削り後高台貼り石英 覆土中

D　　6．0

E　　O．9

傾して立ち上がる。 付け。体部内面黒色処理。 橙色

普通
PL76

覆土　5層からなる自然堆積である。

土眉解説

1極暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土／トブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

5　褐　　　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片76点，須恵器片3点が出土している。第203図1，2，3の杯及び4の高台付皿は覆土中から

それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から平安時代（10世紀）と思われる。

第95－B号住居跡（第204図）

位置　調査区の南西部，F4hl区。

重複関係　本跡は，第94－A号住居跡の南西部の床の上に構築しており，第95－A号住居跡によって掘り込まれ

ていることから，第94－A号住居跡より新しく，第95－A号住居跡よりも古い。

規模と平面形　遺存する北西及び南東コーナーから推定すると，長軸5．50m，短軸4．46mの長方形と思われ

る。

壁　壁高は30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下には，すべて壁溝が巡っている。全周するものと思われる。上幅約15cm，下幅約9cm，

深さ約4cmで，断面形はU字形である。

床　平坦である。
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